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HRI 報告書 2012年度 

 

概 要 

 

佐倉 統（東京大学大学院情報学環） 

 

【要約】 

「人と機械が理想的に調和する社会研究会」の 2 年度目は、初年度の成果を受

けて、大まかに抽出・把握された問題点をさらに具体化することを活動の目的

とした。その結果として、「測る」ことの重要性と、それをもとに人と機械の調

和を実現するためには「つなぎの機能」が重要であること、それをシステム化

するには多大な困難が伴うことを、改めて再認識することができた。ここでい

う「つなぎ」には、デザイン、インターフェイス、ノウハウなどが含まれる。

また、人と機械が直接関係する部分だけに関するものではなく、人と機械を含

んだシステム、さらにはそれらを取り巻く環境も対象とした「つなぎ」が重要

であるということも、今年度の重要な成果である。2013 年度は今年度の成果

を踏まえ、「つなぎ」概念をさらに精巧なものにするための理論的作業と、その

成果をどのように発信していくかの方法論についても検討する。 

 

 

1. 実施概要 

 研究会のメンバーは昨年（2011 年）度とほぼ同じであるが、昨年度の出席

率や、今年度のテーマとの整合性を考えて、数名の変更をおこなった。また、

外部講師による講演や、研究実践の現場への見学を取り入れて、より幅広く実

際的な検討を行った。 

 

各回の実施概要は以下の通りである。*はゲスト・メンバー。 
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第１回 

日時 2012年 9月 26日（水）12：00~18：00 

会場 オムロン（株）コミュニケーションプラザ、オムロンヘルスケア（株） 

見学 オムロンヘルスケア 

話題提供 山田育穂（東京大学）、池田光穂*（大阪大学） 

 

第２回 

日時 2012年 11月 7日（水）16：00~18：00 

会場 財団法人 鉄道弘済会義肢装具サポートセンター 

見学 鉄道弘済会義肢装具サポートセンター 

話題提供 大野祐介*（鉄道弘済会）、臼井二美男*（鉄道弘済会）、渡部麻衣子

（東京大学） 

 

第３回 

日時 2013年 1月 24日（木）11：00~15：00 

見学および研究会 東京大学駒場 II キャンパスCOMMA HOUSE 

話題提供および解説 野城智也*（東京大学）、荻本和彦*（東京大学） 

 

第４回 

日時 2013年 2月 6日（水）17：00~19：30 

会場 東京大学大学院情報学環本館６階会議室 

話題提供 遠藤謙*（ソニー・コンピュータサイエンス研究所）、山中俊治（慶

應義塾大学） 

 

 

2. 目的と成果の概要 

 第 1 回はオムロン(株)のコミュニケーション・プラザで、オムロンの歴史と
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理念を拝見し、その後オムロンヘルスケア(株)で、現在展開中のプロジェクトの

状況を拝見した。創業者・立石一馬真氏の、人々の生活を快適にするという強

い理念と、徹底して使用者・生活者の目線から発想する機能とデザインが印象

的であった。 

 もうひとつ、本研究会との関係で強調しておくべきは、オムロン(株)の活動や

業績の根底にあるのが、「測る」であったことだ。「測定」と言わず、あえて、「測

る」と表現した。人の行動や車の動きを測定するだけでなく、その情報をもと

に適切な反応を返すこと含まれているからだ。つまり、「測る」には、測定し、

情報に変換し、蓄積し、分析する作業がすべて含まれる。これら諸要素なしに

は（言い換えると「測定」だけでは）、人や環境の状態を適切に把握し、適切な

反応を返すことはできない。当たり前かもしれないが、その当たり前のことを、

徹底して進めてきたのがオムロンであることを、改めて認識することになった

のが、この見学であった。 

 「測る」ことは、しばしば、人間を不幸に陥れるというのは、科学史が明ら

かにしてきた事実である。人間の諸特性を「客観的」な数値で表現することで

一元的な管理が容易になり、そこに「優劣」などの尺度が当てはめられると、

優生学にもとづいた差別装置として、ときに強力に作動することになる1。 

 しかし一方で、医療や保健衛生の元となるデータは、客観的な計測値でしか

ありえない。3.11福島第一原発事故後の放射線汚染について、人々が不安と怯

えを抱いたのは、放射線量がどの程度で、それによりどの程度のリスクが生じ

るかが皆目わからなかったからだ。東京大学の早野龍五や坪倉正治、福島県立

医大の宮崎真らは、空間線量と内部被曝の実態をとにかく計測し、実測データ

を蓄積することで、人々の不安を少しずつ軽減することに貢献した。 

 「測定」されたデータだけでは、人々を幸せにすることも、不幸に落とし入

れることも、できない。それをどのように解釈し、どのように使い、どのよう

に意味を与えるかが、人と機械の共生のためには鍵となる。 

 これらの諸領域──「測定」を「測る」にする諸活動を、とりあえずここで

                                            
1 S. J. グールド『人間の測りまちがい』河出文庫, 2008［原著 1981年］ 
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は「つなぎ」領域と称することにする。このつなぎとは何なのか、それを明ら

かにすることが、今年度の活動のひとつの柱だったように思う。 

 結論から先に言えば、「デザイン」と「知識の編集」である。「ハードウェア

のデザイン」と「ソフトウェアのデザイン」と言ってもいいかもしれない。し

かしこの両者はアプローチや対応、さらには担当すべき人の適性などが大きく

異なるので、違いを強調するために異なる用語で表現することにする。 

 第 1 回の見学会の後で行われた研究会から始まり、4 回を数えた今年度の研

究会では、この二つについて、重点の置き方は違えど、深く掘り下げていく作

業が主となった。そして、このデザインおよび知の編集領域は、一重（単層）

で対応するのではなく、二重、または多重に制度設計した方がよいのではない

かという見通しを得たのが、今年度の成果のひとつである。日本の製造業は、

きめ細かいユーザー対応によって顧客満足度を上げることに成功してきた。ま

さに、この「つなぎ」領域を他国の製造業では追随できない水準で担ってきた

ことが、日本の製造業の国際的な成功の一因であった。 

 しかし、つなぎ領域をすべて製造業が担当するのは、顧客の好みが著しく多

様化し、要求水準が高くなった現在、もはや非常に困難な状況にある。その困

難を達成しようと顧客サービスに資源を投下しても、得られるサービス向上は

さほど大きくない。むしろ、担当者の業務負荷が増し、職場環境は悪化するこ

とが予想される。 

 それよりも、「つなぎ」作業の一部を顧客側に担当してもらうことにより、よ

り快適できめ細かいサービスを目指す方が、製造業にとっても有益であろう。

家具などの DIY は、まさにその具体化である。家電メーカーの業績が悪化した

のは、この DIY 的要素をうまく組み込めなかったからと言ってよいのではない

か。パソコンやダブレット端末と連動するなど、カスタマイズする家電がもっ

と発明される余地はあったと思うが、高度で細分化された機能を搭載すること

が完成度を上げることという発想から、多くの家電メーカーは脱却できなかっ

たように思われる。 

 健康器具や計測器具でどのような「DIY」が可能なのかは、むしろ来年度（2013
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年度）以降の課題として、今後の検討にゆだねる。 

 

3. 各研究会の内容と来年度の展望 

 以上の概略を踏まえて、研究会各回の内容を簡単にまとめておく。 

 第 1 回の、オムロン研究所の見学会に続いて行われた研究会では、空間デザ

インを専門とする山田育穂（東京大学大学院情報学環）から、環境のデザイン

により人間ができるだけ歩くことを促進し、肥満などの生活習慣病を予防する

試みが紹介された。これは、環境を操作することで人間と環境の関わり方を変

える、つまり歩くという行動の意味を変える試みである。「『行動の編集』をう

ながすデザインの模索」と言ってよいように思う。続いて医療人類学者の池田

光穂（大阪大学コミュニケーション・デザイン・センター）が、測ることの意

味をメタ・レベルから問い直す作業をおこなった。「測定」だけでは不十分で、

そこにどのような意味を付与するのか、測定者と被測定者の関係をどのように

考えていく必要があるのかといった、今年度の大きな方向性は、この池田氏の

発表に内包されていたといえる。 

 第 2 回の鉄道弘済会義肢装具士センターとの共同研究会では、臼井二美男と

大野祐介（ともに鉄道弘済会義肢装具士センター）のお二人から、義肢装具士

という「人」が、経験的知識をフルに活用してこの「つなぎ」機能を作動させ

るのか、その過程についての述懐をじっくりうかがうことができた。渡部麻衣

子（東京大学大学院情報学環）による研究成果は、この「つなぎ」が機能する

ために、義肢装具士と患者がどのようなやりとりをしているのか、経験知がど

のように集積されているのか、その一端を明らかにした。これらの経験知を明

示的に埋め込むことは不可能であり、「つなぎ」の制度設計としては、経験知が

入り込む余地をどのように開いておくかが重要と思われる。また、臼井が発案

し、現在も代表を務めている「ヘルスエンジェルス」は、義足使用者がスポー

ツを楽しむと同時にそれを支援する団体だが、このような団体を形成すること

は、環境（場）を変えることである。これもまた、人と道具の関係を良好にす

るための「つなぎ」の一形態であろう。 



 10 

 第 3回のエコハウス（COMMA HOUSE）見学では、環境負荷をかけない技術

の粋を集めたモデル住宅が、しかし一方で、実際に生活してみるとさまざまな

不具合があり、試行錯誤しながら修正していく必要があるという説明があった。

東京大学生産技術研究所の野城智也と荻本和彦の視点は、むしろ、環境負荷を

技術的にどれだけ減らし、生活者をどれだけ快適にするか、そしてそのような

技術をどのように実用化していくかということに焦点が当てられていた。技術

の実用化と普及を、「つなぎ」という観点にどのように取り入れていくかは今後

の課題である。 

 第４回の研究会では、義足をデザインするインダストリアル・デザイナーの

山中俊治（慶應義塾大学 SFC）と、義足を工業的に生産する試みを展開してい

る遠藤謙（ソニー・コンピュータサイエンス研究所）との、同じ素材に対する

複眼的な発表および討論となった。義足が失われた脚としての機能を十分に代

償するためには、元の形とは異なる方がむしろ良い、そしてそこから新しい義

足の文化と社会認識が生じるという見解が 2 人に共通していたのは興味深い。

「機能」と「構造」に関する、古くからの問題点ではあるが、「つなぎ」がどう

あるべきかについても、根本的に重要な問題となるはずだ。一方で、「つなぎ」

のデザインと生産を社会的システムとして確立することの困難さについても、2

人が共通して強調していたところである。 

 

4. 来年度への課題と展望 

 以上を踏まえて、来年度のへの課題と展望をまとめておく。「つなぎ」には、

メーカーやサプライサイドに近い部分でのつなぎ役と、ユーザーサイドに近い

部分でのつなぎ役と、少なくとも二種類が必要なように思われる。これらをビ

ジネスとして、あるいはマーケットとしてどのように成立させるかは、本研究

会の射程外であるが、このような二重のつなぎ役を組み込んだ形で、しかもそ

れらが形だけのものになるのではなく、有機的かつ有効に機能する方法は、見

通しを付けておく必要がある。義足研究は渡部麻衣子が産休に入ったため継続

が困難であるが、何らかの適切なフィールドを見すえつつ、「二重のつなぎシス
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テム」の具体的な事例をもう少し研究すると同時に、より一般的な概念・理論

として確立することが、2013年度の課題である。 

 

以上 
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第１回  「人と機械が理想的に調和する社会研究会」 

 

１．  日時 
2012年 9月 26日（水）12：00~18：00 

 

２．  会場 
(1) リーガロイヤルホテル京都「ル・ボワ」 

(2) オムロン（株） コミュニケーションプラザ 

(3) オムロンヘルスケア（株） 

                              

３． プログラム 

(1)  昼食会（12:00-13:00） 

(2)  オムロンコミュニケーションプラザ見学(13:00-14:00) 

(3)  研究会(15:00-18:00) 

①座長あいさつ                           …佐倉統・教授 

②オムロンヘルスケア事業紹介  …小林洋・執行役員常務 

③話題提供①                      …山田育穂・准教授 

④話題提供②                   …池田光穂・教授 

⑤フリーディスカッション              …全メンバー 

⑥次回研究会のご相談                        …佐倉統・教授/事務局 

(4) 懇親会(18:00-19:45) 

 

４．  出席者 

五十音順、敬称略 

【主査】   

 佐倉 統    東京大学大学院情報学環（科学技術社会論） 

 

【研究会メンバー】 

 池田 光穂 大阪大学コミュニケーションデザインセンター（医療人類学） 

 上田 紀行 東京工業大学大学院社会理工学研究科（文化人類学） 
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鬼頭 秀一 東京大学大学院新領域創成科学研究科（環境倫理学） 

 中村 雄祐 東京大学大学院人文社会系研究科（開発人類学） 

 八谷 和彦 株式会社ペットワークス（メディアアート） 

 松原 洋子 立命館大学 先端総合学術研究科（生命倫理学） 

森 武俊  東京大学大学院医学系研究科・情報理工学系研究科 

（協調知能システム学） 

 山田 育穂 東京大学大学院情報学環（空間情報学） 

暦本 純一 東京大学大学院情報学環 

       （ヒューマンコンピュータインタラクション） 

【オムロン関係者】 

 オムロンヘルスケア㈱    執行役員常務     小林 洋   

      

 オムロン㈱   執行役員常務    荒尾 眞樹 

    経営戦略部     田中 圭 

 

 ㈱ヒューマンルネッサンス研究所    代表取締役社長   近藤 泰史 

  研究部長    中間 真一 
                             研究員    澤田 美奈子 

 

【佐倉研究室スタッフ】 

 東京大学大学院情報学環   特別研究員 

 渡部 麻衣子 

 東京大学医学部附属病院   特任助教 

 黒田 佑次郎 

 

計 18名 

                                                                                                                                     

以上 
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第一回議事記録 

 

 

◯山田 改めまして東京大学情報学科の山田（山田育穂）です。よろしくお願

いします。 

 先ほどの血圧計の話で、うちの母ももう何年もずっと血圧を朝晩はかってい

て、うちに遊びに来るときもちゃんと血圧計を持ってきていたりして、偉いな

と思っていたのですけど、ああいうものがあると便利に、もっと楽に勧められ

るなというふうに感じました。うちに帰ったら勧めようと思います。 

 そして今のアプローチというのはやっぱりすごく、病気になる前に自分のこ

とを知ることによって、健康になろうというモチベーションを上げていくとい

うことだと思うのですが、私もやっぱりすごく、病気になる前に、都市の環境

を変えてあげるとこによって、ふだんの生活の中から病気にならないような、

健康な暮らしを進められないかとういうようなことを研究しています。 

 簡単に、私の研究分野なのですが、一番ベースとなっているのが空間情報科

学、スペーシャリー・インフォメーション・サイエンスと言われるもので、こ

れは例えば衛星写真だったり、ＧＰＳでとった位置情報だったり、それからい

わゆるデジタル地図、電子地図みたいなものを、位置を持った、位置情報を持っ

たデジタルの情報をどのように、効果的に、効率的に解析したり収集したりし

て使っていくことができるかといったことを研究している学問分野になります。

中ではＧＰＳの速度、ＧＰＳ衛星からの位置情報の精度をどのくらい、どうやっ

たら上げられるかというような、すごく技術的なことを研究している人もいれ

ば、では山はどこから始まるのですか、頂点はあるけど、山の始まりはどこで

すか、みたいな地物の地理的なもののオントロジーみたいなことを研究してい

る人までいて、すごく広い分野になっています。その中で、私はこの空間情報

解析というところで、そういったデジタルの空間情報を計量的に解析して、い

ろんな、都市の問題だとか健康の問題だとか、そういうことにフィードバック

するための手法を考えるということをやっています。そしてもう一つの背景と

して医療健康地理学というのをやっていて、これは環境と人間の健康のかかわ

りについて、地理学的な視点か見ようということで、この３つを柱に健康的な

都市居住空間というのをどういうふうにしたらつくれるか、それはどんなもの

なのだろうという研究をしています。 
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 環境と健康の関係性についての研究というのはかなり古くから始められてい

て、Ｂ．Ｃ、紀元前400年ごろの古代ギリシャの医師のソクラテスが最初に環

境と健康の間の関係性を指摘したというふうに言われています。この中で医学

を学ぼうとするときには、気象だったり天候だったり、日照関係だったり、都

市における水質や大気汚染といった、環境をまず適切に知らなくてはいけないと

いったようなことを言っています。 

 この時代はそれからずっとさかのぼってこういったことをベースに医療健康

地理学が行われてきたのですけども、基本的に環境というと自然環境を中心に

考えられていました。例えば感染症だったり食中毒だったり、栄養状況の悪化

による病気、疾病みたいなものがメーンの問題である場合にはそれでよかった

のですけれども、今、先ほどの話にもあったように、いわゆる生活習慣病みた

いなものがどんどんふえてきて、この原因があってこの病気になります、とい

うようなワン・ツー・ワンの関係ではなくて、いろいろな要因が絡み合ってき

ますし、また人と物の移動もどんどんグローバル化してくると、自然環境だけ

見ていたのでは健康に対する影響というのはつかめないのではないかというこ

とで、だんだんより広い意味での環境というものが考慮されるようになってき

ています。 

 これはヘルシーピープル2020という、アメリカの厚生労働省みたいなところ

が出している、アメリカ国民の健康向上を目指すためのプランで、この中で医

療保険サービスとか遺伝情報だったり、個人の行動・習慣とあわせて、物理的

な居住環境、それから社会的な環境が私たちの健康状態に影響しているのだと

いうことをはっきり明記しています。この中で、私は２年前に日本に帰ってき

たのですが、その前はずっとアメリカにいて、こういったことを背景に居住環

境と健康の関係性ということで、特に肥満の問題に焦点を置いて研究をしてい

ます。 

 きょうは米国の肥満問題というのを中心にしながら、それに対する環境的な

アプローチですとか、ユタ州で行なっていたケーススタディーの話、それから

日本でこいうった問題を考えていくときの問題点などについてお話ししたいと

思います。 

 まず、肥満をどのようにはかるかということなのですが、ここではボディー・

マス・インデックス、ＢＭＩというのを使っています。これはキログラムでは

かった体重をメートルではかった身長の自乗で割ったもので、ＢＭＩが18.5か
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ら25までが標準というふうにされていて、18.5以下だと低体重、痩せ過ぎとい

うことになって、ＢＭＩが30以上だと肥満ということになります。日本の場合

はＢＭＩ25以上が全部肥満と言われているのですが、アメリカとかＷＨＯの基

準だと25から30までというのは肥満まで行っていないけど標準より重い、過体

重というような呼ばれ方をしています。何年か前まではアメリカなんかでも25

以上は全部肥満だったのですが、次にスライドをお見せするように、余りにも

肥満の人がふえてしまったので、恐らくそれが理由だと思うのですが、ちょっ

と定義が下がりました。ちょっとずるをしています。 

 大体どんな感じが肥満か、大体身長170センチの人でいうとどのぐらいの体

重というのを示しています。87キログラムを超えていると肥満になるし、53キ

ロよりも軽いと痩せ過ぎということになります。 

 余談というかあれですけれども、日本でも肥満がだんだん、じわじわですが、

ふえてきています。ただ20代以下の女性の場合には低体重のほうがどんどん、

どんどんふえているということがあって、これはほかの先進諸国から比べると

かなりおかしなことで、そこだけ、グラフを書いたりしてみるとすごく変なこ

とになっています。これは社会環境の問題かなというのもありますが。 

 アメリカのほうに話を戻しますと、ＣＤＣ、アメリカの国立疾病管理予防セ

ンターというところが、肥満率がどのように変化してきたかというデータを集

めています。これが1985年、各州ごとの肥満率を示したものです。白いところ

はデータがないのですが、それ以外のところ全ての州で15％は切っています。

白いところも別に肥満率が高かったわけではなくて、あんまり問題ではなかっ

たのでデータを集められていなかったということが理由です。そして1990年に

なってもまだ全ての州で15％未満です。1995年になると特に東側の州を中心

に15％を超えてくるようになってきて、2000年、ついに20％を超す州がこん

なにできてきます。そして2005年になるとついに30％超えという州が、これ

はルイジアナとアラバマだったかと思うのですが、出てきます。さらに４年後、

2009年、これは公開されている一番新しいデータなのですが、特に南部の、こ

のあたりですけれども、主要な地域を中心に30％を超えている州というもの

がかなり出てきてしまっている。これは先ほどのアメリカ基準なので、ＢＭＩ

30以上で計算されています。もしこれで日本の基準の25以上を当てはめたとす

ると、アメリカの成人人口の３分の２以上が肥満であるというふうに言われて

います。ちなみに日本の場合はアメリカ基準でいうと大体３％ぐらい。日本の
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基準でいうと男性で30％、女性で20％前後というふうに言われているので、肥

満に関してはまだまだ、大分安心なエリアにいるということになります。 

 もちろん肥満は見た目の問題とかもありますけれども、先ほどご指摘のあっ

たように、糖尿病だとか高血圧、動脈硬化といったような成人病に、それから

鬱病なんかの精神疾患にもつながってくるということで、まず健康上の問題が

あるということで、アメリカでは大体肥満に起因するような理由で年間28万人

ぐらいが亡くなっていると推定されています。それにかかわる医療ですとかそ

れ以外も含めて、肥満にかかわる医療コストとして、大体日本円にして６兆円

ぐらいがかかっているというふうに言われています。 

 こうなってくると、３分の２以上の人が肥満で、しかもそんなにお金もかかっ

ているし、そんなに亡くなっている人がいるということになると、今までのよ

うに一人一人が頑張って自分で痩せてくださいというアプローチではもう難し

いということになってきて、環境を変えることで個人の努力をサポートしよう

というような動きが出てきています。 

 ちなみにこれは日本の場合で、2006年から2010年の平均で、データが男性

についてしかなかったのですが、ＢＭＩ25以上を肥満とした場合の肥満率は、

割と太平洋側のほうが肥満率が高いのかなというのが出ています。どちらかと

いうと、日本海側のほうが肥満率が低い。沖縄は、以前はすごく長寿エリアだっ

たのですけども、今は肥満率がかなり上がってきてしまっているというのがわ

かります。これ以上細かいデータはないのですが、大体こんな感じになってい

ます。 

 ここまでは大人なのですが子供もやっぱり同じで、アメリカでは17％ぐらい

の子供が肥満と言われていて、もっと問題なのが、これは人種・民族ごとに肥

満率を比較したものなのですけれども、こちらが男の子、こちらが女の子で、

青いほうが1988年から1994年のデータ。緑のほうが2007年、2008年のデー

タなのですが、どれもふえているのですけれども、人種・民族によってかなり

差があるということがわかります。最初からあった差がこの何年間かでさらに

大きくなってきているということがわかります。そして人種・民族間ですが、

１対１ではないですが、かなり収入にもかかわってきていることなので、肥満

以外にもいろんな健康問題でかなり格差があります。アメリカだとこんな状態

になっています。日本だとやっぱり同じで、若い女の子たちは、男の子の平均

ＢＭＩは上がっているのですが、女の子はだんだん下がっているというところ
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が、やはりあります。 

 では肥満はなぜ起こるのかという最も基本的なことで考えてみると、摂取エ

ネルギー、食べる量と消費エネルギー、身体活動をする分のアンバランスで起

こってくるわけで、解消しようと思えば食べる量を減らして運動する量をふや

せばいいのですが、今、私たちの暮らしている環境を考えてみると、ファスト

フードレストランはどこにでもありますし、ちょっと電話をするとピザもとれ

る。高カロリーで低栄養な食事というのはかなり簡単に手に入れてしまうこと

ができる。逆に、現代人は忙しいので家庭で時間をかけてゆっくりと健康的な

食事を調理するというのも難しくなってきていますし、特にアメリカの低所得

者層の人たちが住んでいるようなエリアだと、生鮮食料品を買うスーパーマー

ケット自体が撤退してしまってないということもあります。フードデザート問

題などと言われていますが、なので、この食生活の環境自体がかなりすごいこ

とになってきている。同じように、日常生活の中での運動と考えてみても、仕

事はどんどんどんどんデスクワークにシフトしてきていますし、日常生活の中

の移動も歩くよりもバスに乗ったり、特にアメリカだと自動車社会ですから、

ちょっとそこまでコンビニに行くにもみんな車で乗ってしまうということがあ

ります。 

 私が前にアパートに住んでいたのですけれども、その中でプールがすぐそこ

にあるのですよ。そのアパートのコンプレックスの中で、どの端から歩いてき

ても５分ぐらいしかかからないのに、みんな車で来るのです。なぜかなと思う

のですけど、それぐらい全ての人が車という世界になってしまっています。こ

ういうふうになってくると、今までの私たちが住んでいた社会と比べて、もう

環境そのものが肥満を促進してしまう、痩せることを難しくしてしまう環境だ

ということで、肥満のオビースというところからとって、こういった今の生活

環境は、オビソジェニックなエンバイロメント、肥満を促進する環境であると

呼ばれています。 

 なので、そういった環境に住んでいると、なかなか個人で頑張ってください

ということは難しくなってくるので、そのオビソジェニックになってしまった

環境をいいものに変えていこうという動きがだんだん起こってきました。本当

に３分の２以上の人が肥満となると、一人一人が頑張るという範囲を超えてい

るというふうに考えられています。そしてそのオビソジェニックになってし

まった環境を変えてあげることで、日常生活の中で自然に健康的な選択ができ
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るように、例えばファストフードではなくてもうちょっとヘルシーな食べ物を

選べる、バスではなくて、車ではなくてちょっとそこまで歩ける、そういった

健康的な選択を促す環境をつくろうという動きが出てきていて、ヘルシーシ

ティ・プランニングと言われるように、都市計画の段階から健康的な町をつく

ろうというような動きが出てきています。 

 先ほどのエナジーバランスのところに戻ると、まず摂取エネルギー、食事を

管理するということで、食生活の中の、レストランとか小売店とか、そういっ

たものでどんなものが売られているのか、どのように売られているのか、そう

いうのを管理するというのと、それから日常生活の中で運動を促すものとして、

道路の歩道だとか公園だとか運動施設、そういった人間がつくった建造物環境

を整えていこうという２つのアプローチがあって、ふだん生活しているおうち

の周り、近隣の住環境、それから学校環境なんかを整えていこうという動きが

どんどん盛んになっています。 

 例えば、２年ぐらい前かと思うのですが、ミシェル・オバマさんがホワイト

ハウスの中に家庭菜園をつくったというので日本のニュースでもちょっと話題

になっていたと思うのですが、あれはこのレッツ・ムーブというプログラムの

一環で、次世代のアメリカの子供たちを健康なものにしていくために食生活の

大切さ、それから運動の大切さを教えていこうというので、食育みたいなとこ

ろの一環としてこのプロジェクトは行われていました。ほかにも例えばこれだ

と、小学校のカフェテリア、給食のかわりにカフェテリアなのですけど、そこ

にサラダバーをつくりましたとかいうことが新聞に載ったり、日本のコーヒー

牛乳のかわりに向こうにはチョコレー牛乳というものがあって、おいしいので

すけどすごく甘いのですね。もちろん牛乳のカルシウムとかたんぱく質とかの

メリットはあるのですが、カロリーの高さからそのアドバンテージを超えてい

るというので、学校給食からはチョコレート牛乳とストロベリー牛乳はなくし

たほうがいいだろうというような議論が起こってきていたり、それからこちら

は、いわゆる甘い炭酸飲料水を高校からなくしましょうということが実際に行

われています。 

 これは学校の環境ですが、もう少し都市の環境になると、ニューヨークシティ

の、これはもしかすると有名かもしれないのですけれども、全てのメニューに

カロリー表示がされています。それが法律で義務づけられています。なので、

食事を選ぶときに、ああ、これを食べると何キロカロリーなのだ、というもの
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がまず、ばんと見て、その中で自分で選んでくださいという、情報を与えるこ

とで正しい選択をしやすくしようということになっているという試みが行われ

ていますが、2008年に始まって、あんまり効果がないのではないかと、今は言

われています。結局書いてあっても食べたい人は食べてしまうというようなこ

とが言われています。 

 それからロサンゼルスの特定のエリアでは、もうファストフード店を建てて

はいけませんという法律ができたりしています。今あるものを潰せとは言わな

いのですけれども、もう新しいのは建ててはいけませんよということで、その

かわりにスーパーマーケットだとか、もうちょっとヘルシーなレストランだと

か、そういったものを誘致しようという動きになっています。 

 これが食生活環境のほうで、建造物関係のほうだと道をつくるとか歩道をつ

くるので、なかなかそうすぐにはいかないのですけれども、行政の方の

たとえば、高速道路局みたいなところでは、このセイフ・ルート・トゥ・

スクールという、子供たちが学校に行くときの通学路を安全なものにして、み

んな、歩いても行かれるようにしてあげようというようなことが行われていま

す。交通安全もありますし、それから向こうだとやっぱり子供に対する犯罪が

心配なので、そういった、クライムからのセイフティー、それから交通安全の

ほうのセイフティー、両方の教育活動が行われたり、それからここが主導して

集団登校、日本でいう集団登校みたいなものが行われて、一人で歩いていくの

は危ないのでみんなで歩いていきましょうとか、先生がついていったり親がつ

いていったり、そういった形で日常通学するときの身体活動をふやしましょう

というものがあります。 

 関連すると、先ほどの食生活のほうにもかかわるのですが、子供たちのスクー

ルバスが通るエリアにはファストフード店の看板を建ててはいけないとか、そ

ういう条例を出しているところもあります。特に、子供向けにちょっとかわい

いおもちゃがついていたりするものがファストフードなんかでありますよね。

そういったものに対してもかなり厳しい目が集まっています。ああいうものが

欲しいからつい食べてしまうというようなことを言われています。 

 そして都市の中でも新しい小学校をつくるのだったらそこに行くための道路

に歩道も整備してくださいというようなことを住民の側が要望していったり、

それから、これはそのものずばりなのですが、地方の都市では歩道がないから

肥満が横行するのだというようなことが言われるようになってきています。今
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これはどれも新聞の記事なのですが、別に健康系のジャーナルなわけではなく

て一般的に普通の人が読むような新聞でこういった記事がどんどん掲載されて

います。 

 そして私の研究で中心になっているのはまさにこういった感じのことで、都

市の歩きやすさ、都市を歩いていくのが安全かどうか、快適かどうかという、

都市のウオーカビリティーを上げることによって、日常生活の中で歩くという

選択肢をもっと魅力的なものにしていこうという研究です。このウオーカビリ

ティーというのは「ウオーク」歩くと「エイブル」何々できる、をくっつけて

できた単語で、歩きやすいとか歩くことができる空間という意味を持っていま

す。そして都市のウオーカビリティーが上がれば日常生活の中で車のかわりに、

ではちょっと歩いて郵便局まで行こう、コンビニまで行こうという選択がしや

すくなる。そうすると自然とエネルギー消費量がふえて、肥満の予防や解消に

つながるのではないかというのが研究の背景にあります。一生懸命、ジムに行

こうとか、週に何回ジムに行こうとか、そういうことを決めて実行するのはな

かなか難しいので、そのかわりに日常のちょっとした行動を歩いて行うことに

よって消費カロリーをベースから上げていこうというアプローチです。特に食

生活環境だといろんなことができるのですが、建造物環境のほうからもこのウ

オーカビリティーを上げようというのがメーンのアプローチになっています。 

 ではウオーカビリティーはどのようにはかるのか。いろんな指標があるので

すが、よく使われるのがウオーカビリティーの３Ｄと言われる指標です。この

「ポピュレーション・デンシティ」、人口密度と歩行者に優しい「デザイン」の

Ｄ、それから土地利用の多様性「ダイバーシティー」のＤの３つのＤを取って

いて、人口密度が高いエリアというのは都市の活気もあるし、人の目があるの

で安全で外にも出やすい。都市施設も整備されているので外に行って歩くこと

が苦ではない、楽しくなるということが一つ。それから歩行者に優しいデザイ

ンというのは、例えば歩道がきちっと整備されていたり植栽が整っていたり、

それから道路がよく連結されていると外を歩くというのが楽しく快適になるだ

ろうということ。最後、土地利用の可能性のダイバーシティーのＤは、自分の

住んでいる地域の周りにいろいろなものがあれば、ずっと住宅地というのでは

なくて、そこの中にお店であったり、学校であったり、図書館であったり、そ

ういうものがあれば歩いていく目的というのができるので、日常生活の中で歩

く機会がふえるだろうということで、この３つ、人口密度、歩行者に優しい道
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路のデザイン、それから土地利用の多様性が高い地域ほど、ウオーカビリティー

が高くて、住民はもっと歩いて、そして健康になれるのではないかという仮定

を置いています。 

 私の研究の中ではこの３Ｄをいろんな方法を使ってはかって、そして実際の

一人一人の、個人のＢＭＩ数値と比べてどんなものが関係しているのかという

ところを見ています。研究対象地域はこのアメリカのユタ州のソルトレイクシ

ティーというところなのですが、これはアメリカで、ここがユタ州です。ユタ

州の真ん中よりちょっと上あたりにあるこの地域がソルトレイクカウンティー、

ソルトレイク郡になります。そしてここのあたりが中心商業地域になっていて、

アメリカだとよくダウンタウンのエリアは衰退してしまって何もないというよ

うな話があるのですが、ここはちょっと特殊で、モルモン教の聖地というか、

大本山がここにあるので、教会が力を入れて非常にきれいに整備がされている

し、ビジネスもたくさんあります。なので、全く衰退とは無縁な地域で、ここ

を中心に路面電車が走っています。これもアメリカの中規模都市としてはかな

り珍しいのですが、ちゃんと公共交通というのがみんなの生活の中に密着して、

ちゃんと使われているものになっています。 

 以前ニューヨークのバッファローというところに住んでいたときには、地下

鉄に乗ったら乗客が自分だけだったという、かなり怖いことがあったのですが、

ここはちゃんと使われていて、日常生活の足になって、この範囲に大学があっ

て、大学までもこの路面電車が来ていて、それで通学している学生もいるぐら

い、広く使われています。 

 これが研究対象地域で、個人のＢＭＩ、健康状態に対するデータは運転免許

証データからとっています。というのは、ユタ州の場合には通常運転免許証に

書いてあるような住所とか名前とかそういうのに加えて身長と体重が書いてあ

るのですね。なので、これを使って個人のＢＭＩを計算することができます。

そういった個人情報だけではなくて、目の色とか髪の毛の色とか、そういった

ようなことも書かれていて、その一環として身長と体重も……。もちろん自己

申告なので、そこではちょっと問題はあるのですが、でも人口の、大人だと80％、

90％の人が免許証を持っていて、その全ての人についてデータがあるというこ

とでは、トレードオフかなというふうに考えてこのデータを使っています。 

 そしてこの45万人分ぐらいの運転免許証保持者のデータを使ってＢＭＩの空

間分布を見てみると、先ほどのソルトレイクカウンティーの中心部分です。こ
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のソルトレイク郡というのはちょうど谷間になっていて、この中心の部分が谷

間になっていて、周りに、こっち側に湖があって、この辺はずっと山なのです

ね。なので、人口がすごく少ないので、この中心部分だけにフォーカスした解

析になっています。見てみると、黄色に近いほどＢＭＩの平均値が低くて、赤

が濃くなるほどＢＭＩの平均値が高いエリアになっています。見てわかるよう

に、かなり西側はＢＭＩが高い地域、東側はＢＭＩが低い地域という、かなり

明確に出ています。男性にしても女性にしてもそんなようなことがわかります。

そして平均ＢＭＩを見てみると、男性だと26.6で、日本でいったらもう全員平

均的に肥満。女性でもぎりぎり24.9というくらいで、先ほどお見せしたアメリ

カ全体の地図からいくと、コロラドとユタはかなり肥満率が低いほうなのです

が低くてこれという状況です。なかなか根深い問題です。 

 このデータを個人の健康状態としては、運転免許証からＢＭＩを計算すると

いうのも使って、そして近隣のウオーカビリティーについては地理情報システ

ム、ＧＩＳというものを用いていろんなものを構築しています。ＧＩＳという

のは、先ほどの位置情報がついたデータを扱っていくためのコンピューター・

システムで、グーグルマップは、例えばＧＩＳの地図を表示するという一番基

本的な機能だけを持っているＧＩＳだと思っていただければいいかと思います。

見た目はあんな感じで地図が出ていて、いろんなものを、いろんなレイヤーを

重ねて見たりすることができるのですが、それに解析の機能があって、新しい

データをつくったり統合したりする機能がついているのが一般的なＧＩＳのソ

フトウエアになっています。これを使って個人の住所とそれから土地利用など

に、道路ネットワークといった空間データから個人レベルの、それぞれの人の

家の周りの空間、ウオーカビリティーがどうなっているのかというような指標

を計算しています。 

 まず住所がわかっているので、それぞれの人の、どこに住んでいるのかとい

うのを地図の上に載せることができます。そしてそれぞれの人の周りに、例え

ば歩いて１キロメートルで行かれる範囲というのをブルーで囲まれているエリ

アのようにつくってあげて、これがこの人の近隣住環境であるというふうに定

義をします。500メートルでも何でもいいのですが、ここでは一般的にアメリ

カの研究でよく使われている１キロというのを使っています。なので、既存の

市区町村だったり町丁目みたいな空間単位よりも小さいものになるので、より

個人に密着したローカルな設定をすることができる指標になります。 
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 この個人個人の住環境、近隣、こういうふうにつくったバッファーと、例え

ば土地利用の混合レベルのデータを重ね合わせてあげることによって、ここに

住んでいるこの人の近隣の中にはどんな土地利用がありますかというのを計測

することができます。算出することができます。それを使っていろいろ、ぐる

ぐると計算すると、この人のうちの周りの土地利用混合度はどれくらいありま

すかというのを、それぞれの人について計算することができます。このあたり

は、先ほど話題に出ました高齢者の方たちが通っていたところなのですが、そ

こを中心に土地利用混合度はかなり高くて、両側、東側に行っても西側に行っ

ても住宅地がメーンになってくるので、土地利用混合度が減っていくという分

布になっています。それ以外にも、例えば人口が、衛星画像を使ってその地域

の緑地率だったり、道路がどのくらい密にコネクトされているかという指標

だったり、最寄りのバス停とか駅とかまでの距離だったり、そういったものを

いろいろ計算することができます。 

 こういったローカビリティー指標と先ほどの個人レベルのＢＭＩを比べてど

んな関係があるのかというのを、モデルを使っていろいろ見てみました。詳し

いところはパスということで、ざっくりした結果とすると、個人の年齢とそれ

から地域の社会経済特性をしたとしても今検討したようなほとんどのローカビ

リティー指標とＢＭＩの間に統計的に有意な関係がある。やっぱり住環境は効

いているらしいということがわかってきました。 

 これまで土地利用の多様性ということで、混合度合いが効くのではないかと

いうふうにずっと考えられてきたのですが、その混合度合いをはかる指標とあ

る特定の土地利用があるかないかという指標を両方使って見てみると、どうも

どれだけ混ざっているかというよりも、これがあるかないか、そちらのほうが

ストレートに効いているのではないかというような結果になりました。 

 さらに、やっぱり男性と女性を比べると何が効くかは結構変わってくるなと

いうのもわかってきました。女性の場合は公共交通へのアクセスビリティーが

高いところに住んでいる人ほどＢＭＩが低い。恐らくそこまで歩いて行ってい

るのではないかというふうに考えています。そして男性の場合は、こちらは

ちょっと説明が難しいのですが、道路密度が高いところに住んでいる人ほどＢ

ＭＩが低いという傾向になっています。というような感じで、これは、年齢に

ついては見ていないのですけれども、男女差だったり年齢層だったり、いろい

ろあるのではないかというふうに考えられます。 



 25 

 そしてやっぱり日本では、先ほども言ったように、肥満というもの自体はそ

んなに問題にはなっていないのですが、住民全体、広い年齢層に働きかける環

境的な健康づくりのアプローチとしては、ウオーカビリティーを上げていくこ

とというのがあるのではないかというふうに考えています。生活習慣病ですと

か身体活動量の低下、子供の体力の低下とか、いろんな問題が、肥満ではない

にしろ、いろんな健康問題がありますので、そういったところに対応していく

ために、一人一人にアプローチというよりは、まず全体の、住んでいる場所を

変えてあげることで全体的に底上げしていこうということに使えるのではない

かと考えています。日本でも「健康日本21」といったものを厚生労働省が出し

ていて、日常生活の中の身体活動量をあげましょうと言われていて、その中で

歩くこと、歩行というのが一つの有効な手段ですよということが言われていま

す。なので、日常歩いている空間がもっと歩きやすくなることによって、そん

なに意識しないで歩数をふやしていく、かつ身体活動をふやしていくことがで

きればいいなと思っています。 

 日本でも少し研究が行われているのですが、ウオーカビリティーの研究とい

うのはまだ数えられるほどしかありません。そして問題点というか考慮すべき

点としては、これまで、先ほどの３Ｄみたいなものは、主にイギリス・アメリ

カといった欧米諸国を中心につくられてきたものなので、それを日本の都市に

そのまま使ってもいいものかどうかというのが一つ、疑問として挙げられます。

それから近隣についても１キロメートルで行ける範囲のところ、100メートル

で行ける範囲とかを決めましけれども、私たちは大体、主婦の方は別かもしれ

ませんが、家から通勤・通学なりして学校やオフィスに行って帰ってくる。そ

うなると家の周りだけではなくてオフィスの周りや、その行く途中だったり、

そういったところも近隣と考えるべきかもしれないし、時間帯によって、例え

ばとっても交通量が、朝は多いけど昼間だったらウオーキングできるような道

だったり、そういった時間的なことも考えなくてはいけないかなというのがあ

ります。 

 さらにウオーカビリティーの研究とかは、アメリカだと割と郊外部で行われ

ることが多いのですけれども、日本だと大都市とか郊外部、それから地方都市

になるとウオーカビリティーのかかわる要素がきっと変わってくるのではない

かと思われますし、高齢者と子供、成人を比べると、きっと何が気になるのか

というのが変わってくるのではないかというふうに考えています。 
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 昨年うちの学生さんが豊島区で少し小さいケーススタディーをやってみたの

ですが、ここでは先ほどの３Ｄのかわりにアニューズというやっぱりアメリカ

発のウオーカビリティーの指標を使って研究を行なっています。これは、ア

ニューズが割と既存のデータを使いながらウオーカビリティー指標を構築しよ

うというようなものだったのに対して、アンケート調査を行なって住民がこの

地域のウオーカビリティーをどう見ているのかというのをはかっていこうと

いったもので、50個以上の質問からなる調査票です。これはアメリカベースな

ので、これに対してこの学生さんは日本の都市ならこういうことが効くのでは

ないか、日本には関係がないこともあるのではないかといったようなことを考

えながら質問を追加したり削除したり変更したりしてやってみました。例えば

日本だと歩行者と自転車が接触しそうになって危なくて歩きづらいとかいうこ

ともありますし、立て看板とか置き自転車があって、もともと広いはずの歩道

が通れなくなってしまっている、そんなこともありますし、そういったことを

追加してみたり、逆に犯罪率みたいなことがあんまり日本では聞かないのでは

ないかということで、もう少し安全だとか不安だとか、そういったような、緩

い定義にしてみたりといったようなことでやってみました。これらの質問項目

に対する回答と、自分の住んでいる地域は歩きやすいですかという判断、評価

基準を比べてみたところ、この近隣では歩行者や自転車と接触しそうになるこ

とが少ないとか、放置自転車・立て看板などが少ないというものと、それから

新しく、日本固有ではないかと思われて追加したものと、それから普通のア

ニューズにも入っている、夜、通りが明るいとか木が植えられているとか、そ

ういったものが有意に関係してきているということがわかってきました。なの

で、欧米で使われているウオーカビリティー指標も必要だけれども、やっぱり

日本特有のことも考えていかなければいけないのではないかなということにな

りました。そして今こういうことをベースにいろんな研究を始めています。 

 ウオーカビリティーについてはこんな感じです。全く余談なのですが、最近

消費支出推計データというものを購入しまして、ちょっとおもしろいので見て

いただけたらいいかなと思って持ってきてみました。これは、総務省がやって

いる家計調査というのがあるのですが、それをもとにしながら地域ごとに年間

どんなものにどれだけお金を使っているのかというのをデータベース化したも

のです。総務省では都道府県または政令指定都市レベルでしかデータを出して

いないのですけれども、これを世帯人数別の支出傾向とそれから国勢調査でわ
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かる町丁目ごとの世帯構成を使って町丁目ごとの支出を推計したものになりま

す。例えば食材だったら250項目に分かれていて、ギョーザにどれぐらいお金

を使っているとか大根をどれぐらい買っているとか、かなり細かいところまで

わかります。そして保険・医療関係だと22項目に分かれていて、例えばこれが

きょう一番関係するかなと思ったのは、その他の保健医療用品・器具という項

目がありまして、この中で体温計・血圧計・ヘルスメーターであったり、磁気

治療器というのですか、肩凝りみたいなときに使うようなものとか、そういっ

たものが入っています。これが今のほかの保健医療用品・器具に対してどのく

らいお金を使っているのかというのを全国、町丁目レベルで見たもので、ブルー

が薄いほど使っていないところ。濃いほど高額な支出をしているところ。かな

り、場所によって結構違うのだなということが見えてきます。なかなかおもし

ろいなと思って。関東地方は高いですし、それから近畿地方も高い。なぜか山

口県がすごく支出料が高くなっています。だからといって、これは一応、世帯

当たりの支出というふうに再計算したものなのですが、別に山口県がほかのも

のでも支出が特に高いというわけではなくて、これだけなぜか高くなっていま

す。あとはちょっと関連するかなということで、サプリメント・栄養剤にどの

ぐらいお金を使っているのかなというのを見ると、こんなふうになっていて、

やっぱり関東はまた多いのですけれども、先ほどとはまたちょっと違う空間パ

ターンになっています。これはいろんなものについてデータがあるので、いろ

いろ見ていくとおもしろいのではないかなということで、ご参考までにご紹介

させていただきました。これは、やっぱり山口県はちょっと高いのですが、関

東地方でも福島あたりまで、結構サプリメントについては結構使っているなと

いうことがわかります。 

 以上です。（拍手） 

◯司会者 ありがとうございました。では山田先生のレクチャーに対して、今

ここでぜひという質問があれば幾つか、いかがでしょうか。 

◯男性Ａ 一つよろしいですか。とてもおもしろいなと思って聞いていたので

すけど、ソルトレイクシティーでウオーカビリティーが高い地域の方がＢＭＩ

は全体的には低い。その地域に住んでいらっしゃる方の歩いている量が多いと

か活動している量が多いとかいうデータは…… 

◯山田 それは、ここでは考慮されていないです。実際に歩行量をはかるとな

ると、それぞれの人に先ほどの活動量計みたいなものを持っていただかなけれ
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ばいけないので、なかなか難しいというのが一つ。大規模なデータを得るのは

難しいということ。ただ、路面電車が走っているような地域に対しては、路面

電車が走る前と走る後でどのぐらい歩行量が変わったか、活動量計は持っても

らってはいないのですが、アンケート調査みたいなものをしている研究という

のはあって、一部の人は路面電車が来ると活動量が上がるということがわかっ

ています。ただ、そういう人たちはもともとモチベーションがあって、そこに

機会が来たから公共交通を使うようになって活動量が上がっているのであって、

全ての人に同様に効くのではないという結果に、その研究ではなっています。

活動量をはかってもらう研究というのも日本だと東大の医学部系のグループで、

たしか萩市でやっている研究があったと思います。少しずつ行われてはいるの

ですが、やっぱり活動量計を買うお金とかいろいろ、皆さんに参加していただ

くこととかがなかなか難しいので、余り大規模なものはまだ少ないです。 

◯男性Ａ なぜそう思ったかというと、因果関係が、一個、間が飛んでいるで

はないですか。そこを押さえるとすごく違ってくるのかなと思って。 

◯山田 確かに、実際本当に歩いているのかどうかというのはちょっとわから

ないので、そういう人たちがもしかしたら食生活がとっても健康的なだけかも

しれないので、この段階だと。実際に歩いているかどうか、運動しているは、

見なければいけないポイントだと思います。ありがとうございます。 

◯男性Ｂ ウオーカビリティーをきょう初めて伺っておもしろかったです。こ

れは山田さんの研究とかで、まだ個別のエリアに即して、ここはこうだねとコ

ミュニティ・インデックスをつくっている段階なのか、いろんなところでウオー

カビリティー・インデックスを共通化していて、しまいには不動産の値段に関

与するみたいなふうにいくのかとか、例えば一つ、バッファーの関係は手作業

でやっているのか、アルゴリズムが既にあって、があっとできてしまうのか。 

◯山田 それはアルゴリズムがあってつくっています。手作業ではないです。

先ほどのＧＩＳを使いながら道路ネットワークに沿ってどれだけの範囲という

のを計算することはできます。 

◯男性Ｂ それは、ではオートマチックにできる？ 

◯山田 できます。ただすごく計算量がかかるので、実際に45万人分のデータ

はあるのですけど、それだけは使えなくて、2500ぐらいで、サンプルでやらな

ければいけないぐらいの計算量はかかります。 

◯男性Ｂ 各エリアごとのウオーカビリティーの比較の指標か何かにもある？ 
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◯山田 ３Ｄというのと、先ほどのアニューズというのがメーンでよく使われ

ているのですけれども、あんまり統一した指標に、今のところなっていないで

す。先ほどのバッファーにしても500メートルでやっている研究もあれば１キ

ロでやっていたり、もっと広いのでやっていたりする研究もあって、そこは統

一見解がないので、研究によってかなり、これが効くとか効かないとかいうこ

とは、まだばらばらしている状態です。それから郊外都市がメーンで行われて

いるものが多いので、逆に食生活環境だと今度はダウンタウンの、余りスーパー

マーケットがないようなところで行われていたりするものが多いので、食生活

と建造関係と２つを合わせていこうというのもやっぱりまだ難しい段階ですね。 

◯男性Ｂ 心の狭い経済学者だったら、そういうのは全部プライスに反映され

ているはずだから、そこで見ればいいじゃないみたいな、いやらしい反応が来

そうな気がするのですけど、でもそう簡単にやっぱり反映されていない可能性

を持っている？ 

◯山田 そうですね。例えば家を選ぶときに、ウオーカビリティーが高いから

と引っ越してきている人がいるかどうかというところにも効いてくる…… 

◯男性Ｂ 住民の認知度みたいなリレーションも入ってきて結構おもしろいと

思います。 

◯山田 ありがとうございます。 

◯男性Ｃ これは日本の例ですと、例えば東京はウオーカビリティーが高いけ

れども、地方都市で空洞化していて、郊外のほうの幹線道路のところにジャス

コがあってマックがあるみたいなところは、やっぱりやばいということになる

のですか、ウオーカビリティー的には。 

◯山田 そうですね。欧米基準でいうとそうなります。ただ先ほどの、自転車

がとまっていて邪魔だとかいう、日本でやってみると出てきた指標というのは

恐らく都心部のほうが問題が大きいものだと思うので、向こうで使っていたも

のをそのまま持ってきて比較をするというのがどうかな。向こうの指標で比較

してしまうと、確かに地方都市はだめで都会はオーケーということになります

が、それだけではないような気がしています。 

◯男性Ｃ ウオーカビリティーと何か、ウオーカビリティーを阻害する要因と

の相関というのがあるのですかね。例えば郊外型になってしまって空洞化する

というのは、それは政策的にウオーカビリティーを高めましょうというだけで

はやっぱりだめで、なぜそのような都市になったのかというものとの、それを
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ぶったたいて、そちら側の反対要因のほうをたたいていかないことには高まり

ませんよね。 

◯山田 そうですね。 

◯男性Ｃ そうするとウオーカビリティー自体がほかのものとのどういう相関

関係にある概念なのかということをやらないと、政策的にそれは実現していか

ないと思うのですけど、そこら辺はどうなのですかね。 

◯山田 都市計画も20年、30年前はどんどん年が広がっていく状態で、外に広

がっていく。そしてアーバンスプロールが進んでしまって中心都市が空洞化す

るみたいなことがあったのですが、人口が減っている段階で、今スマートシュ

リンクとかスマートコミュニティーとかいうことが言われていて、小さくまと

まって生活しようというのがだんだん、都市計画的にも言われるようになって

きて、そして小さくまとまってくれば、小さいエリアにいろんなものができて

くるので、ウオーカビリティーが高まっていくのではないかと。そしてエネル

ギー依存も低めなくてはいけないとなると、車ばっかりの生活というのはまず

いので、公共交通だったりもっと歩いていけるような、というところはだんだ

んフォーカスされてきているので、そこと融合していけるのではないかなと考

えています。 

◯男性Ｄ ウオーカビリティーに着目されたということは、これはウオーカビ

リティーを改善すると肥満度が下がる可能性があるという仮説があるからです

か。 

◯山田 はい。 

◯男性Ｄ 実際には、例えばこれは最初のアメリカの例を見せていただくと、

５年でものすごくパーセンテージがふえる、すごいスピードでふえていますが、

ウオーカビリティーを改善して肥満度が改善されたケースと見合うかというか、

それはどれぐらいのことが…… 

◯山田 そこまでの研究というのがまだないです。ウオーカビリティーを改善

するとなると、例えば歩道をつくるとか木を植えるとか、かなり大規模な都市

計画プロジェクトになってきてしまうので、なかなか、こうやったのでこうい

うふうに改善されましたという研究がまだ少なくて、今現状でいろんなところ

を比べて、こういうところだといいですよという段階になっています。私はこ

ちらに帰ってきてしまったのであれなのですが、今ユタのダウンタウンの地域

で新しく公共交通がつくられることになっていて、それができる前とできた後
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でどのくらい変わるかというのをやっている研究プロジェクトはあるので、そ

ういうことで結果が出てくれば、本当にウオーカビリティーが効くのだという

ことを言えるようになってくるのではないかなと思っています。まだそういう

段階です。アメリカでもイギリスでもまだ実際にウオーカビリティーが高くな

るから都市を変えましょうというところまでの力にはなっていない段階です。 

◯男性Ｅ アメリカは10年間ぐらいで驚くぐらい肥満率が変わってきていると

すると、時間の単位が都市に比べてもさらに短いような、最大の考える要因と

なると、もう既に、10年前は車社会です、アメリカは当然。すると10年間で何

が一体変わっているのでしょうかというようなことが…… 

◯山田 それがわかるといいのですけど……。どれとはなかなか言えないとい

うか。 

◯男性Ｅ 10年前のアメリカと今のアメリカ、ぱっと行ってもそんなに変わっ

たように見えないのに、人が変わっているというのは、単にウオーカビリティー

だけの問題ではないと思うのですけども。 

◯山田 そうですね。ウオーカビリティーだけの問題ではないのかもしれない

ですけど、食事はどんどん変わっているのは一つ確かだと思いますし、車に乗

るだけではなくて例えばショッピングモールの中にいるお巡りさんもみんなセ

グウエイに乗っていて、お巡りさんすら歩かないみたいなことが起こっている

とか、そういうこともあるので、車だけではないのかなということもあるので

は…… 

◯男性Ｅ 考えられるのはきっとインターネットなのではないかと、そういう

気もする。コンピューターとかの普及で移動しなくても済む仕事がもしかして

すごくふえているとか、実際にセールスマンでも行かなくてもメールで済んで

しまうみたいな、何かそういうワークスタイルとか、そういうことが結構変わっ

ているような気もするのですけど。 

◯山田 そうですね。それもあるかと思います。あとは子供とかだと、犯罪率

がどんどん上がっているので、親が外に出さない。やっぱり女性とかでもあん

まり外で運動するのは難しいとかということもアメリカだとあるかも。大体、

外で子供とかを見ないので、庭で遊んでいるみたいなのですけど、そういうと

ころもあるのかな。確かに10年前から比べて車依存度がどれだけ変わったかと

いうのは疑問な点だと思います。それ以外のところでもいろいろ変わっている

のかなと、確かにご指摘のとおりだと思います。 
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◯池田 質問というよりもコメントなのですけど、多分後で議論をすればいい

と思うのですけども、ウオーカビリティーというのはきょうのお話だと、いわ

ゆる環境が提供する、主体に対して提供するようなポテンシャルの表示だよね、

要するに。ところが、個体というか主体というのは、その環境の中で具体的に

動きますよね。そしてウオーカビリティーというその用語法というか、語の

含意というのは、基本的には主体が持つ可能性というかポテンシャルをそういう

ものを意味するように捉えられがちですよね。つまり…… 

◯山田 環境ではなくて人の…… 

◯池田 じじいをつかまえて、こいつにはウオーカビリティーはないけれども、

若くて元気なぴちぴちしているやつはウオーカビリティーが高いなみたいな、

そういうふうに言葉を誤用される可能性があるよね。 

◯山田 ああ、そうですね。 

◯池田 だからターミノロジーとして、ウオーカビリティーという、環境を、

その表現をするときに、ウオーカビリティーというふうにすると、その個体の

中に持っているポテンシャル、つまり可能態としての実体的なものを想起してし

まうので、ターミノロジーというのは少しお考えになられたほうがいいのでは

ないかなと思うのですね。それから、さらにウオーカビリティーの研究をより

詳細にやるのであれば、どういう主体が、要するに、環境に放り込まれたとき

にウオーカビリティーが上がるのかという、そういう２つの相互作用によって、

いわゆる相対としての、つまりまだ考慮されていない概念としてのウオーカビ

リティーというコンセプトを考えなければならないということも、将来、課題

として出てくるかもしれない。これはコメントです。 

◯山田 どうもありがとうございます。確かにそういうふうにウオーカビリ

ティーがとられるということを今まで気にしたことがなかったので、ありがと

うございます。 

◯池田 多分医学系の人がウオーカビリティーとかを聞くと、その扱っている

素材はみんな個体というか、健康な人とか、そういうのを想定するわけだから、

そうするとその人の行動から、要するに環境との関係でウオーカビリティーと

いうのを考えてしまうでしょう。だから２つの側面がある。どこに視点を置く

のかというので、ウオーカビリティーの表現というのはもっと多元的に表現で

きるのではないかなという意味で、そういう意味ではすごくおもしろい概念だ

し、すごく可能性がある概念だと思いました。 
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◯山田 どうもありがとうございます。 

◯男性Ｆ アメリカでこういう研究を発表したときに、僕個人的には、やっぱ

り身の回りは、環境は、歩きやすいほうがいいよねとか思うけど、５分の距離

も車で行くようなアメリカ人は、ええっ？とか言ったりするのでは。 

◯山田 研究者は言わないですけど、研究者は確かにそうだよねという感じで

すけど、多分一般の人にはなかなかそれなりのエビデンスがないと認めてもら

えない考え方かなと思います。そしてなかなか予算をつけて道路を変えようと

いうところまで行くにはそれなりのエビデンスが必要かなと思います。ちょっ

と石油の値段が上がってきていたりもしているので、車に依存し過ぎるのはま

ずいということはアメリカ人も気づいているので、ちょっと別の視点でも歩こ

うとかいう動きが出てきたりすれば、追い風になるといいなと思います。 

◯男性Ｇ スマートウエルネスシティという活動で、今国交省が結構入ってき

ていまして、環境という今までの都市づくりから、ウオーキングができるまち

づくりへということで、国交省が言うべき言葉でもないようなことを国交省が

言い始めているのですね。 

◯池田 いや、歩道を管理するのは国交省ですから。 

◯男性Ｇ そうなんです。そういうまちづくりということで、それを組んでい

るのが筑波大学の体育学系の研究チームが組んでいて、運動のところが組ま

れているのですけど、そこと同じ、きょうお話を聞いたように、やっぱり都市

を新しくするにはウオーキングできる環境をというのでこの間、聞いたことが

ありました。 

◯山田 ありがとうございます。 

◯上田 ちょっと小さいことを言うと、うちに子供が、小さい赤ん坊がいるの

だけど、このごろ、とみに電車の中での、ベビーカーたたきが起こってきてい

ますよね。あれはものすごく迷惑だとか。だけどあれだと結局は、子供は車で

しか移動できないということになるので、小さい子供のいる家庭は電車に乗る

なみたいな、あれもウオーカビリティーを非常に減ずる、ママとパパのたたき

だと思うのですよね。そういう要因も当然入ってくるわけですよね。 

◯山田 そうですね。今までの研究だと、ざっくり大人、子供という分け方ぐ

らいしかないのですけれども、性別だったり子育て中の人だったり高齢者とか、

もっと細かく見ていかないと、実際に何が効いてくるのかというのがわからな

いのではないかなと思います。ありがとうございます。 
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◯司会者 ではこれで、最後は池田先生に。 

◯池田 山田さん、すみません。僕、パソコンを持っていないので、できれば

これで、ＰＤＦでつくってきたので、これ配布できるかな。 

◯司会者 すみません、ちょっとではそういうふうに。 

◯池田 はいはい。 

◯池田 何かあそこの、便所に行くと、外に出ると戻ってこられません。だか

ら誰か番人。番をしてもらったほうがいいです。 

◯山田 はい、ではこれで。ＳＤカード？ 

◯池田 ＳＤですね。 

◯山田 ごめんなさい、ついていないかも。 

◯池田 ＵＳＢはこれではないの？ 

◯山田 ＵＳＢですか。 

◯池田 ＵＳＢ。 

◯山田 では大丈夫です。 

◯池田 だからウオーカビリティーは、広義の社会活動指標というのかな、環

境が持つ社会活動のポテンシャル、社会活動への、住民への吸い上げるポテン

シャルのカテゴリーの一つではないかと思うのですけどね。多分ね。そうする

と、先ほど僕が言ったみたいに、それこそ、肥満対策でもそうなのだけれども、

とにかく今、中高年以上の人たちは歩け、歩けと言いますよね。要するに走っ

たりすると膝に負担がかかるのでとか、あるいは肥満の人はやっぱり膝に負担

がかかるので、いきなり激しい運動をせずに、みたいな。だから体重を落とす

ことが逆に膝への負担も軽くなるし、みたいな、そういう形でインセンティブ

をつけて、肥満の人たちのコントロールをするとか、いわば認知行動療法です

よね。とか、歩いていろんな人と出会うというふうなことで、社会活動性が上

がるみたいな、そういう議論があるじゃないですか。孤独なボーリングという

のかな。昔アメリカの社会学でそういう研究があって、ひとりでボーリングを

する人たちが都市部なんかでもふえてきているみたいな。つまりそういう娯楽

とか社会活動性が落ちてくるというのかな、社会が成熟したり高齢化したりす

るとそういう人たちがふえてくる、みたいな。それは社会的紐帯の低下だとい

うふうに考えて、そういうものが治安だとか、それこそ移民だとか犯罪者とか、

そういうものをふやしている感じみたいだよね。だから挨拶運動だとか、みん

なで声をかけてとか、あるいはコミュニティーをもう一回再生しようみたいな
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形で、団地みたいなところで独居老人なんかに声をかけるとか、町内会の掃除

ね。ああいうものはすごく効いているのではないかと思いますね。だからひょっ

としたら環境におけるウオーカビリティーというのは、多分そこに住んでいる

人たちが持つポテンシャリティーというのを、今度は啓蒙みたいな、健康活動

とか、まさに歩こうというふうな啓蒙を通して、それでチューニングさせると

いうかな。だからそういう意味では非常にインテグレートされたウオーカビリ

ティーという研究領域みたいなものも、可能性としてはあると思うので、もの

すごくいい。 

◯山田 どうもありがとうございます。そういう広い視点で考えてみたことが

なかったので、とても、ありがとうございます。 

◯池田 だし、そういう研究だと、地理をやっている人と、それから医学をやっ

ている人と、それから政策をやっている人がつながるわけです。と思いました。 

◯司会者 では池田（池田光穂）先生、お願いします。 
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人間機械論・再考 

 

◯池田 これまでの山田さんの、非常にシャープですばらしい発表に比べると、

私の内容というのは、ほとんど漫談か放談か妄想みたいな、中年男の、そうい

う話になるかと思いますけど、しばしおつき合いください。 

 人と機械が共生する未来社会のイメージを探るということで、佐倉統さん（本

研究会主査）から依頼があって、そのときに僕がお話しできる内容というのは、

マンマシンという問題というのをもう一回自分なりに考えてみようということ

で、ちょっと今回考えさせていただきました。 

 それで、この８項目ということについて考えたいと思うのですけれども、こ

ういうのは積み上げ式のアプローチなのですけども、人の概念と機械の概念に

ついてゼロからやると、おびただしいことについて考えないといけないので、

この最初の２つはスキップして、人間と機械の関係について、それから人間が

機械であること、人間機械論という話と、機械が人間ではないかという、これ

はメタファーの話なのですけれども、それと人間と機械の共生というテーマが

あるわけですので、人間と機械が共生するというのはどういうことなのか、そ

れから人間と機械の関係の中でよく言われる、とりわけ昨今よく言われるのは、

昨今といっても多分この半世紀以上ぐらいの歴史はもう既に持っているとは思

うのですけど、サイボーグ、ハイブリッド、補綴というそういう概念。それか

ら最後はちょっとポストモダン的な話で、ニーチェ等、キアヌ・リーブス、こ

れはマトリックスのことなのですけども、そういうパースペクティヴィズムと

いう、そういう哲学上のお話をしたいと思います。 

 人間と機械との関係ということで、ノーバート・ウィーナーのサイバネティッ

クスの中に、「あらゆる時代の思想というのはその時代の技術に反映されてい

る」というふうに書かれています。これは具体的にはどういうことかというと、

機械について考えるときに、人間は機械なのだというふうに言うのだけれども、

実は17世紀ぐらいから始まるのだけれども、今日における機械と、人間が機械

なのだというふうに考えるときの機械のイメージが全然違うという、ラ・メト

リーという人の人間機械論という有名な話がありますけど、この本なんかを読

むと、ぜんまい仕掛けのという、そういう表現がありますし、それからデカル
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トの、後ほど出てきますけど、デカルトの話なんかだと、ひもを引っ張って、

末梢における、熱いとか何かいう反射ですよね、脊髄反射なのですけれども、

デカルトの説明だと、その情報は脳に行くのだけれども、どうもひもを引っ張っ

て、動物精気というアニマル・スピリッツというのが、ひもを引っ張って脳の、

脳室という穴を、空所ですね、あいている部分をあけるという、そういうイメー

ジ。それから今だったらターミネーターのように、俺たちの頭の中にひょっと

したらチップが入っているのではないか、みたいな、そういう話になるので、

全然機械のイメージと身体というふうな関係というのは同じ関係ではなくて、

常に人間が投影する機械のイメージの違いについて考慮しないといけないと。

そして同じサイバネティックス中でこういうふうに、もう既にノーバート・

ウィーナーは言っています。17世紀と18世紀の初期は時計の時代、それから18

世紀と19世紀は蒸気の時代であるとすれば、現代は通信と制御の時代である。

確かにそうですよね。今は人間と機械というよりも、例えば脳と機械の話だと

やっぱりコンピューターとの類推みたいな、アナログで力学的なイメージでは

なくて、デジタルで情報的なイメージというふうなものが先行しています。し

たがって人間と機械を表現する際のメタファーの使い方に関する時代的変遷を

押さえておかないと、自分の常識を過去の時代に自分たちの常識を投影して、

過去の時代を誤って解釈する危険性があるということになります。 

 そして人間と機械との関係ということなのですけども、非常に記号的に考え

ると、人間と機械は違うということで、それぞれお互いにオートノミー、自律

性みたいなものを持っているという、そういう組み合わせ。いや、人間と機械

は同じなのではないか、それぞれオートノミーを持っている。いや、そうでは

ない、人間と機械は違うし、人間は要するに機械を、我々は使っているのだと

いう、そういう考え方。それから、いや、人間と機械というのは要するに同じ

ような知覚や感覚を持ち得る、みたいな。だけど一方で明らかに人間は機械を使

うことができる。いや、あるいは、俺たちはもう実は機械に使われているんだ、

みたいな、そういう間の関係が不均等な関係。それからそれ以外の関係。つま

り我々がまだ想像もしていないような、そういう関係があるのかもしれません。

ということで、次は人間が機械であるといいうことについての関係です。 

 人間が機械であるということの一番代表例で、かつ、なぜか近代的な物の見

方を最初に提示した大立役者として挙がるのがデカルトであります。デカルト

は当時、宗教的異端審問の影響みたいなものがあったり、最もカトリック、ロー
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マに愛されていたガリレオ・ガリレイすら、異端審問にかかるときに、実は、

彼は、1664年というのはデカルトが死んでから、『人間論』、英語の訳だと

『Treatise of Man』というふうに翻訳になっていますけれども、そういう『人

間論』というのが死後に出版されるのですけども、結局生前は出版しなかった、

怖くて出版できなかった。かつ、その草稿というか原稿の中には、実は非常に、

レトリックというか、直接人間が機械だ、みたいな、そういうことを言わない、

隠喩的に表現する、あるいはオブラートに包んで表現しています。私は、身体

を神が意図して、我々にできる限り似るように形づくった土、元素の塑像、

あるい人工物としてのは機械にほかならないと想定するというふうに、そういう

ふうに書いてあります。 

 これが先ほど、Ｂと書いていますけれども、一番下のＢというところに、人

間は今だったら、これは神経が要するにここまでも、本当はここまでいって熱

いとか何かいって脊髄反射をするわけですけれども、デカルトのアイデアによ

ると、ここで得られた熱が、熱というかそれが、要するに穴があいていて、ひ

もを、脳室のここを引っ張るというのですね。それであちちとか何か言って、

もう一回司令を出して、これを引っ込めるという、そういう図式を説明してい

る部分なのだけれども、そこでも、これは人間という説明をしていないのです。

機械がどのようにして、感覚器官にぶつかる外部の物体によって刺激されるそ

の結果として主体を、体を多様な仕方で動かすかを理解するためには次のこと

を考えていただきたい、みたいな、いや、人間はこういうふうになっているの

だ、みたいな実態の説明をしているのではなくて、機械がこういうふうに考え

るとこういうメカニズムを考えなくてはいけない、みたいな。それで最後の部

分ですけれど、この機械に我々人間の感覚が同様に刺激されたときにおのずと

行う運動に極めてよく似た運動を行わせるというふうに言って、これは人間で

あるとは言っていないのですね。なおかつ機械だと。それで機械が行なってい

ることと人間が行なっていることは何となく似ているのではないか、みたいな、

そういう形で直接的な表現を避けているのですね。そういうわけで、人間機械

論といってもデカルトは、本心はそうは思っていたかもしれないけれども、少

なくともその当時の人たちに説明するときには、あるいは彼を監視している人

たちに関しては、要するにここの部分というのは非常に恐れていたという、

ちょっと今の我々から見たら想像のできないような、そういうことだったと思

います。 
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 そして機械が人間であるというふうなことについてのお話ということで、カ

レル・チャペック、ロボットという言葉を一番最初に発案した人だと、本当は

お兄さんがそういうふうに、ロボットと言ったらどう？みたいな。「ロボタ」、

労働というスラブ系の語源に基づく言葉なのですけれども、このチャペックの

『アール・ユー・アール（R.U.R）』というのですかね、戯曲ですけれども、こ

の戯曲は、実は３幕あるのですけれども、西ヨーロッパのほうに紹介されたと

きには２幕で終わっていたのですけれども、２幕で終わるというのは、ターミ

ネーターと同じですね、ロボットが人間を支配するようになって終わり、みた

いな、そういう阿鼻叫喚の地獄、人間ペケみたいな、そういう世界だったのだ

けれども、実際はこの３幕というのがあって、これがまたターミネーターみた

いな話でおもしろいのですけれども、というか、実はカレル・チャペックのア

イデアの中にターミネーターの話があったみたいな、そういうふうにあれなの

ですけれども、ロボットが、実は人間を滅ぼした後とか滅ぼされる前に、設計

図というか、サイボーグなのですね、ロボットは機械的なものよりもちょっと

一種のサイボーグで、ケミカルなプロセスでこのロボットをつくるのですけど

も、人間にほとんどそっくりなものですけど、生殖ができないのですよね。そ

して最後の人間で、つくった会社の人なのですけれども、その設計図というの

を燃やしてしまうわけですね。そういうふうにロボットを召使として使わせる

ことが嫌いで、ほとんどヒッキーというか離人症的なアルクビストという最後

の人間に、ロボットが人間を滅ぼした後に製造法を探り出したら、もうその製

造法は既に燃やされて、なかった。そこでそのアルクビストに、もう一回人間

をつくってくれみたいな、そういうふうに無理やり審問するところのシーンで

す。そしてダモンというロボットが、人間としてありたければおまえたちは、

ほとんど呪詛みたいなことを言うのですけれども、おまえたちは殺し合え、そ

して支配しなければならない、歴史を読んでみるがいい、人間でありたいなら

ば支配しなければならず、人間を殺さなければならないという、そういう人間

が持つ悪いダークな面をロボットが具現化して自分になったということを、人

間に対して呪詛を言いかけるのだけれども、それは、実は自分に返ってきてい

ると。そしてアルクビストにロボットをつくれとか何か言っているときに、彼

は設計図なしにはできないし、わからないみたいなことを正直に白状するのだ

けど、「おお、主よ、人間の姿ほど人間にとって無縁なものはないのです」とい

うふうにつぶやく。そして別のロボットが今度は懇願するわけですね。４号ロ
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ボットというのですけれども、「私たちをふえさせてくださらないと、私たちは

滅びてしまいます」と。なので、アルクビストは最初のダモンの呪詛に対して

同じように、それに関して同じような呪詛を繰り返す。アルクビスト、「ああ、

滅びるがいい、物であり奴隷であるのに、おまえらロボットはまだふえていき

たいのか。いきたいのなら動物のようにふえればいいさ」という、そういう話

があります。 

 機械が人間になる寓意というのは、もうこれはＳＦ映画が好きな人は掃いて

捨てるほどあるのですね。あるいはエイリアンみたいなものが人間をハックし

て、食いちぎらせたりとかあるいは知らない間に乗り移られたりして、あるい

は人間を全部駆逐して地球の主人公になるとか、あるいは宇宙でもそういうふ

うに人間を滅ぼすという、そういうもの、つまり乗りかわる、異人、それから

外来、敵みたいな、人間のそういう、元々もっているイメージに機械が表象

されるときに、どういう欲望を機械が持つのかということになると、機械が人

間になるという物語の共通のモチーフというのは、生みの親である人間への反

抗みたいなものがあったり、あるいは一種の親殺し、人間が機械を生んだわけ

ですけれども、機械が人間になりたいときには、そのときには一種の親を殺す

みたいな。これは先ほどのチャペックのロボットの話と非常によく似ているの

ですけども。それが終末に破綻したり失敗したりする逸話というのが多いのは、

実は言わずもがな、人間の側の願望の投影のように行われた。つまり人間に反

抗したり、俺たちが機械を生んだわけだから、それが俺たちを殺すなら、いず

れおまえらにも天罰が下るぞ、みたいな、そういう願望の投影であるような感

じがする。それは要するに人間と機械は同じではない、機械が人間になりたい

という、それは甘いぞ、みたいな、そういう願望は、実は人間の側から見れば

機械を人間に昇格させたくないという願望充足だとすれば、それは言葉の正し

い意味でのヒューマニズム、人間中心主義であります。そして連中の企ての失

敗の最初の要因は、人間の欲望に発するわけだから、つまり、実は人間は機械

をつくるときに、人間の似姿に似せてつくりたいという、そういう欲望に発す

るわけだから、これはひょっとしたら神罰、神のような者が人間を罰するか、

あるいはそれを自己反省として見て、人間が持つ傲慢さへの教訓だというふう

に解釈すると、これはある意味での文明批判、文明批評にほかならない。だか

らＳＦ、そういう機械が人間になるというもので、最終的に機械が負けてしま

うみたいな、人間がいいというのは、要するにヒューマニズムであり、あるい
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は機械をつくり出したのだけど機械によって縛られてしまうぞ、みたいな、そ

ういう意味では文明が持つ傲慢さへの批判にもなっているのではないかなとい

うふうな感じがいたします。 

 そして今までの我々の想像の世界では人間と機械というのはどうも仲が悪い

とか、あるいはなりたいとか、いや、人間は機械にほかならないという、そう

いう話があるのだけど、今度は共生を考えなくてはいけないという、あるいは

実際にもっと、きょうのお話なんかを、アムロさんのお話なんかを聞く

と、人間と機械というのは共生しているわけですから、その共生についてもう

少し考えてみましょうということです。 

 人間と機械との共生についていろんな本があるのですけれども、私が非常に

興味深かった本は、既に亡くなっていますけど、坂本賢三さんの『機械の現象

学』という本があって、一種の科学論みたいな本なのですけれども、でも技術

に関しても結構深遠な考察をしておりまして、1975年に出版された本ですけれ

ども、そこから３つのテーゼというか言葉というのをちょっと取り上げてみま

した。「科学の方法は、最初からその対象を我々にとっての意味を捨象すること

によって成立したのだ」というふうに言っている。つまり科学というのはどこ

かの部分でその意味みたいなものを既に捨象しているのではないか、そういう

主張。これが冒頭に出てきます。それから、今度は２つのテーゼというのは、

これは一番最後の部分に出てくるのですけれども、こんなことを言っています。

「科学は科学の論理を貫くことによってしか社会的機能を果たし得ないし、そ

のことによってしか人類に対する責任を果たし得ない」という、そういうせり

ふです。ここのせりふに私がなぜひっかかったのかと言ったら、今、福島第一

原発の事故もそうなのですけれども、お窯が火を噴く前から、科学は人間のた

めに役立たなければいけないとか、俺たちがやっている複雑な科学的な研究と

いうのをもっと市民にきちっとわかるように説明しないといけないとか、そう

いう、社会に役立つ科学みないな、そういう部分というのを、あるいは税金を

もらっているからきちっと市民に対して説明責任を果たさなければならないと

か、そういう科学と社会的機能というのを直結させるような議論が多かったの

だけれども、意外と坂本賢三さんは、結構クールというかニヒリズムというか、

科学の論理を貫くことによってしか社会的機能を果たし得ないだろうみたいな、

そこに責任を持て、みたいな、そういうハードボイルド的なことを言っている

ので、おもしろいなと思ってちょっと取り上げてみました。わずか四半世紀たっ
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たぐらいでこれだけ科学と社会との関係のイメージが簡単に変わってしまうの

かと思いました。これはだから人間と機械との関係についてのお話と非常に類

似しているのはないかと思います。それからこれは、私自身も、非常に単純な

テーゼですけれども、ものすごく奥が深い議論だと思います。機械と人間は運

命をともにして、みたいな。そうするとこれは意外と、今までの人間機械論に

しても、機械が人間になりたいみたいな、そういうことの物語の寓意の分析に

しても、この共生のテーマはあんまり出てこなかったのだけれども、いや、確

かにそうだよな、みたいな、人間は少なくとも進化論以降の世界は、生きてい

る我々にとっては、ああ確かに機械は俺たち人間がつくったのだし、みたいな。

ということは、要するにつくった物と運命をともにして、確かにそうだなみた

いな。原爆というのは運命をともにしているぞ、みたいなのは、そういうふう

に考えると、蛇蝎のように嫌う原爆というよりも、いや、俺たちの子供かもし

れないみたいな、ちょっと、かなり間違った子供かもしれないけど、そういう

ふうにもう一回考え直してみる、ものすごくいいアフォリズムというか、警句

になっているのではないかと思います。 

 それで、共存に対する脅威ということで、ここからはかなりスピードアップ

していきたいと思います。共存の可能性を考えるためには逆に歴史に学ぶとい

うやり方もありますし、成功例ではなく失敗例から考えるのが最もためになる。

そして僕が考えようとしたのは移植医療のパフォーマンスの悪さと原発の安全

のアナロジー、その事故であります。そして移植医療のパフォーマンスの悪さと

いうことなのですけども、なぜ移植医療の話を持ってくるかというと、他人の

臓器というのを機械にするという、そういう発想ですよね。だから臓器移植に

対する、日本における脳死臓器移植に対する違和感というのは、そこの部分と、

あとは脳死を認めるかどうかという、そういうまさに身体観にかかわる議論な

のですけども、もう一回ちょっと移植医療のパフォーマンスの悪さというか、

なぜこんなに先端医療を誇る我が国がなぜ移植医療がスムーズに進まない、数

が少ないのか。数が少ないと、これは歩どまりが悪くなりますので、成功率も

低いままですから、数をがんがんやればどんどんよくなるわけですけれども、

それはもう臓器をハーベストするというのですけれども、臓器を調達するのが

非常にうまくいっていないといことなのですけど、いろんな要因があって、歴

史的タイミングの悪さ、過去のそういう、一番最初が事件化されるとか、ある

いは近代医療の不透明さとか不信感であるとか、これは森岡正博さんの脳死の
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人なんかの議論なんかでよく出てきている議論です。それから移植ネットワー

クの内部の腐敗ということで、これはネポティズムというか、理事長の親子が

何か変なことをやっていたとか、あるいは改正前の脳死、臓器移植、これは反

対派の人たちの根強い抵抗が非常に厳密な基準をつくった、15歳未満は取って

はだめとか、あるいは同意書が必要みたいな、そういう敷居の高さ。それが要

するに改正移植法に反映されるわけですけれども、実は、これは厚労省がやっ

たというよりも両方とも議員立法でやったので、全然厚労省がやる気がないみ

たいな感じで、結局トータルな協力がなかったという。それと文化的な要因な

んかが説明されています。 

 そして臓器移植なのですけれども、これは基本的に臓器というのは個人の持

ち物だから、将来脳死になったときに、つまり役に立たなくなったときに、や

りますとかいうふうに、所有権の放棄だというふうに考えられています。所有

権の放棄、物なのですね。これは、物はいいと。どうしてかといったら、所有

している本人が要らないわけだから、どうぞお使いくださいみたいな形で、で

は使ってみようと。ところが物なのだけど、どうもこれはリビングオーガニズ

ムというか、体の中にちゃんと埋め込まれてほかの器官との共同関係の中でし

か動かないものなのですね。だからパーツなのですね。要するにそれ自体がオー

トノミーを持たない、そういうパーツでありますし、それから臓器をもらった

人にとってはそのパーツが機能してもらわないと……。 

 それを労働というふうにして考えると、これは私の妄想的な解釈なのですけ

れども、臓器は奴隷である。レシピエントは主人、おまえ働けと。腎臓をもらっ

ておしっこをちゃんと、老廃物をちゃんとこして働けよ、みたいな、わかりま

した、みたいな形でその臓器が入る。そしてヘーゲルが言うように、もしその

レシピエント、要するにもらった本人は主人、臓器が奴隷だとすると、主人と

いうのは奴隷を、労働を提供するものとして承認しなければならないし、奴隷

は主人の承認がなければ殺されてしまいます。この寓意は、含意は何かと申し

ますと、免疫抑制剤のことですよね。要するに何も免疫抑制剤をやらないと、

もらった臓器は異物として排除されるわけです。あんたは他人、みたいな。あ

なたは奴隷、もうここで働いてはペケ、みたいな。そういう形で働くのだけれ

ども、そのために免疫抑制剤をするというのは、これは逆に言えば、よく言わ

れるのだけれども、体の、主人にとってはほかの病気も敵とみなさなくなって

しまって感染を許したりする、日和見感染というふうに言いますけど、通常で
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は防げるものが防げなくなるという、そういうことになります。いい免疫抑制

剤の開発が臓器移植をさらに推し進めたという部分があるのだけれども、それ

は逆に言えば、それ以外のハザードを生む結果になって、臓器移植後のレシピ

エントのＱＯＬが低下する理由にもなっています。ということは、これはどう

いうことかと申しますと、臓器移植というのは他者の臓器を受け入れることで、

その臓器に対して、これまで自分の、他の臓器に必要でなかった特別な配慮が

必要になるという。主人、レシピエントは奴隷の生殺与奪を自由にする権力が

そがれ、一部あるいは生活の大きな部分に従属するようになる点が非常にユ

ニークなところだと。つまり主人と奴隷の立場が入れかわるという関係。承認

するかどうか以上にもらった臓器を生きさせるために主人が生きなくてはいけな

いみたいな、そういう奇妙なことが起こるという。 

 そういうふうに考えると臓器移植は変な医療みたいだとは思うのですけれど

も、みんなそういうふうには考えない。死んだ人が命の贈り物をするというふ

うに理解するのだけど、でも、生きた人を中心に考えると、実は臓器に従属さ

れる、こういう医療なのですよ、みたいな、そういうイメージもあってもいい

のではないかなと思います。でもこれはもっとポジティブに考えると、こうい

う考え方もできます。臓器をもらったレシピエント、臓器をもらった人は、そ

れ以外の本人の臓器を生かしておくためにその臓器を受け入れ、共存しなけれ

ばならない。自分が持つ自己の集団、これはほかの臓器ですね。それとマイノ

リティーである他者の臓器に対して寛容になる、これは免疫抑制剤を飲むとい

うことなのですけれども、多文化共生の道を体の中で模索しないといけないと

いうことで、これは考えようによってはすばらしい医療だというふうにも言え

ないことはないと思います。 

 いずれにせよ、こういうものがあるので、実は飼いならすことができた臓器

移植というのは角膜と輸血のみということで、輸血したからといって免疫抑制

剤を飲むことはないわけですから、それ以外の臓器移植というのは全部強制的

な体内における多文化共生みたいなものを強いられているわけですね。だから

こそ山中先生のｉＰＳ、induced pluripotent stem cellsというのですか、人工

多能性幹細胞というのは自分の体細胞を使うので、そこから言えば、自分のも

のでございますので、これはＤＮＡ的に言って自分のものというふうなことで

すけれども、異物を体の中に入れても、そこに刻印されている所有権の登録情

報というのは、本人のものです、みたいな、そういう形になるので、このもの
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に対する期待というのはぐっとかかるという。でも逆にそういうふうになるか

ら、そういう可能性みたいな夢をちらつかせると、やっぱり臓器移植はだめだ

よね、みたいな形で、現実の医療者、日本の医療者の中においても、こういう

ものはあるし、みたいな、臓器移植は邪道だし、過渡的なテクノロジーじゃな

いか、みたいな形で、医療者の側においても、余り、自分が患者を抱えれば別

ですけれども、それ以外の人たちというのは非常にクールになってしまって、

なかなか近代医療というのは一枚岩になっていないではないか、みたいな、こ

ういうのも理由なのではないかなというふうに考えます。 

 最後にサイボーグ、ハイブリッド、補綴ということです。サイボーグ、サイ

バネティック・オーガニズムということですけれども、これはノーバート・

ウィーナーが命名者であって、これ以上の説明の必要はないと思いますけれど

も、あるいはサイボーグ、人造人間みたいな、ゼロゼロナイン（009）みたい

な、そういうイメージがあるのですけど、実際のサイボーグという言葉を発案

した人は、サイバネティックスの発案者はノーバート・ウィーナーなのですけ

ど、「サイボーグ」という用語は、カイネスとクラインという人が1960年に

エッセイを書くのだけど、そのときに初めてサイボーグという言葉が初出す

るらしいのですけれども、この論文なんかを読むと、宇宙空間で働けるための

人間と機械の自己調整機能、自己調整機能というのはサイバネティックスのこ

とですから、この提唱の形で登場します。なので、こう考えると宇宙服とか宇

宙船というのは一種のサイボーグなのですね。でもそれは我々が考えている人

造人間としてのサイボーグというイメージからほど遠いものであります。これ

も言葉が発案されたときと、その言葉が、ひとり歩きということはないけれど、

人々の妄想を刺激して定着することの間にそごがあるということは確認したい

と思います。 

 私にとっての現在のサイボーグの概念で重要なのは、むしろ補綴の概念、プ

ロセーシスという、そういう言葉、つまり入れ歯とか義手とか義足のことであ

りますけれども、ちょっとハイテクと融合するとスターウォーズのエピソード

Ｖ、帝国の逆襲の中に、ルークが腕をおやじに切り落とされた後にもう一回義

手をつけるのですけれど、そのときに箱がぽこっとできて、かちゃかちゃかちゃ

とか何かで動く有名なシーンがありますけれども、僕はこういうのは、ああ、

サイボーグだな、みたいな感じがするのですけれども、サイボーグであり補綴

だと思うのですけれども、これはハイテクの義手ですよね。でも補綴というふ
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うに、補綴に関しての解説をすると、私の友人たちはみんな、補綴は違うでしょ、

補綴はサイボーグとは違うでしょみたいな。どうも補綴という言葉はダサいみ

たいな感じで、ハイテクの電子入れ歯とか、歯から何か唾液が出るとか、消化

酵素が出るとか、ビタミンが時々出るとか、そういうのだったらいい入れ歯だ

なと思うのだけど、そういうのはあんまりサイボーグに入らないらしいです。 

 そしてこれは驚くべき写真ですけれども、何と4000年前に古代エジプトのミ

イラの中に、サード・インターメディエット・ピリオド（Third Intermediate 

Period）という、そういう考古学的な時代区分があるのですけれども、これは

ミイラの足ですよ。だからこれは人間の足の部分ですよ。これはもう4000年の

よわいに負けてへろへろになっていますけれども、こちらの部分、木でつくっ

た足の部分と皮でつくった間をつなぐ部分ですよね。ここの部分はまだきょう

も使えるような、そういう見事なつくりになっている。これは人間の体のはか

なさと機械の永遠性みたいなものを象徴して、私は非常に好きなのですけれど

も、何と実はこういう人間のサイボーグ化というのは4000年ぐらいの歴史があ

るぞというふうに考えると、もうちょっと20世紀以降のサイボーグというのは

まだ甘い、みたいな、そういう感じがいたします。 

◯男性 これはエジプトのミイラですか。 

◯池田 これはエジプトのミイラで、実はこれはウィキの英語でプロセーシス

という、だから日本語だと補綴でやって、それで英語にリンクしていただくと、

この図が出てくるのですよ。簡単に画像が手に入りますので、皆さんもぜひ授

業資料のときにはここからパクっていただければと思います。 

 そしてもう一つは、これもかなりスキップしたいと思いますし、非常にオタ

ク的なテーマなのですけれども、草薙素子ですね。『攻殻機動隊』の草薙素子で、

これは士郎正宗のオリジナルなのですけど、彼女は今、頭しか生きている部分

がないのですね。そして義体という一種の人工の体を持って、公安９課という

ところに属して、悪いやつをばちばちやっつけるみたいな、そういう話なのだ

けど、この話は非常にカルト的、これが、素子がサイボーグであるということ

が重要なのではなくて、素子がサイボーグであり、かつネットとつながってい

るという、自我がネットワークとつながっているという、そういうところのお

話なのですね。だからこういうのはヒラリー・パットナム、ブレインズ・イン・

ア・バット、「桶の中の脳髄」という有名な思考実験がありますけども、こんな

のから見たらもう、こんなんあほかみたいな、体を持たなくなった時点でこん
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なん意味ありまへんみたいな、そういう議論になるのだけれども、そういうこ

とも含めて多分ヒラリー・パットナムだったら、我々が、口角泡を飛ばすでは

ないけれども、熱心に議論をしていろいろ思考実験をするのだけれど、もうパ

トナムだったら、ひょっとしたらこの攻殻機動隊の話というのは、素子が脳が

おけの中にいながら生きる仮想現実の世界を我々が見せられているのであって、

素子がどう現実世界を生きているのかということを判断できる材料を、我々は

そこから得ることはできない、みたいな、素子のリアリティーというのを我々

は感じることはできない、みたいな、そういう反論を食らうかもしれないとい

う、そういう例として出しました。 

 最後にニーチェとキアヌ・リーブスということで、『マトリックス』３部作を

見られた人はよくわかるかと思いますけれども、『マトリックス』は、先ほどの

『攻殻機動隊』とよく話がオーバーラップして、かつ『攻殻機動隊』からの影

響も非常に大きいというふうに言われている作品ですけれども、キアヌ・リー

ブスが主人公のネオちゃんがそのネットワークに潜って、ネットワークの世界

のバトルと現実の世界のバトルの間の２つの世界を往還するという、そういう

非常におもしろい神話的な話ですけれども、最後に仮想現実のスミスというサ

ングラスをかけた、これもなかなか映画史上に残る有名な悪役になったと思う

のですけれども、そのスミスが最後に勝つのですよね。キアヌ・リーブスが演

じるネオと戦って。ところが予言者のオラクルというのに、オラクルはもう既

に死んでいるわけですから、スミスによって殺されているわけですけれども、

そのオラクルのわなであったということで、これはほとんどデウス・エクス・

マシーナみたいな話で、ちょっと話がまとまり過ぎているよね、みたいな。確

かにそれ以外にまとめる方法はないわけですけれども、そういう話と、それか

らもう一つはこのフリードリヒ・ニーチェが、「真理とはそれなくしてある種の、

特定の種の生物が生きられないような種類の誤謬である」というふうに言った、

そういうテーゼを引き出したときの彼の一種の思考のキーワードの中にパース

ペクティヴィズムという、そういう発想があるのですけれども、そういうもの

の関連性みたいなものに私は非常に興味を持ちましたので、ちょっと解説した

いと思います。ひょっとしたら話が錯綜して、難しいというか、ちょっと舌足

らずになるかもしれませんけども、ちょっと頑張ってみたいと思います。 

 マトリックスが観客に見せる世界構造というのは非常に複雑で、そのことを

理解するためには、人間が現実だと思っている仮想現実と、本当の現実という、
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こういう２つのパラレルワールドみたいなものを想定しないと、マトリックス』

はエンジョイできないのですね。人類学者のティム・インゴルドという人が、

我々が持っているコンセプト、自然の概念には、真の自然と文化的に構成され

た自然の２種類があるのだという、そういう議論をして、これまでの自然と文

化の、あるいは自然と文明、あるいは自然と社会の二分法みたいなものに対し

て見直しというのを提示するのだけれども、その議論と非常に近づいて、似て

いるのではないかと思いました。そのためには、我々のリアルな社会というの

を軸に置くのではなくて、仮想の現実からリアルな現実を見るという、そうい

う視点の移動、パースペクティヴィズムといいますが、この視点の移動も必要

になるのではないかという。これは思考実験に世界に入るのですけれども。 

 『マトリックス』では、人間というのは、既にマトリックスがつくった仮想

現実の中での、作動させられているコンピュータープログラムにほかなりませ

ん。『マトリックス』の世界では、実は私たちは、向こうの世界では、機械に飼

育されたおけの中、棺おけみたいなところに住んでいて、要するに人間の頭

がこういうふうにつながって存在しているだけなんですね。ブレイン・バット

みたいなそういう世界なのですね。そのエージェントという本物のプログラム

が存在して、そいつらが人間の姿の衣装を着ている存在、それがまさに人間の

姿の衣装を着ている存在にしかすぎません。これが、人間が本物だと思ってい

る仮想現実、つまりマトリックスによって構成された世界があります。そのネ

オというのは、サラリーマンのアンダーソンという男だったのですが、こいつ

は要するに本物だと思っていた世界の中でアンダーグラウンドのハッキングの

天才と呼ばれていたところに、真の人間が住む世界からやってきたモーフィア

スやトリニティーというものの遭遇により、真の人間が住む世界に引き戻され

ます。つまり、実は人間というのは、皆、機械に従属されていて、その中で、

実際に武器を持って人間をやっつける、これは現実のコンピューターの世界で

は、人間がデバッギングする、そういうものが、要するに、コンピューターの

世界では、実際の我々が見えるような存在では、リアルな人間が銃を持ってそ

ういう機械をぶっ壊したり、それからデバッギングの、タコみたいな機械があ

るのですけれど、そいつらをやっつける、みたいな、そういう世界になるんで

すね。だから、そういうパラレルワールドが。その真の人間が住む世界では、

人間は機械、コンピュータープログラムによってネットワーク化されているの

で、身体の中にさまざまな情報コンセントなどで可視化されています。つまり
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我々は要するに、そんなのもがあるとは思わないのだけど、ぱっとさわってみ

たらひょっとしたら後ろに何か変なコンセントが、情報コンセントがあったみ

たいな。そしてそういうものからそのパラレルワールドみたいなものを知ると

いう、そういう一つのきっかけみたいな、ほころびですよね。そこから真の、

現実の世界へ入る。これは言い方を変えたら、まあ悟りへの導きみたいだと言

えないこともないですけど、まあそういう。そしてザイオンという地下社会に

残された最後の抵抗拠点から覚醒した遊撃戦のゲリラ戦の戦士をジャックイン

することでマトリックスの中に侵入し、敵の背後から攪乱戦を挑んでいるのが

現状なのだ。現実の世界というか、我々から見れば向こう側の世界ですけれど

も、モーフィアスはサラリーマンだったアンダーソン、あるいは優秀なハッカー

であったアンダーソンを、ネオ、こいつを、おまえは本当は救世主なのだ、頑

張ろう、みたいな形で引きずり込むというお話です。 

 そしてこういうふうな描写というのはマトリックスの２つの世界の現実から

見ると、人間中心の見方にしかすぎません。もちろんマトリックス側から見れ

ば、あるいはそこで世界を動かすエージェントたちから見れば、現実に覚醒し

て、不要な遊撃戦を挑む正規のマトリックス・ネットワークに接続されていな

いスタンドアローンの人間、つまり、つながっているものから、くびきから外

れて、そこでそのシステムを破壊するような連中ですよね。こういう兵士とか、

あるいはそれで後ろから糸を引いているザイオンの存在というのはゆゆしき問

題であり、映画の『マトリックス』はセンチネルと削岩マシーン、

これは先ほど言った、タコの化け物みたいな兵器ですけれども、それをそうい

う現実の世界に送り込んで、スタンドアローンの人間へのせん滅戦を挑みます。

つまり両者の間には戦争状態が存在します。そして、覚醒した人間から見れば

マトリックスの世界は、コンピュータープログラムは、人間の存在を脅かす存

在であります。これは、だからターミネーターにおける機械にとっての人間み

たいなものですけれども、つまり電源を切ることができる存在、これは、電源

を切ったらネットワークが死んでしまうから、存在というのがなくなるわけで

すから、だから人間を最後まで殺すみたいな、そういうことですよね。逆の立

場から見ると、覚醒した人間たちというのはマトリックスの世界の安寧を脅か

す存在、すなわち反逆するパラサイト、あるいはコンピューターウイルスのよ

うな存在であり、それらがマトリックスの世界では一見人畜無害に見える予言

者オラクルらの助言に基づいて不穏な動きをする。つまりマトリックスという



 50 

世界、イコール機械、イコールプログラムの世界から見れば、抵抗する人間は

マトリックス世界の秩序を乱すだけでなく、その秩序そのものを転覆しようと

する危険な存在なのであります。マトリックスの世界から見ると防御プログラ

ムであるエージェント・スミス、このサングラスをした格好いいおじさんです

よね、これは、こいつらがネオとかモーフィアスというものを追及して、マト

リックス世界の秘密を知る予言者オラクルなどの捜索を取り調べるうちに、シ

ステムの中で防御プログラムを適切に作動する存在から次第にオートマトン的

な暴走をし始める。マトリックスの映画全体は暴走したスミスをネオが最終的

に破壊することで、最終的に機械が人間を必要としなくなり、すなわちザイオ

ンが人間をせん滅する必要がなくなり、マトリックスそのものがバージョン

アップを遂げることで、急旋回を遂げて、文字どおりデウス・エクス・マシー

ナの登場により物語は終焉いたします。つまりマトリックスの基本的モチーフ

である人間と機械との、コンピュータープログラムが相互にいがみ合う以外が

共存できず、お互いが片方をせん滅する、消耗するまで戦うという、一種のマ

ニ教的世界観を支えられていたので、その必要性がなくなったときに和平が登

場するという、非常に唐突な終わり方をします。パースペクティヴィズムから

見たマトリックスが私たちに与える第一の世界観は、人間にとって機械、コン

ピュータープログラム、つまりこれは今日における我々にとっての機械のイ

メージでありますけれども、それが融合するときに機械は人間にとって飼いな

らされ、人間に有益性をもたらすものでなければならないという、そういう第

一の世界観であります。そして他方、コンピュータープログラムから見る第二

の世界観では、人間がマトリックスのシステムを維持永続させるために奉仕を

つづける限り人間は機械にとっていい存在でありますが、人間が本来あるはず

の自律性を持ち、人間中心主義を主張するとそれはシステム全体にとっては脅

威になることを意味します。つまり後者の世界観ではマトリックスの存在を自

覚し、またシステム全体の根本的変革を野望する者は、システムにとっての病

気、あるいはシステムに巣くい、かつシステムを利用し、システム全体を崩壊

に至らしめるウイルスにほかなりません。だから共存というのは意味があると

いう、そういう単純な帰結なのですけどね。 

 こういう発想というのは、実はニーチェがそんなことを言っています。ただ

ニーチェは、俺たちは俺たち自身が持っている見方でしか世界を見ることがで

きないから、それ以外の見方しかできないから、真理に到達することはペケみ
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たいな、そういう一番このセクションの最初のアフォリズムで表現したような

限界を彼は言うのですね。だからこれが要するにニーチェのニヒリズム的な発

想の源泉になっていくのですね。ただ、そういうことを、人間の思考の限界を

知るときに、彼はパースペクティヴィズムという言葉を初めて使って、19世紀

がまだ四半世紀ぐらい残っているきに、もう既にそういう着想に到達していま

す。人間の知性は自分自身を自分の遠近法的形式のもとに見るほかなく、その

形式の中でのみ見るほかはないのだ、みたいな。そしてこういうことを言って

います。つまりマトリックスの世界みたいなのがあることを知ろうということ

は、こういうことですね、そのほかにもどんな種類の知性や遠近法があるのか

を知ろうとすることだ。あだな好奇心でしかないみたいなことを言っているの

だけど、これが要するに、フリードリヒ・ニーチェが１世紀後に生まれ文化人

類学を勉強していたら、世界の異なった民族とか文化において、異なった集団、

共同体、ニーチェによると群畜的というふうに言うのですけど、

こういう遠近法の存在と、その遠近法の併置による人間の意識の相対化、つま

り共存の道、つまり人間と機械との共存、みたいな、そういうものを築いてい

たのではないでしょうか、みたいな、ということです。 

 これは詳しくは説明を省きますけれども、ビベイロス・デ・カストロという

人がやはりこのニーチェの議論なんかを全然使わずに、パースペクティヴィズ

ムという言葉を使っていて、それをアメリインディアン、つまりアメリカの先

住民、北米の先住民ではなくて中南米の先住民のそういうオントロジー、認識

論ではなくて存在論として見るという、そういう中に、根本的な人の対立があ

るということを書いている議論があるのですけれども、その議論をさらに私が

グレイマスという人の「意味の四角形」というのを使って解釈し直したものな

ので、これはビベイロス・デ・カストロのオリジナルというよりも、私の、か

なり我田引水的な解釈なのですが、こういう図をつくっています。そしてこれ

は結論です。人間と機械の関係は、その時代が定義するそれぞれの概念と、そ

こから派生する隠喩の関係の相から成り立つシステムとしてみることができる。

これが一番最初の結論です。もう一つは共存ですけれども、運命をともにした

機械と人間の間には遠近法の複数化に伴い、機械と人間の関係を考察する多元

的自然学、あるいは多元自然論、マルチ・ナチュラリズムというふうなものが

構想される必要があるのではないか。反人間主義ではなくて、脱人間中心主義

的な発想のもとに、こういうマルチ・ナチュラリズムというのを、いろいろ俺
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たちのアカデミズムの内部でつくっていって、俺たちと機械との関係みたいな

ものを再考してみたらどうかなというふうに考えています。 

 最後にこれ、私はもうすでに引退したのですけれど、ゲイリー・ラーソンと

いう人の、漫画家の人のあれで、これも典型的なパースペクティヴィズムによ

る手法ですね。つまり動物たちにアニマルキングダム、動物界に図書館があれ

ば、みたいな。これは動物図書館というタイトルなのですけど、イラストレー

ションのサブタイトルは自助のセルフヘルプ、自助というのは自分で助けるという

ことですが、そのためのセクションということで、こいつらが本を読んでいるのですけ

れども、例えばクマさんみたいなちょっとあれは、"Do it by instinct" 本

能の赴くままに。それからこのでかい太っちょのクマさんみたいなのは、"Dare 

to be nocturnal" 思い切って夜行性になろう、みたいな。それから

「Hibernate the easy way.」これは冬眠ですよね。冬眠、その簡便な方法。そ

れからこのシカさんですよね。これは肉食獣に食われる存在なのですけれども、

「How to avoid natural selection.」自然淘汰を回避する方法という、そういう

本を読んでいるのですけれども、ここには、これはもう一つ、群れの一員にな

ることみたいな、そういうセルフヘルプの本があるのですけれども、この本は

パースペクティヴィズムで、こういうのを見ると逆に、何かきょうお話した、

多分こういうものをいつも見ているから、きょうみたいな私の中年のおっさん

の妄想の話が出てきたのではないかと思います。 

 どうも長くなりました。すみません。（拍手） 

◯司会者 ありがとうございます。そうしたら時間は押してしまっているので

すけども、この場所で少しだけ、６時半までここで質疑をして、よろしければ

懇親会と称して、この上で食事しながら、というのを用意していますので、そ

こで続きができればという感じで進めたいと思います。ではサクラ先生、よろ

しくお願いします。 

◯サクラ 特に私がというわけではないのですけれども、今の池田さんの話に

少し質問を。 

◯男性Ｉ 臓器移植だとか言われたのだけれども、最初の何ていうか、要する

に機械のイメージからすると、ある意味では臓器移植はどちらかというと時計

のイメージでやっているわけですよね。ですから、そういう意味では、ある意

味では非常に時代おくれだという…… 

◯池田 そうですね。臓器移植のアイデアがそういう免疫の概念がないから…
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… 

◯男性Ｉ そういう形になってしまうので、そもそも時計でやるというイメー

ジで、要するに機械を考えることの失敗みたいな話に見えるわけですよね。と

ころが義肢に関しては非常にダサいというふうに言われたけれども、義肢に関

して、研究会の見学とかをして、このパースペクティブはおもしろいなと思い

ながら、だから意外と義肢というのはそういう時計みたいな感じではなくて、

むしろそういうやっぱり補填するものを人間が使いこなすみたいなところで、

取り立てて非常に新たな情報ネットワークの形成みたいなところを考えると、

どちらかというと非常にサイボーグみたいに、より近くなるのではという感じ

がするのだけれども、そこはどうなのかというのが一つの疑問なのですね。も

う一つは後半の問題で、これはこういうふうに言っていいかどうかわかりませ

んが、きょうの話でウエルネスリンクとかを考えていって、例

えばこういう形でいくとほとんど人間の、ある意味では医学的な情報みたいな

ものがだんだん蓄積されてきて、そういう面で、病歴とかそういうことも上がっ

てくる。そうすると、そういうことによって今どういう健康管理をしているか

ということもわかる、ある意味では正しいやり方であって、そういうものに従

いながらずっと生きているということが、ある意味では非常に飼いならされた

人間みたいになってくるわけですよね。ところが一方で、そういう飼いならさ

れた人間ではなくて、いわば無謀というか、そんな生活はした

くないというか、不健康でもいいからという人間がいて、そういうのが何か、

いわば飼いならされたら人間像みたいなもの、脅威みたいな感じがあって、そ

ういうようなアナロジーでは、いけないですね。それは要するに笑顔

という形によって、そういう形で人間関係をうまくやろうという形で、そうい

うことによってだんだん人間というようなものが、どちらかというと機械の中

のシステムとして、あるいは人間＝コンピューター・システムと人という

その人間像みたいなのにおいて、そういう形で人間であることが非常に飼いな

らされていいという形になってくるのでしょうか。それに対してまたそういう

ふうに反逆したいという人間が出てくるのですよね。そういうふうな問題では

ないですよね。ちょっと違いますか。 

◯池田 そこから外すというのは、多分機械とかシステムですよね、との連続

性みたいなものに対する抵抗ですよね。 

◯男性Ｉ 抵抗というか、逆に言うと、そもそもそういうものに反逆するとい
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うか、逸脱してしまうのが人間ではないかという、また人間に戻ってくると。 

◯池田 それはだから言葉の正しい意味でのヒューマニズムだと思うのですね。 

◯男性Ｉ そうそう。だからある意味では、非常にそこで健康的で、非常にウ

エルネスな、というふうな生活ができるようなシステムをつくるのだけれども、

それ自体が、ではもともと人間だということからすると、逸脱するのか逸脱し

ないのかというような問題にこれは絡むのかという。 

◯池田 多分そこの部分でそうなってくると、そういう反逆して、つまりまさ

に、ジャックを外す人たちですよね。外す人たちが持つ理想的な人間像である

とか、その人たちが考える、まさに自然とは何かみたいな、そういうものが問

われるだろうし、そのことをめぐる理論というのは当然考えることができます

よね。そして、それをまさにパースペクティヴィズム的な発想からいうと、そ

れを抵抗者、つまり自由に向かう従属、つまりコンピューターと共存している、

機械と共存しているというのは、我々は従属しているのだと、そういうふうに

理解をすると、そういう抵抗者というのは、ある部分でいえば自由というのを

求める、そういう存在になりますよね。それから、システム全体を管理したり、

これは非常にパターナリズム原則で、これはみんなが幸せになるから、データ

を中央政府に、別にどこかの企業でもいいけれども、よき意思を持ったそうい

う組織が管理し、そのことがフィードバックさせるような、そういう共存状態

にある人が、わざわざそういうところから出るというのは、さまざまな評価の

仕方があると思うのですけれども、自由契約の概念であればそれは一種の愚考

権を行使したのだというふうに言えないことはないし、それ

が全体にとってハザードになると、そういう判断をしたときには、この人はこ

の抵抗者ではなくて、テロリストになる。つまりそういう存在とかそういうラ

イフスタイルが全体のシステムの考え方に対して悪になるわけですよね。だか

らそれは、要するにテロリストとして認定されるかもしれませんよね。そうし

たときに、多分議論の核心というのは、その自律性、オートノミーというのを、

要するにシステム全体の平和だとか、その人の全体の権利と義務の範疇からど

う考えるのかということが焦点化されるのではないかなと思うのですけど。そ

れでお答えになっているでしょうか。 

◯男性Ｉ 大体わかりました。 

◯池田 多分そういう議論というのを詰めておかないと、そういうふうにシス

テムに抵抗する人をヒーローにして、要するにそのことを描写することも問題
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だし、逆に言えばそういう人というのは非常にエゴイストであって…… 

◯男性Ｉ 犯罪者と紙一重。 

◯池田 そうですよね。犯罪者というふうに…… 

◯男性Ｉ 非常に、社会に対して過度に負担をかける…… 

◯池田 そうですよね。だからそこの部分では先ほど言ったみたいに共存の話

になるし、その共存というのは多分そういう価値観の違いを調整するような対

話ということが必要になってくるのではないかなと、僕は思うのですけどね。

対話というか情報のやりとりと価値観のすり合わせですよね。それが必要に

なってくる。そして補綴の部分に関してはおっしゃるとおりで、僕自身はもっ

と重要で、もっとよく考えないといけないし、それからあとは、補綴というの

は不思議なことに、なぜか臓器移植に比べると、ものすごくリハビリテーショ

ンというかパラメディックの…… 

◯男性Ｋ だからそこが、でも実は臓器移植と違っていて、その点が実は臓器

移植は非常に機械的なのですよ。だからそこの違いが、やっぱり臓器移植とパ

ラメディスンの違いみたいなものが結構、意外とこれは重要なのですよ。 

◯池田 だと思いますよね。だから逆に言えば…… 

◯男性Ｉ 見学会で見学に来ている。 

◯池田 バイオメディスンというのは、そういうパラメディックからもっと、

これからもっと学ばないといけないし、実際には、看護もそうですけれども、

そういう領域に非常に拡張している部分というのはあると思います。すみませ

ん。 

◯男性Ｊ ちょっとおもしろかったのですけど、でも人間がプルーラルス

ティックで多元主義というのを獲得するためにはどうすればいいのかという話

で、マトリックスの世界のことをものすごく二元的に、今言ったけど、つまり

構築された世界で、仮想のものであって、我々はその中で疑問を持たずに生き

ている、と。だけどもう一つ本当の真実というのがあって、それをヒューマニ

ズム、人間的真実と呼んでいる。でもその本当の真実のほうも加工されたもの

ではないの？ 

◯池田 はい、そうです。 

◯男性Ｊ そうでしょ。ということになると、そこの２つのほうで人間のほう

が勝ったにしても、それはニーチェの言う畜群化したある一つの共同幻想にほ

かならず、でもそちらの２つの勝ち負けを問題にしている時点で、どちらも勝
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たないということを言いたかったのですか。 

◯池田 そうです。だからマルティプルな、相対的な価値というのは、もっと

呼び戻そうというのが僕のアジテーションの趣旨なのですけど。 

◯男性Ｊ ああ、そういうことだったのですね。わかりました。それで、その

後、例えば先ほどの健康みたいなことになってくると、どうも急に、今のを聞

いていて、20年前に池田さんとナカガワユウゾウ先生のセミナーに出ていたと

きに、ナカガワ先生がものすごくおもしろい……、僕は２回しか聞かなかった

けど、もっと聞いていると思うけど、公園を通りかかって、おじさんが早朝か

らひたすら健康体操をしている。精が出ますなと言って、そしたら、「いや、私

は健康になるためなら死んでもいいと思っている」（笑）。つまり健康というも

のを求めるがあまり、その健康観が余りにも至上主義になって、それは健康で

はないのではないかと、つまり人間の存在自体というのが、もうちょっとプルー

ライスティックなもので、病になったり健康になったり、あるいは血圧

のことも気になるけど酒も飲んじゃうというような、いろいろな欲望が我々の

主体の中にうごめいているにもかかわらず、健康になればそれが幸せになると

いうこと自体がもはやマトリックス的世界の一元論に入ってしまっていて、そ

の健康観に基づく健康というのも、もう一つ上に行かないと、あなたの人間と

してのある種の主体性というか、すんなり行かないというのをちょっと、しゃ

れを言いながら、言っていたと思うのだよね。 

◯司会者 そろそろ時間が大分迫ってきたので、ちょっと引き取らせていただ

きたいのですけど、そこは結構、これから考えていかなければいけないところ

だと思うのですよね。多分今のお話だと、健康だけではなくて、きょうは近代

的思想に全部言えることで、善とか正義とか美とか原理とか合理的とかは全部

そうですよね。それをよかれと思って突き詰めていくと、みんな不幸になって

しまうみたいな、そういうシステムというか、仕組みが多分、そういうことに

関してはすごく…… 

◯池田 そうですね。だから極端なものというのは人をクレイジーにさせてし

まうというかな。ピュアなもの…… 

◯司会者 そしてある種機械は使い方を間違えると、局所的にそっちのほうに

ぐうっと行ってしまうところを、すごくある意味、効率よくそちらに促進して

しまうようなところがあって、便利だと思って、健康になろうと思って取り入

れたら、みんなそれこそかえって不幸になってしまったということを、まさに
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すごく今、寓意的な、手を変え品を変えおっしゃっていたと思うのですけども、

でも一方でそれがすごく便利であることは間違いないわけだから、それを生か

しつつ、もう一遍行ったりするときに、選択を二者択一ではなくて行ったり来

たりしたりとか、時にはちょっと休んでみたりとかというのは大事だと思うの

ですけど、それを担保するためにはどうしたらいいのだと思われますか。 

◯池田 単純に言えば、功利主義的な、とにかく等身大で考えるというのです

かね。超越論的な価値判断みたいなものに救いを求めるのではなくて等身大で

考えるとか、原理中心ではなくて、現場中心というか、きょうの、今、手に入

る情報を総合するとこういう判断というのが、もっともオプティマムだけれど

も、あした、あるいは新しい技術を考えたときには全くその真逆の選択肢になっ

てしまうかもしれない。でもそういう可能性があるということをもう常に準備

しておくというのかな。そうすると功利的な判断、つまりその時点において満

足する、あるいは自分がやったことに対してはある意味、説明責任というのか

な、そういうものが持てるような、そういう発想ですよね。だから教えてあげ

るとか、外部に知識があってとかではなくて、健康というのは多分……、だっ

て自分の体のことは本人が一番よく知っているという、そういう有名なテーゼ

があるけれども、そういう対話みたいなものを専門家が埋め合わすような、そ

ういうシステムですよね。だから機械なんかとか、セルフモニター、今はオム

ロンさんなんかがやっているようなことというのはそういうことなのだけれど

も、多分そういうのは、今の時点では合うわけじゃないですか。要するに標準

血圧とか血糖値がどれだけになったかとか。だけど現実には、実際に闘病生活

をしていたり、あるいは糖尿病の人たちが、数値はこうだけど体は元気だから

とか、ちょっと違うような、血糖値は正確なのだけど自分は体がちょっと調子

が悪いとか、これは自分でわかっているんだ、みたいな。だからその生物医学

のリコメンデーションというのはほどほどに、みたいな、そういうチューニン

グみたいなのを現実にはやっているわけですよね。だから多分オムロンさんの

次の課題というのは、そういうセルフチューニングというのをどういう形でそ

ういうものと健康管理に合わせるのかというのは、ひょっとしたら課題になっ

てくるのかもしれない。それが何であるかは、僕はちょっとわからないのだけ

れども。そのためには要するに、文化人類学者をどんどん動員していただいて、

聞き取りとか、社会とは、健康を非常に重要視する社会の意味とはとか、文化

とか社会とか歴史によって、これだけ健康観で多様性があるのですよとか、個
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人によって、日本人の健康観とか何とか言うけど、個人によってこれだけダイ

バーシティーがあるのか、みたいなね。とか、それこそ病気で死にかけてげっ

そりでも健康な人と、生きてぴんぴんしているけど不健康な人という、そうい

うパラドキシカルなことをきちっと説明できるような第三項みたい

な、そういうものを考えていく必要があるのではないかなと思いました。すみ

ません。 

◯司会者 まだまだ議論は尽きないと思いますし、暦本さんとか森さん

とか工学系の人からも逆襲というのも聞きたいところなのですけれど

も、場所を移してということでよろしいですかね。 

 では、どうもありがとうございました。池田さん、とても刺激的なおもしろ

い話でした。ありがとうございました。 

（一同 拍手） 

◯司会者 では片づけて、上で、ご案内いたしますので。 

◯池田 ちょっと僕、このＵＳＢの外し方を知らないので。 

◯山田 すみません。私、時計も見ないでちょっと長々しゃべってしまって、

終わってしまって申しわけありません。 

 

（以上。） 
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第２回  「人と機械が理想的に調和する社会研究会」 

 

５．  日時 
2012年 11月 7日（水）16：00~18：00 

 

６．  会場 
財団法人 鉄道弘済会義肢装具サポートセンター 

                              

７． プログラム 

（ １）鉄道弘済会義肢装具サポートセンターでの研究について 

(16:00-17:00)  

① ご挨拶           
② 研究の背景 （渡部麻衣子） 

③ 話題提供 1 （大野祐介） 
④ 話題提供 ２ （臼井二美男） 
⑤ 研究報告   （渡部麻衣子） 

 

（２） フリーディスカッション (17:00-18:00) 

 

 

８．  出席者 

五十音順、敬称略 

【主査】   

 佐倉 統    東京大学大学院情報学環（科学技術社会論） 

   【研究会メンバー】 

川端 裕人  作家 

中村 雄祐 東京大学大学院人文社会系研究科（開発人類学） 

森 武俊 東京大学大学院医学系研究科・情報理工学系研究科 

（協調知能システム学） 

       （ヒューマンコンピュータインタラクション） 
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【鉄道弘済会義肢装具サポートセンター】 

大槻雄治  （義肢装具サポートセンター所長） 

興津太郎  （付属診療所所長） 

関根晴芳  （義肢装具製作課長） 

鹿野和彦  （総務訓練課長） 

臼井二美男（副義肢装具研究員） 

大野祐介  （義肢装具士） 

岩下航大  （理学療法士） 

 

【オムロン関係者】 

・オムロン（株） 

 経営戦略部      田中圭 

 

・㈱ヒューマンルネッサンス研究所 

代表取締役社長 近藤 泰史 

研究部長   中間 真一 

  研究員        澤田 美奈子 

 

 

【佐倉研究室スタッフ】 

東京大学大学院情報学環   特別研究員 

 渡部 麻衣子 

東京大学医学部附属病院   特任助教 

 黒田 佑次郎 
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第二回議事記録 

 

 

○渡部 HRI「人と機械が理想的に調和する社会研究会」の第２回目の

研究会を、義肢装具サポートセンターの場をお借りして開催をさせていただき

たいと思います。本日司会進行を務めさせていただきます渡部と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず先生から、お願いします。 

 

○佐倉 東京大学の佐倉でございます。きょうはお忙しいところありがとうご

ざいます。 

 オムロンのヒューマンルネッサンス研究所と、私、東京大学情報学環佐倉

統研究室ということですが、きょうは鉄道弘済会義肢装具サポートセンターさ

んのほうで、うちの研究所の渡部さんの共同研究を含めてお話しいただけると

いうことで、私は実は、こちらとの関係ができるまで、義肢、義足というこ

とに関して全然知らない世界のことだったのですけれども、最初に聞いたとき

は極めて特殊な領域なのかなと、限られた方々との関係なのかなと思っており

ましたが、いろいろこちらの方々、臼井（二美男）さん、大野（祐介）さんを

初め、いろいろお話を伺い教えていただくにつれて、基本的に人がずっと使っ

て、しかも機械と人との関係が、だんだん人も変わっていくし機械も使い方が

変わってくる。そこに専門の方がサプライしていくやり方というのは、極めて

極端ではありますけども、あらゆる技術が何らかの形で持っている人との関係

なのだなというふうに、今認識を改めています。そういう意味で言うと、人工

物、技術、道具と人との関係というのを考えるときに一番問題になることもよ

いことも、凝縮した形で義肢、義足と人間との関係というところに出ているの

かなということがわかってきまして、そういう意味でいうと、渡部さんがすご

くいいところに目をつけたというのもありますけれども、こちらでずっと研究、

実務をされている臼井さんや大野さんやほかの方々からお教えいただくことも

ものすごくたくさんあると思いますので、ぜひとも、今後ともよろしくお願い

しますというところで、きょうも楽しみにしております。どうかよろしくお願

いいたします。 
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○渡部 ありがとうございます。 

 きょうの進め方を最初に説明させていただくのですけれども、きょうは１時

間フリーディスカッションの時間を持ちたいということで、１時間とらせてい

ただいておりますので、最初は鉄道弘済会義肢装具セポートセンターで、今実

施させていただいております研究について１時間説明させていただいた後にフ

リーディスカッションの場を持ちたいと思います。 

 まず最初に、この今現在実施させていただいている研究の背景について少し

お話をさせていただければと思います。 

 私は専門が科学技術社会論という分野なのですけれども、これは余り、御存

じの方が少ない分野だと思いますので、まず科学技術社会論はどんなことを

やっている分野なのかということを簡単というか、それをまずお話させていた

だいた後に、この分野の中でいろいろと出てきている問題を考える上で、福祉

工学という領域が重要なのではないかと考えていた時期がありまして、そう

いった方針から調査した結果について少し話をさせていただいて、そこから義

足の製作過程というものに関心が発展してきたという背景にありますので、そ

こら辺のことを最初にお話をさせていただこうと思います。 

 こちら、3.11の後によく皆さんも映像で見られた、福島第一原発の画像です

けれども、科学技術社会論というのはこのように技術が社会にもたらすさまざ

まな悪い影響というのをどのように管理していけばいいのだろうということを

主に考えている分野であるというふうに私は思っています。 

 これは科学技術というものが社会に対して、社会の発展に貢献し、社会に必

ずよいものをもたらすというものが信じられていた時代というのがあって、そ

れは何も根拠があって信じられていたわけではなくて、確かに科学技術という

ものが社会の発展に貢献をして、さまざまな形で人々の生活を変革して、ある

意味ではよりよい社会にしてきたという時代があったということがあります。

それが産業革命という名前で呼ばれている時代かと思いますけれども、こうし

て時代を経て、しかし２つの世界大戦というものを経験して、科学技術という

ものが社会に必ずしも、人々の生活に必ずしもよいものだけをもたらすという

ものではないということにみんなが気づき始めたということが、一つ大きな経

験としてあります。特に日本の２つの都市に落とされた原子爆弾というものは、

科学者の英知とそのときにあった最先端の技術を用いてつくられたものが、

人々の生活が破壊に使われてしまったということで、科学者自身が自分たちの
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持っている知識や技術に対する信頼をある意味では失ってしまうような経験と

して、非常に大きな転換期になった経験、世界大戦以後も日本ではこのような

公害が取り沙汰されるようになり、水俣病やイタイイタイ病、四日市ぜんそく

なんかは小学校でも習う知識として皆さんお持ちだと思いますけれども、日本

だけではなくて、イギリスでも1950年代にロンドンで大気汚染、スモッグが

あって多くの死者が発生したり、アメリカでも映画になったと思うんですけれ

ども、ある企業が公害物質、有害な物質を地域住民にばらまいてしまっていた

というような事件があったりしています。科学技術というのは議論なしに受け

入れることができないのではないかという認識が、次第に戦後広まっていった

ということになります。 

 こうした中で、ではそれでも社会が科学技術に基づいてよりよく発展してい

くためには、科学技術と社会との間にどのような関係を築いていけばいいのだ

ろうということを、学問の中で考えていくという領域が1980年代ごろに発展し

ていったことがあります。それが科学技術社会論と呼ばれる領域です。これは

さまざまな領域の複合分野として登場したもので、科学哲学や科学社会学や、

あとは女性学なんかの影響を受けながら既存の学問を統合する形で発展してき

たのか科学技術社会論と呼ばれる分野です。そこで科学技術社会論の中で主に

考えられていることというのは、科学技術がいかにして社会のよりよい発展に

貢献できるのかということです。さまざまな方法を用いている人たちがいるの

で、必ずしも直接的にその問いに答えようとしている人たちばかりではないの

ですけれども、基本となっている考え方は、科学技術は、いかにして社会にど

ういうふうに貢献できるのかというところです。前提となっているのはやはり

科学、技術と呼ばれるものは社会の中でつくられるものだということで、その

対象としては社会の中にあることです。今、科学技術の中での社会のあり方、

科学技術をつくる人たちの社会のあり方、こうした、主に分ければ２つの対象

に焦点を当てて研究を行なっている領域です。 

 社会というのは人の集団ですが、実質的にはその社会の中で人々がどのよう

に相互作用しているのか、関係しているのかということを研究するのが研究の

一つになってきます。そこで科学技術と社会の研究において、一つの大切な人々

の集団の分類方法となっているのが、専門家と非専門家という形の分類の仕方

です。もちろん専門家もある領域においては非専門家なので、簡単に分けられ

るものではないのですけれども、便宜上専門家、非専門家というふうにおいて、
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それぞれの関係性のあり方を見ていこうというところだと思います。特に、最

近新聞なんかでも言われるようになったりもしていると思うのですけれども、

特に重要と言われているのが、専門家と非専門家がコミュニケーションをより

多くとって、相互理解を深めていくことが大切であるということが言われてい

て、それがなぜ大切なのかというのを理論的に説明したり、あとはどのような

方法でそれがそのコミュニケーションが可能かということを考えたりしている

のが科学技術社会論という分野です。しかしこうしたコミュニケーションをす

るためには幾つかの課題があって、専門家と非専門家の重要な違いというのは、

専門家と非専門家の間には絶対的な知識の差があるということになります。知

識の差があることが専門家と非専門家に分けているとも言えるのですけれども、

ではコミュニケーションをするときに、非専門家というのがどこまで理解すれ

ばコミュニケーションを十分にとれるのかであるとか、その事象に対する理解

というのがどのようにお互いの中で均衡を保っていくことができるのか。それ

から専門家に対して非専門家のニーズを実際に把握できるのかとか、どのよう

なコミュニケーションでよりよい社会の貢献につながるのかなど、いろいろな

課題があると思います。 

 その中で私が関心を持っているのが、専門家がいかにして非専門家のニーズ

を把握できるのかということです。専門家というのは非専門家に対して他者で、

他者のニーズを把握しながら専門領域での問題を解決していくことが例えば求

められるときに、他者がどのように非専門家と呼ばれる人たちのニーズを指摘

することができるのだろうというのが、私の長い間の問題関心です。 

 この問題を考えるときに、先ほどお見せした福島第一原発の原発事故のよう

な大きな科学技術というものを事例にすることができると思うのですけれども、

技術や科学がどんどん、どんどん複雑化して，人の関係も複雑化して、２つの

ものが同時に複雑になっているところでは、ニーズという非常にシンプルなも

のを検討することが難しいなということを感じて、ちょっと私も複雑なものを

扱うことが手に負えないということを感じているときに、人の身体のニーズと

いうことを、人にとってシンプルなニーズに着目する科学技術を事例にとって

みたらいいのではないかということを考えたことがありまして、そこから人の

身体のニーズに応えようとする科学技術と、一人の人が、このように関係して

いる福祉工学に着目した研究を行いました。 

 福祉工学というのは伊福部達先生の定義によると、失われたり衰えたりした
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感覚や手足さらには脳の機能を、代行するができる機械のことで、義肢装具も

含まれます。2008年には『人のニーズを充足する科学技術』という題で発表し

た論文の中では、事例として車椅子、スクリーンリーダー、意思伝達装置とい

うものを取り上げました。そしてこれらがどのように開発されていっているの

かということを文献調査と、それからインタビューによって検討した論文です。

この論文の中で、詳細は省きますけれども、結論として出てきたことは、人の

ニーズを把握するという過程においては、開発者が利用者の必要を知る方法と

いうのが必要だという、当たり前といえば当たり前なのですけれども、そうい

うことが一つ出てきました。これは開発者自身が利用者であるとか、開発者が

利用者の家族であるといったような場合に、実際にそのニーズを体験したり、

ニーズを想像しやすかったりするような状況があるということも福祉工学の領

域ではよくあることで、例えば車椅子を開発した人なんかは、娘が車椅子を必

要とする利用者だったというようなことが、ありもしました。もちろんそういっ

た場合ばかりではないのですよね。ですから、聞き出していく思考というのが

必要になってくることが一つあります。聞き出すだけではなくて、利用者の経

験値というのを開発者が専門知に置きかえていく思考も必要になることも、結

論として、したことです。例えば読み上げ装置が事例の一つにあったのですけ

れども、利用者の人が読み上げ速度が同等であるという評価を、最初につくっ

たプロトタイプに対して出したのですけれども、この読み上げ速度というもの

をこの開発者の側でモーラ値というものに変換して、このモータ値をいかに上

げていうかという観点から読み上げ速度を利用者にとって適当なものに変えて

いくかというような事例がありました。さらに言うと、このモーラ値というも

のを用いてこの読み上げ速度の変換を可能にしただけではなくて、読み上げ速

度を利用者自身が制御できるような装置というものを開発して、さまざまな利

用者に対応する装置を最終的にはつくったというような事例が、読み上げ速度

の事例でした。利用者の経験値を経験値としてそのまま利用することは、技術

に応用することはできないので、それを開発者が技術の応用可能な専門機器に

置きかえるということが必要であるとなりました。それからこれは３つの事例

全てに言えることだと思うのですけども、成果は利用者が評価することが必要

だということもありました。そしてこれを科学技術社会論の中で言われている

専門家と非専門家のコミュニケーションという文脈でこの結論を読み直してみ

ると、これはすごく大切だと述べていますけれども、専門家が持っている科学
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的な合理性と非専門家が持っている社会的合理性というものを、調和を図って

いく過程として福祉工学の技術開発の事例を見ることができるのではないかと

いうのを、過去の研究でもおっしゃっていました。そしてその調和を図ってい

くときに、調和を図ることを可能にする、それを仲介する専門家が必要だとい

うことが３つの事例それぞれで言われていながら、その専門家が存在する領域

というのが、このとき取り上げた３つの領域になかったのですけれども、その

専門家が存在する領域として義肢装具の世界、そこから義足というものに関心

を向けるようになりました。 

 義肢装具、実はこれからお話ししてくださるとは思うのですけれども、いろ

いろと種類があるのですけれども、その中でも今、人の身体のニーズとして、

これも最もシンプルなものとして移動というニーズがあるというのですけれど

も、この移動を可能にする義肢装具ということで義足というものを取り上げる

というふうに考えました。この義足を研究する上での当初の関心としては、し

たがって義足製作に関わる専門家はどのように利用者のニーズを把握するのだ

ろうかということ、それから専門家と利用者との間にどのようなコミュニケー

ションが存在するのだろうかという、この２つの関しての研究を始めました。 

 その研究について詳しくお話する前に、義足の世界という、御存じない方が

何人もきょういらっしゃると思いますので、そこについて義足の専門家である

義肢装具士の大野さんと臼井さんにお話を最初に伺いたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

○大野 当センターで義肢装具士をしています大野と申します。よろしくお願

いします。 

 きょうは、実際にどういった方がいらっしゃるかわからなかったので、義肢

装具について、業界について、広く浅く説明させていただいて、あとは日々ど

んな進歩があってどんな課題があるかというのを簡単にまとめせていただきま

した。準備する間に、今回、研究会のテーマとして、「人と機械が理想的に調和

する社会研究会」ということで、実際にふだん仕事をしていても、そこでユー

ザーさんと機械が調和するように仕事をしていたり、という気持ちは実は余り

ないのですけど、どうしても私なんかはやっぱり、技術も結構進歩していて、

膝のパーツとかが機械化しているので、客観的に見ると人と機械が調和すると

いうことに義足が入るのだなということを、新たに学習させていただいたのが、
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今回大きな知見になったかなというふうに思っています。 

 では15分ほど説明させていただきたいと思います。中身は、まず義足とはと

いうことを説明させていただいて、次に義足の現況、最後に課題を説明します。 

 義肢装具士、私どもの仕事として義足とか義手が結構メーンになるのですけ

ども、ここの会は装具もつくっておりまして、てんかんで倒れてしまう方の歩

行器だとか、片麻痺の人の足の装具とかもつくったりします。そして25年前に

医療系の国家資格が、まだ新しい国家資格、医療系の国家資格で、あとはもの

づくりをするという意味で変わった医療資格の一つです。 

 そして義足、御存じの方もいるかと思いますが、初めての方もいらっしゃる

と思うのですけど、簡単に構造から説明させていただくと、まず切断して残っ

ている部分を収納するソケットという部分。ここが、一番私どもが気をつけな

ければいけない部分でして、やっぱり骨を切断したり残っている筋肉のボ

リュームが変わったり、日々刻々と状況が変わりますので、ここには一番気を

使ってつくります。あとは足に相当する足部といいまして、これも人体、なる

べく人の足に近づける作用を持つものにしたりとか、あとはパラリンピックで

使われているように走るものに特化したものをその人の活動に合わせて使いま

す。そしてそのソケットと足をつなぐというのがパイプであったり、膝から上

を切断した方に対しては膝をつけたりして、パーツを組み合わせて義足という

ものは製作されています。そして種類なのですけれども、切断する部位によっ

て股関節、全く足のつけ根から切断されて足がない方の義足と、あとは膝の上

から切断された方の義足、これに膝の関節をつなげます。股関節の方も膝の関

節がついて足がついています。そしてこちらにありますのが膝から下を切断し

た方の義足になります。前に見本を持ってきたので後で説明します。 

 製作の実際の流れなのですけども、まず最初に患者さんをドクターが診察し

まして、今実際の皮膚の状況とか筋肉の状況とかがどんな状況にあるのかを見

て、その後に私どもが石こうの包帯で型どりをします。実際これは膝下の方の

切断の義足の石こうのモデルなのですけども、こういう感じで足が残っている

部分を石こうの包帯で巻くことによって、数分後にはこういった形で固まりま

すので、まずその方の足のモデルができます。それに石こうを流して足の石こ

うモデルをつくるのですけれども、この茶色く見えるところが骨に相当する部

分なのですけれども、解剖学的に、膝を曲げ伸ばしすると骨の位置がどう動く

かとか、筋肉の収縮が、どこが多くてどこが体重を支えられるかというのを考
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えながら石こうを盛ったり削ったりしながら、石こうの修正をします。そして

この石こうのモデルに樹脂を成形することによって足を収納する部分のソケッ

トというところが完成しまして、それに実際患者さんが足を入れることによっ

て、固定が終わられまして、かつ訓練をします。 

 そして今ほかの、リハ科のスタッフ、理学療法士の皆さんもいらっしゃ

るのですけど、訓練をして義足を使って歩く練習をします。そこへ行ってから、

先生とか、義足が靴とか長靴と一緒で、履いたら歩けるだろうと思っている方

とかが時々いらっしゃるのですけども、これは本当に、履く練習から立つ練習

をして、体重を乗せるにはどうするか、歩くためにはどのように筋肉を使った

らいいかというのを、本当に赤ちゃんが歩くことを覚えるように少しずつ、今

までと違う筋肉の使い方をして歩く場合も多々ありますので、そんな感じでリ

ハビリのスタッフとセットで義足の訓練をします。そしてようやく歩行が獲得

できるということで、数カ月に及ぶ訓練をすることになります。 

 義足の、先ほど一番大事なソケットのお話をさせていただいたのですけども、

ソケットは大きいほうが切断されて、一番最初に履いた、つくったソケットな

のですけども、数カ月たつともう一回り小さいサイズのソケットになります。

それは、最初はすぐにはむくんでいたり、今までの筋肉は全て残っているので

すけども、切断されてリハビリをやる上で、どうしても切断された途中の筋肉

がどんどんなくなっていきますので、そういう意味で切断した部分が収縮して

小さくなっていくことになりますので、ソケットが、どんどん大きさが小さ

くなりますので、それに合わせてソケットのつくりかえも、私の場合はします。

そしてこちらの器は、医院のほうに外来でいらしている方で、癌をもっていらっ

しゃる方のものですけど、皮膚の張りがよくて結構しっかりした足の状態の方な

のですけども、何年かたってもう一度来たときにはもうしわが寄っていて筋肉

が少ない状態でいます。これというのは年齢で変わる場合もありますし、下に

小さい字で書いてあるのですけども、これが、結構私たちがソケットをつくる

上でといいますか、義足を履く方が困っていらっしゃる大きな要因なのですけ

ども、汗とか、透析をやっている方で、体のサイズやバランスなどが透析前と

後で変わってしまったり、むくみがひどい方、午前と午後でソケットに入れる

足のむくみ方が違う方とか、あとは成長期の子供の方とかは一番体重をかけて

ヒットしなければいけないところがなかなかうまくいかなかったり、引きずら

れていたりすると、やはり日常生活に支障を来しますので、そういった意味で
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はその日々の変化に対応するソケットが求められているのですが、実際に今の

技術ではなかなかできていないので、なるべくご本人さんにも水分量を調節し

てもらったりとか、靴下とかパッドで調節してもらったりということが現状な

ので、ソケットが日々の状態に合わせて変わるものができたらかなり革新的に

なるというのは、ずっと前から義肢装具士が考えていることです。 

 先ほど渡部さんのお話の中でニーズということに関して興味があるというこ

とでしたので、事例を入れさせてもらいました。義足のない移動手段なのです

けども、この方は歩くことも重要ですけども、もともとの趣味であったお茶を

どうしても正座してしたいということが、こちらに来た当初からの念願だった

ということなので、足首をワンタッチで、爪先を下げられる、このちょっと下

に図があるのですけども、ふだん歩くときはＬ字の足の状態にして、お茶をす

るときはボタンを押して、完全に正座できる状態にはならないので少し枕で挟

みまして、爪先の反れた状態で立てるというパーツ選択をしました。歩き心地

でいったらパーフェクトではないのですけども、この方のニーズでは、パーフェ

クトな歩き方や歩きやすさを追求するよりも、こういった爪先が下がる機能を

必要としていたので、このパーツを選びました。パーツを先ほどいろいろ組み

合わせるという話をしたのですけども、膝、足、いろいろパーツがものすごく

何百種類もありまして、それを製作の段階でコミュニケーションをとりながら

その方の生活スタイルとかニーズを聞きながらパーツを選択するということも

私たち義肢装具士の大事な業務の一つです。 

 これも一つの事例なのですけども、こちらのほうは、ちょっと足っぽくはな

いのですけども、小児の中で小学生まではこういった感じの義足を履いていま

した。先天性、生まれたときから足首から切断されている方で、体重のかかり

方とか歩きやすさでいったら、こちら側とこちら側の親指が違うのですけども、

こちらが膨らんでしまう形のほうが、解剖学的にいいとか、生理学的に真っす

ぐ体重がかけられると言われていますので、小さいころはこういった感じの義

足をつくっていました。あとは足型に格好よくするよりもなるべく軽くという

お母さんの希望で、足っぽくはないのですけど残っている足そのものの形にし

ています。ただ、やっぱり思春期に入って、女の子ですので、この歩きやすさ

とかということを最優先にするより、これはこちらの義足より傾きを大きくし

ているのですけども、なるべく足に近づくソケットの組み方をしている図なの

で、足そのものの形がその製品、そんなに大きくは変わっていないのですけど
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も、足のソケットの、足の部分の組み立て方を工夫してなるべく足に見えるよ

うにした事例です。なので、少し重くなりますけれども、スカートを履きたい、

中学校で制服になるのでいじめとかもいろいろ気になりますので、こういった

足型に近づけたいということで、歩きやすさや軽さよりもやっぱり外観、特に

女性ですので、もともとは塩化ビニールの強い素材、歩きにくい素材にしまし

たけども、一体型にして一本の足に見えるカバーをつけたいということでニー

ズがどんどん変わってきますし、多少傷ができてもきれいにかわいく見られた

いというようなことを聞きまして、それを課題にした義足になります。そういっ

て書いてきましたけど、物とか機械ということになりますけども、私たちがつ

くっているのは、失われた手足を補うものということなので、そういった心の

ケアも、こういったものを通して行えるように考えてつくっています。 

 次に、時間がないので早目にいきますけど、今回テーマに機械ということが

入っていたので、いろいろあって、ちょっと簡単な目新しいものの写真を載せ

てみました。これは足っぽくないのですけど、これが爪先の部分でこれがかか

とで、これが足首に相当する部分ですけども、センサーがついていまして、義

足を持ち上げたときに爪先が階段とかにつかないように自動的に上げてくれる

という機能を持った足のパーツです。通常普通に歩くには日本人の人が義足に

これをつけるとかなり重くなったりとかするとは思うのですけども、こういっ

た機能が日本は開発されて、一旦ある程度普及するとその小型化とか軽量化が

されますので、それによってどんどん広がっていく可能性もありますので、ま

ずは義足ユーザーのニーズを満たすような開発がされて、それが普及して小型

化、軽量化されるという流れが今までの流れだと思いますけども。そして真ん

中にあるのがこちらのパーツの機械制御で、ここにあるパイプで、ねじがつい

ていますので、この傾きぐあい、どこにどれだけ力がかかったかというのをこ

の機械で計算して、膝の上で切断の人で一番怖いのは体重をかけたときに膝が

曲がって転んでしまうことなので、その膝折れを防ぐためにここに機械を置き

ます。１日１回充電が必要なのですけども、この膝が伸びたり曲がったりする

部分が膝折れしそうになったときにブレーキがかかるようになっています。こ

れもそうなのですけども、これは同じ膝が曲がらないのをＭＲ流体という磁性

流体を使って制御するという膝です。こういった形でいろいろ機械も応用され

てはいますが、この３つとも今の日本の制度だと公費の補助が認められていま

せんので、必要な方は自費で購入するような形になっています。 
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 最後に日々仕事をしている上で気になっているところを羅列させていただき

ました。いろいろ利用者さんのニーズはあるのですけども、そもそも仕事の中

でやっているということが大体で、そんなに時間を無制限に使うわけにいかな

かったり、費用の制約があったり、あとは市町村によって使えるパーツとかが

違うというのが現状としてありますので、そういった制約の中で日々仕事をし

ていますので、実際その患者さんに提供したこと、患者さんに向けてやりたい

ことと実際今できていることが違うというのが、日々抱えている問題です。あ

とはニーズの多様性ということで実際に私たちがいいものができたと思って渡

しても、利用者さんが満足できなければそれはただの、というものになってし

まいますので、その辺は最終的にご本人さんがどれだけ満足しているかという

ことが肝心になってくるのですけど、この満足の度合いもやっぱり、日によっ

て違ったり、最初はちょっと、ん？と思ったけど、やっぱり歩いてみたらよかっ

た、後からそのよさがわかるということもありますので、この辺の利用者さん

の満足度とかは、どのレベルに置くかとか、どの時点に置くかということも、

まだ私は義肢装具歴６年なのですけども、難しいなと思っているところです。 

 あとは、この業界はなかなか、歴史はそこそこあるのですけども発展途上で

あるということはかなり否めないなと、日々いろんなテレビとか新聞なんかを

読んでいても思っているところです。電子化とか軽量化とか、ほかの分野では

いろいろされているとは思うのですけども、なかなかこの義肢業界ではつな

がっていなかったり生かせなかったりするので、こういったいろんな分野の方

が参加しているミーティングで、こういった枠を越えたいいものの話ができた

らいいなというふうに思っています。 

 あとは国家資格になってまだ浅いので、昔ながらのものづくり、弟子と師匠

みたいな感じの雰囲気が強く残っているので、特に人の足と義足の接合部にあ

たるソケットの部分の製作に関しては、技術の伝承というのはなかなか口頭で

はしづらいところが多くありますので、汗をかいてどれぐらい細くなるとか、

朝はむくんでいますねってどれぐらいむくむか、ソケットをどれぐらい小さく

したらいいかも、なかなか数値化づらかったり、学校では教えていなかったり、

目で見てわからない部分が多いので、そういったものは難しいかなと思ってい

ます。 

 最後は、先ほど言ったのですけども、いろいろな業種で普通に使われている

材料とか研究されていることがどんどん義肢装具業界でも使えたらいいなと思
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うのですけど、そうするためには私たちがやっている仕事の内容とかを、こち

らから発信することが重要なのかなというふうに最近思っている次第です。 

 ということで概略になりますが、私の説明はこれで終了させていただきたい

と思います。 

 

○渡部 どうも ありがとうございます。大野さんには本当に、こちらでやら

せていただいている研究で最初から全面的に大変協力をしていただいていて、

非常に感謝しております。あとはとてもわかりやすい、ディスカッションにも

つながるお話をありがとうございました。 

 次はこちらの臼井さんからお願い致します。 

 

○臼井 大野君の内容が結構うちの全般的な義肢装具士の仕事を紹介していた

だいたのですけど、あとは、僕は同じような仕事をしていまして、ただそれの

年数が長くてお客様の数が多いというのと、いろんな症例の経験があるという

ぐらいの違いで、あともう一つは本来業務以外に、切断した方でスポーツをさ

れている人をちょっと支援しているというのもあって、その中からパラリン

ピックに行っている選手とかはいるのですけども、今言っていないことといっ

たらその辺ぐらいですよね。 

○渡部 そのスポーツについて、御苦労といいますか、ヘルスエンジェルスを

つくられたきっかけとか効果とか、感じられているところがあったら聞かせて

いただければと思うのですけど。 

○臼井 効果は、本当はきょう初めての方は、工場
こ う ば

を見たりリハビリを見てか

らお話をすると一番よかったと思うのですけど、今も実際にやっているのです

けども、義足をつくってリハビリもできるというのは、ここの施設は非常にま

れな施設で、リハビリをしながら義肢の矯正もできるって、なかなかあるよう

でないのですよね。まずそれが、利用する方にとってはすごくいい環境である。

そして今度はそのリハビリの中でやっぱりいろんな病気、いろんな障害の人が

来ていますから、全員が体育、例えばスポーツ動作ができるわけではないので

すね。ただその中に結構若い方とかで、もうちょっと高活動なことをやってみ

たいとか、そういう人もいらっしゃって、その辺をちょっとフォローしてきた

のですね。５年前にここに越してきたのですけど、前はもっと狭いところで、

なかなかそんな動作ができるような場所ではなかったものですから、今は若干
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リハビリの延長でこういう…… 

○大野 写真があったのですけど、スライドショーにしてみました。 

○臼井 スポーツね。 

○大野 はい。 

○臼井 それがサポート活動、最初はボランティアで、今も基本的にはボラン

ティアなのですけど、休日を利用して外で体育施設を借りてやったりしていま

す。希望者は結構いるのですけどね。ただリハビリというのは基本的には社会

復帰というか生活ができて早く職場に帰りたい、早く家庭に帰りたいというの

が基本ですから、余りスポーツまではフォローしていないのですけども、最近

では若干、うちのＰＴさんも若いですから、そういうサポートもしていく……。

一番左かな。 

○大野 これですか。 

○臼井 うん。一番下を見て。一番下の……。一番下から２番目。 

○大野 これですか。 

○臼井 違う。一番下から２番目。 

○大野 これ？ 

○臼井 違う。 

○大野 ちょっと探します。 

○臼井 うちの施設紹介が先になるのかな。ありますか。 

○大野 当社ですか。 

○臼井 そう。まだ見ていないから。うちの工場の中ですね、これは。約27名

で、女性が今３人。どうぞ。こんな感じで。見えるでしょ。これはうちのメン

バーの紹介です。そしてこういう展示ルームがあったり、これは多分、展示ルー

ムも日本で一番数は多いと思うのです。ドクターがいて理学療法士。真ん中の

ものなんかは、ロシアからわざわざ、日本の義肢は優秀だということで結構外

国からも、今もこれはパキスタンとかインド、いろんなところから来ますね。

特に最近はインターネットとか、あとはテレビの番組紹介とかで結構来られま

す。そしてリハビリの人はやっぱりケースが多いので、切断者のリハビリにつ

いてはかなり密度の濃いといいますか、リハビリをされています。 

 そして次に行って。切断といってもいろんなケースがありまして、きれいに

足が切れた切断になっている方ばっかりではなくて、やっぱり非常に難しい足、

なかなか義足が履けないような方、そういう方が結構いらっしゃいます。そう
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いう人には時間をかけて歩けるまで先生や理学療法士、僕なんかがサポートし

ています。あとはそういうスポーツクラブもやっているのですけど、外部の、

厚労省の基金とかをいただきまして、本当にスポーツ用の日本製のものを今か

ら３~４前ですけども、そういうものを開発したりさせていただきました。 

 そしてよくテレビで見たりするものですけど、右の赤い枠のようなもので、

輸入品は大体40万か50万するものですから、その半額ぐらいでつくろうという

ことで、そういうチャレンジ、あとは膝もいろんな膝があるのですけども、日

本人が使ってある程度スポーツに対応できるものをつくろうということでやり

ました。それができたのがもう４年ぐらい前になるのですけど、日本人でこう

いう義足を、日本製のものを履いてパラリンピック、北京ですけど、今回もロ

ンドンに義足の選手が、陸上だけも７名出ることができました。 

 これは先ほどの基金をいただいたときの報告で、一応理学療法の方とか僕な

んかが計測をして報告書を出している。そのときはちょうど慶應大学の山中先

生という工業デザインの先生が、せっかく義肢をつくるのであれば、やっぱり

デザインも日本から世界に発信できるようなものをつくろうということで、デ

ザインのすぐれた、ただ実用的というだけではなくて、よりいいものをつくろ

うということで、そんな試みもやります。 

 あとは子供用ですね。そのプロジェクトで大人用のばかりではなくて子供用

も…… 

 そしてこんな形で月に１回有志を募ってそういう練習会をさせていただいて

います。これは北区にある東京都障害者スポーツセンターということで、歩く

ところから今度は走る練習をして、今は、ちょっとバックすると、ほかの施設

の理学療法士さんとかがサポートしてくれまして、歩きだけではなくて走る練

習の初歩ですね、いきなりパラリンピックの選手みたいには走れないですから、

本当に一から教えていって最初は３歩走れる、５歩走れる、そういうトレーニ

ングをして、そこから選手が育ったりしています。そしてこういう地域の大会

とかに出てモチベーションを上げたり、あとは協調性を得たり、いろんな効能

が大きいですね。大体、研究費から出した部品をレンタルしまして、日常生活

用ではなかなかこういう動作ができないので、そういうレンタル制でやってい

ます。中には陸上ばかりではなくてこういう両足切断で競技自転車のパラリン

ピックの、今回の銅メダルをとったのですが、こういう専用の足首をつくって

みたり、これはチタンで、特注でつくったのですけども、格安でつくらせてい



 75 

るという。こんな形で、北京で銀メダル、今回ロンドンで銅メダルですね。こ

れはロンドンの結果なのですけど。 

 そして義肢の選手では、日本人が初めて義足で世界と戦ったのがまだ12年前

なのですね。それまではこういう義足でまだ日本人は誰も競技に出たことがな

くて、初めて出たのが2000年のシドニーで、それの選手の育成がここからス

タートしたという感じです。それで、３人、４人、７人と今回ふえているので

すけど、この全員がほとんどうちの関係者といいますか、生まれているのです。

特にここ、義足ブームといいますか、北京に比べるとロンドン大会は義足の選

手が倍ぐらいにふえまして、恐らく今の、オスカー・ピストリウス選手という

のですけど、彼の世界的な影響が義足の選手の台頭にかなり影響を与えている

みたいで、今回ロンドンに行きまして非常にびっくりだったのですけど、本当

に世界的にいろんな国から義足の選手、義手の選手が出てきています。そして

今までは視覚障害とか車椅子とか、あとは片麻痺、そういう選手が多かったの

ですけども、かなり義肢装具を使った選手がふえてきています。そういう意味

ではものづくりというか、要するに先端装具とか先端義肢というのがかなり世

界的に少しずつ浸透してきている。 

 これはちょっとスローですけど最初はこんな感じですね。大腿切断の、練習

をして３回目ぐらいです。ここでストップですね。これでも本人は本当に喜ん

だのですね。今まで普通の義足ではとてもああいう交互に走るような動作はで

きないのですね。ところが今みたいにちょっとこういうものを使って練習する

と、若干教えるのですけども、力の入れ方とかをああいうふうに。そしてこれ

が１年後ですね。これはかなり、ちょっとスローですが、実際はかなり速いで

す。今彼女は日本で大腿切断のクラスで２位になっていますから。まあ１位、

２位はみんなここの患者さんなのですけども。 

 そしてこういう動作というのは、パラリンピックを見るとわかるのですけど

も、最初からこういう選手がいるように皆さんは錯覚するのですけど、やっぱ

り先ほどの映像みたいに最初は全く走れないのですね。それを少しずつ教えて

いくというのがプロセスにあるわけです。足のある人にとってはなかなか想像

できないのですね。義足の人が歩けるだけで十分だろうという歴史があるので

すけども、やっぱり、例えば20年間一度も走ったことがない人とかというのが

たくさんいらっしゃいます。そういう人に少しでも今までできなかった動作と

いうのを実現させているというか、たまたまこういう中からパラリンピックに
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出る選手が出たりはしているのですけども、基本的には走れるだけで、例えば

野球もできるしバドミントンもできるしという、いろんな活動能力の幅という

のが広がりますから、そういう活動をさせていただいています。 

 

○渡部 　どうもありがとうございます。私が最初にゆっくりしゃべり過ぎて

しまったので、時間が押していて。もう少し聞いていたいのですけども。 

 

○男性Ａ 一つだけよろしいですか、準備している間に。 

 何か始められたきっかけみたいなのが、最初に２名から……あ、４名から始

められたという。 

○臼井 始めたのは、やっぱりまず一つは外国、アメリカとかオーストラリア

でも2000年の前に結構いろんな選手が、僕なんかが義肢の学会とかを見ていま

すと、出てきていたのですよね。ところがうちの患者さん、例えば2000人とか

いるのですけども、いろんな人に聞いてみるものの走れる人というのはいな

かったのですよ。ただ義肢がおくれているとかというのではなくて、なかなか

まだ、歩ければいいという時代だったのですね。そしてもう一つはそういう話

をしたら、若い20代の人はもう足を切ってから18年間走ったことがないとか、

あとは例えばテレビか映画を見ていて、恋人たちが走り寄って抱き合うシーン

なんかを見ても自分には無縁のものだとか、そういう話を直接聞いたりして。

例えば手がない人はいますよね。やっぱり抱きしめることも俺には関係ないの

だとかと言うわけですよ。片手があれば抱けますけどね、実際は。だけどやっ

ぱり障害を持った人ではないとわからない感覚というのがやっぱりあることは

あるのですよね。なくても十分いろんなことをやっている人が世の中にはたく

さんいるのですけども、やっぱりそうでない人もたくさんいたりするというの

があって、そういうことを少しでも埋められればいいなというのは、根本的に

はそういう気持ちはありますよね。そんなことを言ったら先生なんかももっと

それの壮大なお仕事ですからあれですけど。でもきっかけは、やっぱり一歩で

も走れたらうれしいという話を聞いたときの……。 

 

○渡部 ありがとうございます。臼井さんの方から、想像力が大切だという話

だったと思うのですけども、その想像力のある義肢装具士さんならではのニー

ズの発見だったのではないかと思います。 
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 ではいよいよもう５時なのですけども、製作過程におけるコミュニケーショ

ンの研究という題で今、興津先生、岩下さん、それから臼井さん、大野さん、

いらっしゃらないのですけども、先ほどいらっしゃった梅澤さんと、それから

桑久保看護師にご協力をいただいている研究についてお話をさせていただこう

と思います。 

 この研究は先ほども言いましたように、先行研究としてはなかなか科学技術

社会論の中で義足を扱ったものというのはないのですけれども、車椅子の選択

に関するフランスの研究者がやった研究があります。 

 今までのこちらで２つの研究をやらせていただいておりまして、終了したも

のとしては2012年の３月に行なった義足製作過程に関する意識調査というの

があって、これはこちらに所属している義肢装具士の方10名を対象にした個別

インタビューを行いました。それから今現在、ちょうど９月から始めたばかり

なのですけども、義足製作過程における義肢装具士と利用者間のコミュニケー

ションに関する調査をやらせていただいているところです。 

 時間が押しておりますので、最初の個別インタビューの調査のほうは、まと

めを紹介することにして、今現在やっている研究について簡単に話をさせてい

ただきたいと思います。 

 

 調査の中では８問、質問をさせていただいているのですけども、その中から

ニーズにかかわるものとして出てきたこととしては、義肢装具士というのは必

ずしも利用者のニーズに応じるわけではないということが、幾つかの質問から

確認できて、ニーズに直接的に応じるという関係性があるわけではなくて、先

ほどの話にもあったかと思いますけれども、利用者の身体的機能を評価したり、

経験や制度上・技術上の制約を踏まえた上で、利用者のニーズを調整するとい

う役割を担っているのが義肢装具士なのではないかということがあります。そ

れから義足の目的というのは歩くという機能を回復するということだけではな

くて、利用者の生活を可能にすることであるということも義肢装具士の認識と

してあるということが、キーワードになりました。走りたい自転車に乗りたい、

立って仕事をしたい、テニスをしたい、家族のお世話をしたい、ハイヒールを

履きたいといったような生活の中での生ずるニーズにも配慮して、先ほどの大

野さんの話でいうと、そうした生活の中でのニーズというものが機能面のニー

ズが優先される場合もあることが明らかになっています。ですので、ニーズは
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歩くだけではないということが義足の現状としてはあります。 

 

 それからもう一つ研究上重要なこととしては、義肢装具士さんは物をつくる

というのが専門ですので、コミュニケーションよりも、コミュニケーションも

大事だけれども技術のほうが優先されるのだということを前におっしゃってい

て、この点には留意しなければいけないと思います。 

 

 そして今やらせていただいている研究は対象利用者なる方がいて、男性で30

代、職業が医師、切断理由が骨肉腫で、都内の専門病院で入院し、切断し、退

院後こちらのセンターに来所されたという方です。９月に来所されたところで

紹介していただいて、診察にも同行させていただいたのですけども、これはす

ぐに採計をするということが決まりまして、その日に採計があって、その日か

ら義足を装着して歩行訓練を開始することになりました。非常にその展開が速

かったので、かなりついていくのが大変だったのですけども、現在義足を装着

して歩行が可能です。センター外ではつえなどで歩行されていて、センター内

ではつえなしでされているという状況です。 

 今現在私がやっていることは、義肢装具士の方とそれからＡさんのやりとり

を記録させていただくこととなるのですけれども、リハビリ室、ちょっときょ

うは見学ができなくて残念なのですけども、リハビリ室に滞在させていただい

て、Ａさんの歩行訓練の様子を観察させていただくということを実質的に２週

間に１回程度でやっているのですけども、させていただいいます。Ａさんにか

かわる人というのをこちらに挙げてみたのですが、医師、看護師、それから理

学療法士、それから義肢装具士、それからその他の利用者というように、非常

に重要な役割を担っている関係者としてＡさんの最初のほうの義足の製作にか

かわってくる方です。場としては診察室、リハビリ室、採計室というものがあ

りまして、この場も重要な観察のポイントになっているなと思います。当初の

目的としましてはこの関係性の中でＰＯさんとＡさんとの関係性を観察したい

という目的で研究を始めています。 こうした中で研究、観察をさせていただ

く中で、リハビリ室というと本当に興味深いものになっておりまして、それは

さまざまな役割を担った専門家の方たちがＡさんを中心に、Ａさんの義足を利

用可能になる、義足を利用することが可能な身体を獲得していくための教育を

する場としてリハビリ室があって、それが専門的な概念でいうと「協調のセン
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ター」という役割をリハビリ室が担っているということがわかってきました。

それがただ単にＡさんが義足を履いて歩けましたということではなくて、どの

ような役割を担っている人たちが協力し合って、Ａさんと義足の関係性を支援

しています。 

 

どのようなコミュニケーションが義肢装具士さんと利用者の間であるのかとい

うことを、今全ての録音を書き起こしているわけではないので、その一例とし

て最も重要と先ほどおっしゃっていた切断面の採計の場面というのを、紹介し

てみようと思います。 

 

 採計をしたときに義足を装着するために、最初にシリコンを装着するのです

けども、そのシリコンの装着感をいろいろな方法でＡさんが確認をしていると

いうことがありました。装着したときにまず、きつくないですかと聞くのです

けども、きつくないですかというそのきつさをいろいろな方法であらわすこと

はできると思うのですけれども、ただ単にきつくないですかと聞くだけではな

くて、脈を打つようなきつさとかというふうにして、Ａさんが問題となるきつ

さを感覚として理解できるような努力がされている。いや、そうでもないです

とおっしゃったのですけども、結構きついですかともう一度確認して、Ａさん

が、いや、というふうに否定されると、ＰＯさんが、これで一日過ごせる感じ

ですかというふうにもう一度きつさの程度がここで繰り返され、ここでＡさん

が、はい、全然というふうに、一日過ごせる感じだということを肯定されるこ

とで、そうしたらシリコンがちょうどいいきつさなのだなということが確認さ

れることになりました。 

 これは、きつさというものを、先ほど数値化することが義肢装具士会などで

はされていないということが言われていましたけれども、きつさというものが

やはり利用者、あるいは患者さんの身体感覚としてはもともと数値化できるも

のではないものを、さまざまなＡさんの身体の感覚をあらわす言語をここで用

いることによってＡさんの身体感覚をＰＯさんが理解しようとしているという

問題かと思います。これは身体感覚の定義の場面でも言えますし、言語化の場

面というふうにも言えるかと思います。 

 しかしここまでの研究、観察してみて思うことは、実は言語化されないこと

のほうが多かったりもするのですね。ＰＯさん、それからＰＴさんもそうです
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けれども、利用者さんの歩いているその身体バランスを見ることによって、例

えば私がちょっと外に向いているとき、後ろを向いているというバランスを見

ることによって、では義足をもうちょっと長くしてみようとか、短くしてみよ

うとか、角度を変えてみようとか、緩さを変えてみようというような調整を専

門的な知識を頭の中で駆使することによって義足の調整ができてしまうことも

多いので、言語化されない感覚が多くあります。私はもともと義足がどのよう

に利用者の身体に適応していくのかということも興味があったのですけども、

むしろ今おっしゃっていたように義足を利用できる身体というのをつくってい

かなくてはいけないというその過程を今観察させていただいているので、義足

への適応過程というのも、利用者の側の義足への適応過程というものを観察し

ていることになります。 

 

 そしてこれは最初から臼井さんがおっしゃっていたことなのですけれども、

痛みというのが非常に重要なキーワードになっていて、これは身体の側が適応

できない、限度を示すキーワードと言えると思うのですけども、義足の側の調

整が絶対的に必要とするサインとして痛みというものがあります。これは患者

さんの側が言語化して表明できる義足のふぐあいとして痛みというのがあって、

Ａさんの場合にも何度か痛みを表明されていたことがあるのと、それから常に

夕方になると体が、女の人はむくむことが多いのですけど、Ａさんの場合には

細くなって、それで義足が少し合わなくなって痛くなってしまうということが

日々あるということがわかりまして、痛みと、どこまで痛みを許容するかとい

う辺になると思うのですけども、痛みというものを通してその義足と身体との

ふぐあいというものが表明される、そういうサインとして理解できます。 

 

 こうして見てくると、実は見ているものが、今現在私が見ているのはＡさん

と義足との関係性がこのようにできてくる、そういう過程があって、そこにさ

まざまな役割を持った人たちがかかわって、Ａさんと義足との関係性というの

は、身体と機械との関係性づくりを示しているかというふうに思っているのか

なというふうにと思っています。こうしていろいろな役割を持った人と機械と

が相互作用しながら関係性がつくられていって、最終的には人間化されていく、

義足という形で復元化されていくという一つの枠組みが、科学技術社会論の用

語でいうとアクター・ネットワーク・セオリーという用語で説明されるものだ
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というふうに思っています。義肢が作られて行く過程が、技術が参加するネッ

トワークであるということ、それから適応限界点として、こういうふうにあら

わされる身体の痛みというようなことを今考えていて、技術の身体への適応と

いうのは、コミュニケーションの背景としては重要なのではないかと思います

し、それからこのネットワーク中でのＰＯの役割というのを考えたときに、こ

の身体と技術の関係性の中でＰＯの役割、専門性というのを考察していく必要

がこの中にはあるのではないかなというふうに考えています。 

 そしてこの段階でさらにこれを展開するというのは、ちょっと時期尚早（の

ように思うのですけども、あえて考えてみると、社会も、科学技術に応じても

変化していて、その変化に応じてニーズが形成されているというときに注目す

ることができるのではないかということ、それから変化の中で社会のニーズを

酌み取って、科学技術の方向性を微調整する専門家、微調整することが専門家

に求められる役割なのではないかと。その役割においては身体で痛みとして表

現されるもの、適応限界点というものが存在することや、ニーズの要素には機

能性だけではなくて生活可能性や美しさも考えるということに着目する必要が

あるのではないかということ、それから常に応じるのではなくて、望ましくな

い結果が予測されるときにはニーズの変更を求めながら最終的には利用者の納

得いく満足を目指すという、義肢装具士の専門家像は、社会における専門家の

役割について重要な示唆を与えるのではないかということを、見解としては考

えています。 

 以上です。ちょっと長くなってしまって申しわけありませんでした。 

 ではこれから、時間もすごく押してしまったので、すみません、ディスカッ

ションに移ろうと思うのですけれども、何かテクニカルなことでご質問などが

ありましたら。 

 

○男性Ｂ 渡部さんのまとめというか分析に関するところで、大野さんとか職

員の方のご意見をちょっと伺いたいのですけど。 

○大野 微調整、すごくしっくりきます。義足とユーザーさんの調整役ですと

いうことが多かったりするけど、やっぱり先ほども言ったコストとか時間的な

ものとか、いろんな制約の中でやっているので、完全にニーズに応じられるか

ということは永遠の課題で、それに全部応じるのがいいかという議論もあると

思うのですけど、そういうことを考えると、美ということが、かなり、その辺
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を渡部さんが酌み取ったキーワードなのかなという意味ではいいなと思いまし

た。あとはやっぱり義肢装具士とユーザーの間のコミュニケーションを今後の

課題として、記録データ（レコード）と参与観察で見るには、先ほどご本人が

言っていたように、言葉にならない表現とか調節とかというのもいろいろある

と思うので、その辺も含めて今後の課題としてどのように研究に生かせるかと

いうところで工夫していただければいいかなというふうに思いました。 

 

○岩下 ちょっと質問したいのですけど、渡部さんの発表を聞いて、患者さん

の全体像というか、そういうのが今伝わった感じがしますか。どうですか。ど

ういう方なのかなとか。どうですか。 

○大野 患者さんのですか。 

○言わした そうですね。やりとりを聞いてどういう人柄なのかとか。 

○大野 それは、僕はよくわからない。 

○岩下 わからないですか。接していないとわからないですか。そういうこと

を自分でちょっと話してもいいですか。 

○大野 お願いします。 

○渡部 はい、お願いします。 

 

○岩下 腫瘍で、やっぱり急な、切断が第一選択に肉腫ですね。上皮肉腫とい

うやつで、化学療法でたたくだけたたいて転移が起こらないようにして、経過

観察するのが主流なのですけれども、それを第一選択で切りましょうというよ

うな腫瘍なのですね。そして急にがんセンターからこちらに来て、最初は本当

に鬱傾向がすごく強くて、周りも全く見えていない状態ですね。話しかけても

どこかうつろな感じなのですけど、今１カ月と３週ぐらいたって、患者さんと

もすごくコミュニケーションをとりますし、ちょっと主導的なこともしてきま

す。自分から積極的に患者さんとかかわるということとか。あとは、九州に住

んでいる方なのですけど、お正月にここが休みになってしまうので、そういっ

たときに九州に帰りたいのだけどとか、そういう発言も出てくるわけですね。

それはやっぱり自分が歩けるということがわかってきたのですね。歩いて空港

まで行って、空港からまた九州の空港へ行けるというのが見えてきているとい

うのが、発言からもとれるのですね。あとは自分の仕事の話をよくする。内科

医のドクターなのですけども、仕事復帰したときにこういう動作が大変ではな
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いのかとか、自分から発言するようになってきているので、約２カ月前からす

ると全然違いますね。同じ人なのかなと思うくらい、やっぱり変化があるので

すね。そして、なぜ自分がそれをとれるかというと、１日接する時間が長いの

は自分たち理学療法士なのですね。１日リハビリがあるので接する時間は一番

長いのですね。義肢装具士の大野さんとかは出張先があったりするので、不在

の日も結構あったりするので、１日こういうふうにずっと密に近い存在でいる

ので、そういった細かいところ、やりとりがすごく伝わってくるのですね。な

ので、だからまた医師として、内科医として自分はしっかり、義足になっても

働きたいということを、しっかりと今自分の言葉で伝えるので。そういった意

味ではやっぱり義足で歩くということとか、もとの生活に戻るというのも、す

ごく義足というのは大事なんだなと判断するとか、実感できるというのは。は

い。 

 

○大野 そういう意味でいうと、私と患者さんのやりとりを記録しているとい

うのとはまた別の知見で、私が義足に反映させようとしていることとか知識は、

今岩下さんが言ったような理学療法士の方とドクターとか看護師さんとか、ほ

かの方から来る情報を総合して、このユーザーさんの義足をどういうふうにし

ようかということが反映されているという要素も結構あるので、その患者さん

がこう言っているからこうしたという、別の要素も大きくあるというのは確か

にそうだなと思いました。 

 

○男性Ｃ 主治医の興津です。今回この調査のご相談を受けたときに、どうい

う人を被験者としてご協力いただこうかと最初に考えたわけなのですけども、

たまたまお医者さんの方が患者さんとしてご入所されてくるチャンスがありま

して、なかなか患者さんも非常に層があるものですから、恥ずかしがり屋の方

とか、あんまりちょっとご高齢で、大野さんとのやりとりで言っていることが、

うまく伝わらないとは申しませんけども、そういう方だと難しいかなと思った

ので、ちょうどいい方がいらして、初診のときにそのお話をしたら快く応じて

くださったのですね。そういう意味ではすごくインテリジェンスも高い方です

し、言語化の能力も高いはずの方ではあるのですが、それでも日々接していた

訓練士が言ったように、最初来たときにはちょっとぼおっとした感じで、意識

が少し遠いところにあったような印象だったというふうに話しておられるのを
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見ました。きょう渡部さんがこの中でまとめてくださっていた、技術に適応す

ることによってそのニーズが形成されていくというフレーズがありましたが、

まさにその通りで、やっぱり患者さんは、最初はうまく歩けない、何か調子が

悪い、ぐあいが悪いということはもうわかっていたり感じたりしているわけで

すけど、それをうまく訓練士や義肢装具士や我々に伝えられない、とにかくう

まくいかないのだ、調子が悪いのだ、歩けないのだというところでとまってし

まう。患者さんたちもまだ歩いたり訓練を十分にしていませんから、例えば踏

み出したときに痛いとか、足を踏み出したときにすっぽ抜ける感じがするとか、

かかとをついたら足がくるっと外に向いてしまうような気がするとか、何が変

なのかということが、よく最初はわからないのですね。そして訓練をやってい

く中で、特に理学療法士の２人はものすごく、寄与や貢献度が大きいのです

けども、それはもしかして足が踏んだときに外に行ってしまうことを言ってい

ないとか、ぐっと踏み込んだときに、だんだんと先のほうに痛みが走ったりす

ることではないというような、経験に基づいていろんな回答を潜在意識の中か

ら引き出していくのですね。彼は非常に経験がありますので大体幾つかパター

ンが決まっている、患者さんがそれぞれ、それのことを言っているのですとい

うことをうまく見つけてくれて、ニーズをそのまま引き出すという部分が最初

は非常に大きいと思うのです。そして患者さんがだんだん歩くことや義足の基

本的な使い方になれていくと、もうちょっとこういうふうに歩きたいとか、そ

ういった具体的な要望が、さらに質の高いニーズといいますか、患者さんのほ

うから発信が出てくると、よりやりとりがしっかりしてきて、患者さん自身の

義足を使いこなす能力も上がっていく、そういうようなステップをたどります。

なので、非常に今回、もともとインテリジェンス高い方に、また最初はそうい

うものなのだなというのを、話を聞いていてすごく感じたところですね。 

 

○渡部 どうもありがとうございました。本当にＡさんは、最初はそういう方

だと私も思っていたのですけども、この間こちらに伺ってＡさんと久しぶりに

話をしたら、本人かなと思うほど性格が明るくなっていらっしゃって、最初は

話しかけるのもちょっとためらわれるぐらいの雰囲気を持った方だったのです

が、歩けるようになるということがこれだけ人の性格を変えるものなのだなと

いうことを改めて思いました。 

 それからもう一つ興味深いと思ったのは、こちらのＰＴさんの特徴なのかも
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しれないのですけども、美しく歩くということは何だろうとおっしゃっていて、

なのでリハビリ室では、どの方も常に自分の前に鏡を置いて自分の歩く姿を、

鏡を通して見るということをされていて、なので、ほかの方が歩いていらっしゃ

る様子ももちろん患者さんは観察していらっしゃいますし、ほかの患者さんが

アドバイスされるところもあるにはあるのですけども、自分のことも客観視を

して、リハビリ室は自分とほかの利用者さんとＰＴさんと、全ての要素を取り

入れながらきれいに歩くということに取り組んでいらっしゃる。それから、臼

井さんの話で、努力しないと義足は使えないということをおっしゃっていたこ

とがあるのですけども、義足を身体の一部にするために自分の身体をどのよう

に変えていけばいいのかということを習得されているのを観察させていただい

ています。それとその関係性の中で義肢装具士さんと理学療法士さんが協力し

ながら、その中で変化していく方々に合わせた義足をその都度微調整されてい

るというようなことを観察させて頂いております。 

 

○中村 質問してもよろしいでしょうか。おくれてすみません。東京大学文学

部の中村と申します。もしかしたら前半お話があったところと重なるかもしれ

ないのですが、一つ最初に興味深いなと思ったのは、皆さんが着ていらっしゃ

る服がちょっとずつ違いますよね。ブルーの、あとは前かけだったり、それは

それぞれの職業に応じて、仕事のときは変えたりしたのか、たまたまなのか。 

 

○大野 私から言うと、多分医療職で青は珍しいと思うのですけど、本当かど

うかわからないですけど、うわさレベルだとやっぱり医療職として国家資格に

なったのは25年前で、それまでは義足屋さんとか装具屋さん、いわゆる製作業

者の人が病院に来て義足をつくっている、いじっているというイメージだった

らしいのですね。そうすると医療従事者は白衣を着ています。そして我々も白

衣を着るとやっぱりちょっと何か、ん？ 業者さんが白衣を着ているよという

ことで、白衣ではないよねという扱いを受けたということはちらっと聞いたこ

とはあるのですけど、それが今そのまま残って青にしているかどうかはちょっ

とわからないのですけど、外の病院に行くときとか、ここのスタッフとして白

衣を着ていても多分指摘する人は誰も、最近はいないとは思うのですけど、そ

の辺はもしかしたらそのころの名残があるのかもしれないです。 

○中村 そういう見た感じからぱっと役割が違って見えるということは、患者
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さんにとってはある意味、この人にはこれを聞けばいいのだとか、特に最初の

人、特別なときには……、という役割、効果があるのでしょう。 

○岩下 そういう面もあるのかもしれませんね。ここは大体職員が全部で50人

ぐらいいるのですが、30人ぐらいが着ている…… 

○大野 29です、わかる人で。 

○岩下 開発をしたり義足を実際につくっている義肢装具士が30人いて、あと

は事務部門、背広組の方々がいて、あとは医療担当の我々がいるという感じで

すから、人数的には圧倒的に義肢装具士が多いし、誰かに声をかけたらまず義

肢装具士に当たるほうの可能性が高いかと思うのですけど、もしかしてそうい

う意味合いになっているのかもしれませんね。 

あとは、下の工場はちょっと粉が散ったりいろいろ汚れ仕事になるので、私服

だと大変だから、汚れ防止ということで着ていらっしゃるというのは多いとこ

ろですね。 

○大野 あとは先ほど臼井が着ていたのが作業時に着る、汚れてもいいものな

のですけども、もしかしたら色がついたら汚れやすいので、石こうの型をとっ

たりいろいろ作業上汚れることがあるので、そういう意味でもちょっと色つき

があるのかもしれないですね。あとは確かにおっしゃるとおり、外の病院とか

に行っても医療スタッフの方と義肢装具士というのは、もしかしたらぱっと見

でも色の違いがちょっとわかるときがほかの病院でもあるかもしれないし、患

者さんもわかるかもしれないですね。 

○岩下 ただ病院に義肢装具士が常駐しているところがまず余りないものです

から、大体は看護師さんと先生と、あとは看護師さんとその補助さんですよね。

そういったヘルパーさんとかをぱっと見区別するように大きな病院なんかでウ

エアの色を変えたり、認識できるようにはしているみたいで。うちは何となく

たまたまそんな感じになった、余り他意はありませんし、もう一人の梅澤さん

はよくジャージ姿でいます。道端のそれっぽい、ふだんの格好をしていますか

ら。 

○臼井 結構、体を動かすので、だから病院によってはもうポロシャツであっ

たりとか、そういった病院も今では結構多く出てきていたりするので。 

○岩下 理学療法士になった、看護師とかいろんな職種と差別化を図るためと

いうのもあると思います。 

○興津 ある程度は役には立っているし、もしかしたら病院の個性化という、
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うちの病院の窓口みたいな感じにもなっている、きている人にとっては。 

○岩下 かもしれませんね。余りうちにおいては他意はない、特に。みんな当

然あるものを着ているみないな感じですけど。ほかに行くと結構ウエアで色と

りどりに変えているというところも最近は多いですね。 

 

○森 少し違う質問で、先ほどの話で言語化というのがあったのですが、もち

ろん観察も大事だというところで、想像するに、ものすごくやっぱり人の体の

動きとか観察にたけている、それぞれ補強し合いながらと思うのですけど、ど

れぐらいの距離感でいるとか、何となく周りみたいなものというのは、もちろ

んお相手によって違うと思いますけど、例えば最大どれぐらい離れてみたりと

か、一番近いのはどれぐらいだとか、そういうものというのはどれぐらい、あ

とはさわるかとか。 

○大野 さわるかどうかですか。 

○森 サポートでさわって、そのときの皮膚感覚で緊張しているとか、結構な

れたり、訓練したりしてその人の緊張感とか、お医者さんとかよくしています

ね、看護師さんとか。だから、そういう、見るとさわって感じるということと、

多分その中に言葉を発するというのがあって、恐らく専門の方だと、患者さん

が何でそこがわかるのですかみたいなところまで言葉を、あとは同じ動作をま

ねする、こんな感じですかみたいな。そうすると、ああ、そこはそうですとか。

その辺はすごくもっと複合的に専門家というのはすごくて、それがあるから言

葉を発しているのかと。ピンポイントで伝わるときとか、その辺はものすごく

エキスパートなので、すごいのではないかなと思って聞いていたのですけども、

まさに思わず動作をまねしてしまうとか、そういうのはどれぐらい意識的に

やっていらっしゃる？ 

 

○岩下 距離感がなるべく近い存在でいようかなというスタイル、自分ももう

一人のウメザワさんも同じですね。でないと、本当にその人がどういうニーズ

があって、どういうことを求めているのかというのが見えてこないのですね。

やっぱり周りに人がいっぱいい過ぎたりするとそういったことを言わない人も

いるし、当たりさわりのない話しかしない人もいるし。だから、僕が訓練に一

緒にちょこっと出たときに本音が出たりとか、人それぞれなのですけども。。 

○森 というのはスポーツだと、走るのは当たり前ですけど、遠くから見たほ
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うがよく見えるとか、あれは随分例外的なのかなと思って。 

○大野 それはあるかもしれないです。痛みでいうと例えばソケットにお尻の

骨が当たって痛いというときに、もう近くで本人がお尻の骨をさわって、ここ

が痛いですかという直接さわって近距離でやる場合と、それを調節して直した

後、実際に履いてもらって痛いかをさわるのではなくて、歩いてもらって本人

の表情、歩いているときの表情を見て、あ、直ったなと判断する場合もありま

すし、痛いと、いいほうの足に偏って歩くことが多いのですけども、調節して

ソケットをつくり直して、直ったら義足のほうにしっかり体重がかかっている

かどうかというのは本人の胸をさわるとかではなくて、遠くから見てわかるこ

ともあるので、その辺は同じ現象でもさわってその場でやるか、遠くから見て

体全体を見るか、その人の顔を見て判断するかというのは…… 

○森 相当、総合的に。 

○大野 そうですね。状況とか。 

 

○森 で、その場で、選びに選んだ言葉が多分出されているのだろうというこ

となのですね。 

 

○大野 そのときにしゃべることが義足のことではない場合が結構あって、

やっぱり義足が痛い、痛いと思ってくると、義足のことに集中するから何かお

かしいなと思うけど、全く違うプライベートとかテレビのこととかの話をして

いると痛みがなくなるというか、そこはそんなに気にならなくなって普通に歩

いていたりとかするので、調節に来たからといってずっとそればっかりを話し

ているだけではなくて、あえて話題を変えてみて、何もない状態に、フラット

にして、様子をうかがうということも時々することもあります。 

○男性Ｆ 予測してやっぱりそうだというような会話が結構すごくエキスパー

トの方だと多いのではないかと思って。全く質問票に従ってイエス、ノーとカ

ウントするのではなくて、そういうことがコミュニケーションとして、大事だ

よね、みたいな比率はすごく高いのではないかと思って聞いていたのですけど。 

 

○大野 痛みに関してはやっぱりすごく、一番難しいなと思いますね。見たこ

とがあるものは、例えば、圧力、押さえる場合と、見たことがないものが義足

に乗ったときの圧力というのは、それは圧迫感という表現だったものが痛いと
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いう表現になってしまったりする場合が結構あると思うのですよね。ただ単に

普通の圧迫感が痛いという表現になってしまう人もいるし、その痛みの表現が、

痛みに弱いという方のレベルで、その辺はすごく難しいのですよね。 

 

○森 それで先ほどその理学療法士の方とか義肢装具士の方、それぞれ専門性

があって、こうやってまさにうまく重なるというのがあるのですが、これはそ

れぞれの患者さんに関する情報の共有というミーティングみたいなものを、か

なり行動的に動いていらっしゃるのか、それともここの場合は常にそうやって

みんなうろうろしているから、割と大体あうんの呼吸で、たまにカルテを見て

みたいなやり方なのか、そこのシェアリングがどういうふうになっているのか。 

 

○岩下 大体うちの場合ですと、訓練室が、患者さんが一番長く滞在している

空間ですし、その場には理学療法士が大体いつも寄り添っている感じになる。

そして担当の義肢装具士が、特に入所の方の場合にはその訓練場面なんかにも

やってきて、それを実際に歩いている様子を見たり、また患者さんのフィード

バックをとりますので、大体決まったそういうミーティングで密にメールとか

するような情報交換というよりは、何となくその訓練室で、その場に皆さん集

まってきて、本当に単発的にやっているようなやりとりで何となく、あうんの

呼吸的に情報を共有しているという形ですね。 

 もちろん月に２回ケア会議といいまして、今後の患者さんの治療の進め方と

か、いつごろ退院かなとか、そういった情報交換の場というのも一応カンファ

レンスという形で持ってはいるのですけども、それはどちらかと言うとある程

度形式的な要素がついてきて、ふだんの訓練時間の中でやっているやりとりと

いうのが多いですね。本当にここのいいところでして、訓練室が３階になって、

そのすぐ下に工場があるので、担当の例えば大野さんがいて、ちょっと今訓練

をやっていて、今ひとつ、ん？となったら、ちょっと大野さん、来てみたいな

感じで、すぐとととっと上がってきてくれるというのがすごく強みですね。と

いうのは、訓練室とリハビリ訓練する場とつくる場所が一体化しているという

ところは、恐らく日本ではもちろんここしかないですし、世界的にも余りそう

いった施設のないのだそうです。ヨーロッパなど、どこへ行っても。そして通

常は義肢装具士もそうですけども、週に１回何とか病院の、午後から外来に行っ

て、そこでつくった義足と物を渡して、あとはそこの病院の訓練士さんに１週
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間お願いという感じで委ねてくる格好になりますので、やっぱり情報の行き来

というものが限られてしまいます。やっぱり何かしっくりこないので、あんま

り患者さんがうまく使ってくれないんだ、みたいな、そういう客観的な情報は

入りますけども、何がどう悪いのか、あんまり細くまでは、短い時間だと難し

いよね。 

○大野 そうですね。 

○岩下 あとは、梅澤も言いましたが、すごく義足の訓練に関しては経験と、

随分たけているのですが、世の中の理学療法士さんは残念ながら義足の訓練に

精通した人というのは決して多くはなくて、義足を渡されてもおっかなびっく

り使っているという感じが多いのですね。そして患者さんの痛い、痛いとか、

しんどい、しんどいとか言い出してしまうと、では来週装具屋さんが来たとき

に見てもらおうといってもう義足は外してしまって、訓練をそこで中断してし

まうということもままあるのですね。特に傷なんかができた場合にはもうみん

な引っ込み思案なのですよ。ただうちはそういうふうに痛い、痛いとなってき

た、では理学療法士のほうが自分で内側にパットコーンを張っ

て、じゃあこれでやってみるとかできますし、あとはアライメントというこの

ソケットのシャフトですね、ここのねじの調整をちょっとやって組み上がるバ

ランスも、ちょいちょいと微調整して、これでどうだろうっていうふうに、リ

アルタイムで、(OTの)手をかりないだけの技術があるのです。なので、訓練を

中断することなく。いろんな試行錯誤を少し繰り返して出てきた問題点という

ものを今度は製作者である者のほうに、まとめた形でフィードバックをして、

じゃあ、あのソケット自体をつくり直さなければだめだねとか、膝のパーツの

部分を変えたほうがいいんじゃないかとか、そういった話につながっていくの

で、非常に効率よく密に情報交換をやりながら合った義足をどんどんつくりか

えていきます。これを使う患者さんの技術が上がってくるので、入所した当初

に組んだ義足の部品の組みあせがどんどん変化していくのですね。そして通常

の義足をつくるときというのは予算の関係で使う部品ですとか、みんな申請し

て役所から、保険からお金をもらって部品を買ってきて組み上げるので、うち

で口頭で部品を決めてしまうとそれをほかのものに取りかえたり、なかなかで

きない、難しいのですね。新品でメーカーから買ってしまったら返品はできま

せんから、ただうちは非常に義足をたくさん生産していますので、言うなれば

中古の部品にちゃんと使えるものがごろごろ転がっていますので、とりあえず
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その辺にある部品から適当に組み合わせて義足をつくり、そういう訓練が進ん

でまた患者さんのニーズに合わせて膝のパーツの部分を交換して、そしてここ

を卒業する時点で、この人の技術だったらこの辺までいけるのではないかとい

う比較的現実に合ったステップをものにして、最後に渡して、ここを卒業する

という形になりますので、余り外れがないですよね。 

○大野 そうですね。 

○岩下 これで膝のパーツのとめ方を見せたんだけど、全然これでは患者さん

の訓練にうまくえなくて失敗だったねというようなことは、うちはほとんどな

いですし、そういったものは特殊な担当で、そういったメリットもうちにはあ

るので。 

○男性Ｆ とうことは専門家間の調整が相当密ということですね。 

○岩下 そうですね。多分毎日のようにやっているということですね。 

 

○森 そうですか、わかりました。 

 

○岩下 ちょうど今、資料をつくっていて、理学療法士が切断者にかかわる割

合というのが出てきて。生涯2.9％しかいなくて、すごく少ないですよね。また

その切断者の歩行をしっかりと達成する割合というのが出ていて、これを獲得

する割合ですね。それも50％ということです。膝上の切断ですね。それがまた

普通に経験のない、切断者の症例の経験がない病院でやった場合と経験がある

病院でやった場合とは、それぞれのパーセンテージがすごく変わっていて、そ

の50％が、経験のない病院でやった場合が14％ぐらいに落ちているという報告

があるぐらいなので。ただちょっと年齢層の高い文献なので何とも言えないと

ころもあるのですけども。でもやっぱりなぜそういうふうになってしまうかと

いうと、やっぱり専門職同士の、例えば理学療法士も経験値がない、見たこと

がないということと、義肢装具士でも年間に何例かしかつくったことがないと

か、先ほど先生が言ったように、週に１回しか病院に行かない、業者として入

らない。そして調整があればまた１週間後に持っていきますね。そういうのを

繰り返していったら、その間、調整の間の１週間義足がないですよね。義足で

歩かなくてはいけないにもかかわらず１週間ないとか。今は入院日数も短く

なっていますから、そうしたら若い人でも両松葉で退院とか。そうするとすご

く、それで周りにも義足の方がいないとなると…… 
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○参加者A モデルもいないし。 

○岩下 モデルもいないのですよね。そうするとこんなものなのかと思って、

日常生活を送ってしまったことがすごく全国的にはあるのですよね。だからこ

こにいるとお手本になる義足のユーザーの方がいっぱいいるので、初日に来ま

したというときに、横で板バネ走り回っている人がいたら大丈夫かもと思って

しまいますよね。だから施設力としてやっぱりここの達成率というのはすごく

上がっているというのはありますね。あとは、専門職はそれぞれ、自分たちは

ここまでしかやらないというよりか、お互いの職種の仕事をつかんでやろうぐ

らいの感じでやっているので、普通の理学療法士だと義足とかに触れたりとか

全くしないと思うのですけど。要するにこういうコンピューター制御の膝とか

もどんどんＰＣ上でいじったりとかするので。そういう意味では、お互いの職

種間の仕事をちゃんとわかって、義肢装具士はこう考えている、自分たちはこ

ういう考えだと、常にディスカッションとか、そういうのを普通に昼休みでも

何でも暇さえあればやっている感じがありますよね。ここに来て歩けないはず

がないだろうぐらいの気持ちでちょっとやっているところがあるので。 

 

○佐倉 経験というところをもう少しお伺いしたいのですけど、大野さんの最

初のご発表の中で、そうは言っても徒弟制度みたいなところが残っていて可視

化がしにくいとか、数値化しにくいとかというところがありましたよね。その

経験値が高めにくい領域、オンザジョブトレーニングでやってみないと高めら

れないみたいなところが結構あるのかなと思うのですけども、例えば痛みに対

して脈打つようなきつさとか、一日過ごせる感じとかという、すごく的確な言

葉を発していらっしゃいましたけども、あれはご自身で経験値を高める上で出

てきたものなのか、それとも臼井さんとかがやっていらっしゃるのを見て学ん

だのか、その辺はどういうふうになっているのですかね。 

 

○大野 その脈打つ感じとかということに関しては、今までいた患者さんが、

こういう、どくっ、どくっとする感じがするとかというのを聞いて、ああ、そ

ういうことがあるのだというのを多分どこかで覚えていて言ったのだと思うの

ですけど、その経験値の中にはやっぱりユーザーさんとか切断の方も千差万別

なので、こういう主張をしたというときのトラブルシューティングの引き出し

がやっぱり30年以上やっている人と６年ぐらい人の、その幅が多分絶対的に違
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うと思っていて、ある現象一つにしてみても、その解決方法は１個ではない可

能性もありますし、そこに最短でたどり着けるかどうかに関しても、やっぱり

ベテランでいろんな症例を経験して、あのときこうやっていいはずはないけど、

こうしたら痛みがなくなったのだよねという経験、体験が一回でもあれば、ど

うにもならなかったときにそれを試してみようかなという発想も生まれてくる

と思うのです。そういうことに関してはやっぱり日々患者さんと接する中で、

何となくやるというよりかは、いろいろ考えながらやっておくと、新たに患者

さんが困ってきたときにどうしたらいいかという解決方法がものすごくふえる

ので、それはもう本当に経験にまさるものはないなと。 

 

○佐倉 場数？ 

 

○大野 はい。それは学校では教えてくれないですから。痛さの表現、脈打つ、

赤くなるとか、そういうのは絶対に教えてくれないので。 

○岩下 ほかの施設のもっと環境がよくないところでは、その装具士さんとか

ＰＴさんが研修とかはないのですか。ここに来て、例えばそのＰＴさんだけが

義肢、義足に接する機会ですとか、ＰＴさんがここに来て１週間ぐらい研修し

て、おっかなびっくりな人の経験値をここで高めるみたいな。 

 

○大野 そういうのは日々やっています。現職者の方も随時来て一日中研修と

いう形をやったりとか。あとは、ここはセミナーをやっています。12月の頭に

もあるのですけど、理学療法士だとか医師、義肢装具士向けのセミナーも、こ

こでも開かれていますし、ここが中心で結構やっているところが多いですね。

そういうメーカーさんが入って新しいパーツの説明だとか、そういったことも

多くやられていますね。だからこの施設だからできるというのだとすごく意味

がないので、全国いろんな困っている方がいるので、だからここのノウハウを

しっかり外に出していくということもすごく重要だなという意識で今はやって

いますね。 

 

○岩下 それはそのもう2.9％しか切断に接するチャンスがもうないと言われ

ても、本当にちょっとでもそのパーセンテージをふやせば、よそで、その、梅

澤が言いましたみたいに、義足のことを見てあげられるPTが一人でも二人でも
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多く仲間をつくっていきたいなと、いつもみんなで話しているのですよね。 

 

○大野 先ほど痛みの話がありましたけど、義足装着後の構成要素による痛み

だと、すごく経験値が重要で、臼井さんとかすごく経験豊富です。ただやっぱ

り興津先生が言うように、医学的情報がないと気づかないことというのもすご

くあるので、やっぱり一つの職種だけでやってしまうと、気づきがどうしても

少なくなってしまいますよね。だからいろんな職種がいて、経験してきたこと

をどんどん伝えて、例えば自分たちだったら、ダイナミックに動いたときにこ

ういう痛みが出てくるようなら、もっとこういうトレーニングしたいときには

ちょっと内股がいいんじゃないかとか、そういうのも、やってみなくてはわか

らないことも結構出てくるので、日々足も変化しますから、一日の中ですごく

変化するのか、それともむくんで太くなっていく人なのかとか、そういうので

も全然変わってきますから、そういうのはやっぱり医学的な見地とか、自分た

ちが午前中の集計をはかっておいてまた午後も集計をはかってそれを伝えると

か、そういうところでいろいろと職種間で情報共有しながら、形態測定みたい

なものをしながらですね。ただ一つの職業だと見落としもたくさんあるので。 

 

○参加者B そういうのはあんまりわからないですけど、それこそオムロンみた

いな新しい技術も出てきているので、しゃべるかわりにツイッターか何かに書

いておくとか、あとはたまったところで電子的な何とかというふうにはやらな

いで、徹底的に現場で。電子レンジのように今、どんどんＯＨＩ

がそれを解析できるみたいなのがありますけど、本当に現場中心で、フェース・

トゥ・フェースで。 

 

○大野 ちょっと今、そのシステムがわからないですけど。 

 

○佐倉 いや、私がそれこそこの前オムロンさんに伺ったら、いろんな気づき

があったら、それをどんどんツイッター的なものに、どんどん小さいエッセイ

でもためていけば、それをコンピューター上でたまったものを解析する

と全体の傾向が見えますみたいな、最近は、どうもそういうものがある。密な

分だけたまるといいのか、それとも密だからたまったら逆にあんまり意味がな

いのか。 
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○男性Ｈ 難しいポイントです。 

○佐倉 しゃべったほうが速い世界だと思うのですけど。 

 

○男性Ｊ 医療なんかで最近あれですよね、遠くにいて手術ができたりとかと

いうのがある。リハビリなんかは遠隔地の人の歩行を見たりできますよね。そ

れをただ、その場で処置はできないけど、助言とかはできて、その地域でまた

違う人がそれを対処するという、 

 

○岩下 うちに足圧センサーのトレッドミルがあって、それで計測は随時して

います。そしてその経過を追っていきます。例えば義足に乗っている割合が今

少ないとか、実際に見てもらうとすごくわかりやすいと思うのですけど、その

歩幅が、義足前の歩幅が今小さいぞとか、だから左右対称にもうちょっと歩こ

うねとか。そういう共通認識をそこで持って、それでまた新たに訓練を進めて

いくということをしているので、その計測機器の何がいいかというと、データ

処理にすごく時間がかからないのですね。その場でレポートとして出るので。

だから実際に動かした後に見て、これだけ今ずれがあるとか、ここともうちょっ

と修正していこうとか、そのためにはもっと義足の股関節周囲のもうちょっと

筋力が必要だねとか、より可動域がもうちょっと必要だねとか、もうちょっと

伸ばすためには、やっぱり義肢装具士に頼んでみて、もうちょっと位置関係の

アライメントをする。ちょっと変えてみようとか、こういう側部にしてみよう

かとか、そういう方向にも、結構話とかが発展していたりするので、必ず

しも全部主観的に見ているわけでは、今はそうではないですよね。 

○男性 そうですね。既にそういう感じで。 

○男性Ｃ そういった皆さんの、訓練士さんの習慣的なもの、そういったデー

タに置き換えて、客観的なデータを結局解釈して、患者さんにそれを専門的な

知識から、患者さんにとってわかるような形で解説して説明して、ではこうい

うふうに問題解決をしようと提案するのはやっぱり訓練士さんなので、そこは

本当に、ケース・バイ・ケースなのだとしたら、必要なことですよね。カラオ

ケの採点みたいに何点だったから、ではカラオケでこういうふうに歌ったら出

ますよと自動でという、それほど簡単な話では多分ないわけですよね。それが

できちゃったら本当に逆に訓練士ではなくて患者さんが自分たちでトレッドミ

ルを見ないで、歩いて、機械のこういうふうに歩きなさいという指示に従って
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いればそのうちうまくなるというのもあるのでしょうけど、なかなかそうはい

かないですよね。だからモチベーションのやっぱり谷間の、やる気をいかに引

き出すかというところがあるので、気分が乗れば歩きもよくなるし、気分が乗

らないと同じ人でもある気が下手だったり、そこをうまくおだてて持ち上げて

という、理学療法士のすごく大事な役目かもしれないです。機械任せにはで

きないというのはすごく大きくもあり。機械にも今頼る分も随分大きくはなっ

てきました。 

 

○岩下 臼井さん、トレッドミルというのは、メーカーはどこなのですか。 

○臼井 あれは、メーカーは全部一緒で、あれは商品名か。 

○大野 ゼブリスというドイツのメーカーです。 

○興津 いつぐらいに出たのだっけ？ 

○臼井 ３年前だね。 

○興津 そのときのレベル的には一番いいものだったのかな。 

○臼井 値段とあとは大きさとかありますよね。うちの施設で邪魔にならない

大きさで。 

○興津 ソフトがあればレベルアップが可能なの？ 

○臼井 使いこなさないとだめですよね。 

○臼井 リースなので、常に新しいものに変わっていく。なので10年後もちゃ

んと新しいものが。中身は新しくなる。 

○興津 専用機としてはかなりなものなのでしょ？ 

○臼井 １台の機械としてはかなり、足圧力がつていて、なおかつトレッドミ

ルだからね。今までトレッドミルで足圧力計はあまりない。 

○男性Ｃ 解析に半日かかるとかそういうことではなくて、ほんの５分とかそ

のくらい？ 

○岩下 ５分ですね。すぐにレポートとして出せるので。トレッドミルの何が

いいかというと、省スペースで速度も随時変えられて、速度感の比較もしやす

いですね。だから臼井さんたちがやっているような板バネの計測とか、走行レ

ベルまでが計測できるのです、省スペースの中で。例えば20何キロで、そして

このＡさんとＢさんの比較がしやすかったりとか、そういったこともしやすい

ので、あとは、例えば20何キロとか走っているともう常に安全装置が働くので

すね。そういったこともあるので。 
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○男性Ｎ では逆にササハラさんが自動的にとれる部分で、こういうデータが

とれるといいのになってあります？ 今のはオオモトさんとオバモト…

… 

○ササハラ 床からの、どうしても情報なので、やっぱりその人の全身状態の

角度とか、オープンキャプチャーみたいな役割ではないのですね。だからまた

附属をちょっと借りたりしないといけないので、そういうのが見られると…… 

○臼井 一時期借りた時期に…… 

○佐倉 それは臼井さんが見せてくれた、スライドの中にあったときには、実

際に借りて計測しているという。 

○臼井 マーカーをつけて……。 

○佐倉 マーカーをつけてやっているのですけど、見えたらいいか……。鉛直

の力しか出なくて、体重計と同じですね。だから関節のトルクだとか、そうい

うのが出せれば一番いいのですけど、そういうのをやると、またすごく数千万

とかかかるような世界になってしまうので、またスペースが、このくらいの部

屋とかが必要になってしまうので。 

○男性Ｎ あるにはあるのですか、機械は？ そのばかでかくて高い。 

○佐倉 ありますが、所沢の国リハですとか、あとは大学関係…… 

○大野 そうですね。リハセンターとかだとカメラと床反力セットで角速度と

かが全部出るものが、各関節のモーメントとかが全部出るものがあります。 

 

○渡部 ほかにご質問は。 

○中村 話が前の所に戻ってしまうのですけど、ニーズが形成されるというこ

とがちょっと気になったのですけど、ニーズは、本来は引き出すものですよね。

なので、医療者と、特に初めての患者さんというのは、完全に上下関係という

か、大量の情報を持っている人とほとんど何も知らない人という状態で、なの

で、何となく医療者のほうが過去の経験がどんどん蓄積されると、この方はこ

うしたらこれぐらいまではいくはずなのだという認識があるので、ニーズを埋

め込んでいくというか、こういうニーズがあるはずなのだなというのを、何と

なく暗黙のうちに患者さんに伝えてしまっていて、それがニーズのつもりに

なっているフェーズがあって、その後しばらくしてお互いになれてくると本当

の個別のニーズが抽出されるようになる、そんな明確に、何かあるというわけ

ではないと思いますけど、何となくそういうちょっとフェーズが変わるような
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ときとかがあるのかなと思っていて、フェーズが変わっている感じがするのか、

人によって初めから、見た後ニーズができてくるような、単純に性格的な問題

みたいなものがあるのか、その辺の感覚がちょっと知りたくて、とはいえそこ

でニーズがあることは、少なくともこの方については、ある程度コミュニケー

ションして初めてその方の中に生まれたという感じだったみたいなので、それ

はなぜそうだったのかなという、ちょっとそこをお聞きしたいのですが。 

 

○岩下 そうですね。確かにもともと歩けていた人が切断で足をなくして、今

度は義足でまた歩くことの再確認をしているわけですから、そういう意味でい

うと歩くという行為はもともと既に獲得したものですから、一度切断でなく

なって埋もれてしまったものをまた掘り起こす作業なのかもしれませんね。義

足をつけるということで、全く今まで生まれてから考えてもいなかったような

ニーズが新たに生まれるかという意味では、多分失われたものを獲得していく、

あとは切断してしまったので、絶対にそんなことは一生無理だと本人がもう、

意識の奥に追いやってしまったようなものをもう一回深いところから掘り起こ

すことかもしれませんね。いきなり義足をつけて空を飛ぶとか言い出す人はい

ないでしょうから。形成といっても多分もともとあったものであれば、どこか

引き出しの奥にしまってしまったものをもう一回引っ張り出してくる、掘り起

こす、そういった形かもしれませんね。形成というと全くゼロからつくったよ

うな意味合いなのかも、ちょっと入ってしまうかもしれませんけど。 

 

○佐 ちょっと関連して臼井さんにお聞きしたいのですけども、お話を伺う前

は、スポーツをするというのは、どちらかというと日常業務の付加的なもので、

プラスアルファ、エンパワメントみたいなイメージなのですけども、大野さん

のお茶のお話もありましたけど、お話を伺っていると日常生活が回復してさら

にそのプラスというよりも、走ったりする行為をすることによって日常生活へ

の回復が前向きになってうまくいったりとか、そういう面が結構強いのかなと

思ったのですが。 

 

○臼井 それはもう個人差もありますが、かなり効果というか、その個人個人

の効能みたいなものは確実に大きいですね。だから先ほどの、形成されてしまっ

ている場合もありますね。かつてその人はそういうことに興味がなかったのが、
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病気になる前、けがをする前に持っていなかった趣味を持ったり目的を持った

りが出てきてしまったりしますから。それはただスポーツに限らず…… 

○佐倉 お茶の話もありますよね。 

○臼井 みんな違う場面であると思うのですけど、前向きにやっている人は。

その前向きになるにはやっぱり少なくとも自分の義肢とか障害を持った足を自

分のものにするというか、悩みの種ではなくなって、体の一つとして捉えて、

それからまた違うステップに行けるという、そういう人が生み出すというか、

その辺が大きく違うのか、大きいところだと思うのですけど。ただいかんせん、

全員というわけではないですね。やっぱりいろんな合併症を持っている方もい

ますし、そういう趣味ではない人もたくさんいますし。ただ少なくとも僕はやっ

ていて、障害を持った人ほど、特にスポーツとかああいう芸術活動みたいに足

を突っ込むというようなのは、人生的にはすごく効能は大きい感じはしますね。 

 

○渡部 質問をどうぞ。 

 

○男性Ｐ いいですか。とても興味深い話で、質問があります。大きく３つな

のですが、まず一つは基本的な話で、先ほど岩下さんがこのＡさんの人物イメー

ジを語っていただいたのは非常によかったのですけども、もう少し具体的な、

時間の話でいうと、この方、あるいは一般的に足を切断しなければいけないと

自分が告知されてから、切るまでにどのぐらいあって、それから義足をつける

までというのはどのぐらいの時間があって、そして歩けるまでにどのぐらいの

時間がかかる、個人差がある話かもしれませんけども、例えばこのＡさんでい

うと。 

 

○岩下 この方の場合は少し化学療法を先行させていましたが、多分６カ月ぐ

らいは、まず腫瘍が見つかって、それで一刻も早く切るしかないみないた話に

なってすぐ手術となりますが、大体今だと、化学療法をやって少し粘りますが、

ただ半年ぐらいは少し粘ったのではないかと記憶しています。ちょっとカルテ

を見ていないので、正確なものはではないです。 

○男性Ｐ もしかすると切らなくてはいけないかもしれないと本人が思ってい

る時間が…… 

○岩下 そうですね。主治医からちょっとそういうふうに、最初は化学療法で
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いくけれども、小さくしたところでこれは切るかもよみたいな、そういったど

ちらに転ぶかわからない時期は多分経てはいらっしゃいますよね。その後切断

してこの方は切断にも化学療法、抗がん剤を少し、その後プラス３カ月ぐらい

切断後、やっていたのかな。なので、本当に義足が履けるというスタートライ

ンに立つまではちょっと時間がかかったケースです。比較的多い、いわゆる悪

性腫瘍、骨肉腫だとか何とか肉腫とか、そういった骨や筋肉ががんになったも

ので切るケースは、少し長引くケースが多いです。その対極にあるのが交通事

故みたいなケースで、いきなりもう、気がついたら切れていましたみたいな、

そういうケースですね。それはもう切断云々というか、もういきなりなくなっ

てしまいましたという感じで、そういった悩む期間はないかわりに、いきなり

なくなったと非常に喪失感が本当に大きくなるというのはありますね。またそ

の間に入るのは、例えば糖尿病で足の血管が詰まって腐って切るしかないみた

いになるような、もうちょっとずるずる、糖尿だといきなり最初から足を切ろ

うとは誰も、主治医も考えないし、本人もまさかと思っているのですが、粘り

に粘ったあげく、結局しょうがないねということで切る段に。だから、がんの

ケースよりもむしろ、もっと迷路のようというか、先が見えないというか、ず

るずるいったあげく、とうとうというようなケースもまた３つに分けた感じか

なと。逆にがんの治療などの場合ですと、もう切断がある程度治療の中に先に

入っていますから、そうするとがんセンターの主治医の先生なんかも切断した

後は義足、そういう形に今度、歩くことを訓練しようとなるよというようなオ

リエンテーションを、簡単に言えばある程度そこに入れてはくれるわけですよ

ね。 

 あとはそういう意味で、ただ、患者さんにとっては切断した後にどうなるか

というのはやっぱりわからない世界なので、切った後ここにいらっしゃって、

実際に歩いて訓練している人を目の当たりにするまではちょっと不安が強いよ

うですよね。自分がこの先どうなってしまうのだろうという。義足で歩く練習

といってもいまいちよくわからないという感じはあるようです。そして対極に

ある交通事故などでばんと切断するしかないといったケースですと、もう本当

に、足がなくなってしまったということに順応していくのに時間がかかります

し、交通事故なんかの場合ですと、まず命を助けるのが先ですから、本当に２

週間とかそのくらい集中治療室で生きるか死ぬかみたいなところを乗り越えて

やっと一命を取りとめると、今度は足がないという現実に直面して、非常に
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ショックを受ける。何の治療にも全然想定せずにいきなりですから、人によっ

てはそちらの段取りでのショックのほうが強いといえば強いのでしょうね。

あとはその時点で救急の治療に当たっている先生方がどういうふうにうまくそ

の後の話を持ってきてくれるのか。義足でもちゃんとうまく歩けるようになる

ケースもあるよというようなことを、１次救急の治療が終わった後、そこで話

をしてくださる、あるいは我々のところになるべく早目にコンサルトしても

らって、ギャップを減らしていくというのが必要になってきます。 

 今までが大体、大方、傷がある程度、縫って糸が抜けて、傷がじくじく染み

のような感じになって、ある程度落ちついてきれいになってから型をとって義

足の練習を始めようというのが通常でしたし、大体それが今でも主流なのです

けども、例えばがん手術に、ある程度手術が、いついつ切るよというのが予測

されて予定できる場合は、手術室で足を切った後に、そこにもう仮の義足を、

ギブスで、もう要するに、切って縫ったところに、そこにガーゼとかを当てて

血をとめた状態にしながら、そこにさらに石こう型でもギブスをつくって、一

応仮の足という感じですけど、もう義足をつけてしまって、そして手術後、２

日目とか３日目ぐらいからとりあえずもう立たせるだけ立たせてみるというよ

うな、そういう非常に、切った瞬間にもう義足をつける、それは本当に仮のた

めのものですが、そういった治療もされています。それによって患者さんが、

義足ではあるけれども、足がなくなったけどかわりの足がついたよということ

で、やっぱり喪失感が少し少ないらしいのです、それでもう。それが切断した

後に出てくる幻肢痛とか、幻の足ですよね。ない足が痛むというのは。そういっ

た幻肢痛が、そういった手術の後にすぐ仮の義足でもつけると減るというよう

なことは言われていますし、あとはもう術後からすぐに立つ、そういった基本

的な訓練が始められますので、要するに体が、歩ける体力というのですかね、

歩く感覚、立つ感覚、体重を乗せる感覚を覚えているうちに早く義足の訓練に

入ってしまったほうがスムーズなのですね。基本は時間がたてば治るので、そ

うすると逆に切断して傷が落ちつくまで待っていると、歩くことをしばらくし

なくなりますし、もう歩く感覚も忘れてしまう。要するに片足での生活に何と

なくもうなれてきてしまったところから、また足をつけて歩くぞとやると、ま

たその切りかえるに時間がかかるのですよね。そういった、本当に間髪入れず

に義足をつけるというのもあります。ただ、それをやりたくても、例えば傷が

なかなか落ちつかなくて、あるいは非常にもともとの血の流れ、血行が悪くて、
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これは切ったもののちゃんと足がくっつくかどうかわからない、またそこから

腐ってしまうのでもう一回切り出すしかないなどのようなおそれもあるような

人だと、そういった直後に足をつけるというのはできないものですから、本当

にケース・バイ・ケースで、切ってから義足がつくまですぐの人もいるし、結

構長くかかってしまう人もいるし、最初から切るぞとわかっている人もいれば、

いきなり切られてしまったというケースもあり、もうさまざまですね。 

○男性Ｐ 普通に歩けるようになるまでの期間というのは、また人それぞれな

のですか。 

○岩下 ざっくりですと、きょうそこに出てきているような、いわゆる膝の上

で切断して、太ももも半分ぐらい残っていてみたいな義足だと、うちでいうと

ころのしっかり歩けるだと、まあ３~４カ月ぐらいですね。これはつえなしで、

本当に自分の体の一部として使いこなせるという感じです。もう、つえをつい

てよたよたでもよいというのであれば、ある程度、１カ月もあれば何とかなり

ます。ただちょっと歩くと痛いとか、しんどくて、やっぱり義足をつけてふだ

んの生活をそれで賄おうという気持ちにはあんまりなれないレベルでよければ、

１カ月ぐらいで済んでしまいます。そういう方の場合、結局車椅子の生活になっ

てしまったり、気がついたら松葉づえを使っていたり、つえが手放せなかった

り、そういうふうに低いもので終わってしまうことがあります。よく我々は自

転車の乗り方を覚えるのに例えるのですが、一度自転車の乗り方を覚えてしま

えば、まあ大丈夫ではないですか。義足もそれで、とにかく一度義足を使いこ

なせる体、義足を使ってこの先、生活していこうというところまで、ある程度

まで高めないと、途中でやめてしまうと、いいや、面倒くさいから義足を履か

ずに片足で生活してしまえというふうに流れてしまうのですね。そこをこうい

う場で、人によってちょっと時間がかかる方はいらっしゃいますけど、３~４ヶ

月ですかね、そのときは本当に体のバックグラウンドとかに合わせて、あとは

もう早く学校に戻らなくては、仕事に戻らなくてはということで、２カ月ぐら

いで超特急で頑張って帰る人もいらっしゃいますけど、１カ月というとちょっ

ときついかなと思います。 

○男性Ｐ ２つ目の質問です。この義足と人間のつながりの部分として一番調

整が大変なのはソケットというお話でしたけども、このソケットで、先ほど痛

みというお話が出て、痛みは、この形同士のでこぼこで、物理的に痛いところ

を直すというのは非常に、客観的にできると思うのですが、お言葉の中にも痛
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みに弱いとか強いとか、頑張って痛みに耐えてしまう人とか、すごく何でも痛

がる人とかがいたりして、例えばそういう人がいながらも一つの、その人の義

足というものに仕上げていく折り合いをどこかでつけているのではないかと思

うのですが、どこまでその人の痛みというのをなくして、調整し切るようなも

のにするのかというところのあたりは、お話を伺えますか。 

○臼井 普通だと例えば外した後に赤くなっているとか、何か目に見える傷が

あれば一番わかりやすいのですけど、まずそういう目で見て、あとは本人もわ

かって周りもわかってというのは、それは先ほどの傷ができたり変色があった

り、その一つですね。あとは本人の意見と。まあ意見を聞かなくてもわかるの

は傷と変色ですね。それ以外はやっぱり結構、うちはいろんな情報が同時にも

らえるので、結構短時間で本人がその痛みの度合いと適合か不適合かというの

を、自分の感覚とその義肢の適合・不適合というのが、だんだん焦点が合って

いくのが早いのですよ。ところがこういう施設ではないと、何を言っても痛み

だけで解決しようというケースが結構多いのですよね。なので、こちらはこち

らで、では、極端な言い方ですけど、血が出ていないから大丈夫じゃんという

言い方もできてしまうわけですよ。ところが本人はちょっとさわっているよう

な感じだけで痛いという人もいれば、逆に今度は血が出ているのに平気だとい

う人もいるんですよ。全然、俺はいつもそうだもん、治っちゃうよこれ、とか

言って、それぐらい幅があるのですよね。ただそれを見抜かなければいけない

というのがやっぱり仕事ですから。それで、一つはやっぱり３日続けて履いて

も同じところが同じような痛みがするかとかというのを、まあちょっと時間を

かけたやり方とか、履き方でちょっと痛い場合があったり、ちょっと内向きに

履いたり外向きに履いたりするだけで痛くなったりというのを、やっぱりいろ

んな調べ方というか、特徴を見るための抽出の仕方みたいな方法があるのですよ

ね。 

 あとは、一番はやっぱり個性がありますよね。とにかくベルトなんかを何で

もぎゅうっと締めないと気が済まないような人がいるのですよ、やっぱり。そ

ういう人はこういう義足もかなりきちっとしていないと我慢できない。ちょっ

とすき間があるだけでも我慢できない。逆に全体的に緩いのが好きな感じの人

もいるのですよね。そういうのはやっぱりある程度つき合ってやりとりしない

となかなかわからなかったりするのですけど。それと適合と不適合はまた別な

のですよね。一番わかりやすいのは先ほどの傷ができるとか、あとは擦過傷み
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たいなのができるとかというのがあるのですけど、何もできていないのにじ

わっと圧迫感があってもう我慢できないとかというのが、その辺が一番やっぱ

り困るところで、それはやっぱり医学的に触診していただいたり、あとは実際

に中をレントゲンで見たりして、神経の塊がそこに実際にあったりする場合が

あるのですよね。そういうのは目ではわからないですから、なのでやっぱりさ

わったり、いろいろなことをしてだんだん痛みの本当の意味みたいなのが少し

ずつわかってくるのですけど、それでも絶対これ一個というわけでは、なかな

かないのですよね。これはその人の感覚の表現が強かったり、すごく依存心の

高い人が何でも大げさに表現したりするのですよね。 

 

○男性Ｐ 思うにですけど、わけのわからない痛み、自分ではどうしようもな

い痛みだと、恐らく折り合いがつかないのだと思うのです。ソケットの履き方

によってあんまり痛くなく履ける日もあり、下手くそに履くとえらく痛いとか。

あるいはきょうは足が週の頭であんまり歩いていないから足のむくみが強くて、

それで痛みが強いのだとか、自分でコントロールできるとまでは言いませんけ

ど、何となく自分でもって痛みがいかようにも変わるのだというのがわかると、

なるべく痛くない方向へうまく持っていくような、痛みの飼いならし方という

のでしょうかね、そういうものがだんだんつかめてくると、人によってはその

辺が折り合いをつけるポイントになるのではないか、何をやってもとにかく痛

い、これも痛い、痛いだけだと先に進まないのでね。同じ痛いでも痛みが違う

でしょと。こうやれば痛いけどちょっと楽でしょとか、我慢できるぐらいじゃ

ないのかとか、そういうのがもう少しわかってくる中で、あとは患者さんのフィ

ジカル面ですよね。筋肉がついて、間接の動きがよくなってくるから歩きがよ

くなって、そういう変な痛みを足さずにまた歩けるようになるとか、そういっ

たもので何となく痛みとのかかわり方を見つけてくると少しいけるのかなと、

でもやっぱりもう二言目にはもう痛い、痛いで、そこから先へ進まないままで

という方も中にはいらっしゃいますね。 

 

○臼井（？） 言語表現というか、語彙が日本はやっぱりレベルが深いですね。

表現がすごく、やや痛い、ちょっと痛い、うんと痛い、ずきずき痛いとか、そ

ういう表現が多い国で、やっぱり四季もありますから、春、夏、秋で汗の量と

かで、あとは気候もありますよね。何となく、欧米の人はやっぱり今までいろ
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んな人が来ていますけど、結構大ざっぱな感じがありますよね。その皮膚の痛

みの感覚とか。そういう意味では、日本のそういう細やかな感覚表現というか、

そういうのはどこかで役に立つかもしれないですね。 

○男性Ｐ 最後に。コンパクトでいいのですけど。きょうのテーマは人と機械

の調和というところなのですけども、義足という今の現状で理想的な調和がで

きているのだろうかと。理想的といったらできていないと言ったほうがいいわ

けですけれども、できていないとすると、技術的な面で課題を一つ、二つ挙げ

ると何なのでしょうという質問なのですけど。 

○岩下 理想を言ってしまったら、多分履いた瞬間いきなり歩ける義足でしょ

うね。本当に義足のほうが患者さんの特性を考えて膝ががくっと折れないとか。

要するに今は、しょせんは人が使うわけだからそこが限界なのかもしれません

けど、本当に最初の訓練用としてもいいのですよね。履いた瞬間とりあえずすっ

と歩けたという、そういうつかみができる義足だと、そういうものがあるとい

いかもしれない。それはあくまでも訓練室用のデモンストレーションのもので

もいいと思うのですよ。それでまず歩けたという、うまく成功体験をつかんで、

あとは個人個人で、マニュアル車に乗りなれていきましょうみたいなものがで

きるといいかもな、なんて気はちょっとするのですよね。誰でも履けて歩ける

ような義足という。 

○臼井 ちょうど今『夢の扉』という番組があるでしょ。今週

の日曜日にＭＩＴを出た、マサチューセッツ工科大学を出たエンジニアの人が、

インドの義足、インドでもう30年も前からつくられている大量生産の義足があ

るんですよ、無料で配るような。それのプロジェクトにもその人がかんでいて、

遠藤（謙）さんというのですけど。その『夢の扉』のそのタイトルが、障害を

なくすのは人じゃなくて技術だという、そういうタイトルなんですよ。最初は

僕なんか、え？というふうに思ったのですけども、本当に人の努力ではなくて、

これからは技術がそれを解消していくのだというふうな意味なのかなと思って

そのタイトルを見ていたのですけど、実際そうではないと思うのですよね。僕

なんかは総力だと思っているのですよ。技術だったり人だったり、医療、メディ

アもそうだし、いろんなものの総力がそういうものをなくしていくのだと思っ

ているのですけども、端的に言いたかったのでしょうね。要するに、技術でか

なりの部分が解消できるという。やっぱりエンジニアですからね。だからそれ

はぜひ今週見てみたいなとは思っているのですけども、今週の日曜日ですね。
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それは、行く行くは、インドの粗末な義足を、大量に無料で配っているのです

よ。ただそれよりもうちょっといいものをつくろうという、彼の気持ちがある

のだと思うのですけど、本当にそれがどこまでできているのか、まだわかって

いないのですけどね。技術だと言い切っているところがおもしろいから、いや、

そう簡単にはいかないよというところを見てみたいのですけども。 

○男性Ｄ ここにも何回か来ているのですよ。そして臼井さんも何度も会って

いる方ですね。 

○臼井 そうですね。ゴールまでの道は近くなったと思うんですよ、昔より。

でもやっぱりこの300万の義足をつけたからといって、やっぱりリハビリがな

かったら使えないですよね。多分値段が、高機能になればなるほど、なってい

ると思うんですよ。要するに、今度は保険的なものですよね。例えば高機能な

義足をつけたら、勝手に動き出すような時代がいつか来るのですよ。そうする

と勝手に動き出したときの保障は誰がするのだとか、階段の頂上で、駅のホー

ムで立っていたら、一瞬筋肉を動かしただけでぴゅんと出てしまう場合もある

のですよね、コンピューターを使っていると。そういう誤作動の問題と命の問

題があって、なかなかまだロボット的なものは人間につけていないのですよね。

要するに本人の意思だけで動かないと危険なわけですよ。階段の頂上で誤作動

が出たら後ろに落ちてしまう場合もありますから、この動き次第。そうすると

特に義足に関してはやっぱりなかなか完全なロボットで使えていないのですね。

多分車椅子もそうですよね。あとは駅のホームで傾斜があるだけで車椅子が

ホームに落ちていってしまいますから、やっぱりコンピューター、ロボット的

なものに依存してしまうと、やっぱり命にかかわりますね。だからまだ福祉機

器に全部を許すようなものは一つもないのですよね。研究はされていますけど

ね。やっぱりそれは怖くてできない。自動車の自動制御みたいなものですよね。

研究はされているけど、やっぱり手を離して走れないですよね、怖くて。だか

らまだまだ、やっぱりリハビリだったり、それを履きこなすためのトレーニン

グ期間みたいなのがあるよね。それをマスターした人じゃないと、今度はこう

いう義肢を扱えないのですよ。その間に、その１カ月間のコースの中で高い義

肢を履きこなすようにトレーニングをして、その中でその義肢ができること、

できないことを、契約して言うみたいな感じになっているから、そう簡単にまだ

メカトロニクスが全部は担えないと思うんですね。 

○男性Ｐ ロボットスーツみたいなのがどういうふうにこれに絡んでくるのか
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なみたいな。 

○臼井 そうですね。あそこはやっていますよね、義足の研究もまだ大学院の

ほうでやっているみたいですね。 

○男性Ｐ ありがとうございました。 

○臼井 ありがとうございました。 

○渡部 きょうは本当にお忙しい中、お時間をいただきましてありがとうござい

ました。 

○一同 お疲れさまです。 

○渡部 また今後もお世話になりますけれど、どうぞよろしくお願いいたします。

 

 

（以上。） 
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義足製作過程における	
  
コミュニケーションの研究	


	
  
渡部麻衣子	
  

東京大学大学院情報学環	
  
日本学術振興会特別研究員　PD	


1	


参考資料	


義足への関心	


� 福祉機器の中でも、製作の「専門家」が存在す
る領域。	
  

当初の問題関心	
  
・義足製作の過程で、専門家はどのように利用者
のニーズを把握するのか？	
  
・専門家と利用者との間にはどのようなコミュニ
ケーションが存在するのか？	


2	
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2	


先行研究	


�  車いすの選択過程の研究	
  
Winance(2006)	
  	
  
→　利用者とPTのやりとりを通じて、生活範囲の制約によって車い
すのタイプが決定されていく過程を考察した研究。	
  
上村（2006)	
  	
  
→　生活の変化に沿った車いす選択の変遷を報告。「電動車いすの
処方に対する知識と技術を備えた人材の育成」を要求。	
  
井上・酒井・岩崎（2006)	
  	
  
→　国リハの電動車いす適合サービスの報告。利用者の要求、生
活、身体特性を調査するシートを紹介。利用者の「ニーズ」抽出の
技法。	
  
	
  

利用者の「ニーズ」を知り、「専門知」に置き換える技法	


実際にはどのように「ニーズ」は具現化されるのか？	
 3	


研究概要 

調査方法：参与観察　＋　録音データの収集 

調査期間：2012年9月初旬〜２月中旬 

（尚、参与観察は１１月中旬まで週１度程度行なった。） 

対象利用者：Aさん 

性別：男性 

年齢：30代 

職業：医師（血液内科） 

 

【背景】 

2011年、出身地の病院で悪性骨肉腫と診断され、都内の専門病院にて入院、

切断。退院後一ヶ月程ホテル住まいした後、センターに来所。２月中旬に

退所。サポートセンターのO医師より紹介を受ける。担当OTはO氏。 
4	
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3	


観察場面（１） 

Aさんに関わる人 

診察室	


リハビリ室	


採計室	


医師	


看護師	


PT	


PO	


その他の利用者	


Aさん	


協調のセンター	


5	


リハビリ室の受
付は、エスノメ
ソドロジーの用
語で言うと、「協
調のセンター」
（サッチマン,	
  
1994)	
  として機
能している。	
  

観察場面（２）	


コミュニケーションの事例	
  
	
  
【採計場面】	
  
→断面に装着するシリコンの装着感の確認	
  
PO「きつくないですか。あの、脈打つようなきつさとか。」	

Aさん「いやそうでもないです。」	

PO「結構きついですか？」	

Aさん「いや」	

PO「これで一日すごせる感じですか？」	

Aさん「はい。全然。」	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  →　「きつさ」の定義付け。	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　→　身体感覚の言語化	


6	
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観察場面(3)	


ソケットの変化	
  
左：初期　右：中〜後
期	
  
	
  
切断部位の収縮に伴
い再計。職業上座位
をとることが多いこと
から、尾てい骨に負
担をかけない形状が
選択された。	
  

足部の選択肢	
  
	
  
Aさんの歩く技術の高
さが最終的な選択の
決め手となった。	
  

外装	
  
「男が肌色は生々しすぎる」という理
由で黒を選択。ソケットの模様は奥
様が選んだ布で。	
  

身体能力、職業、美
意識、他者との関係
性等、多様な要素の

融合の形。	


途中経過の考察	


途中経過の所感 
・言語化されない場合の方が多い。 
→　身体バランスを「見る」ことによって義足の調整がな
される。 
・利用者の側の義足への「適応」がある。 
→　「義足」を利用できる身体を作って行く過程でもある。 
・「痛み」はキーワード。 
→　義足の側を調整する必要性を示すサイン。（程度に
よる） 
 
 

 
 

8	
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5	


今後の予定	


・収集したデータ及び文献を用い、テクノロジーに「適応」する身体と支援の「専
門家」のあり方について、前出のWinance（2006) の用いた科学技術社会論
におけるアクターネットワークセオリー等に基づいて考察する予定である。 
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第３回  「人と機械が理想的に調和する社会研究会」 

2013年 1月 24日 

９．  日時 
 

2013年 1月 24日（木）11：00~1：00 

 

１０．  会場 
 

東京大学駒場 II キャンパス COMMA HOUSE 

                              

１１． 議事次第 

（１） COMMA HOUSE 見学・研究会 (11:00~12:00)  

 

昼食 (12:00~13:00) 

 

（２） 研究会 (13:00~15:00) 

 

 

１２．  出席者 
五十音順、敬称略 

【主査】   

 佐倉 統    東京大学大学院情報学環（科学技術社会論） 

 

【研究会メンバー】 

山田育穂 東京大学大学院情報学環（空間情報論） 

川端 裕人 作家 

上田 紀行 東京工業大学 （文化人類学） 

 

【オムロン関係者】 

・（株）NTTスマイルエナジー 

   谷口 裕昭 （代表取締役社長） 
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・オムロン（株） 

   勅使川原 正樹 （技術・知財本部環境技術担当（兼）知的財産センタ

長） 

      谷口 正宏 （経営戦略部） 

・㈱ヒューマンルネッサンス研究所 

 近藤 泰史  （代表取締役社長） 

 中間 真一  （研究部長） 

 澤田 美奈子 （研究員） 

 

【佐倉研究室スタッフ】 

東京大学大学院情報学環   特別研究員 

 渡部 麻衣子 

東京大学医学部附属病院   特任助教 

 黒田 佑次郎 



 117 

第三回議事記録 

 

 

◯谷口 改めまして、ＮＴＴスマイルエナジーのタニグチ（谷口裕昭代表取締

役社長？）と申します。よろしくお願いします。きょう、こういう形で参加さ

せていただいて、大変ありがたく思っています。先ほど、COMMAハウスで拝見

したことは、どちらかというと、私たちがこの事業を始める課程の部分と、と

ても一致すると思っています。私たちの事業を聞いていただいて、目指すとこ

ろのうちのある一部なのですけれども、ご理解いただいたり感じていただけた

らと思います。 

 資料に沿って簡単にご説明させていただきます。 

 ＮＴＴスマイルエナジーという名前ですが、こちらにお見えになっておられ

るオムロンさんとＮＴＴとの合弁会社です。会社設立は１年半前です。サービ

スの開始がちょうど１年前ぐらいです。ということで、歩き始めたぐらいの会

社です。きょういらしていただいているオムロンのテシガワラさんは、会社設

立から約１年ぐらいですかね、非常勤の取締役ということで一緒に仕事を進め

ていただきました。もともとは、私はＮＴＴの出身で、通信だけではサービス

をつくれる時代ではなくなってきて、通信と放送とか、通信と映像みたいなこ

とで、例えばフレッツ・テレビを御存じかはわかりませんが、そういうものを

担当していまして、通信と放送を組み合わせることでサービスができるような

ことを考えています。次に、環境エネルギーと通信とかという接点で、そうい

う中から新しい価値がつくれるだろう、で、その中にオンデマンドコントロー

ルみたいな技術要素はとてもいい感じで、目指している世界がこの１ページ目

のところです。どの会社さんも、このスマートシティー分野のところに取り組

んでいくみたいなことは言われている、ここも共通しているのですけども、Ｎ

ＴＴグループで言うところのBEMS（ベムス）とかメガソーラーみたいなところ

は、ＮＴＴファシリティーズというのがありまして、そこがやっていたりとか、

オムロンさんもオムロン本体でやられていると思います。それで、どうしても

鍵となるのは、この家庭向けのHEMS（ヘムス）いうところです。ここはＮＴＴ

東西とかドコモとかからすると、そういう一般の消費者の方に、こういうサー

ビスをどう埋め込んでいくかというところは結構大事なところなので、ＮＴＴ

西日本としても取り組み始めたというところです。 
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 そのHEMSの中も、機能的に分解すると、一般的に言われる話かもしれません

けど、創エネと省エネと蓄エネみたいな形で分解できるかなと思っていて、エ

ネルギーの見える化みたいな事業から始めているのですけれども、事業として

やろうと思うと、太陽光発電の創エネの分野というのが、お客さんから見ると

一番わかりやすいかなというので、ここから入っています。省エネというのは、

そういう意味でいうと、省エネ家電みたいなことでいうと、比較的わかりやす

いのでしょうけど、サービスとして、じゃあ省エネでどうお金をいただくかと

いうのは、ちょっと永遠の課題かなという感じにも思いますし、そこのところ

は、ＮＴＴスマイルエナジーではなくて、ＮＴＴ西日本とかの本体サービスと

してやっています。 

 次に２ページ目が、私たちが目指す企業理念とかということを書いています。

究極的にはどれだけエネルギーを使っても地球を汚さないとか、通信だったら

どれだけトラフィックを流しても通信料金を心配することはないと思うのです

けども、エネルギーもどれだけ使っても、生活というか、その利用度合いに影

響を与えないとか、そんなふうになったらいいなあと思って始めました。あと

は、社内ベンチャー的なところで始めているので、右側の、自分自身たちも変

化を続けて、新しいものをつくり出すというような会社としてありたいという

ことで取り組んでいます。 

 きょうはデモをお見せできないのですけども、３ページ目のところで、「エコ

めがね」という一般消費者向けのサービスを書いています。基本的には見える

化という意味でいうと、どこのメーカーさんも一緒です。僕たちが着目したの

は、太陽光発電のシステムというのは、壊れているのか、ちゃんと動いている

のかというのがよくわからない。結局、天気が悪かったら落ちますし。ですの

で、太陽光発電のシステム自体は、10年間で３分の１ぐらいは、何らかのメン

テをしなくてはいけなくて、それがわかる手だてがないので、じゃあそのＩＣ

Ｔの力を使って、そこがわかるようにしようというのが、一番の肝です。ここ

でいうと、見守るということでやっています。 

 もう一つは、今は震災が起こっちゃって、余り注目されなくなりましたけど

も、ＣＯ２の排出権化のサービスをやっています。それが右側。これはどちらか

というと今は、太陽光発電は電気を売ることでお金もうけをしようみたいな話

ですけれども、先々に行くと、自然エネルギーを自分で消費して、ということ

が本質的な価値という面もあると思いますので、そうしたときに、自然エネル
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ギーを使ったらＣＯ２が削減できるので、それをＣＯ２排出権化して、お客さん

にポイントとして返すというようなサービスを中に組み込んでいます。 

 仕掛け的には次のページの、右上のところで、さっき拝見したところの一部

をつくっているような感じなのですけども、分電盤のところに発電する電気と

消費する電気が全部集まりますので、そこに、先ほどのＣＴという電流のセン

サーをつけます。これをネットで全部クラウドに上げて、クラウド側でお天気

の情報とかを持っているので、理想的な発電量を計算して、お客さんにお返し

する。そして１カ月に１回、見守りレポートみたいな形で出したり、ＣＯ２のポ

イントを計算してお客さんに返すという、そんなサービスです。 

 クラウドを使っているので、もう一つ、私たちの事業の肝になっているのが、

太陽光ＥＶシステムを販売する会社さん向けのサービスにもなっているという

点です。私たちのサービスは、パネルの表示器のかわりに、私たちのサービス

を組み込んでいただいて、表示器を買わなくても、これがあればエネルギーの

状態が見られるということで、そのパネルを売る人がこういうパネルの運用情

報を見られると、お客さんに、必要なときだけ故障に駆けつけられて……。い

つもだったら定期点検をしないと故障がわからないのですけども、こういった

定期点検をするとき以外は故障かどうかがわからないのですけども、常に見

守っているというサービスが販売会社のほうでつくれます。あわせて、お客さ

んから電話で問い合わせられても、結局現地に行かないと故障かどうかはわか

らないのですけども、これは遠隔で見えることによって、無駄に行く稼働を減

らしたりとかができる。そういう、クラウドをエンドユーザー側だけではなく

て、ビジネス側にも出すことによって、そちらからもお金をいただきますし、

全体としてメリットが享受できるようなサービスを提供しています。 

 次は６ページ目で、ちょうど約１年ちょっとたって、100社を超える太陽光

パネル販売会社さんにお使いいただいて、ようやく3000のサービスを今のとこ

ろ出しているステータスです。 

 ７ページ目は、先ほど言いました、太陽光パネル販社さん向けのサービスを

「エコめがねｉ（アイ）」ということで、サービスを導入化しています。 

 ８ページ目は、これはちょっと実験なのですけども、太陽光パネルを持って

いない人に対しても何かサービスはできないかということで、見える化だけだ

となかなかお金をいただくことは難しいので、いろいろと試行錯誤しているう

ちの一つです。これは、デマンドレスポンスという言葉を聞かれることもあっ
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たかもしれませんけど、節電の時間を決めて、同時にやれば、それは発電をやっ

ているのと同じ価値がある。先ほどの先生のお話にその中身も含まれていたと

思うのですけども、これは基本的に、ある時間の、１時になったらみんな電気

を切ってくださいと、それをメールで通知します。そうすることによって、切

れる人は切るということで、ある節電量というのを、マスで確保できます。あ

わせて、エコーネットライト対応エアコンというのはなかなかないので、赤外線

でエアコンをオン・オフできるような装置が商用で世の中にあります。この左

側のｉリモコン（？）というのがそうなのですけども、これがネットにつながっ

ていて、１時になったらこちらから遠隔で切らせてもらう。まあ、おせっかい

なサービスをやってみたり、どんな感じになるだろうというようなことで実験

をしたものです。こういうデマンドレスポンスというのは、産業用でよくやら

れ始めたりとか、問題の俎上に上ってきますけども、こういうふうにある程度

の数が集まれば、家庭向けにもデマンドレスポンスという効果があるというの

も実証もできましたということで、なにがしか節電を、発電と同等の形で買い

取っていただいて、それをお客さんにお返しするというようなことができたら、

一つのまた新しいサービスになるかなというふうに考えています。 

 住宅向けにやっている部分を、この下の８月と書いてあるのが、産業用向け

に出したものです。アイフォンを事業用の電話として使われたり、アイパッド

を産業用の、ビジネスのプレゼンテーションで使われるのと一緒で、マスユー

ザー向けにつくった商品をビジネス向けと、その産業用向けにつくられたやつ

より、コスト的にも、割り切りはありますけど、価格的にも安いので、使って

いただいているというのがこれです。 

 次が、１個飛ばしまして12月、「エコめがねモバイルパック」ということで、

基本的に今までのこのサービスは家の中やオフィスにある既存のネット回線を

使って行うサービスなのですけども、全量買い取りといいまして、１キロワッ

ト42円で売ったらどんどんもうかるような、だんだん金融商品化しているので、

ここにありますような、空き地にパネルを積んで、ネット環境がないようなと

ころや、現地を見に行くのも不便なようなところにパネルが設置されるのがふ

えたので、３Ｇの携帯の仕組みをパッケージ化して12月から出し始めています。 

 「全量モバイルパック」ということで、右側に、実際にきれいな製品をつくっ

ているというよりは、まさにパッケージ商品で、エコめがねを容量に応じて、

このエコめがねセンサーというのがはかる単位なのですけども、容量が多かっ
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たら３つつけたり、１つ２つ３つみたいな形で、３ＧのWi-Fi（ワイファイ）ルー

ターの中に組み込んで、お客さんに提供するというサービスです。 

 13ページは、これはちょっと技術的なのですけども、電気の種類として、家

庭用の単相３線という方式に今まで対応していたのですけども、産業用に使わ

れる３相３線というのも、クラウド側をいじることによって対応できるように

なりましたので、この３月から提供する。こんなところです。 

 飛ばしました10ページ目ですが、これは、HEMSがどういう価値を世の中に

提供するかというので、ＮＴＴ西日本とも共同で試行錯誤しているサービスの

一つなのですけども、よく言われますように、電気の挙動を見ると家にいるか

いないかみたいなことがわかるということで、家にいるときは家が勝手にいろ

いろとぶつぶつしゃべっているとか。家にいなかったら寝てしまうので、緩や

かな見守りになるというのを、家をこんなキャラクターにして、始めました。

家を２軒追加できるので、例えば自分の実家と嫁の実家みたいな感じで、一つ

のコミュニケーションのきっかけのツールになったりとか、緩やかな見守りに

なったらと思って、始めています。 

 こういったサービスは、僕たちはいろいろと検討して決めるものもあるので

すけども、事業としてやり始めているので、14ページ目ですが、お客さんの声

とか販売会社さんからのいろいろなご要望が入ってきます。それが入りやすい

ように、自分のところでコールセンターを設けて、お客さんの声をサービスに

展開して、先ほどの産業用とか、３相３線とか、イエコエもそうなのですけど

も、そういうサービスをつくってきたということで、こういうサービス開発の

仕組みをぐるぐる回しながら１つのHEMSをつくっていきたいと思っています。 

 ちょっと長くなってしまいますが、今後の事業展開で、模式的に書いたもの

を何枚か最後にご説明します。 

 16ページは冒頭にご説明したとおりで、あとは、クラウドが我々の事業の軸

なので、これをＮＴＴ西日本に買ってもらったりして、「フレッツ・エコめがね」

というフレッツユーザー向けのサービスに出したりとか、楽天さん向けにこれ

を出して、楽天のポイントと連携させたりとか、そんなものをやり始めたりし

ていまして、今後、クラウド間を連携させることによって、一つのサービスの

広がりをつくるというのを基本に考えています。 

 会社の事業の軸としては、17ページに書いていますように、あくまでも太陽

光パネルの周辺の部分というのが、やはり事業としては形になりやすいので、



 122 

家庭の分野でつくったものを産業用に出していく。これからは見えるだけでは

なくて、現地に駆けつける保守点検サービス等をパッケージ化したり、こうい

うアライアンスモデルをこの領域でも組み合わせて出していこうというのが基

本的な考え方です。 

 18ページ目は、今回のテーマにも重なるところがあるのかもしれませんけ

ど、じゃあHEMSとはどういう価値を出しているのかというのは、追い求めてい

こうと思っています。一つは、エネルギーを賢く使おうみたいな世界が左側だ

と思いますし、エネルギーの情報を使って見守り情報にしたり、セキュリティー

サービスに仕立てたりとか、こんな、生活情報サービス的な視点も持ちながら

サービスをつくっていって、エコめがねのセンサーをつけたらこんな楽しいこ

とがあった、みたいなサービスをつくっていこうというふうに思っています。 

 19ページ目は、さっきのクラウドと一緒なのですけども、サービスを自分た

ちだけでつくろうというのは、10数人の会社なので、運用を含めてやっていま

すので、よその方につくっていただくものも含めてやっていっていますので、

そんな形の取り組みをして、エネルギーの情報を一つの軸にしながら、それを

エンドユーザーの方にどう価値化するかというので、会社を運営していきたい

と思っています。 

 ざっとになりましたが、事業紹介でございました。ありがとうございました。 

 

◯山田 ありがとうございました。では、先ほど見ていたCOMMAハウスとか、

今していただいたプレゼンテーションと合わせて、皆さん自由にディスカッ

ションしていただければと思います。 

 まず私は今、集合住宅に住んでいるので、一番心に響いたところが、太陽光

パネルをつけられない人でも参加できるというのがすごくうれしいことだなと

思いました。いつもそういう話題があっても、なかなか本当に、それだけのお

金がある人もそういう環境に行っていないと思うので、ほかの人たちも巻き込

めるようなサービスというのがとてもすてきだなと思って拝見しております。 

 COMMAハウスで見せていただいたのが、ほかの家電とかそういうものも一緒

にモニタリング制御みたいに、こういうふうにぱっととれる、例えばＮＴＴ関

係のものとかを検討していく予定はあるのでしょうかね。 

 

◯タニグチ いえ、十分あると思います。あとは、技術的なツールみたいなも
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のは、世の中に結構あったりするので、そのエコーネットライト対応家電とい

うのがふえればそれでいいですし、なかったとしても、こういう、テレビを切

るのを遠隔の、赤外線で切ったりもできますし。要は、さっき先生もおっしゃっ

ていましたけど、どんな価値をお客さんに提供できるかというのが一番大事で、

そこは考え続けようと思っています。そういう意味では、最後のほうの18ペー

ジのところで、見守りサービスぐらいまでは一般的に言われます。あとは、デ

マンドレスポンスみたいなものは、これは料理の仕方がいろいろあって、多分

単に電気代が安くなるだけじゃなくて、たとえばですけれども、節電に協力する

と報奨金がもらえたりポイントがもらえたりみたいなことだけじゃない世界も

結構いろいろと広がってくる可能性もあると思われます。 

 あとは、そのツールとして、家電制御みたいなものが必要だったら使えばい

いでしょうし、考え方が、ものづくりというよりは、どうお客さんに価値を出

すかというのを考えるのが僕たちの会社の役割かなと思ったりしています。そ

れで、今回のこの研究会さんの取り組みとか、あとはオムロンさんさんの取り

組みというのは、どちらかというと技術開発じゃない方向から、人間の行動み

たいなもので取り組まれているので、ぜひそういうところを取り入れて、形に

したいなと、そんな感じです。 

 

◯テシガワラ 先ほど最先端のエコ住宅というものを見せていただいたのです

が、家電が賢く動いてくれるということも大切なのかもしれないのですけども、

やっぱり、人の意識や行動が、まず、何かをきっかけにして変わっていくとい

うことが、エコな生活とか省エネということにはベースになっているような気

がしています。 

 実はオムロンで、96年から京都市の全学校の省エネというのをお手伝いさせ

ていただいています。お手伝いというような仰々しいものではないのですが、

283校、京都市立の幼稚園と小学校と中学校と高等学校全てに、電力の見える

化機器がついております。需要がたくさんふえたときに、自動制御でエアコン

を切るとかはもちろん技術的にはできるのですけども、あえてそういうことを

せずに、電気を使い過ぎている、要は簡単な設定で、去年の同じ時期に使った

電力に90％ぐらいまで迫ってくると職員室のブザーが鳴る。あるいは教頭先生

の携帯電話にそのメールが入る。これだけの仕掛けでして、そういうブザーが

鳴ったら、鳴りやむまで、どの設備から順番に切っても学校の授業に影響がな
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いように、リストを最初につくっておいて、そのブザーが鳴りやむまで消すと

いう仕掛けで、非常に簡単な仕掛けなのですけども、初年度から、どの学校も

５％以上、電力を減らせましたし、学校によっては、生徒さんがそれをやって

いるというところもあるのですね。結構、意識の変化でできることは実は多い

のではないかなと感じています。 

 

◯タニグチ そういうお話をお聞きする中で、ものづくりだけではなくて運用

とかインターフェースとかで、何か価値が伝えられるかなと思って始めたりし

ている部分もあります。オムロンさんの取り組みを聞いたときに、僕たちのＮ

ＴＴ側のメンバーで、ぴぴっときたのが、要は、浮いた電気代を全部市の教育

委員会が取り上げるのではなくて、そのうちの半分は、自分たちの図書館の新

しい本を買っていいという仕組みですよね。 

 

◯テシガワラ うん。学校に裁量権が京都市では与えられまして、普通は、電

気代が下がると、お役所ですから、来年の予算が減るだけのことなのですけど

も、それはモチベーションにならないので、減らした電気代で図書館の本を買っ

たり学校の教材の充実に使っていいという、包括予算制度というか、何という

かわかりませんけど、そういう裁量が学校の現場に与えられましたので、もう

学校の先生も一生懸命、減らされています。 

 

◯ウエダ 東工大のウエダと申します。東工大なのですけど、文化人類学・宗

教人類学なので、人間の意識のほうに興味があるのですけれども、これは自分

の使っている電気がモニターされて見守りサービスでまでいかないにしても、

そこで、これがモニターされているというその感覚というのが、今までみたい

に、電気が最初に来たときは、ものすごい文明の利器が来たといって、ネット

ワークがここまで来たんだっていう、すごい感激があったと思うのですけど、

我々からすれば、こんな電気なんて、双方向的な意識ではなくて、もう、電気

を入れればつく、当たり前で、空気と水と何とかはただみたいな感じ、ただじゃ

ないんだけど、そういう感じになっているものをもう一回モニターされて、そ

れを見守ってくれているというのは、やはり顧客の方々にも意識の差をもたら

すのでしょうかね。昔だったら例えば、村にしても何にしても、隣のおじいちゃ

んのところの電気がつかない、といって、警察に行ったらおじいちゃんがやっ
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ぱり倒れていたとか、それの逆の笑い話では、私みたいに文系の教官で理系の

大学に勤めているやつがいるのですけれども、文系の大学を渡り歩いてきて、

最初に理系の医学部に行っちゃったときに、文系の先生ってとにかく大学に来

ないんですよ。理系の先生は朝８時ぐらいから夜の10時ぐらいまでいるわけで

す。周りの医学部の先生に、あんた、来るのが遅いね、夜も早く帰っちゃうし

来ない日があるねというので、タイマーをつけて、朝の８時に来たら電気が入っ

て、夜の10時まではつけておくという、ちょっとエコの反対みたいなことをやっ

てアリバイをつくったというやつもいますけど、それにしても、僕たちもそこ

でモニターされているという、そのことだけで何か変わる意識というのはある

のでしょうか。 

 

◯タニグチ エコめがねと見える化って、一部の部品なので、どちらかという

と、世の中の流れ的には太陽光発電とか、自分で発電するみたいな流れにお客

さんは価値を感じているだけだと思います。自分で発電していてお得だったり

とか、世の中にいいことをしているとかいうようなことが価値で感じられてい

るわけです。それが今まではどちらかというと、センターで発電して与えられ

るところから、発電とかが自分の近くに来ているということに対して、何か変

化を感じたりとかということは多分にあるだろうと思っています。あとは、家

の発電量が見えたりするので、やっぱり、孤独かどうかというのを見たかった

りとか。そういう欲求をサポートする役割は担っているかなとは思いますけど

も、じゃあこういう要素が入って、要素自体が人間の行動をぐうっと引っ張る

みたいなことはまだ全然できていない。 

 

◯ウエダ これをやると、電気の家庭菜園をやっているような感じになるんで

すかね。 

 

◯タニグチ なると思います。それは私のところですけど、やっぱりどれだけ

発電したか…… 

◯ウエダ 会社にいても家の電気、「球根」は育っているかな、みたいな。 

 

◯タニグチ だから天気の日だとうれしいですよ。きょう、大阪は晴れていた

らいいなと思って。ちょっと今見たら、あんまりちょっと見えなかったんです
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けど。次は、これは、世の中的にはお金で周りの行動を動かしている部分は多

分にあるのですけども、今この全量買い取りで、42円で買い取ってもらえると

いうのは、相当、投資ネタとしてはかたいです。20年間は固定で買い取っても

らえるし、金利も安いですから、無担保で２％ぐらいのローンで貸してくれる

と、あるリスクはあるにしても、それなりにもうかるようなモデル。土地さえ

あれば。例えば秩父とか熊本の人吉とかいったところに、土地を１円であげる

からあなたたち2000万の太陽光パネルを買いませんか、みたいなのがあって、

乗る人も結構いるような感じですね。ですから、アパートに住まれていて、こ

ういう自然エネルギーをつくって世の中に役立ちたいでもいいですし、これで

ちょっとお小遣いをつくって、20年間へそくりをためよう、まあリスクはある

けれども、というのであったら、そんなことが……。 

◯ウエダ なおかつ毎日熊本のそれを見ながら、安心しながら。 

 

◯タニグチ やっぱり気になると思いますよ。2000万のローンを組んで、多少

お小遣いが入ってくるにしても、動いていなかったりしたら損ですし。だから、

今乗っかっているのはあくまでそういう太陽光発電というぐらいしか世の中に

広がっていない。だけど住宅向けを入れて100万の人が使う動きはあるのはあ

ると思います。結構、お金で引っ張られている部分もあるだろうと思います。

だから、うちの会社で何か価値をつくっているのかと言われると、つくってい

る部分もありますけど、そんな感じで。 

 

◯ウエダ 逆に価値をつくるというのも……。エコというのも一つの価値でも

ありますよね。あとはお金の問題。この前、オムロンの京都に行って洗脳され

て、私は寝るときにここにこういうものが置いてあって。買ったんですよ、洗

脳され切って。そうすると何をしてくれるのかというと、寝るときには、僕の

場合はちゃんと押して、今から寝ますよというと、そうすると私の胸のところ

の呼吸の規則性をあれして、朝起きて、起きましたというボタンを押すと、何

時間何分寝て、で、あとはこれにつなぐと、その中でぐっすり眠れた時間は何

時間ですとかいうのが出てくるんだけど、あれはひとりで孤独で寝ていても、

「君と一緒にきょうも眠れる」という、不思議な共生感があって（笑）。 

 

◯参加者１ ぐっすり眠れていますか。 
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◯ウエダ いや、よくわからないんだよね。何が要因でぐっすり眠れる日とそ

うではない日があるのか。 

◯参加者１ ああ、そう言っていますよね。 

◯ウエダ うん。だからそれは本当にいい眠りをというほうにあんまり行くよ

りも…… 

◯参加者１ 共生感。 

◯ウエダ うん。でもちゃんと、寝るというのは大切にしようなっていう感じ

が、その機械一台において、ちょっと感じた部分もあるので、やっぱりエネル

ギーにおいても、ちょっとおおざっぱな話になりますけど、たとえばですけどそ

こで自分が生きてエネルギーを使っているということのモニタリングというの

が、僕はもうちょっと大きな意識を生み出していくとか、あるいはそれが何百

台、何千台、何万台というマスになってきたときに、ある種の大きな意識とい

うものをもたらしてくれるんじゃないかなって、何となく思いました。 

 

◯タニグチ ありがとうございます。そういう意味で、これを回したのは、見

せびらかしたかった。冗談ではなく、こういう行動、見せたいという気持ちは

こういうので喚起したりはしていますけど。 

 

◯ウエダ 居酒屋とかで受けますよね。 

 

◯テシガワラ 私は、パネルはつけていないのですけども、その消費電力を見

るということだけでもって、関与していたということもあって自宅につけてい

るんですね。それで確かに、見えることで気がつくことはあります。例えば、

夜に帰ってくるのが遅いから、これはちょっと笑い話にもなりますけど、ある

家の奥さんが、ずうっと電子ジャーに御飯を温かくして、いつも10時ぐらいま

で帰ってくるので、ジャーで御飯を保温してあるからそれをよそって食べなさ

いと。でもあるときから省エネで、電気代がもったいないから、お父さん、ジャー

は切っておくから電子レンジでチンッて温めて食べてって言って、それで食べ

たんですね。でも実際に電力をはかってみると、電子レンジのほうが圧倒的に

電気は使うんですね。短い時間ですけども。電子ジャーは魔法瓶というか、真

空で断熱して保温性がいいので、そんなに電気は食わなくて、そういうのはわ

かっているので、お父さん、やっぱりあしたからジャーはつけておくわってい
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うことがあったりして、そういう気づきもあります。最初は楽しいこともあり

ます。でも大体人間の生活ってパターンが一緒なので、だんだん見るのは飽き

てくる面はあると思っていて、そこに加えていく何かが、仕掛けとして要るん

だろうなというふうに感じます。先ほどの学校の例でしたら、減らしたら減ら

しただけあなたが使っていいお金がふえますというモチベーションがあるので、

日常的な中でもまだ減らせるものはないかなというふうにそのデータを見ます。

日本の場合は、電気代がほとんどいつの時間に使っても同じですので、余りモ

チベーションにならないとは思うのですけども、ドイツでは、時間帯によって、

電気の需要によって電気代を変えるという実験をしているんですね。そうする

といついつ使うと安いけどいついつ使うと高いという状態が起こりますから、

これは、電力を積極的に見て工夫しようというモチベーションになるのではな

いかなと思っています。もしそういうものとくっつくとすれば、今のエコめが

ねの省エネタイプのほうも、ぐっと価値が出てくるのではないかなと思います。 

 

◯タニグチ 省エネをサービスするのはずっとやろうとは思うのですけど、難

しいのは難しいという認識もしています。太陽光発電とかに価値をつけるのは

結構やりやすいとは思いますし、こういう故障みたいなのも顕在化するとより

また別のメンテナンスサービスみたいなものもできてきますし。それで注目し

たのがこのデマンドレスポンスみたいなことで、これから多分電気代も上がっ

てくる、現に上がっていこうとしていますし、そうしたときに、契約電力量を

下げるだけで基本料金が下がったりとか、そういうのは、こういうツールを使

えばできるのでしょうし。それで、テシガワラさんがおっしゃっているように、

時間帯別に料金が変わってくれば、賢い使い方が、それでさっきおっしゃった

みたいな、制御でこの時間に洗濯機を動かそうとかいうのが、別途ついてくる

のかなと思ったりはしています。 

 

◯ヤマダ 企業の方でサービスを提供していらっしゃる側からの視点と研究者

としてそういう仕組みをつくっていらっしゃる方の視点はきっと違うのではな

いかなと思うのですが、ミシマ先生、いかがですか。 

 

◯ミシマ 我々がきょう説明したのは、COMMA HOUSEですけども、このキャ

ンパスで2002年ですからもう11年ぐらい前ですかね。今でいうところの電化
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システムを入れたんですね。10年間ぐらい、電化という点で、このキャンパス

でも経験があって、おととしの震災のときには、各研究室や各実験の機器単位

でどういうふうに使っているかが見えるので、比較的管理しやすかったとか。

もちろん、節約すること自身が事業でございますけど、ただ何となく、多くの

場合は、例えば本郷キャンパスなんかだと、マクロの情報は上がっても、100

人か200人で綱引きをしているようなもので、自分が引っ張っている分がどう

いうふうにこの綱引きのゲームに寄与しているの？という点がなかなかわから

ないところがあるのですけど、少なくともやはり、管理単位を小さくしていく

ところでの見える化というのは大きな意味がありますということはわかります。 

 それで、きょうのスライドの中でも、最後のほうに、18ページに書いていらっ

しゃるスライドで、右側に、電気の使用量を見える化した場合のイメージの分

析、制御、情報活用と書いてございますよね。今、我々が10年間かけてきた段

階というのは、最初は見える化だったのですけれども、いわば電気の体重計を

つくるようなものだったのですけれども、もちろんそれで、いわゆるエネルギー

の使用を解析できる専門家、技術者がいれば、「無理・無駄」がそこから発見で

きて、運用改善していくという泥臭い方法でまずやると、10％か15％ぐらいは

無駄が必ず見つかるのですけど、そのうちに、やはりそれだと限界があること

に気づくのですね。 

 そうすると、先ほど昼御飯のときにお話ししたのですけど、やはり自動制御

ということになっていくのですが、そのときの大事な前提というのが、エネル

ギーのデマンドが３時間後なり５時間後にどう出るかということが予測できる

ようになっていくということになるのですね。例えばコンビニエンスストアで

すと、１年間から２年間ぐらいのデータがたまっていくと、例えば安田講堂の

脇のコンビニなんかもその一つ、ローソンさんとやっている例ですけれども、

実際にコンビニというのは、あそこのドアがあいた回数そのものが負荷になる

のです。でも、データでそれをはかっていると、何時にどれぐらいお客さんが

来たかというデータにもなってくると、だんだんだんだん、来店履歴というの

がわかってきます。さまざまな室内環境等々や日射量をもちろんはかっていき

ますので、そうすると、１年か２年ぐらいたっていくと、きょう天気予報はこ

んなことを言っているし、ミクロの天気予報を見ると、大体その店舗にはどれ

ぐらい出るかなということが見えてくると、そうすると、２時ぐらいになって

急に暑くなってきたからということで、そこで、車でいえばアクセルを踏み込
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むように、空調を急に戻さなくても、11時ぐらいから予冷をしていくようなこ

とをすれば、みみっちいのですけど、そのほうが同じ室内環境にするには、賢

い面が多いなということ。というように、だんだんと予測制御になっていく。

そちらのほうがはるかに大きいです。やはり人間は怠慢なので、そのベースに

さらにプラスアルファとして人間が意識している部分があるので、そこの組み

合わせが、これから探索していくことだと思うし、コンビニの場合はもうあそ

こで正社員の人がいなくてレジでアルバイトの人が１人だけ働いていますから、

彼らに何かやれといっても無理なんですよ。だからある意味では、徹底的に、

一種の自動制御をすることが、正当性のある世界なのですね。 

 それで、しかもコンビニに似たようなものですと、やることは決まっていて、

我々はそれで病院だとかハウステンボスのようなシステムとか、あとは事務所

だとかいろいろとやってきましたけども、用途によって、今申し上げたような

ロジックとやり方が、いけるところ等はあるのですけど、住宅が一番難しいと

思います。というのは、住宅というのは、人の使い方が、一番多様性があると

ころなので。ですので、今申し上げた一連のこの18ページの右側のプロセスを

事業として動かして明確にやっているところというのは、この間、経産省

の省エネ課長さんにもこちらに来ていただいて、シンポジウムに出ていただい

て、「BEMSアグリゲータ」といって、ちょうどデータを集めてアグリゲーショ

ンしてアナリシスして制御するということを、経産省としても育成したいと、

やりたいということで、アグリゲーター事業者を募って、決まったのですけど、

かなり本音をおっしゃっていましたけど、やはり見える化まできてもなかなか

アグリゲーションしてアナリシスして制御するまでいっているところはすごく

まだ少ないということで、それと一緒にやっている人たちが、会社をやめてス

ピンアウトする、ベンチャー企業をつくっちゃったのですけど、その人たちは、

実際に企業でやっているのと、あとは、その省エネ課長さんに聞くと、ＮＴＴ

ファシリティーズさんかな、そこと２~３以外はもうちょっと見える化に近い

ところで……。 

 何が足りないかというと圧倒的に、この解析なんですよね。データはばんば

ん来るのですけど、心電図をとるようなテクノロジーはどんどんできてきてい

るのですけども、それを読み取るお医者さんが圧倒的に少なくて、で、建築技

術者もつくるほうには熱心なのですけど、後はほとんどクレームがないと来な

いということなので、実際にじゃあ、そこら辺の建築技術者や設備技術
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者をつかまえて、これはこういうふうに出ているんだけど、だから、タニグチ

さんがお見せになっても、それは解析できてこうじゃないですかねって、その

あれを見て、心電図に見て、専門の先生がやっているようなのと同じような意

味で、推定や推測がきく人って、まだまだ層が薄いんですよね。だからそこの

知識が、人材も欲しい、そうするとそういう人たちが持っている暗黙知なのか

経験知なのかわからないけど、それを、あるものを落とすということについて、

いろんな用途や使い方に合わせたそういう仕組みが、まだまだ道半ばという経

緯かなと思います。だから、やはりこの研究会というのも、もしこれを、この

メンバーの方がやっていかれるとすると、やはりできるだけいい解析ができる

というのでしょうか、とってきたデータの意味がわかって、それを解析して結

びつく人たちとぜひ一緒になっていかれるといいのかなと思います。 

 あとは実際に、省エネになると多分商売にならないと思います。我々もハウ

ステンボスが倒産してしまった後にお助け人で行ったので、それなりの光熱費

を節約して感謝されましたけども、それもある意味では、あの会社の大赤字を

消すわけにはいかなかったということはありますので。ただ、この資料にも書

いていらっしゃるように、何かいろんな、人の生活との、サービスと一緒になっ

ていかないと。つまり、１つがぽっと上がってデータというのが、一粒で何度

もおいしいように、いい意味で使えていく。そういったものの技術と制度設計

ですね。究極の、特に住宅関係ですと、ある意味ではプライバシー情報にはな

るのですけど、だけど、例えば先ほどの、オムロンの機器かわかりませんけど、

あれがなくても、ドアを絶対にあけないとか、トイレに入ったらどうかという

ことは全部、今は機器単体としては、信号を飛ばせるものは幾らでも転がって

いるんですよね。だから、ただそれを、飛ばしたデータのインプリケーション

を……。つまり、何と何と何のデータがどうなったときにこの人は危ないか。

つまり、野城（やしろ）という人間はふだんこう暮らしていて、だけど異常値が

あらわれたという、そこの解析と異常値をはかっていくあたりのノウハウとい

うのが、すごく産業として薄い部分だと思うし、我々もそこを目指してやって

いるのですけど、これはとてもじゃないけどそんな限られた研究者がやってい

る世界ではないなと思うんです。むしろ、それこそ皆さんコンペティターの人

たちが、こういう高いものを持っているという、日本中の産業が物売りからそ

ういうデータの解析のほうに移って、それぞれ、うちの会社だったらこういう

住宅のひとり暮らしの老人は強いですよとか、うちは病院関係のデータに強い
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ですよとか、そういうそれぞれの得意分野をつくり合っていって、初めて何と

か、そういうサービスの意味合いが社会に認知されることになるかな。今はだ

からその業者さんはものすごく苦労しているし業者さんはいつも僕が言うと不

満げな顔をするのは、ミズタニさんといいますが、「ミズタニさん、いろいろ苦

労しているだろうけど、やっぱりラボができたほうがいいよ。そうしないと価

値がわからないよ」というふうに申し上げているのですけど、本当にそんなあ

れで、まだまだ小さいですね。 

 まさにおっしゃっていることは、すごく正しいことをおっしゃっていると思

うけど、我々の立場から見ると、すごく薄い部分があって、そういう意味で、

今の企業の縦割りで、物売りの発想で、そういう解析ということに対して、も

のすごく消極的なのですね。だから、我々は空調機メーカーの方々と一緒に共

同研究しても、実験室実験ではすごく低負荷稼働でものすごく連続運転ができ

るとか、あるいは、低負荷でも、ＣＯＰといって、いい効率が出るという研究

はされているのですけど、実際にはかってみると間欠運転になっちゃっている

んですよ。間欠ということは、その都度アクセルを踏んでまたブレーキを踏ん

でということをやっていて、できればスローにスローに動いているほうがいい

わけですけど。 

 そうすると、突き詰めていくと、そうしたらば、空調機を出荷するときに機

器につけているからいけないんだと。つまり、機器につけているものは、吹き

出しのところなんかのセンシングと我々が感じる温熱感って違うんですよね。

我々の温熱感を感じるためには、我々もそれなりのはかり方はあるのですけど、

要するに感じるのはそこじゃなくてもっと近場ではかるということにつきるの

ですけど、そうしたら、空調機メーカーが出荷するときに、箱をあけると、そ

れを取り付ける職人さんに、その部屋だったらばどこにセンサーをつけてやる

と、機器づきじゃなくて、してくれてつければいいんだなと、そうしたら販路

だとか、一緒に、そうやって、どうやったらできるか。つまり、センシングの

場所が悪過ぎるんですよね。ですので、非常に日本のその空調上は、実験室は

うまく動くけど、価値を届けていないという。だから、それはオムロンさんが

もしまさにそれをおやりになっている会社だとすると、それぞれの、いいセン

サーをつくるだけじゃなくて、それが、人にとってみて、ちゃんとはかる場所

に置かれるような、サプライチェーンというのでしょうか、それをおつくりに

なるというのがないと、せっかくいい機器をつくられてもだめだし、いい機器
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があってもそれが、おかしいな、このセンサーで、18度で切れてしまった、20

になった……、その以前の問題として、全然温熱感を拾っていないんですよ。

非常に粗っぽいことをやっています。 

 最後に申し上げますと、ですから、センサーとセンサーがけんかすることを

非常に我々は経験していて、特に、またコンビニの例になってしまって恐縮な

のですけど、コンビニというのは単位面積当たりのエネルギー使用量もすごく

多いんですけど、それに加えて、センサーの空間密度も高いんですね。だから、

空調機のセンサーもあれば冷凍機のセンサーもあれば冷造機のセンサーもある

のですけど、そうやってローソンさんと始まるときに、ある店舗で、どう考え

てもこれは、何でこんなに成績が悪いのかなと見たら、気づいたら、皆さんが

飲み物を取り出すあのオープンの冷蔵庫のセンサーがセンシティブ過ぎて、あ

れが部屋全体の空調をしようとしていたんです。あんなに小さい、あれが一生

懸命動いて、電気を食いながら、空調機のほうはのんべんだらりと全然反応し

ない。でもそれは起こり得ることなんですよ。要するに、みんな自分の近傍の

温度を拾っているから。そういった意味では、メーカーのほうもそれは単体と

してやってくるんだけど、でも単位空間から見たらそこで一種のセンサー同士

の競合が起きますでしょ。だから、そこがまるっきり逆で見ないと、デマンド

サイドというか、人間サイドのほうで見たときに、それがどうなのということ

が、ちゃんと計測できて、解析できるという、本当にシンプルなことが今、こ

ういう大きな枠組みの上でできているので。エンジニアリングの問題なんかも

やっぱり、そういう人の発想の問題です。ですので、このテーマだとすると、

解析する前提として、どこではかるといいのかというところのあたりを、しか

もどこではかればいいかということになると、今度は現在のハードウエアの供

給システムをちょっと変更しないといけないのですけど。 

 やっぱりかなり変なところで拾っているところはありませんか、おやりに

なっていて。温湿度とかをはかっていて。余り温湿度ははかっていらっしゃら

ない？ 

 

◯タニグチ 事業にしているのは、あくまで太陽光発電の発電量があって、そ

れを分析してレポートするところまでやっています。あと省エネのほうは、待

機電力だけは見えるようにしたのですけども、それを解析してレポートにする

ところまではまだできていなくて、ただ、この順番のとおりで、知見をためて
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いく、それでその知見をためるのも、いろいろと競争があったり…… 

◯ミシマ 同じことで、ぜひ、変な話ですけど、ＮＴＴファシリティーズさん

とかでこれができる人がいますから。ただ、彼らもやっぱりＮＴＴファシリ

ティーズグループの中の、オーナーシップを持っているようなところで、ファ

ミリーだからこそ、短期的なスパンの研究にならないようにね。だからなぜＮ

ＴＴ東日本でできるかというと、ほかのところはみんな、縁が切れちゃうわけ

ですよね、設計事務所というのは。引き渡しをしたら、後はクレームがない限

り、できれば電話がかかってきてほしくないわけですから。だけど、ＮＴＴファ

シリティーズさんはまた、グループ会社だから常に来るだろうと想像して。だ

から、非常にそこら辺は、できる方がいらっしゃるなと、我々から見ると思い

ますので、そういう方々に解析や、グループ内でうまく横使いされると、すご

く発展されるんじゃないかなとは思うんですけどね。 

 だから、ハウステンボスをやっているときも、結局は、省エネということは、

お客様の施設ですから、皆さんの業種と違って、そんなことをしていたら倒産

にますます拍車をかけるようにお客さんが来なくなっちゃうわけですよね。だ

から、快適性を変えない中でどうできるかという課題だとすると、センシング

しながら、これぐらいだったら許容できるだろうって、つまり室内環境が、越

えちゃいけない制約条件を見ながら、みみっちく空調機を運転するという仕組

みから始まったんですね。そうすると、やっぱり建築設計者って、我々も反省

しなければならないのですけど、大村湾に面している空気のきれいなところで

も、思いっきり機械空調を東京と同じようにするようなところが、実は金食い

虫だったので、だから温熱感じゃなくて、換気回数をためて、もう一つファン

が動いているのですけど、そっちはやり過ぎということに気づいて、できるだ

け室内の二酸化炭素濃度が上がっちゃわない範囲の中では積極的に、環境のた

めの換気扇のほうを切りまくるというところから始まったのですけど、それも、

やっぱり室内のほうのセンシングがされているからこそ、バックヤードのほう

でいろいろと動かして、お客さんのほうの快適さは壊さないでということを、

協調的にやっていたんです。だからやっぱり、人間のほうの快適さのほうのセ

ンサーというのは、実はシンプルな、晴れているよといって……。機器は一緒

だと思う。オムロンさんもヤマタケさんもみんな優秀だと思うんですけど、肝

心のその、いいセンサーがいい場に来ていないというあたりが、すごくシンプ

ルなのですけど……。すみません、長くなってしまいまして。 
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◯コンドウ オムロンで、実は私、エアコン業界をかつて担当しておりまして、

一部答えていないとか答えられなかったところがありますので、少しお話しさ

せていただきます。 

 今おっしゃったお話、実は、担当したのは30年ほど前ですけども、そのころ

は同じ話がありました。確かにエアコンの吹き出し口のところに大抵センサー

がありまして、20何度と設定したらそこの温度なんですよね。ここの温度と全

然違うんです。当時から言われていたのは、エアコンは必ずリモコンがありま

すから、リモコンにセンサーをつけるという発想がありまして、それも一部や

ろうとしていたのですけども、じゃあリモコンって必ず手元に置くわけじゃな

くて、壁にぴっとつけたらそこの温度を拾っちゃう。そうこうしているうちに、

ある設計部長の方が、オムロンって血圧計や体温計をやっているよね、あれを

簡単なベルトみたいなやつでつけて、ここから人体情報というのを直接向こう

に送れないか、そうすることによって、人の感じたものはきちっとあそこに制

御できるんだ、みたいなところまでは、実は行ったことがあります。 

 ところが日本では大きな壁が１つありました。エアコンというのは、さっき

おっしゃったように、実験室ではうまくいくんですよ。ただ、家の、部屋の形

状であったり、どこにエアコンをつけるか、それからその部屋の中に本棚があっ

たり棚があったり、いろんなもので空気の流れは全然変わってくるし、それこ

そ千差万別なんですね。センサーをつけてもいいんだけど千差万別でどうやっ

てつけていいかわからないというところが非常に大きなネックであるというこ

とが１つ。それから日本の家屋って、大きなリビングルームをお持ちの方もい

らっしゃると思いますけども、基本は６畳間なんですよ。せいぜい８畳なんで

す。そういう狭い部屋を、一定温度できちっと暖めるということは、非常に難

しいことなんですね。皆さん、銭湯や温泉に入って体が暖まるというのは、自

分１人が大きな湯船にぽんと入ったところで、温度ってそんなに変化しないん

です。ところが家庭用のお風呂というのは、湯船が小さいものですから熱容量

の問題なのですけど、ぽんと入っただけで温度がきゅっと下がるから、家庭の

お風呂って、すぐ冷えたり、それから追いだきしたら逆に温まり過ぎたりとか。

そういう、日本の家屋の特徴があって、なかなかそれをつけたところで、エア

コンメーカーとしてルームエアコンを売った先で、お客様にそれを思惑どおり

に使っていただけるかというところがネックになって、我々じゃなくてエアコ
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ンメーカーさん側でそれをあきらめたところは多いようです。 

 

◯ミシマ そうですね。ただ、やっぱり、人間側から見たら変なんですよね。

その共同研究をしたときに、その会社の事務所に行ったときに、当然そこにつ

いている空調機はその会社の製品なんですけど、�然としたのが、設計なんか

がよく間違いを犯しているのは、ある方向に窓があって、そこは当然熱価が大

きいわけですよね。で、中のほうは逆に、ちょっとやると寒くなる可能性もあ

るんですけど、要するに、そこに10数台あるんですけど、そこ全体の空調負荷

のトータル容量を考えて、あとは能力のほうを割り算しただけで、均等に配置

しているんですよ。そうすると、窓際の人は、何かきかないなと思って、直射

日光を浴びて暑い思いをしながら、部屋うちのご婦人方はみんな毛布をかけて

勤務されているんですよ。だから、非常に粗っぽい、あきらめちゃいけないで

すね。自分たちのそうやって、いい製品、プロダクトというのは、いいサービ

スですので、やっぱりそこは、そうしない限り、幾らマニアックに機器で管理

まで、きたとしても、価値が届けられないので、そういう意味では、まだまだ

やれる範囲は限られていますけど、余りにも野蛮に放置され過ぎている状況だ

と思います。 

 

◯コンドウ 確かにそのとおりです。ドラえもんのここだけエアコンみたいな、

室内空調みたいなところを念頭に置いて、そのためにはどうするかというとこ

ろまでやっていかないと、きちっとした空調はできないと思います。 

 

◯ミシマ ある程度は、検討される３年前に比べれば、気流の予測もできるし、

そうすると、研究段階では最初はオムロンのセンサーが10個必要だったものが、

大体こういう形状の部屋だったらここに置いておけば大体全体を拾っているか

らというところが、ノウハウが決まってくるんですよね。だからそれをやらな

いと、確かに、センサーなのでピンポイントはいかないのですけど、でもやっ

ぱりはからないよりは、今の現状に比べるとはるかに改善できるマージンとい

うのはすごく大きいと思います。 

 

◯テシガワラ それは、センサーをたくさん置いて、即時的にその傾向という

のをなるべく微細にはかって、あとはそれを何か統計をとって、こういうパター
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ンがあるのでという…… 

 

◯ミシマ センサーをたくさん置くというのは、ちょっと整理しますと、時間

からすると、温度・湿度とかエネルギーの使用量というのは１分間ぐらいの

計測が必要ですし、それで測定点を考えていくと、10年前で、すぐにパンクし

たのはサーバーでした。今は全然問題ないぐらいです。ただ、あとは空間密度

のほうは、幾つのセンサーが置けるかということについては、お金と絡んでく

るんですよね。ただ、用途が全く違うような、先ほどの部屋の形状とかああい

うものが、今までに遭遇しないものがあれば、やっぱり最初はある程度置いて

みて、そこで時間をかけてコツをつかんで、それから数を減らしていかないと、

意味がないだろう。逆に、過去に事例があったものであれば、過去、何個も入れ

てしまったので、大体ここはここではかるだろうって、勘どころがわかってく

るので、それは、オムロンさんに申しわけないですが、みみっちくセンサーの

数を絞っても大体拾える。だからそのあたりも、一種の学習プロセスというの

でしょうか。こういう形状だからこういうときにはどのぐらいのどういう配置

をしたらいいか。１回は、エクステリアあたりにはかなり多く配置しなきゃ、

だけど、それがだんだんなれてくれば、そこで、ノウハウとかがたまってきて、

ここに配置したらいいというようなことになっていくと思うので。だから、そ

こが、境界領域ですと、できればオムロンさんも、そういうことについて、今

もやっていらっしゃるのでしょうけど、もっともっと前に出ていただけると。 

 

◯参加者１ 今のお話を伺っていて、素人考えなのですけども、その温熱環境

をもとに、快・不快を感じるのは人間そのもののわけで、そうするとさっきコ

ンドウさんのお話にもありましたけど、センサーを空間に埋め込むよりも、人

間と機械みたいなあると思うんですよ。そういうのが究極にあるのかなと。 

 

◯ミシマ あるんですよ。あると思うと、結局はきょうの、彼が言うようなイ

ンフラがないと、つまり、エコーネットでも何でもいいんですけども、要する

にそうなってくると、いろんなベンダー自身のほうが入り乱れて。でも、すぐ

には変わらないにしても、思想としてはやっぱり、組み合わせも、多様になる

とするとオープンシステムに行かざるを得ないわけですよね。シュリンクして、

全体が小さくなっているところで、あるところが勝って全部シェアしないから、
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みんな言うことを聞けというような、大きくなっているときのあの論理や感覚

が成立しないので。そうするとやはり、今申し上げたことをしていこうとする

と、ああいう、たまたまエコーネットを使っている、エコーネットがいいとい

うよりは、オープンシステムでインタラクティブだというところですかね、肝

の部分は、というような発想がないと……。 

 私もそのとおりだと思います。だから、おっしゃったとおり、人づきの、人

の近傍についているセンサーでもいいですし、何でもいいと思うのですけど、

そのほうがはるかにご自分の近傍についてきていますし、それでだんだん、そ

の人自身の温熱感ってかなり個人差がありますけど、学習していけると思うん

です。そうするとかなりパーソナライズされた制御というものが、技術的には

そういうことが可能なのですけど、そこが今のように、全部こう、ジグソーパ

ズルじゃないけど、ミッシングリンクがたくさんあり過ぎて。でもそれは乗り

越えられるはずだと思うんですけどね。 

 

◯コンドウ そういう機械仕掛けのリンクみたいなものを（笑）。 

◯ウエダ でもどうなんですかね。やっぱり夏は、昼間は暑いほうがいいんだ

よって、だけど夜が暑いのは耐えられないから、そこだけはどうにかしたいと

か、低温で、例えば毎日生きるというのが逆にそんなに快適じゃない人もいま

すよね。朝はやっぱり寒いのが冬らしいんだ、みたいなのも、でもさっきのお

宅とかだと、そういう好みも最終的には調整して、やれるわけですね。 

 

◯ミシマ あれは、そこは違うというか、それは言っているけども、さっき申

し上げた、用途がはっきり、先ほどのですと、自動制御に行かざるを得ないし、

行ける可能性もあるのですが、住宅については、私のような感覚からすると、

学習システムしかできないと思う。それというのは、余りにも課題が多過ぎるの

で、つまり、ある会社がデータをとられて、人の暮らしからいうと、とにかく、

同じパターンというサンプルの中に入るロットが３つか、３例ぐらいで、どん

どんどんどん類型がふえていってしまうと、ようなぐらいに、エネルギーをど

う住宅で人が使っているかというデータを集めてみても、類型化する……。ま

ず、普通の人はいないということ。200種類や400種類あるということになっ

ていくわけです。そこで、その400のそれぞれのパターンに対して最適制御を

するようなアルゴリズムを組むというのは、現実感がなくて、ウエダ先生がおっ
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しゃるように、そもそも人間がそういうことを好むかというとノーサンキュー

だと思うんですよ。ただ、意識があったら、選択の問題として、こうしたらあ

あなったよということを、機械のほうも自動把握して、人間の学習のほうをや

りたいんだったらどうぞと。そのうちに、だんだん自分にとって居心地のいい

ものになってきますよ。 

 それは、こないだ、この大学の機械工学でカネコ先生という、内燃機関を、

熱機関をやっている先生が、どこの大学もそうだなと思ったのですけど、今、

車は、近い将来、化石燃料車は、だんだん癖を覚えていってくれて、だから、

同じ化石燃料車を、同じ車種だとしても、本当に、があっと踏み込んでブレー

キを踏む人とか、全部違いますよね。あの癖を覚えていって、それに応じて、

シリンダーへ送り込む、燃料とか何かを制御するようになってきて、それは技

術としては完成したんだそうです。それを商品化するかどうかだけの違いで。

だから、本当にそういう、自動車ですらそうやってパーソナライズしていくと

いうのは……。だから、ハードウエアとしては同じですよ。汎用というか。だ

けど、逆にその中に、自動車会社が自分の中での、その人の癖に最適になるよ

うな……、というように、恐らくノーサンキューかもしれないけど、でも自分

によって、だんだんだんだん使い込めば込むほど、いいものに持っていくとい

う人工物がふえていくとすると、そうすると、空調機なんかも、おっしゃるよ

うに、自分でつけるなりタグにつけるなりしたもので、ダイキンなり東芝や日

立のものがついているんだけど、それがだんだんだんだん自分の温熱感に合っ

ていくように学習してくれるというのが、やっぱり、それを積極的に……。 

 

◯ウエダ 車で、私はさっきからずうっと、うちに家族に糖尿病の患者がいて、

それがまた子供なものだから、これから糖尿病の治療がどうなっていくのかと

いうことにすごく興味を持っています。今までだったら食べたものをカーボカ

ウントして、炭水化物がどのぐらいあれしていて、それごとにインシュリンを

計算して打つ。今もそうなんだけれども、今は、ここにインシュリンポンプと

いうのをつけていて、針のほうは静注しておいて、常にベースとしてインシュ

リンを少しずつ入れながら、食べたときにカーボカウントでいく。それが今度

は、センサーの血糖を今、こうやってはかっていますけれども、それも体の中

に埋め込んで、その血糖値をはかりながら、そのインシュリンを入れていくと

いうのが、今、アメリカやイギリスの臨床試験とかでやっているんですけど、
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それが、何が難しいかといって、一人一人で血糖の上がり方と下がり方が違っ

て、バイメタルみたいに、ただ上がったからインシュリンをぶち込めというこ

とになっちゃうと、一番怖いのが低血糖で、脳にものすごい損傷があって、本

当に人間がだめになっちゃうので、それを回避しながら、そして先生がおっ

しゃったように、またアクセルとブレーキを踏み込む、というのは血糖値が上

がり下がり上がり下がりというのはまた人間にとって負荷が大きいので、その

人一人一人のこのぐらい上がったときにはこうで、というのを学習しながら、

そこをうまいぐあいのところに抑えてという、そのソフトのほうが、今、相当

苦戦をしている。 

 

◯ミシマ 苦戦をしていますけど、それがチャレンジの世界だと思うんですね。

だからそこの、まさに横断面の医療という形というか、我々が考えていること

とすごく親和性があるんですよね。省エネルギーだってパーソナライズしてい

くべきだし。それは長続きしませんから。だから、そうすると人がどう行動す

るかというところについて、プライバシーを守るとか、いろいろな、守ってい

かなければならないことがあるんです。ただ、やっぱり人を幸せにするために

は人の行動を、あれは自分が意識しない意識がありますよね。自分は何を食べ

たいって、そんなに常に克明に意識の上に置いておくわけじゃないから、人間っ

てやっぱり怠け者だから、ましてや車を運転しているときの自分のビヘービ

アって、そんなに自分で意識しているとは思えないし。家だってそうですよね。

一番究極で、のんべんだらりとだらっとしているところだから。そのときに自

分が、選択の問題ですけど、するんだったらば、自分のその癖をどんどん覚え

ていってくれるようなものがあって、それを自分が承諾すればその仕組みに自

分が乗ることができるようなものをつくってほしいというのは、それは一つの

あり方として大きな流れなので。しかもそれがどこかでマッチングするんです

よね。例えば、先ほどおっしゃったように、家の中でどう行動しているかが、

今の延長線だとすると、何かが見えてきますと、糖尿はわからないけど、家の

中でどれぐらいの量の運動をしたかというのがだんだん推定できるようになる

と思いますので。そうすると、またやっぱり、それが一種の見守りだけじゃな

くて、ある種の健康サービスみたいなものと、つながる可能性もあるでしょう

し。 
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◯テシガワラ 今のお話をお聞きしていまして、家庭のエネルギー制御という

ふうに置いたときに、一体何が最適なのかということの目的設定といいますか、

ゴール設定といいますか、これ自体がとても難しくて、快適性とも絡みますよ

ね。快適性と絡めながら、総エネルギーを最小化することがゴールなのか、電

気代を最も安くすることがゴールなのか、平準化させることがゴールなのか、

一体何をゴールに置くんだという。 

 

◯ミシマ それは、僕は簡単だと思います。答えがないという意味で。つまり、

先ほどの産学でいろいろと話し合いをやっているときの最初の入り口って、ま

さにその議論なんですよ。つまり、ここでは光熱費を最小化するのか平準化す

るのかということについて、利害関係者が話し合いの場を持って合意して。つ

まり、多目的最適化みたいな話からいくと、どれで最適化してどれが制約条件

というように考えるかと。つまり幾つかの、言えば、まさにおっしゃったよう

に、５つから10個ぐらいのパラメーターがあって、その中のどれを、この施設

の場合では利害関係者が最適化する対象として、どれがある範囲に入っていれ

ばいいやと鷹揚に考えるかというと、我々から見ると社会的なプロセスで、エ

ンジニアリングの中で答えを出すというのは、エンジニアリングはそこを、利

害関係者が対話して決める場が、決めるというプロセスは我々明示的に用意し

ておく必要があると思うんです。だからそれはそれぞれ……。だから、こうい

うことが大事だとわかったときには、じゃあどういうふうにインジケーターと

いうか、計測の物差しをつくっておいて、そういう要望があれば、制御してい

くの……。だから、物差しと制御の方法は、どんどん変えていかなければなら

ないし、まだまだ足りないと思うんですね。本当にチャレンジングの中で、い

ろんな人がそれにチャレンジするべきだと思うのですけど。本当に建物につい

ても全然違います。 

 

◯タニグチ 今の質問を聞いていて、事業をしているほうからすると、同じ興

味なんですよ。答えがないのも同感なのですけども、そういう意味でいくと、

人間がどういうふうに、これから10年20年、興味の範囲がこっちに移ったりと

か、こっちに移ったりとか。あとはもう一つ、世の中の要請というか、制度が

どういうふうになったりとかというのは、とても興味があります。 
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◯ミシマ 大事ですよね。 

◯タニグチ（？） ええ。それをある程度見越した中で、技術開発を、今の時

点から何を仕込んでおくかというのが、すごく……。事業をしているほうから

すると、その技術開発的には別のチームに期待をしていたりして、じゃあその

人たちが今、何を準備し始めると、じゃあ10年後にこう、うまく事業で僕たち

が結んでいるところにぽこっと入ってくるのかなというのが。確かに要素技術

として、制御みたいなこととか、ネット上のクラウド的なこととかインフラ的

なこととかっていうのは、ちょっとマッチすると思うのですけど、もうちょっ

と、メーカーさんにしても、各社、いろんなことをやられていると、いろんな

可能性があるかと思うのですけども、どこもやられていることは結構よく似て

いてですね、何かちょっと、おもしろくないなという感じなのですけど、その

あたりはどう思われますか。 

◯ミシマ 先端技術をつくって、官で引っ張るという、皆さんは同意するので

すけど、もう一つ、きょうのああいう例のように、一種の日本全体の皆さん、

ドメインがはっきりしてしまっているので、それとは違い、その特区みたいな

ものを提供して、大学はもちろん知財を提供するのですけど、そうしないとど

うしようもなくなっていくかなとは思うんですよね。だから、今おっしゃった

ことについてみても、すごく我々から見てもいい要素の技術があって、きょう、

先ほども、睡眠の話もありましたけど、フランスベッドというのが、寝ると、

いろいろとはかれるものを持っていらっしゃるのですよ。それで積水ハウスの

カスタムモデル住宅が、うちのほうにあるのですけど、大学教員の僕から見て

も、これは積水ハウスやフランスベッドがこの意味合いを考えたらすごく楽し

みなことになるんじゃないかなと思うんだけど、いまだに、ただのおもちゃな

んですよね。つまり、そこで、積水ハウスの住宅の中に入れたフランスベッド

に、住んでいる人の睡眠データが出てくることの意味合いというのがやっぱり、

感じて、何かしようという人が、この４年間ぐらいは整っているし。だけど、

ジグソーパズルですけど、ほかの会社のものとあるものを結びつけると、もの

すごく大きな意味合いを持ってくるわけですよね。例えば、その話と、イナッ

クスだとかTOTOなんかもトイレに座るとノーサンキューというぐらいはかる

わけですよね。でもあれと合わせればもしかしたらお医者さんに持っていくと、

いわゆる慢性病や生活習慣病みたいな人たちの管理については、あるいは循環

器系とか長期の管理が必要な人にとってみれば、すごくいい参考データになる
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かもしれませんよね。だから何かそういう、集まってくるコンテンツとそれが

欲しい人との、ひもづけというのですか、それをどんどんダイナミックにして

いくような役割を誰かがしないといけないし。誰もそんなことを言いません。

ただ、みんなが立ちどまって、ふだんの縦割りのドメインから、考える場とい

うのはすごく、大学が提供できるかなと思うんですけど。企業自身がそうやっ

て、また異業種同士でオムロンさんとドクターが組まれて、いいリンクをたく

さん使っていただくことが、実際にＮＴＴさんとお会いになったわけですから、

さらに医療サービスの方と一緒になりながら。どういうデータが思いも寄らず

にどう必要か、もっと必要かということが。 

 

◯男性 そうですね、補いのベンチャーみたいなのはないんですか。たくさん

データを持っていて、こことこことをやって…… 

◯ミシマ 下手すると、情報ブローカーみたいで嫌ですよね（笑）。でもいい意

味で、現代版のそういう人がいてもいいですよね。 

◯タニグチ どうなんでしょう。通信の立場からすると、もう単独というのは

あり得なくて、もうアライアンスばっかりですよ。オムロンさんともこうして

やらせていただいていますし、オムロンさんはドコモと組んで同じような感じ

でつくられたりしていますし、割と、だんだん技術的にも習熟していけたりす

ると……、技術習熟とは関係ないですね、割とこう、アライアンス的なことと

か、オープン化的なこととか、というのは世の中的には言われていますし、双

方の会社でやりとりしたりしているのも事実なのではないかなと思うんですけ

どね。ですから、ある意味流れとしてはあるんだろうなと思っていますし。 

◯ミシマ そういうときに、構想していって、さっき言ったように、フランス

ベッドやリクシルやTOTOに、おたくのセンサーが入ってくると、また我々のイ

ンフラに乗っかってくるとすごくいい組み合わせになるんだけどお値段は……、

みたいな話まではまだ発展していないわけですよね。 

 

◯タニグチ いや、現にこのスマイルエナジーはオムロンさんのセンサーを

我々とコラボと、というか、クライアントにも出してもらっていますけど、こ

うしてくっつけていますし、事業の流れとしては、そういう素地で動いている

のは動いているんじゃないかなと思うんですけどね。だからそういう意味でい

くと、意識の問題なのか、それとも仕掛けの問題なのか。そこがまた興味があっ
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てですね。で、仕掛けでじゃあ補おうとすると何で補うんだろう。標準化なの

でしょうかというと、標準化って、プロトコルは、結局要素がいっぱいあった

りすると、結局その１つのプロトコルでしゃべっていてもつながらないことっ

て、結構、多分にあったりとか。そういうふうに考えると、じゃあどんな仕掛

けがあると、より価値を生み出すような、社会になるんだろうみたいなのはと

ても興味があります。 

 

◯ミシマ それもありますし、あとはあそこの住宅なんかでも、あした記者会

見をするというときに、後から聞くと、皆さん真っ青になりながらやったのは、

結局、通信関係って、うまくいくはずのものが動かないことは、彼らは、あれ

はついてよかったと言っていましたけど、恐らく、動くはずのものが意外と…

…。そうするとやっぱりそこら辺の、動くはずのものを動かすようにしてくれ

たり、泥臭いけど、一回プロジェクトをやってみないと、紙の上でうまくいく

はずですといってきれいな絵を描くことはできるんですけど、実際に阻害を受

けるものって意外なところにネックがあるし。でも、それは何かといったら、

階段を１つ上ったことになると思います。 

 

◯タニグチ 幸か不幸か、変わりますけど、ワイファイをつなぐのは結構大変

だったりしていたわけです。ワイファイをつなぐのが大変なので、結局オムロ

ンさんのセンサーによそのルーターをセットして、フィッティングをして出し

たりとかですね。いろんなことが、やってみるとわかったりするのはとても、

事実かなと。 

 

◯ミシマ きょうみたいなお話で、海外で、シンガポールのナショナルシンガ

ポール大学と向こうの電気産業企業の方たちがやっていたんですよ。彼らの

言っていることというのは、我々ちょっとだけ先にやった人間から見ると、全

くそのとおりのことをやっていますし。ロンドンとバンクーバーにもそういう

会社とか、急速に、短期のアグリゲーターみたいな、しかもどう生産していく

かとか、みんな苦しんでいるわけですよ。動くはずなんだけど動かないね、信

号が行かないねとか。でもそのうちに……。だから標準化で全て済むというわ

けじゃない。標準化がなければ大変なんですけど、標準化で、ある合意をした

としても、それでも結構いろいろと、現実問題としてあるとかですね。 
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◯参加者１ 大きな方向性として、エネルギー情報に限らず、これからのウエ

ブの上をセンサー情報が飛び交う時代が来ると思うんですよね。価値がある情

報だったら、お互いにお金を出してよと、それだったら私は提供しますよとい

う、そういう時代が来るような気がするんですけども、それを一体どういうア

プリケーションで値打ちがあるということを示したらいいのかという。 

 

◯ミシマ きょう、ああいうところで見て、可能性があるんじゃないですかっ

て見ていただくしかないですよね。例えば、シャープは下がっちゃいましたけ

ど、シャープの方々に、ずうっと荻本（生産研）が言い続けたのは、あそこの会

社のＰＶ（？）には、日射系と発電量系を飛ばせるようになっているんですよ

ね。でも、集めていらっしゃらないんですよ。だから、オギモトがずうっとつ

き合っていて、もったいないし、どこに置いたものがどのぐらいの日照量とど

れぐらいの発電をしているかというデータを集めておためになったほうがいい

ということをずうっと言っていたんですね。で、だから、物売りで結局ああなっ

ちゃったわけですよね。もしあれがデータ化して解析できたとすれば、例えば、

それは、きょう話したように、東電からすれば、そういうものをしてくれれば、

太陽光発電のそれがわかれば、天気予報の精度が上がってきているので、どれ

ぐらい、もしくはそういう扱いづらいタイプのエネルギーが、何時ごろ、どこに

どれぐらい上がってくるのかが見えてくることになると。そうすると皆さんが

おっしゃるように、ものすごく東電の関連にしてみれば、買いたい情報になる

はずなんですよね。この大学の気象学会の会長をしている人にそういう話をし

たら、それは欲しいと言うんですよ。気象屋さんからすると、意外とこの世の

中に、どこにどのぐらい雲があったかわからないので、それを逆に言うと、逆

推定ができると。太陽光発電のデータから。もっと細かい、非常に、地域ごと

の、細かい気象データになると。使いようは幾らでもあるとおっしゃるんです

ね。だから、１つのデータが、一粒が二度も三度もおいしいふうになってくる

とすると、さっきも、パイプをつなぐ仕組みとか人というか、組織かわかりま

せんけど、それはぜひ必要ですよね。そうすると、ある人にとってみれば、も

のすごく、意味がないもの、あるいは装置だけつくってデータも集めないって、

もったいないことをされているんですけど、集めるとある人にとってはものす

ごい垂涎の的のデータだし、そうしたら、自分がそういうインフラをつくるよ
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りは、買いますという人が出てきますので。 

 

◯参加者１ センサー情報自体が流通。 

◯ミシマ そうなると思います。 

◯参加者１ 一粒で二度おいしいなら、この先有利だと思いますけどね。 

 

◯コンドウ さっき、COMMAハウスのベッドルームを見せていただいたときに、

ウエダ先生にお買い求めいただいた、睡眠計というのはすぐに頭に浮かんで、

ああいうところで…… 

 

◯参加者１ ぜひ置いてください。 

 

◯コンドウ 先週ぐらいの話なんですけども、最初からビジネスというとなか

なかアライアンスは今の企業は組みにくいので、今、オムロンヘルスケアで、

睡眠文化研究会と称して、ビジネス色を余りあらわさずに、睡眠文化の研究会

ですよというのをやったところ、照明メーカーから積水化学の住宅部門とか、

それから寝具のメーカーとかが集まってきて、結構おもしろく話をするんです

よ。 

 

◯参加者１ ぜひ、積水化学とやりたいですよ。 

◯コンドウ ねえ。 

 

◯ミシマ 御存じのように、オギモトさんがいろいろとアドバイスして、いい

データをもっていらっしゃるから、そこと、おっしゃるものが結びつくと、す

ごく何か楽しいことができるんじゃないですか。 

◯コンドウ そうですね。快適さ、プラス、やっぱり健康みたいなことという

のは、住宅ってすごく、一番関係のあるところですものね。 

◯ミシマ 住宅業界って、どこも業界もそうでしょうけど、トップのワン・ツー

は非常にコンサバティブなんですよ。だからハウスのほうはコンサバティブで

す。だからさっき言ったフランスベッドは置きっ放しになっちゃっているわけ

ですよ。スタッフの人たちはわかっていてやっていても、でもハイムのほうは

ものすごく…… 
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◯参加者１ そう。だから研究会にもハイムの人がたくさん来て。 

◯ミシマ それでしかも、御存じのように、データを持っていらっしゃるので、

だからそれで皆さんがやっていらっしゃるところと結びつくと、すぐ頭の中で

明かりがともって、変わっていかれるんじゃないですかね。そういう事例がた

くさん起きてこないと。そう思いますけどね。 

◯参加者１ みんな、それが必要だなとは気がつき始めている。 

◯ミシマ それとあとは、データの、そういうショーケースがたくさん出てこ

ないと、なかなか意識が変わらないということなんですよね。 

◯コンドウ 実はきょう、このハウスに入って、目からうろこだったのが、と

いうかびっくりしたのは、あれだけよくセンサーを、床をはいつくばっている

わ、空間にはあるわで、もう、あれに非常にまず違和感を覚えたんですね。と

同時に目からうろこというのは、ちょっと待てよと。我々はオムロンというメー

カーですから、工場を持っていて、その工場の生産ラインだったら、それこそ

工程ごとにきちんとセンサーがついていて、不良率か何かを、統計的手法か何

かで分析しているんですね。それであとは、経営だったらもちろん売り上げか

らあれから分析をやる。そんなのは当たり前なのに、翻って家庭内を見てみた

ら、どこにもそれがないんですね。今までずっと、暑い寒いの感覚か、もった

いないの感覚で入れたり切ったりしていただけなんだけれども、ひょっとして

ここって、長年というか、もう何百年もそういうことをやってきて、やっと今

そういうことに気づき始めたところかなというのに、僕は目からうろこだった。

そんな感じがしたんですよ。 

 

◯ミシマ あれは、やっぱり、あそこにもいろんなメンバーが加わっています

ので、ある建築の人なんかは、あんなもの、シミュレーションであんなものを

したってそりゃできるわいという人もいるんですよ。そうではあっても、あそ

この家をやっているリクシルさんもあそこをいろいろと使いたいということで、

リクシルさんのほうがはかっていらっしゃるところもあるんですね。彼らとし

てもやっぱり、僕らが、シミュレーションができる方がいますよって言って、

身もふたもないし、むしろ、彼らがああやってはかってみると、逆に、最初は

あれだと思います。あそこでどういう、温度分布や空気分布になっているかよ

りも、どこをはかればいいかということについての学習をされているところが

きっとあると思いますので。だから、お客さんのところではあれはできません
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けど、ああいうことを一回あそこまでえぐいぐらいにやってみると、どこがこ

ういうあれだとどういうときにどこをはかっておけば、現実的にはとても効率

的かなと。理論としては幾らでもいいけども、その勘どころの学習プロセスと

しては大事かなと思って。 

 

◯コンドウ そうですね。まさにそうで、僕はあそこまでえぐいのは当然あれ

ですけど、見える化という割には、家の中って何も見える化されていないのが

現状で、一部始めたところですけども、もっと、あんなに邪魔っけなところじゃ

なくて、もっといろんなセンサーをつけてみて、それで初めて快適性とは何か

とか、それから、総エネルギー量を抑えるにはどうするかとか、そんなパラメー

ターが初めてわかって、それでやっとその家に対して個別のコンサルティング

みたいなのができるというのが第一歩かなと思うんですよね。そんなことを幾

つか、データを蓄積してみて、初めて先ほどおっしゃられた、何を目標にする

かというのも、そんなことさえわからないと、目標さえ、みんな何って言われ

たら、いやお金かな、やっぱり快適性かなとか、その辺で自分自身の気持ちも

定まらないようなのが現状かなと思います。それぐらい、家の中って、ある意

味原始的なままのような気がします。 

◯ミシマ そうだと思います。本当に乱暴な状態だと思います。 

◯コンドウ 乱暴ですよね。 

 

◯ミシマ ええ。だから、そこの工夫の仕方で、ＮＴＴのＩＴ技術やオムロン

のセンサーが活躍できる場がたくさんあるんだから、それを、あるとすると、

それをどこに置いて、どう解析するかというあたりが一番の勘どころだと思い

ます。 

 

◯コンドウ タニグチさんに変なことを言われるわけじゃないけども、ここで

出たものが本当に評価できないんですよね。自分たちがその尺度をまず持って

いないから。ここで言うと、エネルギー量だとか、お金の部分では、確かに評

価できるんだけれども、全体像はもっと広いんじゃないかなと漠然と考えてい

て、その部分がまだわからないままでいるから、ちょっと不安なところはある

んですよ。 
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◯参加者１ 司会をお願いしているのでしゃべりづらいかもしれませんが、空

間情報学的なヤマダ先生。 

 

◯ヤマダ データがたくさんあって解析が間に合っていないというのは空間情

報でもまさにそのとおりで、例えば携帯電話のＧＰＳ情報だったり、パスモを

使っている人たちがどこに行っているだとかいうデータはどんどんたまっては

きているのですけれども、なかなかそれが、まだ解析が全然間に合っていなく

て、例えばそのパスモ情報を使いながらもっと最適なダイヤをつくれるかもし

れないけれども、そういうところまでまだ全然行っていないというのが、空間

情報の側でもあって、やっぱり先ほどおっしゃっていたように、解析というと

ころにもっと力を入れていかなきゃいけないかなという気はします。 

 

◯参加者１ だと思います。 

 

◯ミシマ だから僕たちもこの研究所で、この間も数学家の先生と話していた

んですけど、ダイスウオッチャー（？）として成功される方もいるけども、も

し万が一、東大の数学家の50人なり100人なり全員が、そのプロの数学家とし

て成功しないのであれば、そんなに悲観せずにぜひ生産技術研究所に（笑）。今、

複雑数理の、カオスの解析というのが、解ける範囲がものすごくふえていて、

圧倒的に人材が足りないんですね。ここにもアリマ先生というその手の方がい

ますけど、彼が考えていることを適用する範囲が余りにもたくさんあり過ぎて、

とてもじゃないけど、彼の配下にいる数学者か数学者崩れというか、数学好き

なエンジニアか、あるいは数学者崩れの専門家の数が足りないんですよ。だか

ら、本当に今、複雑数理の解析ということを僕は……。 

 つまり何が言いたいかというと、変に専門に近いと、原因を追求しようとす

るんですけど、カオスというのはある意味では原因は関係ないんですよね。非

常にパラメトリックに世の中の現象を記述しようとするので。どうして当たる

かわからないけど、これとこれをするとぴったり当たるというような。極端な

ことを言えば、ですよ。だからそうしたほうが、下手に近場にいる人が考える

よりはさっきのパスモなんかも使用履歴なんかですると、どういう需要がある

かということについても、もしかしたらそういうことをやっている人のほうが、

予測しちゃうというか。 
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◯ヤマダ そうですね。 

 

◯ミシマ 彼らはそういう発想で、全然メタの部分で物事を考える、数理系も

のが世の中の現象を見るような人たちが少しずつふえてきていると、そういう

人はすごく必要だと思いますね。そうすると、今ある宝の山が……。 

◯ヤマダ あとは感じるのは、その宝の山がいろんな国にばらばらにあって、

どこに何があるのか、みんなが知らなくて、先ほどおっしゃったように、これ

とこれをつなげたらすごくいいことができるかもしれないのに、その仕組みも

ないし、仕組みどころか何があるのかもわからないというようなパターンが。

例えばそのパスモのデータを見たりすると、公共交通がどのぐらいかというこ

とが見えてくると、日常どのぐらい駅まで歩いているかということもわかって、

健康にもつながってくるはずなんですけど、なかなかそこまでいけなくて、わ

からない宝の山がたくさんあるのを再確認します。 

 

◯参加者１ だから、マスのデータと、あとは空間情報研究センターの柴崎亮介

さんが言っているように、自分のデータを預かってくれる情報バンクがあると

いいですよね。柴崎さんの言う情報バンクというのは、そうだよなあと思いま

す。 

 

◯ヤマダ そうですよね。あれは、情報バンク、空間科学情報センターのシバ

ザキ先生という方が今提唱していらっしゃるもので、例えば自分の携帯履歴

だったりクレジットカード利用履歴だったり、自分について勝手に集まってい

るような情報を、その情報バンクというところに預けて、必要であればほかの

人が使えるような仕組みをつくったらいいんじゃないかということを提唱な

さっていて。 

 

◯ミシマ だから、東電が例えば自分である顧客の電力使用履歴なんかを使お

うとするよりは、本当にそこが必要ですよね。東電もトウバスも、その情報バ

ンクのほうに……、じゃくて、ヤシロが東電から幾ら電気を買ったかとか、ト

ウバスが買ったかというデータは情報バンクのほうに入れたいわけで、立場を

逆にするわけですよね。東電のほうは、皆さんそれぞれどれだけ電気を使った
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かというデータは持っていて、しかも、事業の奥の底で絶対に出してくれない

わけですけど、事業者さんが持ってしまっていて、抱え込んでいて、それがも

し外に出てくると、すごく役に立つことがたくさんありますよね。 

 

◯ヤマダ 自分に関することなのに、自分では持っていないデータじゃないで

すか。今のその電力使用量とかいうのは。それを、まず自分にもらって、そこ

から「銀行」に預けて、広く使ってもらえたらいいんじゃないかという仕組み

です。 

 

◯参加者１ 電子カルテもそうですよね。いちいち病院が違ったら同じ検査を

されるんじゃなくて、病院から帰ってくるときに、じゃああなたのきょうのデー

タねっていって、一緒にもらって預けておけば、自分のメディカルデータがど

んどんたまってきますよね。 

 

◯コンドウ パスモやスイカは本当にそうで、オムロンって自動改札機をやっ

ているから、情報をとるところはオムロンが……。設備として入っているけど

も、情報自体は鉄道事業者ですから、もったいないなと思いながらも。それを

研究プロジェクトとして、ＪＲが大き過ぎたらもっと小さい電鉄会社に、こう

いう最適ダイヤを組むための研究会とか何かという話で持ちかけられると、ど

こかが反応してくださるんじゃないかと。 

 

◯参加者１ 先生的には？ 

◯参加者２ 私は、今以前は、ソーシャルソリューションのビジネス、まさに

駅の改札機や券売機をやっているところにいたのですけども、私どもが入社し

たころから、もうそういう、改札機の通過データかというのは宝の山だという

話があって、これを何とか使えないかみたいな話はずっと前からあったのです

けど、なかなか進んでいない。全然変わっていないと思います。一度どこかで

データマイニングという話があって、そんなので、いろいろと研究もされてい

たようですけれども、結局、いまだに新しいサービスにつなげたりとかってい

う実例はまだ出ていないです。事業者さんが握られていて、事業者さんもそれ

をどう活用していいかというところまではわかっていないというのが現状です

ね。 
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◯ミシマ 私が使っている小田急線って、最近もう全く恥じらいもなく、お客

様の集中混雑でとかいって、５分10分…… 

◯参加者１ そうですね。 

 

◯ミシマ でも、あれなんかは改札通過人数とかを考えるとき、少なくともきょ

うはこれだけ出ているからということで、少しホームに出る人数をふやすとか、

そのぐらいの対応はできると思うんですよ。ダイヤを変えなくても。その平然

とアナウンスをしながら、ホームに誰もいないとか、それだったら少しは集中

混雑を整理するために仕切る人間をホームに出せとか思うので。だからまずは

最適じゃなかったとしても、どこそこへどれぐらいきょうは通過しているとか

いう、雨の日だということがわかれば、ちょっとパンクチャリティーを上げる

ために何をすればいいかということぐらいのヒントは、まず事務所でできるは

ずですよね。 

◯参加者１ それをどこの鉄道会社もやっていないんですかね。 

◯参加者２ できていないですね。 

 

◯ミシマ まだ昔の、人がこうやったほうが、お客さんがたくさん来たと思い

ます。 

◯参加者２ もう一つあるのが、電車が到着したときに一気に改札機に流れて

くるので、人がそこに混雑して危ない。一方で電車に乗ろうとしている人もい

るから、そこを、改札機の出口と入り口をどういうふうに整理するかみたいな

やつも、事前にある程度予測できるから、それも自動制御するような、という

話もあるにはあるんですけどまだ実現できていない。 

 

◯参加者１ あれは完全に弱肉強食で、どっちが…… 

◯参加者２ 早い者勝ちですよね。 

◯参加者１ お互いに、威圧しながら（笑）。 

 

◯ミシマ みんな気持ちはまだそれでも、気持ちはもうちょっと不況になって

くると皆さん、駅でけんかが起きたりとか。 

 でも、本当に改札規制なんて人を出してやるよりは、通過速度をわざわざ、
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集中混雑があるときには、少し、何だ、ゆっくり動かすとか、要するに、あそ

このゲートの通過人数を少し少な目にする制御だってできるはずですけどね。 

 

◯参加者１ できるだけのデータをとれるように、今はなってきていますから。

あとはそれをどう使うか。 

 

◯ミシマ 次世代の課題としてはありますよね。きっとね。だから、やっぱり

オペレーションデータを見て最適化していくというのが、大きな方向だと思う

んです。さっきの車もそうですし。我々からすると、そこを泥臭いけど、人間っ

ていう最もわかりづらい相手のオペレーションデータをとって解析していこう

ということをやっていかないと、やっぱり日本は置いていかれるんじゃないか

なと思います。というか、もう大量生産では勝てないので、むしろそのオペレー

ションデータを解析するあたりに強みができるんじゃないかなって。そこに活

路を見出さないと、いかんのじゃないかなと思いますけどね。 

◯ウエダ マクロでそれをやるのと同様に、やっぱりこれからどう考えても無

縁社会になっていくので、その自分のデータバンクじゃないですけど、私は全

部これで買い物をするのでとか、これでどこも通っていくのでって、お年寄り

で本当にご縁が切れそうな人が最初から登録しておいて、私の若干のプライバ

シーがそこの機関でもう全部わかるのは構わないので、でもちゃんと私に関し

てはモニタリングして、何かありそうだったらアラートを誰かに向けて発して

ください、みたいなことにしないと、もう、私の娘の時代にはそんなのはやっ

ていられない時代になってくるでしょ。 

 

◯ミシマ だからこのオムロンさんと僕がやっている、これなんかの最初の

ユーザーってあれだと思いますよ。見守りサービスって、少なくとも違うパター

ンがあったらば、もしお子さんがいるんだったらば、係累の人がいるんだった

らば、ちょっといつもと違うパターンの信号が見られました、みたいなメール

を送ってあげることから始めてみても。それが外れてもいいですよね。それこ

そ消防車が20台来ちゃったらまずいんだけれども、そうじゃなくて、ちょっと

気になるパターンが出ていますよ、ぐらいで、それが外れだとしても、オオカ

ミ少年にならない程度の感じで行けば、それは喜ばれるし、それがそのうちに

当たった回数なんかを皆さんのほうがおとりになっていけば、だんだん、逆に
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医療パターンというものを検知するための精度も上がっていくと思うので、そ

のあたりはきっと、きょうご説明いただいたこれ、設定依頼入ってきているし。

それに、おそらくそれはものすごくニーズが高いんじゃないかと思うんですよ

ね。ウエダ先生がおっしゃった。象印の魔法瓶よりはきっとこっちのほうが、

文化度が高いと思うんですよ（笑）。 

 

◯タニグチ ビッグデータの分析みたいな話題は結構あったりして、データの

中からシーズを探ることをマイニング的に分析して、何かの知見をつくるみた

いな営みとか、いや本当にできるのかなと思うんですけど。もしくは、我々が

考える、こんなことができるかなと思って、データを分析してもらって、デー

タを引き出す。そっちのほうが割とわかりやすいんですけどね。だから、後者

しかデータを分析して何かをというと……。さっきの自動改札のネタじゃない

ですけど、データはいっぱいあるんだけどどう使っていいかわからないみたい

な問いかけに対して、どういう切り口からそのデータを切ったら価値が出る

かっていうのに、何か知見を使う……。基本は、発想法の世界とかああいう

感じで、何かの問題意識があって、その点からやってみると別のものができて、

それを仮説検証すると、形になる、みたいな。そういうのがオーソドックスな

手法かなと思うのですけども。どちらかというとＩＴとかＩＣＴの世界からす

ると、データはいっぱいあるので、それをいろいろとデータで分析したら、何

か価値が出てきますわ、みたいな言い方に聞こえないこともなくて、いや本当

にそれができるのだったらとても人間の知恵を補う大きな技術になるなと思う

んですけど。 

◯ミシマ 発想として、よくだから、ＩＴ系の人たちのこれはできますという

ようなプレゼンテーションはたくさん見るんですけど、逆じゃないかなと思い

ます。こういう問題があるから、例えばさっきの集中混雑で電車がおくれてい

ますが何とかならないかという問題のデマンドのほうから、こういうデータが

欲しいよね、あっ、あるじゃない、というような、そういうほうからの発想が

必要じゃないか。だからもっともっとこの研究会のタイトルを見るとそれっぽ

く思うんですけど、こういう問題があるじゃん、ということから、解き起こし

てみる。そのデマンドから、データをプルしていくというのですか。そして、

これをセンシングして新たにとらなきゃならないよってことになったら、何だ

このデータは転がっているじゃないかというところまで、多分、あると思うん
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ですよ。それで、まず、何だ、既にあるんじゃないかと思うものは早速始めて

しまうし、とらなきゃならないというものについても、それなりに準備をして、

やり始めて、そこでの成功体験をしていくと、情報プッシュじゃなくて課題プ

ルという感じの情報の利用の仕方というのが、コツがつかめていくんじゃない

ですかね。それが余りにも今はショーケースが少ないから何となくこれつくっ

ちゃったんだけど何の役に立つんだろうっていう、貧しい発想になっちゃうの

で。 

 

◯タニグチ 同感なんですけどね。だからそういうと、何か問題意識を持った

りとか、プル型で、データを分析してみて、そこから何か発見できるものとか

足りないものとか、そんな……。ややもすると、ＩＴのほうから何でもできま

すしこれだけデータがあったらいろいろと分析できますと聞こえることもなく

て、多分でもそれはちょっと違います。 

 

◯ミシマ 常にそこには人間という最も恣意的で気まぐれなやつがそこに存在

しているからこそ、やっぱりやってみないとわからないし。だから、うまくデ

マンドプルでしながらできたら、小さいところから始めて、社会実験というか

人間実験というか、そうすると思いもよらぬ行動をするとかが出てきて、そこ

を潰していくと本当に使えるアルゴリズムとハードとソフトの組み合わせがで

きていくと思うんですよね。だから、それは本当にそう思いますね。 

 

◯ヤマダ どこだったか忘れたのですけど、グーグルさんかどこかで、震災関

係で、その逆で、これだけデータがあります、だからこれを使って何かやって

くださいみたいな、電波利用目的を広く公募するみたいなことがあったような

気がするんです。グーグルじゃなかったかもしれませんけど、これだけあるの

で使って何かしましょうみたいなキャンペーンみたいなものを、どこかで一度

見たことがあります。 

◯タニグチ だれかと連絡をとったりとかするようなもの、じゃなくて？ 

 

◯ヤマダ いや。 

◯タニグチ そうですか。何か、グーグルに私も記憶があって。言い方として

はそうはしているけども、やっぱり何か意図があって、っていうことかもしれ
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ないですね。中身とプレゼンテーションの仕方で使い分けたりすることもあっ

たり。いや、わからないです。推測ですけど。だけど、思わぬ展開になって、

新たな価値を生んだりというのが、今のネットなのでしょうから、そういう意

味でいくと、意図しているものと違う分析結果が出たりとか、人の行動が、と

かというのは大いに期待できるのかなと思ったりもします。 

 

◯ヤマダ そうですね。この間、空間情報系の発表で見たのは、そのソーシャ

ルネットとかそういうところからいろんな、各人がつぶやいていることとかを

持ってきて、その人がその日一日どうやって移動していたかを勝手に推測する

んですね。それで個人情報は匿名にして、そのデータを売るというようなこと

をやっているところがあって。もちろん、私の軌跡ということまではわからな

いけども、そういうところから、勝手にそこまで採点されちゃって、というこ

ともあるんだなと思って。 

 

◯ミシマ だから、社会制度ということを考えないと。自分のデータは自分の

データだということで、東電にあろうが、何々病院にあろうが、それは私のデー

タで、その私のデータを使うことはある意味ではプライバシー……。だけど、

それを集めて東電や何々病院や何々鉄道にある自分のデータを集めて自分がそ

れを、誰かの助けをかりて、自分の生活に役立たせるためにはアクセスできる

べしという感じのあれじゃないですかね。それで私のデータをどなたかが別の

人に話したらそれは犯罪行為だというような、そういう社会的な仕切りがある

といいのでしょうね。社会制度が絡んできますし。だから、プライバシーがだ

めだからということで、例えば人のＩＤ番号をつけないということでとんでも

ない社会コストがかかっていますよね。だから、国民総背番号はだめだと言い

ながら年金の何とかとかって、あれはほとんど……。だからそういう不毛なこ

とをするよりは、やっぱり、リスクはあるんだけど利活用するために、利活用

するときにとんでもないことをする、それを防ぐとかを設計しようという方向

に行かざるを得ないし。これはだからそういう意味ではああいう背番号で起き

た、ああいうネガティブなことが起きないようにするためには、やっぱりリス

クはあるけど利便性もある、それを社会がどう受容して、そこでいい社会シス

テムをつくるのですかということは、こういう研究会からどんどん提言されて

いかれたほうがいいと思います。リスクがないとは言わないけど、でも、はか
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りにかけたならば、ないことによるみんなの人間性なりの阻害のほうが、漏れ

てしまったときに対する人間性の脅かしよりもはるかに大きいからやりましょ

うと。下手すると、車は危険だから救急車はやめるべきだと言っているような

感じの論理になってしまうところがあるので。それは救急車も車両としては危

険かもしれないけど、人を救うとかいうことを考えれば、救急車自身が持って

いるリスクというのは受容していいんじゃないかというぐらいの感じじゃない

かと思うんですよね。こういう、人の行動に関するデータの利活用に。きちっ

とデータをつくらないと、「救急車」を悪用する人もいるでしょうけどね。 

 

◯ウエダ いやあ、きょうは勉強になりました。僕はやっぱり、これから高齢

者が大変なことになることは目に見えているので、そこでもう本当にＩＤを、

それこそ先生がおっしゃったようにつけて、その方々の同意のもとに、それを

きっちりとやるという方向のほうが重要で、やっぱり、もうちょっと人間の生

活がとても重要だし、僕はそっちのほうが当然第一義的だとは思いますけど、

しかし、それじゃあもうどうにもならない時代がすぐそこに来ていると思うの

で、そこら辺は何か、ただ呆然と考えているだけじゃなくて、何かかかわって

いったほうがいいのかなぐらいのことも思わされました。こういう技術が活用

できるんだということをすごく確信しました。 

 ただ、あのCOMMAハウスにはこれから本当に誰かが住むんですか。 

 

◯ミシマ まだ住む予定はありません。 

◯参加者１ でも住んだ後の快適度とあそこで計測しているセンサーが果たし

てどう一致するのか。 

◯ミシマ やっぱりあそこは、大学の中のキャンパスということもあるので、

もしあれの発展の場であるとすれば、あれのようなものをたくさんつくって、

そこで居住実験をしていかざるを得ないか、あるいは、リードユーザーみたい

な人につき合っていただくなりして、あそこの技術をインストールして、やっ

ていただいたほうが現実的かなとは思っていますけど。 

◯ウエダ 確かにあそこに住んでいるというだけでの不快感というのが。キャ

ンパスの中でね（笑）。 

◯ミシマ あれはあれで、今みたいな、我々が予想する以上に技術的な成果は、

まだまだ我々も上げていないと思うので、申しわけないと思いながら、ただ、
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こうやって来てくださって、いろんな方が、触媒的に使っていただいていると

いう意味では、きょうみたいな。センサーがどうかなと思うのですけど、あれ

も一時のことですので、いろんな人に見てもらって、それで皆さんにヒントに

していただいて、それぞれ、そういう、縦割りになり過ぎちゃったものが横割

りになるきっかけになるものとして、しばらくあそこにあるのが、あの建物の

役割かなと思っています。リクシルさんも、寄附してくださったときの経緯と

いうのが、こうやって縦割りで全然だめなんですよと言ったら、、ぜひインター

プランニングすることがわかる場にしてよとおっしゃってくださったので、そ

ういう意味では、ご自分の会社の事業のこともそれは責任を持っていらっしゃ

るとは思うのですが、それともう一つ違う目線を持っていらっしゃる方です。

そのもう一つ違う目線もあって寄附してくださる。だけど、寄附した後はやっ

ぱり自分の会社のセンサーをつけている（笑）。こういう感じなんですよね。 

◯ヤマダ まだまだいろんなことができそうですが、また改めて。そういうこ

とでそろそろお時間ということで、本日は皆様どうもありがとうございました。 

◯一同 ありがとうございました。 

 

（以上。） 
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第４回  「人と機械が理想的に調和する社会研究会」 

１３．  日時 
2013年 2月 6日（水）17：00~19：30 

 

１４．  会場 

東京大学大学院情報学環本館６階会議室 

                 

              

１５． 議事次第 
 

（１） 話題提供 

共通テーマ：「人と人工物の新しい関係」、あるいは「身体を拡張する

ものとしての義足」 

① 山中俊治氏(慶応大SFC)  

② 遠藤謙氏（ソニーCSL） 
 

（２）質疑応答・ディスカッション  

 

 

１６．  出席者 

五十音順、敬称略 

【主査】   

 佐倉 統    東京大学大学院情報学環（科学技術社会論） 

 

【研究会メンバー】 

山田 育穂 東京大学大学院情報学環（空間情報論） 

山中 俊治 慶応大学環境情報学部 （インダストリアルデザイン） 

中村 雄祐 東京大学大学院人文社会系研究科（開発人類学） 

鬼頭 秀一 東京大学大学院新領域創成科学研究科（環境倫理） 
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【ゲストメンバー】網盛 一郎 A51技研（代表コンサルタント） 

 

【オムロン関係者】 

・オムロン（株） 

   吉本 和也 （グローバル戦略本部） 

・㈱ヒューマンルネッサンス研究所 

 近藤 泰史  （代表取締役社長） 

 中間 真一  （研究部長） 

 澤田 美奈子 （研究員） 

 

【佐倉研究室スタッフ】 

東京大学大学院情報学環   博士課程      下西 風澄 

東京大学医学部附属病院   特任助教   黒田 佑次郎 

東京大学大学院情報学環   特別研究員   渡部 麻衣子 
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第四回議事記録 

 

○佐倉 ……しております「人と機械が理想的に調和する社会調和する社会」

というふうなことで、今年度最後の第４回目の研究会を開催させていただきま

す。きょうの演者は、こちらにいらっしゃる慶応大学ＳＦＣの山中先生と、も

う１人ソニーコンピューターサイエンス研究所の遠藤謙さんのお二人に話題提

供をお願いして、「人と人工物の新しい関係」あるいは「身体を拡張するものと

しての義足」ということで、お話をいただく予定です。遠藤さんがちょっとご

都合で少しおくれるということで、当初は遠藤・山中の順番でお話をいただこ

うと思ったのですが、先にお話をいただいてもよろしいでしょうか。 

○山中 はい。大丈夫です。 

○佐倉 それでは初めてのメンバーもいると思いますので、簡単に一言ずつ所

属などを自己紹介したほうがいいかなと思います。私は情報学環の佐倉でこの

研究会の東大側の責任者を務めております。 

○中村 東大文学部の中村と申します。古い読み書きばっかりやっていまして

もっぱら聞き役ですが、よろしくお願いいたします。 

○山田 東京大学情報学環の山田と申します。よろしくお願いします。空間情

報科学を専門にしていて、技術とかデジタルの空間ですとかそういったものを

扱っています。 

○鬼頭 新領域創成科学部門で研究をしています。専門が環境倫理と科学技術

社会論で、こちらではオンデマンド交通に関しての研究を行っています。 

○黒田 東京大学医学部付属病院の緩和ケア診療部の黒田と申します。もとも

との出身は佐倉先生の研究室で、今年度は研究会の事務局のほうをさせていた

だいておりました。よろしくお願いします。 

○澤田 ヒューマンルネッサンス研究所の澤田と申します。もともと佐倉研究

室に属しておりました。よろしくお願いします。 

○吉本 オムロン経営戦略部の吉本と申します。今は技術戦略を主に担当して

いして、今回初めてなんですけれども楽しみに参りました。よろしくお願いし

ます。 

○近藤 オムロンヒューマンルネッサンス研究所の近藤と申します。今回の「人

と機械が理想的に調和する」というのは僕らの企業哲学でもございまして、一

部で昨年の11月ですかね、ヒューマンルネッサンス研究所の代表取締役会長で



 162 

もありますオムロンの立石義雄が、よく書いておりますが、その中に何度かこ

ういう概念のレポートがありますが、その新たな読み解きというところをぜひ

よろしくお願いいたします。 

○中間 ヒューマンルネッサンス研究所の中間と申します。よろしくお願いい

たします。以上です（笑）。 

○下西 佐倉研博士課程１年の下西といいます。ことしからスタートさせてい

ただくことになりました。よろしくお願いします。 

○網森 フリーでコンサルタントの網森と申します。半年ほど前に前職の富士

フイルムを退職して、それで佐倉研にちょうどそのころからいろいろと出入り

させていただくことになり、今回お声がけいただきました。よろしくお願いい

たします。 

○渡辺 佐倉研の特別研究員の渡辺と申します。今年度までスタッフをさせて

いただきました。よろしくお願いいたします。 

○山中 山中と申します。慶應義塾大学で最近は教鞭をとっているのですけれ

ど、工業デザイナーとしていろんなものをデザインしてまいりました。きょう、

やっと手に入れたんですけれど、読売の『編集手帳』に書いたものが取り上げ

られています。 

○佐倉 ああ、『読売新聞』。 

○山中 はい。こんな人です（笑）。きょうは、いろんな工業製品をデザインし

ているんですけれど、最近、大学のほうでやっています義足のプロジェクトの

ことを紹介してほしいということで、人と身体の新しい関係を考える上で参考

になればなと思って紹介させていただきたいと思います。 

○佐倉 よろしくお願いいたします。きょうは参加者としては、あとソニーの

遠藤さんと東大情報学環の暦本さんと２人予定されています。ちょっと予定で、

おくれているということです。ざっくばらんな研究会ですので、できるだけ「さ

んづけ」ということでいきたいと思います。山中先生に関しても「山中さん」

という感じでいきたいと思いますがよろしいでしょうか。それでは、おっつけ

暦本さんと遠藤さんもいらっしゃると思いますので、じゃあ、山中さんのほう

からぼちぼちお話にいっていただければと思います。 

（プロジェクタートラブル） 

○佐倉 全然、人と機械が調和していない（笑）。毎回ここへ来るたびに何かし

ら…… 
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○山中 そうですね（笑）。じゃあ、ちょっと（プロジェクターが）つくまでし

ばらく話します。私は、もともとは工学部出身で、ここの東京大学の機械工学

科の出身なんですけれども、学生のころは漫画ばっかり描いていて２回も留年

しているんですけれども（笑）。ずっと漫画を描いていたのが高じて、漫画と機

械工学と両方を生かせる道はないのかなと思ってうろうろしているうちに工業

デザインという仕事に行き当たりまして、それで日産自動車でカーデザイナー

としてキャリアをスタートさせて、その後、いろんな工業製品をデザインして

います。皆さんが一番、僕がデザインしたもので使われていると思うのはスイ

カ（Suica）の改札機だと思うんですけれども。 

○佐倉 スイカのあれを開発されたのはいつごろでしたか？ 

○山中 1995年ですね。 

（参加者到着） 

○佐倉 こんにちは。 

○遠藤 申しわけないです。おくれました。 

○佐倉 どうぞどうぞ。画像が映らず苦労しているところですが。 

○黒田 これでよろしいですか？ 

○山中 はい。それで大丈夫です。 

○佐倉 暦本さんと一緒ではなかったのですか。 

○遠藤 東大では一緒でした。同じミーティングに出ています。暦本さんはこ

ちらに来るんですか。 

○佐倉 ええ。きょうは来るって言っていたけれど。 

○遠藤 ミーティングをしていました、まだ。個別のミーティングをしていま

した。 

○佐倉 わかりました。はい。お待たせしました。ということで、やっと画像

が、はい。 

○山中 きょうはこんなタイトルで話そうということにはしたんですけれども、

ずっと慶応大学に来てからいろんな、先ほどちょっとお話ししたように工業製

品をいろいろフリーランスとして、あるいは自分の会社を持ってやっていて、

慶応大学に来てからは普通のデザイナーがかかわらないものをデザインしよう

と思って、いろいろなプロジェクトをしています。 

 そのうちの１つがこの義足のプロジェクトなんですけれども。去年の夏のロ

ンドンのパラリンピックの映像なんですけれども、今回のロンドンのパラリン
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ピックは第14回になるんですけれども、今までのパラリンピックと一番違った

ところが１つあって、それはパラリンピックとしては史上初めて全てのチケッ

トが売り切れました。これは８万人入るメーンスタジアムなんですけれど、ご

らんのようにパラリンピックであるにもかかわらず全ての席が埋まっていると

いうことです。こんな感じで。パラリンピックのゲームの始まる前から、もう

ウエーブが起こったりして、盛り上げ方も全然違っていて本当にこう……。こ

れはある意味、オリンピックのやり方をそのまま踏襲しているというのも言え

るんですけれど、ロンドンのテレビ局の１つ、４チャンネルは全部一日中パラ

リンピックゲームをやっていますので、パラリンピックゲームをやっていない

時間帯もパラリンピック関連のバラエティーをやっています。だから完全にパ

ラリンピックチャンネルになっているチャンネルが１つあるというのが、そう

いう状態でずっと……。これが聖火ですね。案外しょぼいです（笑）。鳴り物入

りのおもしろいデザインの聖火なんですけれど、何かたくさんの火が集まって

１つになるっていうコンセプトでデザインしたのはすごくセレモニーとしては

すばらしかったのですけれど、おかげで何か高いところに掲げられたので何と

なくスタジアムの真ん中にちょろちょろと燃えている感じ。学生と来ています。

こんな感じで、これはまさに義足で走っているところですけれども。これはあ

んまり関係ないですけれど、投てきのやり投げのやりを選手のところへ戻すた

めのリモコンカーがオースチン・ミニです。ちょっとかわいいものが走り回っ

ていたなみたいな部分もありますけど。そこに日本人の女性の選手で、高桑早

生さんという人が登場しています。 

 ちょっと飛ばします。こんな感じで。これがずっと義足になります。こんな

感じで。義足で走るっていうのは、こういう板ばねを一般的に使うんですけれ

ども、膝から下切断の人たちのこれは競技です。一般的に足首というのは、走

るときにはほとんどばねとして機能しているというのが知られているので、そ

のばねをカーボンファイバーの板ばねに置きかえているというようなことです

ね。ごらんになってわかるように、足を切断されている部分と接続されている

パーツをソケットといっているのですけれども、パーツで接続して、こんなふ

うに走れる。つまり女性は大体13秒台で走れる。残念ながら高桑さんはこのと

き７位でしたけれども、実はこの高桑早生さんというのは慶應大学のＳＦＣの

学生でして、この子ですね、今、我々と同じキャンパスに通っています。彼女

と知り合ったのは彼女が高校生のときです。 
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 北京オリンピックのときの義足の映像なんかを見ていて、ランナーの使って

いる義足って、かなり、いわゆる義足の概念からはもう既に逸脱しているなと

いうこと。何が逸脱しているかというと、義足は何ていうふうに定義されてい

るかというと、世の中で「義足とは」みたいなものを幾つか調べると、機能的

にも、それから見た目も欠損した肉体を補完するものとして使われる人工物と

定義されているんですね。ですから一般的には見た目も健常者に見えるように

つくります。それが世の中に知られている義足で、日本では大体切断して義足

を使っている人が、正確な数字は残念ながらわからないのですけれども、１万

人から、多いデータだと２万人ぐらいになっているデータもあって、いや、8000

人ぐらいじゃないかっていうデータもあるんですけれど、そのぐらいの数が使

われているんですけれども、これはとても少ないといえば少ないのですけれど

も、皆さん、一度も見たことないとすると、多分、本当は見たことがあって、

それは服の下に隠されていて、非常に上手に歩いている人が多いので気がつか

ないという状況ですね。そういうふうに、健常者と同じに見せるというのは非

常に強いデザイン・ファクターであることは間違いがなくてですね。 

 ただ、このスポーツ用義足というのはそういうふうには設計されない。その

理由は健常者と同じ格好の足だとほとんど走れないんですね。何が一番違うか

というと、結局、我々が使っている筋肉というのが、ウエットな素材のやわら

かい伸縮性のあるアクチュエーターというものでできているのに対して合理的

な形が人間の足の形なので、義足の性能というものをとことん追求すると、つ

まり見た目を考えないで追求すると、そもそも人工物である金属を使ったり、

我々がよく使える素材、乾いたドライな素材で設計するだけで、何かちょっと

違うものになるんですね。その中で、特に走るという機能に対して特化された

場合に、我々の足首に当たるものは板ばねに置きかえてしまったほうが効率よ

く走れるということが30年ぐらい前からわかってきて進められて。でもこれが

本当に使われるようになったのはここ10年ぐらいの話なんですけれども、そん

なような状況で板ばねが使われています。 

 このあたりのスケッチは、僕が最初に興味を持って義足のランナーたちの練

習会とかに参加したときに僕が描いたものなのですけれども、いわゆる義足よ

りも自然に人体に溶け込んでいるなという感じが逆にしたんですね。いわゆる

義足というのは、もちろん服の下に隠してしまえばわからなくはなるのですけ

れども、こんな形をしていまして。これは大腿義足の場合なので膝下ではなく
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て膝上の切断の場合の話なのですけれども、左側が一般的な日常用の義足です。

あんまり人体の格好をしていないのは、この外側にカバーをかぶせて人体風に

見せることはするんですけれども、基本的にモジュール構造になっていて、こ

れは第１次世界大戦直後にたくさんの義足が必要になったころに、ある義肢装

具士が……、その義肢装具士の名前の会社が既にあるんですけれども、オッ

トー・ボックという義肢装具士がモジュール構造というのを考えたんですね。

そのモジュール構造というのは、要するにたくさんの義足を供給するためには、

それまでの義足というのは、実は一人一人のために全てつくられていたのです

けれど、供給するためには、パーツをモジュール化しパイプでつないで供給す

れば安く大量に供給できるよねということで、左のような構造がとられていま

す。それに対して右側のほうはスポーツ用義足で、同じようにモジュール構造

の中から選定された部品に板ばねをつけているという状況でつくられています。 

 結果的に非常にマシンライクなものにどちらもなっていて、例えばこんなよ

うなパーツがモジュール化されていて使われるわけですけれども、これそのも

のをむき出しで歩いているとぎょっとします。そういう世界のものなのですけ

れども、だから皆さん、何か上手に隠して暮らしているという状況なんですけ

れども、スポーツ用義足の中ではそれが比較的日常的に、こういったカーボン

を使い始めています。スポーツをするときに、これは彼らが、みんなが使って

いる義足なのですけれども、例えば花柄にしていたりとか、きらきらするラメ

のシールを張っていたりとか、そのように装飾しようとするわけです。これは

だから、人々の前で使うということを前提にすると、少し飾りながら使いたい

なというような願望が見えているなという感じがあります。 

 きょう、お話ししたいことの一つに、我々が義足をデザインするときに人体

の形を復元させるというところからは少し離れてみようかなっていうふうに考

えているというのが一つ大きなテーマになります。一般的にはというか、もち

ろん切断者の中にも、もとに戻りたいという願望はかなり強くあるんですけれ

ども、実際に切断してしばらくは喪失感からかそう簡単に立ち直れない時期を

過ぎて、少しアクティブになって歩いたり、そういう練習を始める。そのころ

に一番欲しい、戻りたいと思うのは、本物と同じような義足はないのだろうか

とすごく思うのですけれども、１~２年練習をしていくと、しばらく練習をす

ると少しそこから離れて、本物そっくりの義足というのにこだわると機能が手

に入らないというのもあって、少しずつ自分の体もなれてくる、アクティブに
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なっていく、人前で義足を見せることに対しても抵抗が少し減っていくという

中で、もしかしたら自分の体と同じに戻りたいという願望は捨てたほうが生き

やすいかもしれないということに気づく段階があります。 

 義肢装具士の臼井（二美男）さんというのは、すごくスポーツをやることを

そういう段階の切断者たちに勧めていて、自分たちもクラブをやっているので

すけれど、それはやっぱりそういう段階に入ってスポーツをやることによって

社会とのつながりを……。スポーツをやると、結局、義足であることを隠すの

は無意味になってくるので、全く普通の足とは違うもので、人前で活動すると

いうことを繰り返しているうちに、ある種、本人もそうなんですけれど、それ

から周囲の人ですね、やっぱり最初は家族とかそういう人たちもなかなか受け

入れられなくて、痛々しくて義足を履いて歩いているのを見たくないという感

情をどうしても持ってしまう。だけどアクティブにそれでスポーツをしている。

先ほどのパラリンピックみたいな本当にすごいなって思うパフォーマンスを見

せてくれるような世界になってくると、見る目も「かわいそうな人々」という

ところからは離れて、それ自体がそういう個性の人間で、そういう個性の人間

がパフォーマンスを競っていることのすごさっていうか、それ自体。義足スポー

ツというのは、義足のランナーというのは実はダッシュがきかないので、足首

のやわらかさ・しなやかさがないので最初は遅いんですね。ところが200メー

トル走ると後半はすごく伸びがいい。それは足首が疲れてこないというので、

結局、後半ですごくスピードを競う競技になるので、オスカー・ピストリウス

というオリンピックに出た選手も、その後半の伸びがすごいというのが話題に

なりましたけれども、彼もこのパラリンピックの大会で実は負けてしまうんで

す。それも最後の、本当に最後の数秒の間にすごいスピードで追い上げてきた

選手に負けてしまって２位になるんです。そんなようなスポーツとしてのおも

しろさというのを感じ始めている人たちがいて、その中に入っていくことで逆

にある種、吹っ切れていく。そういう世界が築かれつつあるなと。 

 そこでだったら、デザインできることがいろいろあるんです。そういうアク

ティブな気持ちをサポートできるような義足というのもあり得るんじゃないか

なと思いながらデザインしているのが、例えばこういうスポーツ用の膝継手

だったりします。板ばねにエアロダイナミックカバーをつけて、この辺の膝継

手なんかも新しく設計し、デザインしてこんなような義足にしようと。基本的

には、これは本当に能動部分のないパッシブな装置でしかないのですけれども、
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板ばねに対して、ここで僕らがこの形を選ぶときに狙っているものは身体との

調和なんですけれど、ただ一般的な身体との調和というのはもとに戻すことと

いうふうに思われていたんだけれど、実は身体のリズムに沿って機能をきちん

と補完してやると、案外、似せなくても美しいんじゃないかということを考え

始めているという状況です。 

 そういう中でいろんな試みをしていて、投てき用の義足だとか、子供用の義

足だとか、女性用の大腿義足だとか。これなんかはスポーツ用じゃないんです

けれど、日常用で、まだこれは本当にモックアップ段階のですけれど、そんな

ものも……。向こう側がリアルな足ですね。それに対して手前は完全な人工物

で、アピアランスも、見た目も全然違うんだけれど、何か新しい美しさがこの

セットの中で生まれないかと思いながらデザインしたりしているところです。

それからこれは自転車競技用の義足であります。両足切断の選手のためにつく

りました。 

 これは先ほどのパラリンピック選手の高桑早生さんが、高校生のころに撮っ

た写真ですね。彼女との出会いは彼女が高校生のときで、だから大学はどこに

行くかもまだ決まっていなかったのですけれど、彼女と出会ったころに我々の

思想の話をして、彼女は中学のときに骨肉種で切断して足を失っています。そ

の後、再発はないようなので幸いだなと思っているのですけれども、彼女は高

校に入ってからスポーツを始めて、少しずつ走るということを覚え始めたころ

に我々と出会って、スポーツ用義足というものの考え方、つまり、新しい考え

方で義足をつくるっていうのは可能なんじゃないかと思っているんだけれどと

いう話をし、一緒につくり、これはうちの学生で、向こう側は臼井さんという

義肢装具士の人なのですけれども、義肢装具士と一緒になりながらつくって、

つくり上げたのがこの義足と……。 

 実はウエアも一緒に開発しています。我々がこれをデザインして、彼女と

しょっちゅう話をしながらつくって、幾つか彼女からすてきな言葉をもらえた

なと思うのは、一つはこの義足で練習するようになって、健常者の競走部とい

うところで一緒に走って練習しているのですけれど、それまで、みんな友達で

しょっちゅうわいわい言いながらやっているんだけれど、ほとんど彼女の義足

には触れようとしなかった、話として、話題として。いつも話していても、何

かまるで自分はその人の目の前で義足を外したり着けたりしているわけなんだ

けれど、それが目に入らないかのようにそうじゃない話題に終始していたんだ
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けれど、この義足を使うようになってから急に、もちろん、その義足おもしろ

いねっていう話もあるし、義足を履いた感じってどういう感じなのか、義足で

走るってどんな感じとか、どうやってとまっているのとかというふうに、義足

を話題にすることが自然に行われるようになって、そのことは彼女にとってす

ごく重要な意味を持っていて、つまり普通の道具としてデザインされていると

周りが見てくれる。でも何もデザインされていないむき出しのボルトとかそう

いうものでできていると、何となく触れちゃいけないものというふうに思って

しまう。この差はすごく大きいなという。 

 それから、我々がデザインするときに学生の一人が、特にこのウエアをデザ

インするときに、非対称な人のための美しいウエアってどういうのだろうとい

うのを、下着のファッションなんかを引用しながら結構考えたんですね。その

議論をしているときに彼女が言ったことは、「非対称と対称って新しいですよ

ね」。普通は健常者と切断者・障害者といわれるので、どうしても障害者・切断

者の側にかわいそうっていう感じが残っちゃうんですけれど、対称・非対称っ

ていわれると対等ですよねって。どっちがいい？っていうだけの話ぐらいに

なっちゃうんですよね。そういう言葉で語れること自体がうれしいですってい

うふうに彼女はおっしゃった。そういうようなことが少しずつやられていて、

僕らの中でも今回のタイトルで「身体を拡張するものとしての義足」という言

い方をしているのは、何か補完するものから少し超えつつあって、たまたま、

そういう身体の一部がない、特殊な形をしている人に対して、実はそれを拡張

させているんじゃないかという感じが今してきているなというのが実感として

あります。 

 ごく最近のプロジェクトなのでまだ完全じゃないのですけれど、今、人に見

せないということを前提にしてもう一つ進めているプロジェクトがあります。

これが義手なんですけれども、今はもうプロトタイプの段階に入っていて。モー

ターは１個しかありません。一般的に筋電義手というのは非常に複雑なモー

ターを使って人間の手の動きを再現しようとするので、すごい高コストになる

んですけれども、これはモーター１個のいわゆるマジックハンドの構造を使っ

ているだけで、残った腕の筋肉の１カ所にフォトリフレクタを使って、マウス

なんかの光学センサーですね、それが張ってあって筋肉の伸び縮みだけを、皮

膚の伸び縮みなんですけれど、筋肉の伸びに伴う皮膚の伸び縮みを検知します。

なので、ちょっとぐっと力を入れると閉じる、ぐっと力を緩めると……、逆な
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んですけれど。実はモーターは逆方向に働いていて、ぐっと、ふだん閉じてい

て力を入れると開くようにこれはできているのですけれど、そういうつくりと

いう。 

 一般的に義手というのは実は、能動義手を使っている人というのは半分もい

ません。いない理由は、結局もう一つの手が大抵の場合使えるというのと、やっ

ぱり、ちゃんと動くものは非常に高価だし、それから簡単なものは余りにもみ

じめな形をしているので使いにくい、使いたくないというのもあって、ほとん

どの人はもう動かない本物そっくりの手をつけて、それで暮らしている。ただ

それのオルタナティブとして、すごくローコストで簡単な構造で、しかも腕の

とめ方を見ていただけるとわかるんですけれど、実はこれはソケットというそ

の人専用の部品を使っていないんですね。ある程度ルーズなままで、先端が非

常に軽いものなので、ただテーピングでとめられるような、フレームを変形さ

せてとめられるような構造を開発して。それで何でもできるわけじゃないので

すけれど、右手をサポートする手が１つあるだけで随分違いませんかというの

が今はできている。例えば、こういう作業というのは本当に彼にとっては随分

長い間、苦労をしてきた作業なのですけれど、これだと畳めるねとすごく喜ん

でくれて。 

○佐倉 この義手の指先からのフィードバックはあるんですか、つかんだとい

う。 

○山中 全くありません。 

○佐倉 全くない？ 

○山中 はい。 

○佐倉 それは大丈夫なんですか？ 

○山中 だから本当に恐ろしく簡便なものなのですけれど。逆にだから、どう

しても研究者が電動義手をつくるというと、すごいセンサーとモーターの塊が

来ちゃうんですね。それはそれで使えるんですけれど精密機械になり過ぎて一

般には使えないとか、高価過ぎて使えない。未来には多分そういうものが、我々

の周りに登場する未来は実はあるんだろうと思うんだけれど、それに対しての

オルタナティブとして現状を解決するやり方として、こういう非常に簡便なや

り方もあるんじゃないかなと。 

 実はこの人はだから、こういうことをやるのにものすごくふだんは苦労して、

口を使うしかないという状況にあります。例えば、ひもを結ぶというのも今ま



 171 

での義足だとほとんどできないことをしています。まあこんな感じで、ですね。 

○佐倉 モーターが少ないっていうことは重さも軽いということですか。 

○山中 そうですね、はい。非常に軽くて可能性があるなって、これを今、製

品化を目指して、ちょっといろんなところにアプローチを始めているところで

す。これは今、産総研と国立リハビリテーションセンターと、共同研究してお

ります。 

 こんな感じで進めていて、きょう持ってきたのは以上なのですけれど、僕ら

が進めているコンセプト全体としてもう一回話をすると、基本的に従来の身体

をもとに戻すためにマシンを使うっていうところから、ちょっと離れてみよう

かなと思ってつくっています。そういうものはもちろん、形状によってはとて

も違和感があるのですけれども、身体と調和させるデザインは可能なんじゃな

いかと思っていて。それが先ほどの高桑早生さんの走りとかが、もし何かそれ

なりに美しいものに見えるとしたら、我々が目指しているデザインの方向性と

いうのは、やっぱりそっちなんだろうなというのを考えているということです

ね。もう一つは、ものづくりの方法として、やっぱり義足・義手というのは個

人個人の切断とか症状、それから切断された足の残った形、全部違うので、普

通は１人に１つをつくることしかできないんですね。まさに、高桑早生さんの

なんかはそういうふうにしてつくっているんですけれど、そうじゃないやり方

ももしかしたらあるかもしれないというのが、義足・義手で試していることで

す。 

 これはバランスがとても難しいんですけれども、どちらも何か、ラピッドプ

ロトタイピングとかファブラボとかでいわれるような新しいものづくりの方向

が、非常に僕らがつくっていく上でも役に立っていて、従来の採算には全く乗

らないプロダクトであることは今も変わらないのですけれども、でもその採算

に乗らないからこそ国の補助金でやっているわけなのですけれども。ただ、やっ

ぱり国……。実は保険の制度にもちょっと困ったことがあって、１人１つしか

義足を認めていないんですね。そうすると今みたいに本物そっくりの義手と、

ああいう義手とを場合で使い分けたいみたいに思ったときに、両方に保険を使

わせてもらえないという現状が今もあったりして。そういうこともあって、ス

ポーツ用義足もそうなんですね。だから、日常用の普通の人の足に見せる義足

とスポーツ用義足の両方は保険では買えないという現状があって、そんな中で

どうやったらコンスタントに供給できるのかなということを悩みながら進めて
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いる状況ではあります。最近少しものづくりの方向が変わってきたので光が見

えてきているかなという感じでもあります。そんなようなことを最近は考えな

がら、義足・義手をデザインしてみております。 

 以上が私からの発表になります。 

○佐倉 はい。どうもありがとうございました。（拍手） 

 きょうは基本的にお二人から一緒にお話を伺って、その後、総合ディスカッ

ションという形式でやろうかなと思っております。おりますが、これがそっち

に届かないんですよね？ 大丈夫ですか。もし何か事実関係で一つ二つ確認と

か「これは」とかというのがあれば短いことがあれば。遠藤さんが準備をする

間、何か一つ二つあれば。はい、どうぞ。 

○鬼頭 よろしいですか。採算という話だったのですけれども、今の状態だと、

個人の負担で、例えば幾らぐらいの予算があって、そのときに補助金がどのく

らいあるからという感じなのか、大体感覚として。 

○山中 現実問題として大体数十万円はかかります。特に膝継手は高価で、膝

上切断の人で、非常に高性能で使いやすいと言われている膝継手を使うと、200

~300万の値段になってしまう場合もあります。 

○鬼頭 それは補助金があっての上ですか。 

○山中 いえ、それは補助金がなかった場合の値段ですね。補助金というか、

一応保険適用されますと、それがほとんど、１個はかなり無償に近い、ないし

は１~２割のお金で済むという。 

○中間 この義足とか義手の重さっていうのは、対称・非対称の話がありまし

たけれども、左右で同じぐらいの重さになるのですか。 

○山中 義手と義足で全然違いまして、義手の場合は軽いにこしたことはない

感じなのですけれども、義足の場合は実は左右のバランスが違い過ぎると走り

にくかったり、歩きにくかったりするんですね。筋肉がないので少し軽目には

するんですけれども、本物の足よりは大分軽いんですけれど、でも軽過ぎると

逆に歩きにくい、走りにくいというふうになるんです。 

○佐倉 はい。それでは準備ができましたもので、遠藤さんのお話を伺いたい

と思います。山中さんはこの研究会のレギュラーメンバーなのですが、遠藤さ

んはゲストスピーカーで私も初めてなのですけれども、よく知っている人もい

らっしゃるとは思いますが、自己紹介的なことも含めてお話をいただけるとあ

りがたいんですけれども。よろしくお願いいたします。 
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○遠藤 皆さん、初めまして。遠藤謙と申します。きょうはちょっとおくれて

しまって申しわけありませんでした。僕は去年の６月から正式にはソニーコン

ピューターサイエンス研究所というところでアソシエイトリサーチャーとして

研究を始めました。それまでは慶應義塾大学でロボットの研究をしていまして、

これは実は最初のスライドに、山中さんがせっかくいるので張ってみたのです

けれども、僕はロボットの研究者で…… 

○佐倉 え？ 同じところですか。 

○遠藤 同じところというよりは、僕がいたところのチームが山中さんと一緒

にロボットをつくっていて、僕はその一番下っ端みたいな感じの学生で勉強し

ていたという。 

○佐倉 近いところにいらっしゃったんですね。 

○遠藤 そうですね。結構それで昔から、2001年とか2002年ぐらいからずっ

と知っている先生です。僕はずっとロボット研究者で、基本的にはメカニカル

デザインとか制御とかメカトロニクスが専門でした。今でもそうなのですけれ

ども。それで2005年から僕はＭＩＴのバイオメカトロニクスグループというと

ころで義足の研究をして、僕と山中さんはロボットを一緒にやって２人離れ離

れになりながら別々のところで義足を始めるという、結構、因縁の仲じゃない

かなと僕は勝手に思っております。去年、僕はPh.D.を取って日本に帰ってきま

した。 

 発表を始めます。まず僕はロボット研究者だったんですけれども、今、身体

能力に関する研究をしています。人間というのは五体満足という言葉があると

思うのですけれども、その五体があって初めて満足というような考え方があり

まして、その中に筋肉であるとか骨であるとか一つ一つの要素があって、人間

というのは日常生活を、歩いたり、階段を上ったりおりたりとか、また階段だ

けではなくて、電車の上で丸っこいのをつかみながらバランスをとったりとか、

日常生活も身体能力のあるなしにかかわらず身体を使って営んでおりまして、

もし物理的に機能的に体の一部がなくなったときに、もう障害者というふうに

ランクづけされるんですね。 

 その障害者という言葉にはいろいろな人が含まれるのですけれども、彼の場

合は下腿が２足ともないというケースなのですけれども、それに対して義足と

いうテクノロジーがありまして、彼は歩いたり、階段を上ったりおりたりとか、

電車に乗ったりとか、ある程度はできるのですけれども、下腿義足というとエ
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ネルギーを20％から30％余計に使う。大腿義足だと50％以上も健常者と比べ

て余計にエネルギーを使うというような計測結果が出ているのですけれども、

義足を使うことによって体のほかの部分に負担を強いているというが現状なん

ですね。それはもうテクノロジーの限界というのもありますし、お金とコスト

に見合ったものをつくると今のところこれが、今のところのソリューションに

なってしまうというような現状です。もし見た目も足っぽくて、さらに健常者

と全く同じような足ができることがあったら、彼は恐らく障害者というふうに

カテゴライズされないんじゃないかなというふうに思うんですね。もし足が長

くて、さらに健常者よりも速く走ることができるんだったら、もしかしたら彼

は障害者じゃなくて健常者でもなくて特殊能力者みたいなカテゴリーにされる

んじゃないかなと思うんですね。なので、身体障害者というのは、身体の状態

ではなくて能力で区別されるべきじゃないかなというふうに常日ごろ思ってお

ります。なので、障害があるのは身体のほうじゃなくてテクノロジーのほうじゃ

ないかというふうに僕のアドバイザーが言っていたのですけど、まさにそのと

おりで、本当に技術力がなくて、身体が欠損しているところに当てはめる技術

がないから彼は障害者というふうに言われているんじゃないかなというふうに

考えています。 

 こういった図が……。足が長ければ速いというような単純なことじゃないん

ですけれども。オスカー・ピストリウスの走り方っていうのはものすごく健常

者に近い走り方だと言われています。それに対して右側のオリベイラというオ

スカー・ピストリウスを負かした選手は、健常者の走りとは全く異なる走り方

をしているというふうに言われているんですね。なので、２人とも義足をつけ

ているんですけれども、走り方のアプローチが全然違う。足がないことによっ

ていろいろな自由度がふえてきて、走り方に対してもいろんなアプローチが

あって、速く走るということに関して競技性がものすごく高くなっているとい

う。これはパラリンピックに、倫理的な問題はあるんですけれども、ものすご

くわくわくしてしまっているんですね。 

 僕は競技用義足ではないのですけれども、なぜこの競技用義足に触れること

があったかというと、もうほぼ５年、６年ぐらい前に北京オリンピックに出る

か出ないかと言われていたときに、彼はドイツの研究者にずるをしているとい

うふうに文句を言われて、初めはオリンピックに出られないような決断が出さ

れたんですね。それで彼のエージェントがアメリカに来て、ＭＩＴとコロラド
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大学に研究要請をして、彼の走りがずるじゃないことを証明しようというよう

な依頼が来たんですね。それで、実は軍の研究所の中で計測が行われたので、

直接は、僕は研究チームに入ることはできなかったんですけれども、すごい無

理を言ってそのチームの手伝いをさせてもらっていたんです。そこでわかった

のは、彼の走り方というのは、先ほどは健常者に近いとは言ったのですけれど

も、健常者よりも歩幅が短くて回転数がものすごく速い。蹴る力は小さいけれ

ども歩幅が小さくて回転数を上げることによって、健常者と同じような走りを

している。彼自身は、後半に力をためて後半にすごくピッチを上げてスピード

を上げているような戦略をしているというふうに口では言っているのですけれ

ども、明らかに後半のほうが速いんですよね。それは戦略的にやっているとい

う面もあるのだけれども、ストレートに入ってから速くなるという面もありま

すし、あとは筋肉の使い方が有酸素系・無酸素系とあると思うんですけれども、

彼の筋肉の使い方は有酸素系に近いので、後半疲れづらいような筋肉の使い方

をしているんじゃないかというような研究結果を出しています。なので、関節

角度ごとに運動エネルギーを見てみると、確かに彼の足首というのはかなり大

きな運動エネルギーを消費というか排出しているのだけれども、物理的なカー

ボンファイバーの板なので、それに対して彼のメタボリック・エネルギーが使

われていないというドイツ人のクレームだったのですけれども、メタボリッ

ク・コストに関しては、ほかの体の部分でより大きなエネルギーを使っている

ので、別にずるをしているとは言い切れないみたいな結論をそのときは出した

のですね。なので、僕が競技用義足に対してものすごくいいなと思っているの

は、足がない分、自由度がすごくふえて、もっと速く走れるためのオプション

がどんどんどんどんふえていくんじゃないかなというようなところに、エンジ

ニアとしてすごく興味を引かれました。 

 この次は、僕が障害者というものに対して２つの大きなアプローチをしてい

るのでそれを紹介しながら、僕の考えていることを紹介します。 

 まず初めにこの左側のロボット義足なんですけれども、まず歩行に僕は特化

して研究をしておりました。歩行というのは人間の中で座っているとか立って

いる以外の運動で、一番長くしている運動なんじゃないかなというふうに思っ

ています。僕は足の構造が人間は歩行に最適化されているなというふうに常日

ごろ思っています。なので、筋肉の使い方が一番運動として適しているのは歩

行なんじゃないかと。まずは義足云々よりも歩行に関してまずパーフェクトに



 176 

理解したいというふうに思って、筋肉の解析から始めました。 

 筋肉というのはこういう、簡単に紹介しますと筋繊維が、ファスシクル

（fascicle）があってアポニューロシス（aponeurosis）というものとテンドン

（tendon）というパッシブなもの、簡単に言うとこのファスシクルというとこ

ろが収縮してほかの部分が、パッシブにより収縮する。要は、ばね要素と筋肉

要素に分かれています。そしてこのグラフがちょっとすみません、アカデミッ

クな話になってしまうんですけれども、簡単に言うと筋肉というのは収束して

いるときにものすごいエネルギーを使う。それで伸びているときにエネルギー

を余り使わないというような性質があります。筋肉というのは全く動かない状

態で、ばねが伸び縮みして筋肉がそれだけの力を持続していて、筋肉の繊維が

全く動かない状態も、アイソメトリックという状態で、ものすごくエネルギー

状態が少ない。ばねのようにぴょんぴょんはねているときに、腱だけが伸び縮

みして筋肉が全く動かないというのがすごい理想の状態なんですね。実は歩行

というのは、そこに近い状態なんじゃないかなというようなことを考えていま

す。 

 実際に実験の計測結果なんですけれども、これですね。ちょっとこれは逆で

すね。赤い部分が筋繊維なのですけれども、ある程度まで伸びたときに筋肉の

収縮の伸び縮み、赤い線の、テンドンじゃくて、赤い部分というのは伸びてい

ないし縮んでもいないんですよね。この左側の部分のグラフでいうと。左側の

部分というのは地面に足が着いているとき。つまり力を筋肉が出しているとき

というのは、筋肉の繊維というのは伸び縮みをしていない。かわりにアキレス

腱が伸び縮みしているというような状態になります。一方でメカニカル……。

グラフは余り見なくてもいいんですけれども、人間の足首と股関節というのは、

ネットワークというのは機械エネルギーですね。要はどれだけ力を排出してい

るかという数値なのですけれども、膝というのは実はマイナスなんですよね。

余り力を出していない。難しいですね。ばねというのは縮んで伸びて、ネット

ワークというのはゼロなんですよ。同じ分押して返ってくる。同じ分だけ返っ

てくる。膝というのは押した分だけ返ってこなくて、ちょっと足りないぐらい

の排出量で、足首と股関節に関してはエネルギーを吸収した後にもっと大きな

力を排出しなければいけないというのが筋肉の使い方になります。 

 なので、歩行に関しては、筋肉が本当に動いている状態というのは、歩行の

中では股関節と足首回りにだけ筋肉が必要で膝関節には要らないんじゃないか
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ということと、あとは二関節筋という要素があるので、その筋肉が膝関節から

ほかの関節にエネルギーを移動しているんじゃないかというメカニズムを、僕

は仮説を立てて研究をしました。なので、モーターを……、モーターというか

筋肉ですね、股関節回りと足首回りに１個。膝回りは全てパッシブなもので筋

肉モデルをつくりました。 

 何でこういうことをしているかというと、いろいろな研究事例がありまして、

こういう筋配置をしてシミュレーションするという研究事例は幾らでもあるの

ですけれども、移動効率を人間ほどよくしている研究事例というのは今までに

ないんですね。なので、僕は筋肉を使うことはもう一切諦めて、ばねのような

ものを使って筋肉が全く動かないということを前提に入って、歩行シミュレー

ションをしました。 

 これの横がエネルギー使用量。縦がバイオメカニクスで、上に行けば行くほ

ど人間に近い歩行、左に行けば行くほどエネルギー使用量が低い。これがいわ

ゆるこう、カッティングエッジな研究事例だったんですけれども、僕はこの辺

でオプティミゼーションを進めることができました。歩行もスタンス制御の、

膝がちょっと曲がる部分であるとか伸びる部分であるとかっていうのもまねつ

つ、これは筋配置もちゃんとまねしているので、筋肉がどういうときにどうい

う力を排出しているかというのも、ある程度まねることができました。 

 これを僕はハードウエア……。ばねを使った理由というのは、メカニカルコ

ンポーネントに置きかえたときに簡単にまねしやすいんですよね。なので、こ

ういった、これはモーションキャッチャーのシステムで実際に足がない方に歩

いてもらって、どれぐらい回転したかというのを計測した結果、重いにもかか

わらずエネルギー使用量は減ったというような結果が出ました。これまではそ

んなに……、重たくなるということが大きな要因で、エネルギー使用量という

のは大きかったんですね。なので、モーターをつけて、ある程度軽くつくるこ

とができれば、歩行というのはより改善されるということはこれで確認されま

した。 

 これが実は僕の先生なのですけれども、デモンストレーションで２つの義足

を使って歩きます。この先生は下腿義足を両方ともの足で使っていまして、僕

らがつくったようなモーターが１個入っているような義足をつけて……。今つ

けているのはバッテリーですね。これは、本当に見た目はちょっとよくわから

ないのですけれども、地面を、さっきも言ったように歩行しているときに、足
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首というのはものすごく大きな運動エネルギーが必要になってくる。それを

モーターで置きかえて彼は歩いている状態になります。歩行といっても地面の

下っているところとか上ったりするところとか、そういった地面の形状に応じ

て必要なエネルギーというのは変わってくるんですね。それに合わせてモー

ターが動くようなコントローラーが組み込まれております。 

 今、僕はＭＩＴを卒業して帰ってきて実際に何をやっているかというと、実

際にまだＭＩＴとの共同研究というような形で、パテントの関係でまだつな

がっているのですけれども、今までアドバイザーにやろうとしていたことを却

下されていたことがあるのです。それは、今まで彼はものすごくエネルギー効

率というものをすごく重要視をしていて、エネルギー効率というのはバッテ

リーからモーターが動くまでのエネルギー効率をすごく重要視していて、ボー

ルスクリューというギアのシステムを使っていたんですね。僕はバッテリーの

容量というのは、多分これからどんどんふえるだろうと思っていて、エネルギー

効率よりも、この高さが低いほうがいいんじゃないかとずっと言っていたので

すけれども、余り受け入れてくれなかったので、今、ソニーでバジェットをあ

る程度いただいているので、それを使ってまずはこれを試しにつくってみたい

なというふうに思っています。 

 これもモーターが大きいのですけれども、ばねの要素を使ってなるべくモー

ターの小さいものを使って歩行を再現できるようなものというのを考えてやっ

ています。ほかの関節にもなるべくパッシブなものを使って……。要はモーター

を使うから重くなって歩きづらくなるという結果が出ているので、逆にパッシ

ブなもの、さっきのようなばねのようなものを使ってつくったら、歩行という

のは簡単に再現できるし義足というのも軽くできるんじゃないかというのを提

案してやっています。それをまた装具に使ってみたりとかというような、メカ

ニカル要素をなるべく少なくしつつ、歩行を再現できるような要素とは何かと

いうようなことを考えてやっています。 

 さらに今は、義足の走ることに関しても実は手をつけ始めていて、さっきの

シミュレーションは、要は人間の歩行に近づける、プラスエネルギーを減らす

という方向にオプティミゼーションは進んでいたんですね。なので、全く同じ

ようなアプローチで、ただ速く走るというふうな制限をしたらどうなるんだろ

う？ それに義足の設計パラメーターを入れたら、運動プラス、テクノロジー

の両方が最適化できるようなアカデミックな問題として提案できるんじゃない
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か、あるいは設計プロセスとして新しい提案ができるんじゃないかなというふ

うなことを今、実は自分の、計算機をぐるぐる回しながらやっています。これ

はまだまだ実験段階です。 

 次に、インド義足の話をよくするのですけれども、僕はよく途上国向けのＢ

ＯＰビジネスというような枠部組みでイベントによく呼ばれるのですけれども、

その中でやっぱり重要だなというようなことが言われているのは、今はデザイ

ンプロセスの中で、物を大量生産して売るっていうようなことが途上国の開発

には余り向いていない。逆に義足を彼らと一緒につくって、彼らのローカルな

工場とかを使って、彼らと一緒に物をつくることが彼らのスキルアップとか、

彼らの知識レベルを上げるようなアクティビティーにつながる。それで行く行

くはそれがスケールアップに大きな影響を与えるというようなことを、今、Ｂ

ＯＰビジネスの中でも言われていますけれども、僕は結構前からそれを実践し

たいと思って活動をしています。 

 その中で、１つがずっとやっているプロジェクトなんですけれども、山中さ

んの話にもあったとおり、足がないことをひた隠しにしたがる人というのは結

構多いという話だったのですけれども、実はインドってすごくそれが顕著なん

ですね。足がないイコール貧困層というような枠組みなので、足がないことが

本当に隠したい、恥ずかしいというような人がものすごく多いので、なるべく

足に似せたようなつくりにしてくれというふうに言われていました。あとはこ

ういったいろいろな設計上の機能的なものですね。これも実は、僕が言ったの

ではなくて現地の人がこういうものがあったほうがいいというようなことをし

て、一緒につくっていきました。これはただ僕がつくって「はい」ってあげる

ようなものではなくて、ローカルなクリニックの人が実際にものをつくって、

彼らの手で障害者の方に渡す。それでリハビリテーションをして、なおかつ彼

らの生活が豊かになるような、義足をつけてあげるだけじゃなくて、そのほか

の職業につけるようなアクティビティーである、そういうものに結びつけられ

ないかなというふうに考えて、今、ジャイプール・フット（Jaipur Foot）とい

うインドのＮＰＯと一緒に活動をしています。 

 これはこの前、インドに行ったときに10歳の女の子の膝につけていただいた

のですけれども、これはつけて２日目の映像です。まだまだたどたどしいんで

すけれども、実際にはこの後ものすごく歩き回ってくれます。 

 あとは、今つくっているのはオープン・イノベーション・プラットフォーム
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というふうに簡単には言っているのですけれども、途上国向けなので特に、い

つ壊れるかとか、デザインプロセスの中でどういった材料を使って、どういっ

たプロセスでつくるというのがなかなかシェアできていないんですね。インド

でつくったものがほかの国で使われるということはあるのですけれども、イン

ドでつくったものがほかの国でつくられるというようなことがなかなか起きて

いないんですね。なので、インドでつくられているものって結構簡単なものな

ので、そのプロセスだけをほかの国にコピーして現地の人がつくれれば一番ス

ケールアップに、一番、足がない人に届くようなアプローチができるんじゃな

いかっていうことを考えて、今インド向け義足に関してはデータをとっていて、

それを公開していろんなところでつくれないかなというふうに考えています。

今、声をかけていただいているのはニカラグアであるとかシエラレオネってア

フリカの国、今はタイランドとかと、最近は実はジンバブエなんていうのがい

きなり来たというようなこともあるんですけれども、そういったソーシャル、

クラウドの情報を利用して、そういうデータをシェアしながら、彼らがスキル

アップして実際に彼らの手でつくって彼らの手で配られるというような社会の

仕組みをつくっていきたいというふうに実は考えています。 

 それは結構、世の中が……。途上国に行くと、日本とかアメリカというのは、

さっきの山中さんの話とまたかぶってしまうのですけれども、オットーってい

う、要はモジュール型のものがすごい主流で、モジュール型のものっていうの

はエンドスケルトンという、パイプがあってつなぐようなシステムなんですね。

これってものすごく実は高いんですよ。最安でつくっても絶対に、下腿義足で

つくっても10万いかないぐらい、10万円ぐらいだと思ってください。10万円っ

て結構途上国ではきついですよね。だけれども途上国開発の傾向で、そういう

エンドスケルトン、要はオットーとかがつくっているようなモジュールを取り

入れるような方向に向かっているんですね、今は。それは移行期間がものすご

くきついですよね、途上国なんて特に。いきなりやられても、社会保険制度が

ない状態でそれをやられても全然ついていけないので、そのモジュールに無理

やり合わせるんじゃなく、自分たちの手でつくれるようなエンジニアリングの

スキルをつけていったら絶対に僕は社会的には大きなアクティビティーにつな

がるんじゃないかなというふうに考えてやっています。 

 あとは、リバース・イノベーションというのは、別に明示的には狙っていな

いのですけれども、結構インド向けの義足っていうのは、できは思ったよりは
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いいんですよね。なので、１本予備に持っているとか、予備用として、レジャー

用、使い捨て義足みたいな感覚で、日本とアメリカでもこういったものが扱え

るようなことができるんじゃないかというふうに考えて、今、日本でも実はい

ろんなところでやってます。 

 あとは、日本の人も実はこういうことに興味を持ってくれて、義足を使って

いる日本人の４人の人と一緒に、インドのジャイプール・フットに行ってきた

んですね。彼らが実際にインドの義足を履いて、日本の義足とインドの義足は

どこが違うのかというのを体験してもらって、じゃあ逆にインドの義足を改善

するのにはどうしたらいいかというのと、あとは日本でインド義足を普及させ

るためには何が問題かというようなことを今、実は調べてやっています。思っ

たとおり、ソケットが痛いというものでしたね。これはもう義肢装具士さんの

スキルであったりとか、マテリアルがちょっとかたかったりとか、このソケッ

トと自分の足の間につくライナーをインドでは使っていなかったりとか、いろ

んな問題があるので、その辺をクリアしながら、どうやって問題を解決していっ

たらいいかなというふうな活動をしています。ちなみにこれはさっきの山中さ

んの義足を履いていた高桑早生さんです。彼女も一緒にインドに行ってくれま

した。 

 といったような、これで20分ぐらいでまとめてきたものですけれども、僕は

ロボット技術者として、人間の足がないという状態がいかにもとどおりに戻る

か、あるいは人間の能力を超えるためには何をしたらいいかというようなこと

を、サイエンティフィックな研究をしつつ、社会的な問題で、足がない人とい

うのは途上国のほうが多い。じゃあ、こういった人たちを救うためにはどういっ

たアプローチが必要となっていくのかというのを考えながら技術開発をしてい

るというのが、僕の最近の研究活動の内容です。 

 こんな感じです。 

○佐倉 はい。ありがとうございました。（拍手） 

 それではここから１時間ぐらいありますので、フリーディスカッションにし

たいと思います。かなり重なる部分というのか共通する部分が比較的……。そ

れは別に意図的にやっていたわけではなくて、一緒にされているわけではない

んですよね。 

○遠藤 今のところは一緒にやっていないです。打ち合わせないし。もう運命

です。 
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○佐倉 あるいは何かここでちょっと聞きたいこととかはありますか。山中さ

んから遠藤さんにとか、遠藤さんから山中さんにとか。 

○山中 義手は遠藤君、初めて見たよね。 

○遠藤 義手は聞いていましたし大体……。見たのは初めてです。 

○山中 見たのは初めてですか。 

○遠藤 初めてです。この前、行きそびれて、２日に。２日に発表されたのが

これですか。 

○山中 そうですね。だから、遠藤さんがインド向けにつくっている義足と

ちょっとかぶっているところもあって。非常に高級な一人のためにつくるとい

う方向性と、汎用のものとして安価なものをつくっていくという方向性と両方

あるのかなという感じはします。産業の問題としてなのか、ものづくりの方向

の問題としてなのか。 

○遠藤 そうですね。 

○佐倉 そのあたりから議論になると思っていたのですが。したいと思うんで

すが。それはどっちかがどっちというものではなくて、やっぱり両方必要なも

のなんですかね。それともやはり汎用化してくるほうというのがやっぱりどん

どんどん…… 

○山中 だから過去はすごく丁寧につくる方向で進化してきていたし、それは

義肢装具士さんというそれ専用の人たちを育てることでもあって、そういう丁

寧に一人一人ケアしてサポートできる態勢をつくろうねっていうのが、基本的

な義足・義手の進化の方向性だったんですけれど、ここへ来てちょっと、一つ

は第三国の問題で、もう一つはものづくりの方向、遠藤さんなんかも、だから

そういう簡単なつくり方っていう研究をしているわけですよね。そういう方向

でちょっと何か違うものが見えてきたかなっていう感じではありますね。 

○遠藤 実際にタイに行ったときに、実は日本人の人が、義足を日本財団のお

金で、タイで仕事をされていたんですね。そのときに見せてもらったスライド

が、そのエンドスケルトンとイグゾスケルトン（エグゾスケルトン）という、

要は殻構造と内部構造の違いで。要は、世の中は内部構造というところに行き

たがっているんですね。それはやっぱり、数がいっぱい出て、いろいろなもの

を簡単にしたいというような話をしていたのですけれども、何かあんまりスラ

イドがなかったです。要はイグゾスケルトンのほうが、時間がものすごくかか

る。でもコストはイグゾスケルトンのほうが安いですよね。それ何でしたっけ、。
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すみません。思いつきで持ってきた割には全然わからないという……。 

 すみません。あんまりわからなかったです。ただ、簡単にいうとエンドスケ

ルトンというのは、モジュール構造をして、要はすごく簡単につくれるんです

よね。その分、ものすごく高いような。それで多分、日本も同じような経緯は

あったと思うのですけれども、イグゾスケルトンってものすごく手間暇かけて、

なるべく安くものをつくって障害者の人に渡していたというプロセスがあった

はずなんですけれども、今はモジュール構造というようなところになぜか収束

しつつあって、それに対して高くなった分は社会保険制度みたいなところで賄

いながら、なるべく義肢装具士さんとか、あとはつける人の負担を軽くするよ

うな方向には今なっているなと感じますよね。社会保険制度がどうやってフォ

ローできるかというところが、すごく今、日本でもキーなんじゃないかなと思っ

ています。１本目だったらすごく保障が手厚く、１割負担というふうに言われ

ているんですけれども、そのまま、自賠責だったら10割負担でお金が入るとい

うのですけれども、でもやっぱり２本目とかをされるときにはお金がないので、

やっぱり安いものは絶対にニーズはあるというふうに感じていますし、それが

逆に途上国に行ったら、それがない、一本目の義足でしか使えないみたいなこ

とも、いろいろな問題があって。それを結構きれいにつなげると、言い方が

ちょっと汚いかもしれないですけれども、すごくビジネスが回るんじゃないか

なとは思うんですよね。社会保険制度に頼るのではなく。そういったことも考

えています。 

○佐倉 社会保険でということは、いわばある意味で……、機能が高くなって

お金も高くなってきたのはどっちだ？ イグゾスケルトン？ 

○遠藤 エンドのほうが高い。 

○佐倉 エンドが高いの？ だとすると、そうなってきて義肢装具士さんとか

がすごく労働集約型の専門的技能が必要な、できているシステムを、社会とし

て支えているということですよね。 

○遠藤 そう思いますね。 

○佐倉 やっぱりそれが政府のお金も関わってくるし、世の中お金がかかって

きたっていうほうの話にもつながるかもしれないですね。 

○遠藤 であれば、いいと思うんです。でもやっぱりエンドスケルトンって細

くて小さいので、金属的にすごく強度の高いものじゃないと、チタンみたいな

ものを使っていくと、当然やっぱり高いです。 
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○佐倉 ところで患者さんのＱＯＬにもいいと書いてありますが、それはどこ

をどう…… 

○遠藤 ＱＯＬは、ただイグゾスケルトンというのは、ちょっと義足をつけて

取りつけの角度を変えたいっていうときに、エンドスケルトンだとねじを回す

だけで変更できる。 

○佐倉 ああ、簡単にできる。 

○遠藤 イグゾはもう一回切ってくっつけ直すっていう作業があるので、多分

そういう感じなんじゃないかなと。ほかは多分……。でもイグゾスケルトンの

ほうが足に近いからこっちのほうが好きだっていうほうがタイにはまだまだ多

かったです。 

○山中 先ほど、もとの足に戻したいという感情の話をしたんですけれども、

これは地域差もすごくあるし、それからやっぱり歴史的な流れもとてもあって、

実はだから義足が本当にちゃんとつくられ始めたのは案外最近の話で、まだま

だ世界のどこの国でも200年、300年さかのぼると、むしろ障害で手足を失っ

た人というのは、もうその段階で社会から隔絶されてしまうというのが当たり

前だったんですね。つまりキリスト教圏ではそういう人というのは罪人（つみ

びと）と同じ扱いにされてしまっていた。つまり何らかの理由で神様から罰を

与えられた人たちという状況に、もうなってしまっていた時代が結構長くて、

そこからそういう人々が、ちゃんと社会の中である程度の人権というのが認め

られるようになっていくというのは、本当にここ100年、200年の話なので。

義足が、だから一部のお金持ちが、本当に義足が、例えば騎士とか武士とかの

戦闘集団がある種の貴族である国では、大抵、手足を失ってしまう人たちとい

うのもたくさん出るわけだし。そうすると、やっぱりそれを隠すための義足と

いうのが必要になると思うんですね。そういう時代から、徐々に何か一般的な

こととしてそれが普及し、やっぱり第１次大戦がやっぱり大きな転機になって

いるんですけれども。本当にだから大量に義足がつくられるようになるのはそ

こからなんですね。だから本当に最近のことと思います。ようやくパラリンピッ

クがあんなふうに楽しまれるという世界になってきて、何か違う光が見えてき

ているかなという感じがしています。 

 我々デザイナーがその世界に触れたときに、やっぱりある種のテーマとして

は重苦しさがある。不幸になった人たちを救わなきゃいけないという観点で見

ると、重苦しさがあるテーマなんですけれども、何かそこじゃないものが逆に
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今は見えてきているなと感じていることが重要かなというふうには思っていて。

だからインドではまだまだやっぱりそこは隠さなきゃいけない世界なのかもし

れないのですけれど、ちょっとずつ何か変わってきているなという感じがして

います。それがデザイナーとしては手がかりなんですね。 

○佐倉 どうぞ。 

○中村 途上国の読み書きの研究をずっとしていて、最近デジタル化がすごい

ので、どっちかというと日本にいても同じ問題ばかりなので最近は余り途上国

に行っていないんですけれども。ＢＯＰ、プラハラードの本にもたしかもう義

足の話が書いてありましたね。 

○遠藤 はい。ジャイプール・フットって、僕もそこに行っているんですけれ

ど。 

○中村 あそことちょうど今一緒にということですね。 

◯遠藤 はい、そうです。 

◯中村 ＢＯＰは、多分かなり、ほっておいても進むような勢いが今あるなと

思っていて、今のお話なんかもすごく心強く感じたのですけれど、現地でそう

いうことをすると、私がもともと読み書きの研究をしていたということもあり

ますが、相当、情報処理がきついじゃないですか、ビジネス的な文書管理とか。

その辺に関しては、それはそれでほかの面でどなたかがやってくださっていて、

遠藤さんとしては義足のところにある意味特化して、自己組織的にほかはほか

でやってくれるからＢＯＰとしてやっていくという、そういうイメージでしょ

うか。かなりしんどいですよね、実際に。 

○遠藤 そうですね。僕はＢＯＰビジネスに関して、要はディーライトみたい

な大量生産で寄附金を集めて何とか売るというモデルは、先進国に住んでいる

人の生活を賄うために、途上国の人が結構、足を引っ張っているなんていうよ

うなビジネスモデルが結構多いと思うんですね。なので、僕はそのビジネスに

関しては、僕の人件費が介入しないようなモデル。要はローカルなアントレプ

レナーを育てて、彼らが回すようなモデルが僕は一番彼らの生活の役に立つ

なっていうふうに…… 

○中村 創始者じゃなくて、つくり手の側に…… 

○遠藤 はい。彼らにつくり手になってもらうようなアプローチで僕はやって

います。ローカル・キャパシティー・ビルディングが一番重要なんじゃないか

と。 
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○中村 その辺に関しては、例えば今、幾つも国が出てきて、国によっても状

況がいろいろですよね。例えば内戦の直後だったり、よくも悪くも政情がだらっ

としているところだったり。その辺はやっぱり、例えば、まさに義足のような

ものが一つのコアになって、そこを中心にうまく自己組織化が進むようなこと

もあるとは思うんですけれど。逆にバリアとして何を想定されていますか。つ

まり義足に関しては、ある種、キラーコンテンツとして、その分はもう責任を

持ってクオリティーをキープできると思うんですけれど、それだけで済まない

途上国もありますよね。 

○遠藤 ありますね。今、ふと思いついた一つの件は、プラハラードの書いて

いたジャイプール・フットの組織がものすごくコンサバティブで、トップがも

のすごい……。ジャイナ教というところの幹部なんですよね。だからただで配

るということに関してものすごいプライドを持っているというのが、一ついい

ことでもあるし問題点なのと、あともう一点が、自分の団体の持っている義足

の能力をちょっと過信し過ぎているなと思うんですよ。テクノロジーを理解し

ていないところがあって、そういう人たちに新しい義足をつくることに関して

理解を得るのがすごく難しい。やっぱりコストがかかる分、ただで配るんじゃ

なくて、お金の余裕がある人に関してはお金を回収したほうが組織としても運

営ができるんじゃないかというような概算もしてみたのですが、全く受け入れ

てくれなかったんですよね。そういったビジネスモデルに関した提案は全く却

下される。あとは４人連れていったじゃないですか、日本人を。４人連れていっ

たときに、僕はただインドが悪いとは言わないですけれども、いいところはい

いところ、悪いところは悪いところを評価しようと思ったんだけれども、彼ら

がやったことは、メディアをいっぱい呼んで「ほら、日本人がいっぱいインド

の義足をつけに来たでしょう」とか「インドの義足というのは日本でも受け入

れられるんだ」みたいなマスメディアの書き方をものすごくしましたね。そう

いった保守的な人たちの考え方を変えるのが一番の難題として、僕はすごく感

じています。 

○中村 そうですよね。ありがとうございます。その辺はデザイナーやエンジ

ニアがメーンでやるべき仕事じゃないと思うんですけれども。 

○遠藤 だから、ローカルアントレプレナーってキーなんじゃないかなと。イ

ントレプレナーですね、彼らに必要なのは。そういう考えでやっているんです

けれども、やっぱりまだまだインドはもう日本の企業以上にトップダウンの団
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体だなっていうふうに感じています。 

○中村 そこからＢＯＰとか言ってきているから、ちょっと混乱するんですよ

ね。日本でのイメージは、インドのケースばっかりもてはやされているんだけ

れど、ちょっとその辺がやっぱりいろんなことを考えていますね。 

○遠藤 ＢＯＰって、一くくりにしている時点でちょっと広過ぎます。あと、

途上国開発は進むという話があったのですけれども、ＯＤＡに関してはすごく

進むと思うんですけれども、道路がないところに道路ができたりとか、電気が

ないところに電気が来るというのは、黙っていてもインフラ系は進むと思うん

ですよ。でもＯＤＡの成果って過去20年を見てみると、確かに経済成長はあっ

たのですけれども、中国なんて多分政策で貧困層は減ったんですけれども、ア

フリカとかに関しては全く貧困層の割合というのは減らなかったですよね。な

ので、多分、ＯＤＡはＯＤＡで大事だという認識はあるのですけれども、それ

以外のアプローチというのは、多分ボトムアップ的な、コミュニティーに特化

した一つ一つの地道な作業なんじゃないかというふうにＭＩＴのD-Labという

団体は考えていて、僕もそれにはすごく賛同していて…… 

○中村 私もＯＤＡというよりも途上国でのビジネスは進むと予測しているの

で、そこは大丈夫だと…… 

○遠藤 はい。という認識で、僕の立場はそういった考えでやっていますとい

うことです。 

○中村 ありがとうございました。あと１つ。山中さんが先ほどおっしゃった、

日常生活のほうは隠すけれども、スポーツは今言ったような展開になるという

ことで、これもエンジニア・デザイナーが音頭を取ることじゃないとは思うん

ですが、もしかしたら既に例えば演劇なんかのほうからこういう話題を実際に

舞台でやるなんてアプローチはないのでしょうか。 

○山中 ファッションは、うん……。 

○中村 テレビじゃなくて舞台が、相当インパクトがあると思うんですよね、

そういう役者さんにとっても。 

○山中 役者さんもいるんですよ。実際、女性が。日本の役者さんで、義足の

先端が完全に球体なんですね。その役者さんも、やっぱりそのことによって新

しい動きが手に入るので、それはそれで一つの活動の……、ダンサーなんです

けれど。 

○中村 ダンサーはよく聞きますよね。 
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○山中 そうそう。そういう非常に重要な活動をしているんですけれど、ちょっ

と今すぐには思い出せない。 

○中村 いえいえ、別に私は演劇が専門じゃないですけれど。 

○山中 確かに、そういう動きはあります。 

○中村 うん。それはそれですごく次元がまた広がっておもしろそうだなと思

うんですけれど。 

○鬼頭 いいですか。大変興味深くいろいろ伺ったんですけれども、私はやっ

ぱりスポーツ義足の新しいそういうファッションというか、対称と非対称みた

いな、要するに障害をそういうようなことで捉えたということが、新たに変わっ

てくるという点が非常におもしろいと思いました。その辺のことに関して、先

ほど伺ったように、やっぱり時期というか、本人が喪失感から脱却していくよ

うなそういうプロセスということが、一つはこういう技術が非常にかなり一般

的に外に出ることによって、そういうものが変わっているというか、要するに

時期が短縮されるというか、要するに納得のプロセスみたいなところにスピー

ドアップしていく可能性というのがあるのか、それとはやっぱり喪失感という

のはまた別のものだというふうに考えるのか。その辺はどうなのかなというと

ころが一つ。そういう意味では非常に可能性があるという感じがするのですけ

れども、やっぱり技術自体が、そういう時間の中でやっぱり考えていくという

ことになるのかなという、そんなことなのですかね。 

○山中 まさにその可能性を感じて、我々が何かデザインしたり新しいものを

つくったり、そういうアクティブな行動を通じて、彼女・彼らが立ち直ってい

く、あるいは社会に普通に活動的になっていくのに役に立つと信じてはやって

いるのですけれども。現実にスポーツをさせること自体はそういうふうに機能

しているんですね、はっきりと。それは日本で臼井二美男さんが、本当に80年

ごろにスポーツを始めたときには、スポーツをさせようとしたときには、義肢

装具士の人たちはみんな反対したんです。けがをするからやめておけ。あとは

義足を壊すからやめてとけと。たった１個しかない義足を壊したときに翌日か

らもう活動できなくなるのを、どう責任をとれるんだというような話で。だか

らすごく反対されたんですけれど。海外では走っている事例があって、日本で

は走っている人がまるでいなかったころの話ですけれど。でも実際にやってみ

ると、その人は泣いて喜ぶ。これだけ走れるということが10年ぶりにできた。

その人たちが積極的にかかわるようになってきて、今そういうヘルスエンジェ
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ルスというチームをつくって、みんなでスポーツをして新しい人にスポーツを

やらない？と呼びかけてというのを、数百人規模ですけれど、ようやく普通に

なってきて、やっとそれが、人々が立ち直っていくプロセスで重要だねってい

う認識が、義足の世界でも普通になったという状況です。だからとても時間は

かかるんですよ、新しい……。それで僕らが最近、義足をデザインするって大

事じゃないですかっていうことに対しても、ユーザーはすごく簡単に受け入れ

るんですね。「そうだよ」って。俺たちの義足は格好いいって言える。でも義肢

装具士さんは簡単には受け入れない。その手間を誰がかけるんだっていう話。

そのコストを誰が払うんだという話。それがコンスタントに、あなたたちはそ

うやってデザイナーが来て、ちょっとやってみていいねって言うけれども、そ

れはどうやって社会化するつもりなんだって。あなた一人のデザインを、ここ

にいる数名のデザイナーがそれをやる意味は何なんだみたいなことで、すぐに

突き当たる。まさに突き当たってはいるんですけれども。でもちょっとずつは

開けているなという感触はあって、それはやっぱり、どっちかというと、周り

の人の目が変わることは大きいですね。だからそういうものを見ることによっ

て、それがあるのが当たり前だと思う人たちがいると、徐々に変わっていけて

いるなという感じはします。まだ、おっしゃったように「実際どうですか、手

応えは？」といえば、手応えはあるのですけれどできてはいない。 

○鬼頭 それは重要なところだし、そういう意味ではやっぱり今までが、そう

いう障害というようなことの概念を、概念自体をかなり根本的に変えていくと

いうようなことがあれば、それもやっぱり一つの可能性になると思うんですけ

れどね。 

 あとは先ほどの特殊能力者っていう話にかかわるんですけれども、スポーツ

というところで、パラリンピックというところで、先ほどもずるをしているか

ずるをしていないかって、私もその辺のところはよくわかりませんが、要する

にテクノロジーと人間の身体能力との関係というのは、どういうふうに考えて

いくのかということですね。ある意味では特殊能力みたいなものをもっと高め

ようとすれば、テクノロジーでもっとサポートして、極端な話、人間が走るよ

りももっとスポーツ義足によってより速く走ってしまうというふうなことも、

追求しようと思えば追求できるわけですよね。だからそれを追求するというこ

との意味というというのはまたちょっと変わってきてしまうということもある

し、だからそういう意味で、パラリンピックのほうで、例えばある種の基準を
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設けて、人間の身体能力の可能性みたいなものと、テクノロジーの可能性とど

こで線を引くかという感じ。これはだから普通のオリンピックでもあるわけで

すよね。今いろんなケースがあって、どこまでが人間の能力なのか。だから場

合によってはもっと人間がテクノロジーによってもっと違うことができてしま

うといったときに、我々がそういうような人間の能力というか、例えばオリン

ピックというのをどう考えるかということと、かなり似ているけれどもでも、

でも何か根本的にその辺の考え方が違うような部分があるような感じもするの

ですけれども。その辺とかはどういった……。 

○山中 まさにそこはすごく本格的な議論が必要な部分だと思うんですけれど。

そもそもスポーツとは何かというお話をしていったときに、同等の人たちが競

わないと競えないから体重制があったり、男女別があったり、ジュニアがあっ

たりするわけですよね。それをある程度セクション分けすることで競技として

成立させるっていうのはもう行われていて、それからテクノロジーとしても、

例えばある特殊な水着がばっと出てくるとそれに対して「どうするよ？」とい

う話になるときに、やっぱり機会同相性というのは重要視されていて。だから

そこのメーカーしかつくれないという状況はやっぱりまずくない？っていうよ

うな話が出てくるわけですね。そういういろんな尺度……。だけど我々はもう

裸足で走ろうとする人はほとんどいなくて、高性能な靴自体は受け入れている

わけですよね。だから高性能な靴を受け入れているということは義足を受け入

れたっておかしくはない話ではあります。そうすると、何をもって我々は平等

とし、何をもってスポーツが成立すると見ているかという根本的な問題に戻っ

てくると思います。それがだから、もともとのスポーツは健全な肉体というの

をベストにしていたから、けがをしちゃうと無理よねっていうので終わりだっ

たのですけれど、そうじゃない考え方もあり得るんじゃないかということに

なってきたときに、体重制や男女別と同じように身体障害を持っている人も一

般的なスポーツの枠組みの中でのカテゴライズにすべきなんじゃないか。つま

り、パラリンピックという存在そのものがおかしくて、オリンピックの中の一

種目としてそういうカテゴリーの人たちが自然に入るべきなんじゃないかって

いう思想もあります。 

○鬼頭 その辺がどこに行くのかなと思いながら聞いているんですね。全くね、

義足をつけた人と一般の人が一緒に走ってもいいという感じはするけれども、

多分やっぱり普通の人のほうが速いわけですね、現実的には、どうやったって。 
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○山中 そうなんです。今はね。 

○鬼頭 そうなるとやっぱりそこである人がやっぱり、ハンデではないけれど

も、要するにセクションで分けて、どういう要件の人という形で分けるのであ

れば、別にパラリンピックというような形にする必要は全くなくなるので…… 

○山中 なくなるというのは一つの理想として、やっぱりこれは義足の人たち

の間でも語られています。もう一つは、それでも例えばオスカー・ピストリウ

スが負けたときに、ブラジルの選手の義足はちょっと長過ぎるんじゃないかと

クレームをつけた。これはもろ刃の剣のことなので、そもそも義足の正しい長

さって何？という部分はあって。それを厳密に規定しようとしてはいるんです。

だから体のほかの部分から推定してこのぐらいの長さが適切なんじゃないかと

いうのを決定しようとはしているのですけれども、逆に長いのもありっていう

競技の設計の仕方もあるかもしれなくて。もとに戻すっていう部分でそれが正

しいとする根拠も、ないといえばないんですよね。 

○鬼頭 さっきの遠藤さんの、特殊能力者っていうような…… 

○山中 だから両足がない人だけが戦うんだったらそこでもう本当に、平等の

機会さえあれば、みんな長いのをつけて走ってもいいわけですよ。そこら辺も

だからスポーツって何？ということと、身体って何？ 健全って何？ フェ

アって何？っていうのを真っ当にもう一回議論をしないと答えが出てこないな

というふうに思っています。 

○中村 そうなるといずれ義足で棒高跳びみたいな話になってくると。 

○山中 そうですよね。棒を使っているじゃない、そもそも（笑）。だから義足

が長くたっていいでしょうみたいなことを言うと、わけがわからなくなります

よね。 

○中村 今は走っているだけだけれど、ほかの競技に義足の人が進出するって

いうのはアイデアとしては当然…… 

○山中 あります。 

○遠藤 僕のＭＩＴの先生はロッククライマーなんですよ。足を切った後のほ

うが、タイムが伸びたという。よくよく考えてみると、足の部分の体が軽くなっ

て腕の力で登りやすい上に、壁をつかむための足の形というのを自分でデザイ

ンできるんですよね。結構長くできるからいいみたいな。登り切れなかった壁

が登り切れたみたいなことも多いです。 

○中村 今のお話を聞いているとつい思ってしまうのが、難読症・失読症って
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今は病気ということになっているんだけれど、たまたま最近まで主流だった道

具に人間が適応できない人が病気ってことになっていたけれど、これはニュー

ロン・リサイクリングとか、いろいろ神経科学者がいろんな仮説を出している

けれど、デジタルでネットワーク化が進んでいくと身体の一番重要なものの一

つの、脳のほうでも同じ議論が幾らでもできるし、ある意味ネットワークでは

芸術が先を行っているわけですよね。 

○山中 最近は難読症で活躍している人が多いですよね。 

○中村 そう。何か有名人で実はそうだったっていう人が…… 

○山中 俳優さんとか多いですね。 

○中村 そう。それもあって、特に難読症はわかりやすいんです。 

○佐倉 今、脳の話が出ましたけれど、遠藤さんは副題で「Body Hack」と書

かれていますけれど、あんまりそれに関してはお話の中では出てこなかったよ

うに思うのですが、その辺は。 

○遠藤 きょうはいろいろな思いがあって、ＣＳＬの中で自分の研究テーマを

英語でタイトルをつけるんですね。僕の中ではバイオメカトロニクスみたいな

テーマをつけるという方針もあったのですけれど、Hackというような言葉を体

に、要は障害者に使うことに対して、よろしくないというか不適切って思う人

も結構多いんですよね。それをあえてHackっていう言葉を身体に使うことに

よって、体をいじるというのは健常者・障害者にかかわらず、これからテクノ

ロジーとしてすごいわくわくするものなんだよということを掲げたいために

使った言葉です。もう障害者とか健常者とかが多分なくなってくるんじゃない

かなと思っているんです。さっきのパラリンピックの話ですけれど、僕はもう

４年、５年前の北京オリンピックのときから、オスカー・ピストリウスはオリ

ンピックには出るべきじゃないと僕はずっと思っているんですね。やっぱりず

るいなと思うんです。ずるいというのは別にアンフェアだというわけじゃなく

て……。やっぱりアンフェアなんですね。義足をつけたほうが僕は速くなって

いるなと、見ていて思ったんですよ。走り方が全然違うし、競技として全然違

うことをしているというので。今、世論が障害者なのだから出てあげなよみた

いな感覚で多分見ていると思うんですけれど、でもこれからパラリンピックは

速くなるっていうこともあり得るし・きょうも実はＣＳＬでも、オープンハウ

スで何を話すかっていう話をしたときにすごく突っ込まれたのは、パラリン

ピックの競技ってどういう方向に向かっていくかというのを、ちゃんと考えて
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みたらどうかみたいな話をしたときに、やっぱりパラリンピックというのはテ

クノロジーありきの競技になるんじゃないかなと僕は思うんですよ。Ｆ１みた

いな感じですよね。ある程度のレギュレーションは競技人口が多いほうに持っ

ていきつつ、テクノロジーの制限もありながら、テクノロジーと人のチームで

すよね。チームとしての競技になっていったらすごく楽しいなと僕は思います。

佐藤琢磨が乗っていた車にミハエル・シューマッハが乗ったら多分だめ。要は

車と人間の相性ってあるじゃないですか。フェラーリ全盛期の車に佐藤琢磨が

乗ったとしても多分勝てないですよね。シューマッハが乗ったから勝てたみた

いな。身体と機械の融合ですよね、まさに。そういったチームで競技っていう

のはあり得るんじゃないかなというふうに僕は思っています。 

○佐倉 人馬一体なんて言葉もありますよね。人と馬が一体となる人馬一体の

競技っていったら、昔はそういう言葉があったのが、それが今は車になり人工

物になり、と。 

○遠藤 おもしろいですよね。 

○佐倉 その辺はいかがですか、山中さん。 

○山中 遠藤さんが今おっしゃった方向と基本的には同じことを思っていて、

まさに今はピストリウスを、認めることがすばらしいって素直にみんな言って

いるけれど、ピストリウスが世界記録を出したときに本当に認めるのかな、み

んな？というのはやっぱり気になりますよね。そういう何か根本的な問題をは

らんでいるので、徐々にはそれが明らかになっていくんだとは思うのですけれ

ど、マシンでエンハンスされた人間というのは、確実にスポーツそのものの枠

組みをいろいろ壊し始める状況には確実になっていると思って。そこにそれと

連動した話であることは確かなのでしょうね。 

○中村 山中さんのきょうのお話しいただいた新聞に出ていた記事と、先ほど

のスライドもちょっと関係するんですけれど、ご自身で手を使ってデザインす

るのは、何かアナログなプロセスに見えるんですけれど、それは絶対的に重要

なのでしょうか。それとももういろんなアーティファクトを使ってインダク

ションしているという意味では、なれちゃえば同じになるのか。 

○山中 そこは全く別な、人間がだからそもそも絵を描くってどういうことみ

たいな話に直接絡んでいくお話だと思うんですけれど。僕の感覚の中ではス

ケッチというのは紙が思考の一部なんですよね。自分の頭の中でもやもやして

いるものを一回描いてみる。それを目で見て再入力するわけですよね。そのプ
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ロセスを回すことでデザインしているので、その中で意外に重要なのはビジュ

アルに置くときの身体性だったりするんです。手を動かすことで、何か自分の

アイデアというのがドライブする瞬間というのがあって、それはだからもっと

手を使わないですぱっと出せるようになったら高速に回転するかっていうと、

もしかしたら違うかなって感じている部分っていうのは存在していて、そこは

やっぱり、人間って身体を使うときって違う脳の使い方をした気分になるよ

ねっていうのは、すごく大事な部分だとは思っています。 

○中村 少なくともこれから10年、20年は絶対にそうだっていう感じなんです

か。 

○山中 そういう感じはしますね。 

○遠藤 僕もデザイナーというのはおこがましいんですけれど、これってすご

いスケッチをするんですよ。いきなりこれを描けって言われても絶対に多分で

きない……、できる人がいるのかなっていうぐらい。メカニカルな構造とか、

結構複雑なんですけれども、これをいきなり３Ｄとか２次元のCADでも描けっ

て言われて描ける人はいないんじゃないかなと思うんですけれども。 

○中村 その場合はもう手で？ 

○遠藤 手のほうがかなり早いですよね。CADでやるとこれは３次元CADなん

で、描いて押し出して描いて押し出してってやっている…… 

○中村 途中からはそうなんでしょうね。 

○遠藤 なるけれども、ある程度の形は決まらないと３ＤCADには行けない気

がしますね、僕の場合は。 

○中村 よくわからないけれど、でもＭＩＴの同級生なんかには、手も使える

けれどブレイン・マシン・インタフェースのほうに俺は行くぞ、なんてやって

いる人がやっぱりいるわけなんですよね。よくわからないですけれど。 

○遠藤 ええ。どうなんでしょう。いや、でもＭＩＴもちゃんと描きますよ。

意外にアナログな人も多いですよ。 

○佐倉 民族学者の梅棹忠夫が知らない民族にフィールドワークに行って、何

かいろんなわけのわかんない日常の、これは何に使うんだろうっていうのを知

るときに、丁寧にスケッチするのが一番いいって言っていましたね。丁寧にス

ケッチをしていると…… 

○遠藤 コミュニケーションツールとしての？ 

○佐倉 違う違う。その機能を知るために。このわけのわからない形をした道
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具を彼らはどういうふうに使っている、何のためにあるのかっていうのを自分

が知るためには、その道具を丁寧に描いていると「ああ、これはこういうふう

に使うんだ」って。 

○遠藤 観察するっていう意味で？ 

○佐倉 ただ見るだけじゃなくて、それをきちんと描くことが…… 

○中村 ちょっと違うし、多分、間違っているけれど、白川静が昔の字を書い

ているとかあんな感じ？ いや、わからない、僕。ひたすら写していたでしょ

う、あの人も。 

○山中 実際、絵を描くというのは、実は見えているものをまんま写したんだ

とうまく描けなくて、どういう仕組みになっているんだろうというのを知って、

ここのこの線とこの線が向こう側でつながっているんだって思いながら描くと

まともに描けるので、それをただ手前の形だけを例えばまねしていると、この

線とこの線が向こうでつながっているんだということに気がつかないままに描

くとこういう絵になっちゃって、何かおかしなものになってしまう。それを自

覚することがすごく絵をうまく描くというか、ちゃんと理解することになるの

で。それはだから、絵を描くというプロセスが実は、見たものをよく見る効果

もあるんですけれど、それ以上に、一度頭の中に入れて情報としてアウトプッ

トすることにすごく意味があるなと思っていて。つまり理解の度合いがそのま

まここに出てくるみたいな。それで理解できていないものはやっぱりちゃんと

描けないんです。何でこことこのラインは、よく見ると向こう側でこれはつな

がっているんじゃないかって気がつくことによってまともな絵が描けて、しか

も構造の存在に気がつく。 

○中村 やっぱり深いんですね。 

○山中 そうですね。そこはだからとても重要な絵を描くときのプロセスなの

で、単純に写真を撮るのとはそこが根本的に違っていて。写真を幾ら見てもこ

れとこれはつながっているよねっていうことに気がつかないとかっていうこと

にずっとなるんだけれど、絵を描いたら一発で気がつくという、そういう差は

歴然とあると思いますね。 

○中間 きょうの対象になっている義足とか義手が、身体の欠損であり、パラ

リンピックのスポーツっていう領域だったわけですけれども、そういう中から

人体の形の復元から離れるって山中さんはおっしゃっていて、それは遠藤さん

も同じような……。その次にあるのが機能の復元であり機能の拡張でありって
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いうふうなわけですけれども、その先に行くと今度は機能じゃなくて人間の拡

張みたいな話になることが考えられるのかなと。そうしたときに、先日、遠藤

さんもプレゼンをしていたメディアラボの考えにつながると思うんですけれど、

明らかにもうテクノロジーは人間を上回るぞというトーンで語られていた印象

を持っています。一方で今みたいにやっぱり身体を動かすことによっての人間

らしさみたいなもののところが出てくるところがあるという中で、人間の拡張

というのと技術をどう考えていったらいいんだろうなというところで、お考え

を聞ければなと思います。 

○山中 手で描いて、自分が描いた気になれるっていうのはどういうこと？っ

ていうことを考えると、つまり手が自分に所属しているっていうことを意識し

ているわけですよね。これは自由になるものだとみんな思っている。その感触

をテクノロジーでどこまで拡張できるかというのが鍵かなと思っていて。自転

車なんかは、もうかなりそういうものになってきていますよね。全然、ローテ

クなものでも。パソコンもマウスを使いなれた人にとっては、これも多分、指

なんですけれど、ここにあるカーソルの指なんですけれど。そういうふうになっ

たときに、どれが自分の身体の一部だと感じられ続けるかっていうのが、重要

なのかなとは思っていますね。だから身体をコントロールするっていうのは、

マウスで絵を描いてもいいんじゃないかと思うけれども、マウスで絵を描いた

途端にまだ何かしっくりこないのは多分、だからテクノロジー的にコントロー

ル感が足りないんだと思う。完全なフィードバックが我々の手元に来ていない

こととか、触覚がないこととか、いろんな意味でまだ自分の体の一部だってい

う所属感を得るほど明快な所属感が足りないんだなっていうふうには思うんで

すよね。それはでも所属感の問題でしかないかなって。だから鉛筆の先が指先

より不便だって思う人はもういないですよね、例えばね。だからそういうこと

かなと思います。 

○中村 身障者の人によっては、パラリンピックみたいなものとかＢＭＩが進

んで、私は手が不自由だけどインターアクションさえもっと解像度を上げてい

けば同じパフォーマンスっていうオプションが広がるっていうのは、いいこと

では。 

○山中 それは十分考えられるし、先ほどおっしゃった質問からいうと、だか

ら、それは今、僕がスケッチを紙に描くほうがパソコンでやるよりもいいのは、

単純にこっちの技術が洗練されていないからでしかなくて、十分に洗練されれ
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ば鉛筆の先になるんだろうなと僕は思いますね。 

○中村 今、季節柄、入試の監督をするたびに、携帯電話の電源を切ってとか

ものすごくうるさく言って、彼らはずっともうあの環境で育っているのに、試

験の間だけ紙と鉛筆に戻して何かを僕らははかっているんですよね。あれは何

をはかっているんだろうなとよく思うんですよね。大学の教育って何よって話

で。 

○山中 そろそろネットワークから切り離すっていうことの意味を真剣に考え

なきゃいけなくなったことは確かですね。 

○中村 あの緊張感が一番高まる瞬間なんですよね。 

○山中 ネットワークから切り離した人間の能力をはかるということをして、

本当に正しくはかっているのかなというのは思いますよね。 

○中村 それはさっきの、途上国で余り読み書きになれていない人が、我々は

図書館があったり子供のころからそういうのをストックとして持っているから

そういうのもいいけれど、もともと図書館もないし学校もないようなところで、

ビジネス環境としては世界で競争しますよね。ある種、携帯を持ったネットワー

クのインテリジェンスをもって、ＢＯＰに参入するっていうことは、我々から

の逸脱として見るんじゃなくて、かなり違うモードになりそうだなっていうの

が、さっき言いたかったこととちょっと別の言い方で。 

○遠藤 でも途上国の人って意外にパソコンを飛ばして携帯は結構簡単に受け

入れているんですね。 

○中村 そうなんですよね。 

○遠藤 結構、日本に近い状態に。日本もだって、産業革命の、要は、蒸気機

関は余り……。あったにもかかわらず日本が経済発展をしたのはそういうもの

が一回崩壊して、石油のエネルギーが主流になったからで、イギリスが失敗し

たのはそこですよね。昔のものを引っ張って経済成長がおくれてしまったって

いうところなんですよね。だから新しいものに適応しやすいというのは、今は

何もない状態なんじゃないかなとも思うんですよね。 

○中村 そうなんですよ。ただその向こうでインスティテューションみたいな、

性能的な議論を始めると、やっぱり民主主義をゼロからつくった国のほうが、

途中から受け入れた日本よりも深くわかっているみたいな議論も、また一方の

社会科学系ではあるんですよね。だから途上国で何が起こるかというのは、本

当に僕もすごい興味があるというか。 
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○遠藤 赤ちゃんだって簡単にアイフォン（iPhone）使っていますよね。 

○中村 抵抗ないですからね。 

○遠藤 僕も、今スライドを探してなかったんですけれど、山中さんが言って

いたこととすごく似たようなことをスライドにしたものがあって、シームレス

ネスという言葉があるんですね。それは脳から信号がオブジェクトをされると

きに、どこまでが身体かっていうときに、シームレスなものができたら、身体

に一番近い状態で物を使えるっていう状態なんですよね。それはもう携帯を

使って何かを使っているときに、情報があたかも脳の一部であるように伝える

かと思えば、例えば脳梗塞で手足が不自由になったらこれはもう身体とは思え

ないようになったりとかってありますよね。本当に全部を感じているのって脳

じゃないですか。だから、これも実は自分か？と言われると自分じゃないと言っ

ても正しいといえば正しいんですよね。だから自分の体を切ってどこまでが人

間かという話もよくありますよね。じゃあそれに対して人工物というのは、実

はもしかしたら手とあんまり変わらないんじゃないかなと思ってしまうんです

よ。 

○中間 それは遠藤さんが、足がないことによる自由の獲得みたいな話をされ

ていたと思うんですけれども、結構それってそうなるとやっぱり、人体という

のが制約条件に、人体があるというのが制約条件になっていて、なければやれ

ることがもっとあるのにっていうような発想ができてきちゃうような、そんな

感じですよね。 

○遠藤 できちゃうかもしれないです。はい。そしたら僕は足を切ってもいい

と思うけれど。足を切ろうかなと思って（笑）。でもそれぐらいのものは、やっ

ぱりエンジニアなので…… 

○中間 まさにそういうことですよね。 

○遠藤 はい。倫理的なものはあるとは思うんですけれども、僕はやっぱりそ

れぐらいのものをつくったらいいかなと思ってしまいます。 

○中村 それでいくとチューリングテストって相変わらず、読み書きできない。

もうちょっと感覚的なチューリングテストが必要かもしれない。 

○遠藤 やっぱり難しいですね、やっぱり。 

○山中 いや、逆に……。僕が間違ったことを言うと生物系の先生に訂正して

ほしいことでもあるのですけれど、つまりもともと生物って必ずしも身体を閉

じていないと思うんですね。つまり原子生物のレベルになると。むしろ周辺と
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のネットワークは自然に開放されている状況だった生物が高度化していくとき

に閉じていったということですね。逆に、ミトコンドリアとかいろんな生物の

セットを一塊にして膜で覆って閉じていくことで、その中でのネットワークを

恐ろしく洗練させるというふうにつくってきたものだと思うんですよね。その

頂点にいるのは高度な生物と言われるやつで、だから皮膚とは限らないんです

けれど基本的には内部と外部というのはすごく厳密に分けていて、内部のネッ

トワークは徹底的に洗練させる。外部はそこから外とのインターフェースをむ

しろできる限り少なくするという方向で生物って進化してきているなと思って

いて。やっぱりここへきて、だからネットワークの存在が非常に重要なのは、

外部ネットワークのほうが我々の身体ネットワークより洗練されてきたときに

は、それは捨てなきゃいけなくなるんじゃないかなということだと思うんです

よね。 

○遠藤 なるほど。おもしろいですね。 

○佐倉 もともと生き物、個体というのはそんなに生物の進化の歴史でいうと

長いものじゃないです。我々がこうだから個体が生物の単位みたいに思うけれ

ども、竹やぶっていうのは全部遺伝的に見たら個体だし、バナナは全部挿し木

でいっているので、動物の感覚からいったら世界中のバナナは全部１個体なん

ですよね。個体っていう概念は、生物というか生命体の中では非常に特殊なも

ので、あんまり普遍的な概念ではないので、逆に個体性を発達させる、人間を

頂点とするこういう進化のほうでは今、山中さんがおっしゃったようにすごく

こうなったみたいなもので、逆にアリなんていうのは、一つ一つの個体はすご

く単純ですけれどコロニーをつくることによって、遺伝的には何が個体かって

いう話になるんですけれども、あのコロニーはすごく高度なネットワークで

あって、半外部・半内部みたいな、あれほどすごいことをやっているんですね。

超個体、スーパーオーガニズムなんて言い方をしますけれども。そうすると今

度は人間の個体がアリの個体みたいになったときに、アリのコロニーに相当す

るものができてくるとするとどんなものになるのかっていうのは、例えば…… 

○遠藤 いわゆる集合知って言われる… 

○佐倉 みたいな話はありますけれども、ただ一方で問題なのは内部のネット

ワークとおっしゃいましたけれども、人間の感覚ってものすごく身体という制

約、人体に制約されていて、それに合わせてチューンアップして進化してきて

いますよね。ファントムリムってあるような。結構、脳のかなり深いところに
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ひょっとすると身体イメージみたいなものがインプリントされている可能もな

くはなくて。そうするとちょっとトレーニングをして、この辺まではいけるか

もしれないけれど、せいぜいマッキントッシュぐらいで、そういう情報までは

鉛筆の先にはならない可能性もあるかもしれないしっていうような。 

○山中 ちょっと同じような研究があって、先ほどの義手なんですけれど、腕

を切断した人っていわゆる幻肢っていう、手があるような感じがするっていう

のがずっと残っている人が多いんですけれど、だんだん短くはなってしまうん

ですね。やっぱり生活の中で届かないから、手があるような感じっていう……、

僕らが被験者になってもらった人も幻肢って、指はまだ残っているような感

触っていうのがずっと筋肉を動かすと残っていて、自分の指が動いているよう

な気がするんだけれど見るとないっていう状況にはなっているんですけれど。

それで、どこにありますか？っていうと切れた先に指がついていると、そうい

う感触が目をつぶっているとするんだっていう話で。それで、あの義手をつけ

てもらってしばらく使ってもらうと、ちょっと伸びるんですよ。ここまでは行

かないんだけれど、この辺にある気がするみたいな。それを全部覆って指先だ

け残して、あとは全部見えないようにして指先だけでやっていると結構伸びて

きたねみたいな、何かそういうことが。そこにメカがあるというのを見ちゃう

とまだこの辺とか。 

○遠藤 外部モデルのリコンストラクションっていうのがやっぱり近い現象で

すけれども。 

○山中 結構、隠しちゃうと指先だけ見えているほうがここまで来た感じがす

る。じゃあデザインってしないほうがいいのかなとかいうのは、それはただ悩

みでもあるんですけれども（笑）。そういう幻肢が伸びたり縮んだりするってい

う現象は、最近の研究としてはあって、それはすごい、何か我々の身体感覚っ

ていうのは何かっていうのを考える手がかりかもしれないなと思っていて。 

○中村 健常者ってすごく幅があるでしょう、実は。ものすごいアスリートで

たまたまけがしちゃった人と、運動しなかった人がそれをきっかけにリハビリ

で運動に目覚めちゃう場合って。 

○遠藤 そうかもしれないですね。 

○中村 私は趣味で武道を15年ぐらいやっていますけれど身体感覚がどんどん

変わってきますし、それを言葉にしたら先生・師匠が言っていることってほと

んど変わらないんですよ。だから「この感じ」とか、ほとんどもう感覚の世界
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だから。ああ、今のですか？みたいな。はたから見ているとよくわからないん

ですけれど。重心の位置を最初はセンチ単位で動かしているのがミリとか、も

う上のほうに行くと何をやっているかわからないんですけれど。そのときは

やっぱり脳も当然対応して進んでいると思います。相当可塑性があるんだなっ

ていうのが、健常者の…… 

○山中 だから今おっしゃったようにブループリントとしてあるのか、経験の

中で身体というのを見つけているんだったら全然違う身体、初めから与えられ

たものと違う身体を自然に受け入れるのかっていうのは、まあ研究…… 

○佐倉 子供のときからアイパッド（iPad）を使っているともうこういうもの

だと思って。理研の脳科学者の入來篤史さんが猿を使ってこういうのをやらせ

ると、ここが動いたときに発火する部分というのもありますね。道具を使って

覚えさせると、これを使ったときに手の部分が発火する。それである程度、猿

も習熟すると、彼はこの道具の先を自分の指先にもなっているんだっていう、

そっちのいわゆるブループリントが変わっているんだっていう。 

○遠藤 何か、何週間かかかるんですね。 

○山中 指先が伸びるように。 

○佐倉 そうそう。ちゃんと変わる。まさに鉛筆の先が指先と同じようになっ

てくる。サルのレベルでも。 

○山中 可塑性に、そこに限界があるかっていうね。 

○佐倉 あるかないかっていう話ですね。 

○遠藤 でも人間のやっぱりすごいところは、一回学んだ内部モデルを流用で

きるっていうところだと思うんですよね。子供のときはそれが当たり前だと

思って、学びがすごく早いじゃないですか。僕らは多分、そんなに早い学びは

できないと思うんですけれども、恐らくでも義足をつけたとしても、走ったと

しても今まで走ったような脳のハッカーレベル、ハッカーパターンに近い状態

で走るんじゃないかなと思うんですよ。でもそれはやっぱり脳の内部モデルで

それを流用して、初めは転ぶかもしれないけれどもその誤差をフィードバック

で探してみたいなことを繰り返して走るようなのは、多分どこまでいけるかっ

ていうのは、多分、僕は本当に義足に関してもそうだけれど、シームレスに、

いかに身体に不快な感覚を与えないで身体につけられるかどうかっていうとこ

ろにくるんじゃないかなと思うんですけれど。それは必ずしも身体に近くなく

てもいいと思うんですけれど。ゲームをしていて、すごいゲームのキャラクター
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になり切れるぐらい、ゲームのコントローラーをものすごく扱えるようになる

感覚ってあるじゃないですか。あれってやっぱりそういう一例だと思うんです。

義足で身体にならない今の問題で一番大きいのってソケットですものね。そこ

が痛いとかそういうところを何かなくしていったら、ものすごく身体に近いも

のってできるのかなって僕は思っています。 

○佐倉 ほかにいかがでしょうか。何か違うことでもいいですよ。 

○吉本 ありがとうございます。ちょっと趣旨が違う質問なのかもしれないで

すけれども、我々は製造業なものだからちょっと何か違うと思うんですけれど

も。例えば今、製造業では自動化みたいなことが、トレンドとして進んでいま

して、その中でロボットみたいなことが出てきていると思うんですけれど。そ

のときにやっぱり、もともとは人間がやっていたことをロボットに置きかえる

ということになると思うんですけれど、人間って結構やっぱりいろいろな、フ

レキシブルで、いろんな作業ができて、例えばやわらかいものを例えばさわっ

たりとか、先ほども実際にひもを結ばれていましたが、そういった作業がある

のだけれど、実際にロボットでそれをやろうとするとかなり難しいという。と

いうことで、こういうふうに、例えば機能を特化してやれば実現すべきデザイ

ンというものが変わってくるということもありまして。例えばロボットという

のも今はどっちかというと人間を模倣するような形の方向でつくったりするん

ですけれども、機能というものをより発現させるためにと考えると、それは人

間のまねをするんじゃなくて、違った形のイメージのものをつくったほうが、

それにしたほうがより機能が実現できるという可能性はあるのでしょうか。 

○山中 それは本当にあると思います。例えば学環の石川先生は、すごく速く

動くロボットをつくったりしている先生なんかは、明らかに人間にやれないこ

とをやることのほうが意味があるよね、という認識でつくられていますよね。

やっぱりその方向性というのは明瞭にあるなとは思っていて。だから人間に似

たことをやらせるというのは、一つは労働を代替させたい、でもその解決策は

必ずしもロボット……、それはロボットというものではあるかもしれないけれ

ども、必ずしも身体構造に似せることじゃないですよね。つまり車輪のほうが

速いよねっていうのは簡単に言ってしまえばそうだし、産業機械でも腕の構造

をとる必要がないことっていうのもしょっちゅうあるし、人間の目よりも確実

に瞬間的に不良品をはじくのは、もうロボットの目のほうがさえているよねと

か。いろんなだから、人間とは違う特性の持たせ方っていうのは存在する中で、
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もともとロボットを人間っぽくつくることとかっていうのは、学びだったり人

間をつくりたいっていう願望だったり。比較的人間側の欲求でやっている部分

だなというふうには思っていて、ファンクションとして代替させるということ

だけを考えると、人に似せるということから離れたほうが素直だなとむしろ

思っているんですね。それは義足に限らずなんですけれど。だからロボットも、

ヒューマノイドって何？っていうのをずっと考えながらつくっていますけれど、

やっぱりメードロボットをつくるのであればヒューマノイドではないかなと

思っていて。メードっていうのは、家事をする人っていう意味のロボット。別

なメードっていう存在はあるんですけれど（笑）、それは別な問題なんですけれ

ど。家事をするロボットというのをつくる場合に、例えば人の形をしている意

味というのはほとんど感じないなということで、だから現実、掃除機だって洗

濯機だってほとんどロボットなわけですけれど、全然ヒューマノイドじゃない

からこそできているので。ヒューマノイドが掃除機を持って掃除をするって逆

にばかげていますよね。だからそう考えると、そもそも人に似せることってい

うのは、機能的には意味がないんじゃないかとさえ僕は思っています。むしろ

学び、人って何？っていうのを知りたい。それは２つ願望の方向性があって、

サイエンスとして知りたいっていうのとアートとして知りたいの両方があると

思うんですけれど、その両方の要請からヒューマノイドってつくられ続けて。

そのことと、機能的に補完するとか、機能的に人体の労働や何かを置きかえて

いくっていうことと切り離して考えたほうがいいなとは思っています。だから

それがまさに義足とか義手とかっていうところに端的にあらわれてしまうわけ

ですけれど、そもそも人体から離れたほうが機能的になるよねって、でも人体

に戻したいよねっていう願望の接点がまさに存在していて、戻したいよねって

いう気持ちがなくなってしまえばむしろ自由に設計できるのにねっていう状況

でさえあるわけですよね。 

○中村 最近のトップサイエンスというか、ビジネス化した行動経済学の本を

読んでいると逆になっている印象があるんですね。人間はある種のバイアスが

あって、損はしたくないとかこういうカーブになっているんだけれど、経済自

体はもうちょっとメカニカルに動いているから、本当に合理的に行動したかっ

たら、もともと行動経済学でわかった人間のバイアスを補正して、もっと計算

機のように判断させたほうが経済的には合理的だっていう教科書を最近読んで、

イントロに大学生向けの教科書で、しばらくこの発想が倫理的に正しいかどう
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かをずっと議論しているわけ。そういうやり方を学生に言うことによって、そ

ういう発想をしていない人よりもさや取りができる。だけどそこはある意味、

読者の自由意志だから、トレーニングして人間のバイアスを補正する方向にそ

のほうが……。よく有名な例で、映画のチケットを直前になくしたら映画に行

きたくなるけれど、買うつもりだった現金をなくしたら映画を諦める。経済学

的には同じだけれど、人間はそういうふうに考えないって古典的な例だけれど。

そこは等価であるというのが、今の経済取引でいったら合理的な判断だという

ふうに、ある意味、学生を教育すると。すると行動経済学って今いろんなとこ

ろで実験をすると、若干都市フォークロアっぽいけれど、経済学部で学部の授

業に出た人ほどゲーム理論の想定するように答えているんです。 

○佐倉 しかも学年が上にいくほどその割合がふえると。 

○中村 そうなりますね。それもよく言われているでしょう。なかなか厳しい

なと思って、こういう話を聞くと。 

○佐倉 人体の形の話なんかは、遠藤さんは大体そんな感じですか。 

○遠藤 そうですね。僕も人体に関しては、その嫌な部分って出てきますから

ね、どういった形になるかっていう話は。それはやっぱり倫理的な問題って残

るかなって思うのと、あとはやっぱり人間、特に日本人って、アニメにすごく

影響されるというのはあると思うんですけれど、やっぱりアニメで人造人間み

たいなものは人間の形をとっているものってすごく多いですよね。だから身体

にも何か魂が宿るような考え方ってあるのかなってすごく思ったんですけれど、

そしたらイシイ先生がすごい例を持ってきて。『エイトマン』って知っています

か。エイトマンって人間の形をしているんですけれど、あれって脳っていうの

は自分のものじゃないんですよね。何か脳の機能をコピーして、人造人間の、

もともとの人間の要素が一つもないものに対して，その人の人格を宿すような

感じになっている。だから唯物論とは違って人体の二元論に関する受け入れを、

もう何十年も前に日本人ってやっているようなことに僕は驚いたんですよね。

要は、身体は人間に近いほうが多分、日本人って好きなんだなと思うのと同時

に、脳から離れても人間として認識できるんだというところに、僕はちょっと

そこで驚いています。 

○澤田 先ほどから出ていますように身体と機械とか、テクノロジーが一体に

なっている感覚。一体感ってどういうことなのかなっていうことに、お話を伺

いながらもやもやしてきました。先ほど、山中先生が、手が自分に所属してい
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る感覚っていうのは、そこはすごく共感するんですけれど、例えば私だけかも

しれませんが、足の爪の指先とか、あるいは自分の内臓とかっていうのは一体

感が余りない。一体なんですけれど、一体感では、もう勝手に動いてくれてい

るとか、何か自分の意思で動かせないっていう意味で一体感を感じないだけな

のかもしれないですけれど。あとは何か自分の落ちた髪の毛とかをお風呂場で

見て汚いなと思っちゃう感覚とかって、それと何か一体であることと一体感と

いうのはちょっと違うよなっていうことをちょっと考えていました。なので、

体と機械というものを一体感とかなじむっていう感覚というのは一体何から生

まれるのかなっていう、すごく抽象的な質問なんですけれども。一つは痛みが

出ないとか、そういう話は、義足の結局答えのところでお話されていましたけ

れど、それ以外に見た目だけの問題とかなんかもそうですし、どういうことな

のかなと。どういう点でデザイン、例えばされるときとかエンジニアリングを

されるときには留意しているものかとか。 

○山中 どうでしょうかね。本当にだから、何か自分がコントロールしている

エリアっていうのが身体だっていうふうに考えながら身体の絵って描くと、内

臓って空っぽかもしれないなとは思ったりはしますよね、何かね。そういう感

じっていうのは確かにあるなと思うんですけれど。 

 変な例ですけれど、とまったエスカレーターを上ろうとすると、上るときと

おりるときにすごく変な感じがするという話がありますよね。あれを丁寧に研

究した人がいて、何で変なんだっていう。いろんなモックアップをつくって、

単純にそうなっている階段でもそういう感じがするのかとか、それをいろんな

テストをした人がいて。結果から言うと、例えば木の階段がああいうふうになっ

ていてもほとんど変な感じがしないんですよ。あれはじゃあ何が起こっている

かというのを解析してみると、エスカレーターであるという認識が、これから

自分が加速されるということを知っていて、それが動いていないのがわかって

いても体が前傾する。そこから引っ張られたときにひっくり返らないように身

構えるという。その身構えた状態で上っていくから何かバランスが違うという

ことで、それはだからもうああいうふうに、何十回じゃない、もう本当に何年

もあれをずっと経験していると、我々の体の中に「このものが近寄ったらこう

いうふうに体を使う」っていうのがしみ込んでいるんですよ。それがしみ込ん

だ体は勝手にそれをやるんですけれど認識のほうは理解できなくて、それを勝

手に自分がやっているんだということに気がつかなくて、対象物が変だという
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ふうに誤解する。そういうすりかえってすごいなと思っていて、人間の身体と

脳とかって。答えになっているかどうかわからないんですけれど、つまり一体

感みたいなものっていうのも実は環境にものすごく影響をされていて、本当に

人によって刻々と変わっているものでもあると思うんですよね。だからそれは、

自己とは何っていうと何か固定的に考えてしまうんですけれど、実は結構ダイ

ナミックに変化しているものなんじゃないかなという気はしています。 

○中村 ウエダさんがいたら瞑想とかでその辺の話も…… 

○佐倉 可塑性ありますよね、何か。 

○近藤 きょうはスポーツにおける一つ機械というところですけれども、一つ、

スポーツのレフェリーだとか審判。そういう人たちの判定を補うのに、今はよ

くビデオ判定なんかが使われますけれども、あれって結構つまらないケースが

多いんですね。相撲の検査役だとか、この間スーパーボールであったチャレン

ジだとかね。一番つまらなかったのは柔道のジュリーとかいうやつが、茶々入

れるやつ。試合はとまるわ、その間は何をやっているのかわからないわ。かえっ

て、レフェリーって人がやるから仕方がないけれども、その部分、人がわから

ないところをビデオで見て、それでやりましょうっていうと、何かレフェリー

が否定されているようなところがあるんですよ。その中で唯一サッカーぐらい

ですかね。試合の流れっていうのを大切にしながら、裁判官じゃないですけれ

ども、その人に最終的なジャッジがゆだねられて。そういう意味では今後のス

ポーツにおける審判の機械化といいましょうか、テクノロジーを導入していく

というのは、どういう方向に進んでいくんでしょうか。 

○山中 難しいですよね。Ｆ１が一番わかりやすい例なのかもしれないですよ

ね。だから厳密に計測しているようで、結構ころころレギュレーションが変わ

るじゃないですか。あれは必ずしもテクノロジーに対する分析だけでは行われ

ていなくて、結構それをやるとヨーロッパが負けるとかいうこともあからさま

にやるとか、そういうことも含めて決められていっていると思うんですけれど。

やっぱりテクノロジーってそういう問題をずっと抱えているなとは思っていて。

それでついついサイエンスで決められると思っちゃうから逆におかしくなると

ころもあって。実はそれを決定するのはサイエンスじゃないというふうに思っ

ていて。だからスポーツのジャッジもサイエンスで決定できると思うからおか

しいのかなって思っているんですよ。最終的には文化の問題で、何を決めたがっ

ているのっていうのを……。つまり本当にゲームとしてラインの外にあるか内
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にあるかっていうのを正しく判定することが、そもそもそのゲームなのかって

いう話ですよね。そういう観点がいろんなところに入ってくるんだろうなと思

います。まさに義足で走るようになったら、もう今までのようにタイムをとっ

て１番・２番を決めるので本当にいいのかみたいな話になってきちゃうのかな

とも思います。 

○佐倉 サッカーの審判なんかを見ていると、今おっしゃったことをすごく痛

感しますよね。単に正確にやるっていうのとそれは違います。 

○山中 違いますよね。 

○佐倉 大分、時間になってしまったんですが、ちょっと話題を少し……。も

う少し時間は大丈夫ですか。ファブラボ的な話がちょっと出て、それが余りディ

スカッションの中になかったんですけれども。このものづくりのあり方が変

わってきて、それとみたいな話が、お二人ともそういうインドの話とかされて

いて、その辺はでも何かどれぐらいうまくいくのかなみたいな質問も、じゃあ

ちょっと。 

○中村 やっぱりインスティテューションというのは、社会の成熟とイノベー

ションとのギャップというのは強くあるなと思ったんです。 

○佐倉 その辺、最後にちょっとお二人からご意見をいただければと思います。 

○遠藤 ファブラボですか？ 

○佐倉 ファブラボっていうか、ファブラボ的なつくり方ってこれから、わっ

と行ってそれが主流になっていくものなのかどうか。 

○遠藤 ファブラボ的な考え方っていうのは、僕はあんまりトータルでアグ

リーはしないんですね。ファブラボは、そもそもつくり方をつくるみたいな。

結構そもそもニール・ガーシェンフェルドって、ものづくりの文化をつくるっ

ていう、多分、皆さんが考えているファブラボはちょっと違うと思うんです。

要は３Ｄプリンターを使って何かをつくるんじゃなくて、３Ｄプリンターのよ

うなものを自分の手でつくれなきゃ意味がないみたいな。結構、ツールから自

分でつくるようなところにすごいプライドを持っているような感じはするんで

すね。「How To Make Almost Anything」みたいな事業を見ていてわかると思

うんですけれども、要は３Ｄプリンターを使って何か物をつくるということに

関して、そんなにファブラボ自体の流れが乗っていっていないと僕は思うんで

すね。そうじゃなくて、僕は別にいわゆるファブラボ的な考え、３Ｄプリンター

みたいな、クイックプロトタイピングに関しては、僕は、実はファブラボみた
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いなセットアップをインドに実はつくったんですね。それはなぜかというと、

要は現地の人がアメリカと全く同じ環境でものを一緒につくって、データのや

りとりだけで彼らはつくれるようになるという、まずは製品のプロセスを早く

するためのものと、あとは現地の人が物をつくるっていうスキルを得るためな

ので、多分その製品ができなくても今後、彼らがそれを使って物をつくるとい

うことも自分たちの手でやっていけるような環境がそこにあるっていう。要は

物をつくるプロセスを得て、彼らがじゃあ実際に物を新しくつくるという段階

になったときに、それに対応できるような教育の場として、僕はファブラボの

ような環境に将来的に携わっていきたい。自分が携わっていくんだったら、こ

の２点に関してはクイックプロトタイピングを繰り返していくときに、重要視

したいなというところなんですけれど。 

○山中 メーカーズ（『MAKERS̶21世紀の産業革命が始まる』）という本が話

題になって、すごくものづくり革命の成功例にずらっと並べる本だと言われる

んですけれど、僕はあれにも違和感はあって。つまりファブラボ的なものづく

りの仕方をして、それで自分のアイデアを世界に向かって発信することができ

て、そのおかげですごくたくさん売れてお金持ちになるっていうストーリーっ

て、ちょっと最初のほうが違うだけで、最後はやっぱりたくさんつくってお金

持ちになるということなんだな、みたいな。そこは何か、もしかしたらそれが

根本的に違うんじゃないかなと思ってはいるんですね。それはちょっと、今、

遠藤さんが言ったことと関係するんだけれど、結構、インドで、だから結局は

現地の人がやれるかどうかが重要でしょうっていう話でありましてね。だから、

世界中の人にフィットできるすごい何かがつくれることじゃなくて、ローカル

に成功してローカルに価値を提供して、ローカルに満足できるっていうのが、

もしかしたらものすごく重要なことなんじゃないかなと思っていて。それはだ

からローカルというのは、本当に１人でもって、家族でもって、だから、今の

我々のもののつくり方っていうのが、与えられたものからセレクションすると

いうのが当たり前になっていて、そこに対するガーシェンフェルドは、そうじゃ

なくて自分たちでつくるっていうことは違う観点で手に入るんじゃないのって。

それを何となく誤解しているのは、欲しいものがカタログから選ぶと目の前で

つくられて、ぽっと手に入るというのがすばらしいことになっちゃっているん

ですけれど、それはちょっと違うかなと僕は思っていて。そうじゃなくて、もっ

と繊細に自分たちの生活を改変できることが一番重要なのかな、将来のビジョ
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ンなんじゃないかなと思っているんですよね。だから何かぽんと手に入るとい

うものではなくて、つくるっていう行為自体が、何かもっと繊細に密接に、我々

が字を書いたり話をしたりするのと同じように手軽なものになっていったとき

に、その文化が絵を描いたり、字を書いたりして人に渡すのと同じように立体

で起こり得るということが最終目標なんじゃないかなと思っていて。それがだ

からいろんな制度とかの違いはあると思うんですけれども、我々が立体を自在

に扱える世界の究極のビジョンはそこなんじゃないかなと思っていて。 

 そういう夢物語の話は遠くに置いておくけれども、その一環として、例えば

義足みたいな非常にマイノリティーのためにあって、そこで普通にはもうから

ないというものがローカルに解決する問題で、ローカルにつくる問題で、ロー

カルに満足していくという中で産業化できるという可能性を今探っているんで

すね。そこにさっき言ったファブラボみたいなやり方っていうのは割とフィッ

トしやすくて。もちろん今はコストでなかなかそうはいかない部分はあるんで

すけれど、でもちょっとした部品ならそれで手に入ったりするんですね。ちょっ

とこれ、例えば高桑早生さんに、このスパイク器具がどうもうまくフィットで

きない。そうするとこうなっているといいのになっていう。それをじゃあ目の

前でつくってしまって「よかったね、それは何かいけそうじゃん」みたいな話っ

ていうのが簡単にできるようにはなりつつあるんですね。それがだから産業

化っていう、産業化の概念そのものがもうそこで違うなと思っているんですけ

れど。だからそこで、ほとんど物々交換なんですよね、ローカルなエリアでの。

だから高桑早生さんに、僕らがあげるって単純に物をあげているんだけれど、

でもだから彼女たちがそれによって得られたものがこうこうされて、僕らが

やったことがちょっとみんな知られるとうれしいよねっていう対価をもらって

いるので、何かすごく未来が語れるようにちょっとなった気がするみたいなこ

とって、実は対価なんじゃないかと思っていて。それでそこが産業という枠組

みで物品が回っていってかわりにお金が回らないと、何か経済が成り立たない

というふうに考えていると袋小路に陥ってしまうんですけれど、逆にそこでだ

から物と情報の……。情報はかなりそうなりつつありますよね。だからまさに

情報そのものが従来の情報を売るみたいな感覚で、もう本当に成立しなくなり

つつあって、情報っていうのは誰かすごい天才が文章をつくって、それが何万

部売れるっていう経済モデル自体がもう怪しくなっていて、むしろいつも誰か

が改変している中でもうかる人が出てきてしまっている状況こそが正しいん
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じゃないかというラジカルな意見もあるわけですけれど。それを同じようなこ

とが物にも起こるのかなとは思っていて、そこが本質かなとは思っています。 

○網森 それの今のメーカーズのお話なのですけれど、先ほど違うとおっ

しゃったのは書き手の意図なのか、それとも読み手がそう誤読しているのかっ

ていうのがちょっとわからなかったのですが。私はどっちかというと日本人の

メーカーズを読んだ方って読み手が誤読しているというふうに感じていて、確

かにあれがキャッチアップに３Ｄプリンターのことをたくさん書いているんで

すけれど、実際に中を読むと３Ｄプリンター自身の成功例はほとんどないんで

すよね。あれはたしかドールハウスのおもちゃを娘のためにつくってあげたと

かっていうのはあるんですけれど、あの中で製品化されているものは、ほとん

ど３Ｄプリンターでは製品化されていなくて、むしろ従来のＮＣ旋盤とかと

使ったり、金型をちゃんと起こしてみたりなど。CADの部分は多少はあります

けれど、データをオープンソースで、デジタルで流通するっていう部分は確か

にありますけれど、３Ｄプリンター自体は多分非常に、あれはステマじゃない

かっていうぐらいちょっと過大に書いている節があるので、むしろあそこの中

で非常に思ったのは、高度経済成長期のまさに日本がすごい超量産型にして

やったのが、100から１万ぐらいの数字でしたっけ、ちょっと数は忘れました

けれど、あるところに来ると先進国でつくったほうがシッピングの部分のコス

トがペイするのでいいっていうのは確かにあって、それで今、実際にアメリカ

がテキサスなりにいろんな誘致して企業……。あそこはエネルギーもあるので

いろいろな事情があって今テキサスに誘致していますけれど、その辺は割と今

のこれからの先進国であると思います。 

 ちょうど今、そのお話が出たんですけれど、先ほどエンドとイグゾの話があ

りましたよね。正直、製造業にいたので、直感だとカスタマイズタイプのエン

ドのほうが安いっていうのは実は実感があんまりなくて、よっぽど人件費を上

回るほど材料費が安いケースしか、そちらが安いということはないかなと思う

んですけれど、ただ一方で、例えばメーカーズの中の話があったんですけれど、

最初のはたしかリモコンかラジコンか何かをとりあえず全部オープンソースで

つくってあります。基盤も全部データも公開したんだけれど、誰でも、例えば

その基盤を、その上にチップを乗っけて起こせるわけなんです。そこだけ商品

にしてしまって、あとは自由につくってしまってもらったらいいんじゃないで

すかみたいなビジネスモデルを一つ上げていて、あれは今も実際にＣＰＵとか、
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あとは……、実際にあれは一切日本で売っていますよね、サクラなんとかとか、

幾つかの。だからああいう形で、義足も人に合わせなきゃいけない部分は、あ

る種、材料比率はいると思うんですけれど、それ自体は多分バルクで送ってし

まえば加工技術だけで済むのでやってしまって、例えばモーターが必要だとか、

あるいはジョイントの部分で高度な加工技術が必要なものに関しては、先進国

でがっと量産して配布するみたいにすれば、高機能のものがうまく量産とカス

タマイズのバランスがとれるんじゃないかって、お話を伺っていて思ったんで

すけれど。 

○山中 実はでも、義足のモデルの場合は、モジュール構造にしてパーツを量

産して配るっていっても、実は量産がきかない。そもそも量産していないです。

全部ＮＣでつくっていたりすると。型が使えないとかということです。だから

全部ＮＣでつくるんだったら、本当は全部データを変えられるんじゃん、みた

いな話がありまして。つまり量産っていう構造自体が、そもそもモジュールに

してもまだ成り立っていなくて、設計コストの節約ぐらいにしか実はなってい

ないという現状があって。逆にそこは未来かもしれないなとも思っているんで

すね。だから量産っていうのが、１万・２万が普通は限界って言われていて、

最近はそれがぐっと落ちてきたのがおもしろい現象ではあるんですけれど、で

もそもそもデータ以外は個別生産じゃんっていう世界があって。それのコスト

が下がることっていうのは、すごく別の意味を持ってくるんじゃないかなと僕

は思っていますね。だから先進国の繊細なものづくりってその段階に来ている

なと思うのは、要は例えばこのアイフォンだって、ＮＣ機械をずらっと並べて

個別生産していたと思うんです。それはだけど2000個並べれば個別生産が量産

になるよねっていう話がおもしろいって言われているんだけれど、実はそれは

全部データを変えられるっていうことでもあるので、ということも思うわけで

す。だから何で同じものをいっぱいつくっているんだろうっていうのがそもそ

もの問題として、もう出てくる技術段階に来ているなとは思っていますね。 

○網森 それに近いのはもしかすると、最近みんなイラストレーターとかを使

えるようになったので、デジタルで印刷データに入稿して、宅配で送ってくる

ようなやつも、昔だとちょっと考えられなかったですけれど、今はもう印刷機

で印刷したのと同じぐらいオンデマンドの機械でもよくなっているじゃないで

すか。だから正直、ＮＣでやったものが全然検品もなしでやれるのかどうか若

干疑問はありますが、それも１台上がればおっしゃっていることは全然できて
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しまうかもしれないということですよね。 

○山中 そうなんです。まさに今おっしゃった検品。つまり完成とは何かって

いう問題なんですけれど、プロダクトっていうものはそもそもだから誰が使っ

てもけがをしないとか、ものすごくみんなが……。つまり、何かまずいことが

起こるっていうのが全てにわたって起こらないことを前提に検品・品質という

のはコントロールされているんですけれど、それがローカルに解決されてしま

えば、逆にその問題、つまり低品質のものが出回るのもありという世の中のほ

うが、幸福っていう可能性があるような気がしているんですね。そこはすごく

変わる気がします。つまりプロフェッショナルが丁寧につくり完璧につくるも

のってそもそも何っていえば、たくさん同じものをいろんな人に渡しても何も

起こらないものですよね。だけどこの人はそんなミスをしないよっていうのが

わかっていたら、それは外せるわけですよね。そういうだから、むしろ非常に

危険で粗雑でどうしようもないものを与えてから、その人の中で育っていくよ

うにすることができれば、多分、最終製品はすごく精度のいい、みんなが使え

るものよりもいいものになる可能性があると。そこなんじゃないかなと思うん

ですよね。 

○網森 うーん、なるほどね。 

○佐倉 はい。よろしいですか。まだまだあるかと思いますが大分、時間も過

ぎてしまいました。ちょっと司会の不手際もありまして。きょうはここまでと

したいと思います。どうもありがとうございました。（拍手） 

 大変刺激的な情報がたくさんあったろうかと思います。今年度はこれで最後

になります。どうも長い間、ご協力をいただきましてありがとうございます。

来年度に関しては、またご相談して、よろしくお願いいたします。 

 

（以上。） 
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